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　今回の土器出土量はコンテナ約1000箱であり、
一次整理として発掘調査現場から出土した土器を
水洗洗浄し、一部土器について出土情報の注記作
業を行った。次に各調査区における遺構の変遷を
考えるべく全出土土器について、土器の取り上げ
単位毎、つまり遺構、層位毎の出土土器の大まか
な時期的偏り（集中度）と混在性を明らかにした。
この際、同時に出土土器の接合作業を進め、実測
可能な土器の抽出（完形品に近いものの他、土器
の口縁部・頸部・底部・脚部など屈曲部が存在す
るもの、櫛描文・貝殻描文・沈線文・縄文などの
文様があり拓本が可能なものまで）を行い、その
中から各遺構の時期決定可能で時期的混ざりが比
較的少ない資料群（いわゆる一括出土資料）にあ
る典型的形態のものと特徴的な土器（沈線文系土
器群と貝殻描文系土器群が多い）を最優先の実測
資料として約8000点弱取り上げた。その後、弥
生時代後期以後の遺構を抽出するのと弥生時代後
期以後の遺構の土器の混ざり込み、発掘調査時に
よる弥生時代後期以後の遺構の見落としの程度を
確認するために赤彩土器片を抽出してカウントし
た。（添付DVD所収の「時期別出土土器カウント
資料」）
（１）縄文土器（図3-1-1）
　朝日遺跡ではこれまでにも縄文土器が散発的
に出土しているが、今回の調査においても99Ac
区・02Bb区・02Cg区・02Db区・03Bc区・
03Bd区の6地点において出土した。8は03Bd区
SK35の上部にあるSK34上面にて、つぶれた土器
の下部のような状態で検出でき、当初土器棺墓の
可能性も想定して調査を進めたが、縄文土器の下

にあるSK34・SK35から弥生土器が出土したこと
から7は二次堆積によるものと判明した。その他
の縄文土器も全て弥生時代中期以後の遺構等から
の二次堆積として出土した。
　しかし、出土地点等様々であるが、土器自体は
縄文時代後期前葉頃の土器群と考えられ、濃尾平
野南西部における縄文時代の人間活動の痕跡とし
て残るものである。
　今回出土した縄文土器は文様と調整技法からA
類～C類の大きく3類に分類できる。
A類：内面はヨコナデ、外面に太沈線による方形
状の区画文（1・2・3・6）、山形文（4・5）、渦
巻文（1）等を施し、区画文の中を縄文で充填す
るもの。
　全て深鉢形の形態が考えられるが、口縁部から
頸部がすぼまり、体部が再び膨らむ形態のものと
（1・5・6）と体部が膨らまない形態のもの（2～
4）がある。
　1は体部肩に上面に刺突文を施した貼り付け突
帯と突帯から連続する三角形耳状の貼り付け把手
があり、その下に太沈線と縄文を上面に施した貼
り付け突帯の方形区画文と方形区画内にある太沈
線による渦巻文がある。口縁部の内外面にヨコミ
ガキがある。6は表面が摩滅して縄文は不明であ
るが、1と同様な形でA類の可能性がある。
B類：内面はヨコナデ、外面に2本1組の平行沈線
文が4～5条並行して描かれる擬似流水文に近い
方形区画状の文様があるもの。7は浅鉢形の器形
の体部片と思われる。
C類：内面ヨコナデ、外面タテハケ状の調整がさ
れるもの、8は頸部がややすぼまる深鉢形である。

土製品土製品1Ⅲ
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（２）弥生土器・土師器
　弥生時代中期から古墳時代前期を中心と考えら
れる土器群が出土した（今回の出土資料中に，弥
生時代前期に関するものはなかった）。今回の弥
生土器・土師器の整理では、これまでの先学にお
ける弥生土器・土師器の研究を参考に、発掘調査
時に分類して検出した遺構、及び遺物包含層等の
地点・層位の全ての時期を決定する事を目標に、
出土した土器の時期別区分（遺構の時期決定の元
になるもの）を行なった。その際の土器を観察し
た基準を示す。

A．弥生土器・土師器の分類 ………………………
　ここでは弥生土器・土師器の分類にあたり、弥
生土器・土師器の調整・文様について分類し、続
いて形態である器形について分類する。
a．調整の分類
　調整を６つに分ける。
○ ナデ調整
　器壁表面に土器胎土中の砂礫粒の移動痕跡がな
いもの、不明瞭なもの。指頭・指腹によると思わ
れるもので、やや不明瞭な凹凸をもって認識され
るもの。ほとんどの土器の調整には何らかの形で

1（E-02Cg-701）

2（E-03Bc-701）

3（E-03Bc-702）

4（E-99Ac-701）

5（E-02Bb-701） 7（E-02Db-701）

6（E-02Db-702）

8（E-03Bd-701）

0 20cm

図3-1-1　縄文土器（1：4）
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含まれる工程である。
タテナデ：壺頸部内面・甕体部内面に多くみられる。
指頭・皮革等を利用したもの。下から上への器壁
調整が主体的、縦位に帯状の凹凸が形成される。
ヨコナデ：口縁部内面・脚台部などに施される。
皮革等を利用したもの。土器に対して横方向の平
行移動が確認され、上下には帯状の凹凸が形成さ
れる。ある程度の回転台の使用が想定されるもの
もある。
板ナデ：ヨコナデの一種で、壺等の頸部・体部外
面にみられるもので、原体によるナデの始まりが
直線状の停止、器面に原体幅部分の凹みをもって
認識されるもの、ハケとは調整面に残る条線の有
無により異なる。
指オサエ（当て具痕）：ナデの一種で、器壁表面
の移動を伴わない円形・楕円形状の凹みとして認
識されるもので、体部内面等に顕著にみられる。
外面からの調整による内面当てとの区分は難しく
それらを含む。時に爪圧痕が残され、指頭状のも
の、拳状のものがある。
○ハケ調整
　木材等の板小口を使ったものと考えられている
もの、木材の年輪の冬季硬質部分が器壁表面に断
面階段状に平行した条線として認識できる。ハケ
原体の単位が分かるはずであるが、調整の重複に
より不明瞭な場合が多い。原体の材の種類や使用
状況等により表れ方が異なる。壺、甕、高杯等の
内・外面の調整に最も多用される調整ともいえる。
○条痕調整
　いわゆる条痕文で、器壁表面の凹部が深い荒々
しい感じになる。二枚貝の側縁を使用したと思わ
れる貝殻調整（いわゆる貝殻条痕）と細い棒を束
ねた櫛状原体を用いたと思われる櫛条痕調整（い
わゆる櫛条痕）がある。
貝殻調整：条間が丸い断面をもつ器壁表面として
認識できるもの。壺や鉢、無頸甕の外面の調整と
して多用される。
櫛条痕調整：条間に平坦な部分を残すもので、無
頸甕の外面にみられる。また無頸甕の内面口縁部

に施される指突文の観察では断面円形・楕円形を
した径1.5mm前後の細い棒状のものを3～7本束
ねた櫛状のものの先端部分を使用したと推定され
るもの。刺突文の穴底に植物質痕が確認できる。
櫛施文原体と区別する為、以下では「櫛条痕調整」
として述べる。
○タタキ調整
　器壁の表面に平行にはしる直線の凹みにより認
識でき、壺・有頸甕の体部外面を主体にみられ
る。内面には指オサエ状の当て具痕を伴うものと
思われる。板状工具の平坦面にある直線の凹凸が
表れたもので、器体に対してヨコからナナメ方向
に凹みである条がはしる。
○ケズリ調整
　器体表面の砂礫粒の移動痕跡により認識できる
もので、壺の外面体部下半や有頸甕内面に施され
るものがある。主に器壁表面が比較的乾燥した状
態で調整される場合と余った粘土を掻ぎ取る場合
とがある。
○ミガキ調整
　器体表面に残る幅1mm～10mm程の滑らかで
光沢のある浅く長い凹みとして認識できる。器体
表面を押圧して調整しているものと思われる。調
整の最後に施される場合が多い。器形や時期によ
り帯状になるもの、部分的なもの、文様間を充填
するもの、全面に及ぶものがある。全体に壺と高
杯等に多くみられる。
○圧痕
　調整ではないが、その他に土器製作時に伴う土
器底部に付着した布や木の葉、植物の圧痕の痕跡
がみられる。
b．施文の分類
　朝日遺跡の弥生土器・土師器では施文の方法と
文様の種類が時期的変遷を伴いながら多様な形態
がみられる。以下では土器の表面に残る文様の形
態から、施文の種類を大きく8つに分類した。
○貝殻施文
　貝殻の側縁が波状にたったものによる施文と考
えられるもので、貝殻側縁が器体に当たった長さ



第Ⅲ部　出土遺物の分析 ̶ ❶土製品

5

1cm～3cmの波線や器体表面に残された文様の
波状凹凸がある断面として認識できる。主に貝殻
側縁が器体に当たった幅1cm～3cm程の線状の
描き文や帯状に連続する刺突文列として文様が表
現される。
○櫛施文
　細い棒状のものを2～20本程束ねたものを想定
しており、長さ1～3cm程の線状凹みや条間の平
坦面が残る断面をもつ複数集まった長い条線とし
て認識できる。それぞれ文様を刻んで施文する場
合と描いて施文する場合が推定できる。櫛施文の
状態により4類に細分する事ができる。
櫛I種施文：条線の凹み等の間隔がほぼ一定のも
ので、条線が太く、深いもの、硬い感じを受ける
もの（櫛I種A施文、推定される原体が硬度のあ
る木・竹等の小片の先端を細かく割ったようなも
の）と条線が比較的細く、繊細な感じを受けるも
の（櫛I種B施文、柔軟ならざる程度の植物の枝
茎を緊密に束ねたもの）がある。櫛I種B施文で
は痕跡から原体が管状のものと棒状のものが推定
できる。
櫛Ⅱ種施文：条線の凹みが2本～5本で一定の間
隔で並んだものが、2～4単位同じ軌道をもって
施文されるもので、いわゆる「複合櫛描文」と呼
ばれていたものに相当するものである。施文され
た文様から推定できる原体は、やや弾力のある管
状・棒状の原体を2～5本一定の間隔で束ね、さ
らにその束ねたものを2～4束一定の間隔を保っ
て束ねたものとなる。
櫛Ⅲ種施文：細い条線が比較的柔らかい感じであ
まり一定の間隔では並んでいないもので、まれに
条線が交差するような状態のもので、弥生時代中
期後半の西三河系太頸壺に典型的にみられる文様
である。施文された文様から推定できる原体は比
較的柔軟な1本1本が比較的細かく、まれにこれ
らが交差するササラ状、またはホウキ状の形状の
ものと考えられる。
○ミガキ施文
　施文部分がやや丸みをもった平坦なものに、器

体表面に残る幅1mm～8mm程の滑らかで光沢の
ある浅く長い凹みとして認識できるもので、ミガ
キ調整の文様表現となったもので、いわゆる「暗
文」や「磨リ消し線文」とされたものに相当する。
石やヘラ（木片・棒）状の原体を器体表面に押圧
して施文しているものと思われる。
○沈線施文
　単独の1本の条線として描かれた文様として認
識できるもので、条線が細いものと、条線が太い
もの（太沈線）がある。ヘラ（木の棒状のものか）
状の原体により線刻されただけのものと、線刻さ
れた条線の上をナデ成形するもの（いわゆる凹線
文に相当する）がある。
○浮文
　粘土を用いて立体的に土器の器体表面に貼り付
けたもので、円形ボタン状の形態のもの、断面三
角形や台形の帯状形態のもの（いわゆる突帯文）、
円錐形の形態のもの、棒状形態のもの等があり、
上面に貝殻施文や櫛施文の原体、ヘラ状原体、管
状原体による刻みや刺突による施文がある場合が
多くある。
○管状施文
　2本の並行する条線（平行沈線文）として描か
れた文様として認識できるものや径1～2cmの円
形や半円形の線状凹みとして認識できるもので、
帯状に連続する刺突文列として表現されるもの。
いわゆる「竹管文」・「半裁竹管文」・「爪形文」・「D
字形文」等に相当する。原体としては、竹のよう
な断面円形管状のものを半裁したようなもの（半
裁竹管）を用いたものと考えられる。
○縄文施文
　器体表面に撚紐の撚り圧痕として認識できるも
ので、文様を刻んで（回転押圧させる）施文する
場合が推定できる。いわゆる「縄文」に相当する。
○赤彩文
　主にベンガラにより彩色されたものが確認でき
た。彩色・施文は土器の焼成前のものと焼成後の
ものがあり、土器外面に部分彩色により文様（図
形）を描くものと土器内・外面の部分や全体を彩



蔭山　誠一

6

色するものがある。
c．文様の分類
　文様の種類を分類する。
○直線文　
　器体に対して横方向の直線状の文様で、1本の
みの場合もあるが、平行して複数の単位で施文さ
れる事が多い。
○波状文
　器体に対して横方向の上下に振幅する波状の文
様で、直線文の同様に平行して複数の単位で施文
される事もある。
○簾状文
　器体に対して横方向の直線状の文様で、一定間
隔で原体を止めた横方向のスダレ状に認識でき
る。
○山形文
　器体に対して横方向の上下に振幅する山形波状
の文様で、上下の振幅に角があるもの。
○斜格子文
　格子の斜めに傾いたもので、施文時の斜め線の
前後によって左上がり斜め線が先行する左斜格子
文と右上がり斜め線が先行する右斜格子文に分か
れる。
○羽状文
　斜線文が互い違いに施されるもので、器体に対
して横方向に施されるものが多い。羽の開く向き
により右向きに開く左羽状文と左向きに開く右羽
状文に分かれる。
○斜線文
　斜めの直線状に見える文様で、器体に対して横
方向に施されるものが多い。左上がり斜線文と右
上がり斜線文に分かれる。
○はね上げ文
　器体に対して下から上に施文原体をやや高速に
移動させ、文様の終わりで原体を止めないで描く
文様で、縦方向の左右の斜めに振った状態にな
る。
○同心円文
　円形の文様が同心円状に描かれるもので、同心

円の文様が横方向に並ぶ展開となる。
○渦巻文
　円形状の文様が渦巻に描かれるもので、渦巻の
文様が横方向に並ぶ展開となる。
○弧状文
　半円の円弧状に文様が描かれるもので、円弧の
弧部が上にくる横方向に施文される。
○扇形文
　原体をコンパス状に用いて描くもので、扇形の
文様が横方向に単体で並ぶ。
○流水文
　器体に対して、縦方向に左右に蛇行して描かれ
るもので、波状文の波が大きくなったもの。横方
向に描かれるものがある。
○鋸歯文
　三角形文を横や縦方向に並べたもので、三角の
部分を沈線等で充填する充填鋸歯文もある。
○垂下文
　直線文や波状文を器体に対して縦方向に描いた
もので、横方向の直線文・波状文等の後に施文さ
れる場合が多い。。
○付加文
　複数原体によるものと同一原体によるものがあ
り、直線文等に後から付け加えられる文様。
○C字刺突文
　器体に対して横方向に右開きの半裁円形文とし
て認識されるもの。半裁した竹管状のものや爪形
文と同様のものである。
○D字刺突文
　器体に対して横方向の左開きの半裁円形文とし
て認識されるもの。
○円形刺突文
　竹管状の原体によって円形に刻まれたもの。
○縦刺突文
　櫛やハケ状の原体によって上下縦に刻みを入れ
たもの、縦刻みを器体に対して横方向帯状に施文
したものが多い。
○斜め刺突文
　タテ刻みが斜めになったもので、左上がり斜め
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刺突文と右上がり斜め刺突文がある。
○羽状刺突文
　左右の斜め刺突文が上下に重なって羽状文風に
なったもの。横方向帯状に施される。
○ヨコ刺突文
　タテ刺突文が90度回転したもの。
○点刻み（刺突文）
　棒状の原体を刺突したもので、横方向帯状に展
開したものが多い。口縁端部に施されるものが主
体である。
○回転文（充填・帯状・部分・全面）
　原体をコンパス状に回転して施文するもので、
扇形文以外の文様。
○その他
　定型的な形で描かれないもの、類似資料がな
く、散発・偶発的なものを一括して分類する。
d．器形の分類（図3-1-2）
　朝日遺跡の出土の弥生土器・土師器は弥生時代
中期前葉から古墳時代前期にわたる為、多岐にわ
たる。そこで大まかに器形を分類し、その特徴を
述べる。
○壺：袋物の器形で、袋状の体部上半がすぼまっ
て頸部があるもので、頸部から口縁部が開くも
の。頸部のあり方から太頸壺と細頸壺、広口壺、
短頸壺に区分する。
太頸壺：口縁部から体部に至る部分が明瞭な境を
作らないもので、頸部が相対的に太いもの。脚台
が付くものはほとんどない。外面に貝殻施文のも
のから櫛施文、ミガキ施文のものがある。貝殻施
文のものにはナデ調整の他に貝殻調整とミガキ調
整が、櫛施文とミガキ施文のものにはナデ調整の
他にハケ調整とミガキ調整がされる。
細頸壺：口縁部から体部に至る部分が明瞭な境を
作らないもので、頸部が相対的に細いもの。脚台
が付くものがある。外面に貝殻施文のものから
櫛施文、ミガキ施文のものがある。貝殻施文のも
のにはナデ調整の他に主に貝殻調整とミガキ調整
が、櫛施文とミガキ施文のものにはナデ調整の他
に主にハケ調整とミガキ調整がされる。

広口壺：口縁部から体部に至る部分が明瞭な境を
作るもので、頸部が相対的に太いもの。脚台が付
くものがある。外面に櫛施文が多く、他に貝殻施
文がある。櫛施文とミガキ施文のものにはナデ調
整の他に主にハケ調整とミガキ調整がされる。
短頸壺：口縁部から体部に至る部分があまり明瞭
な境を作らないもので、頸部から口縁部が短いも
のを一括して分類する。頸部は相対的に太いもの
が多い。外面に櫛施文のものが多い。櫛施文とミ
ガキ施文のものにはナデ調整の他に主にハケ調整
とミガキ調整がされる。
瓢形壺：いわゆる「瓢形壺」とこの器形から派生
する器形のものを一括して分類する。体部径と口
縁部径がほぼ同じに近いもので、頸部から口縁部
の高さと底部から頸部までの高さが同じか比較的
近いもの。甕形に近いものもある。外面に施文は
少ないが、櫛施文と沈線施文、貝殻施文のものが
あり、ナデ調整とミガキ調整が主体である。
○鉢：ボウルの器形のもので、口縁部から丸みを
帯びてすぼまり底部に至る。脚台の付くものがあ
る。外面に貝殻施文のものから櫛施文、ミガキ施
文のものがある。貝殻施文のものにはナデ調整の
他に貝殻調整とミガキ調整が、櫛施文とミガキ施
文のものにはナデ調整の他にハケ調整とミガキ調
整（一部タタキ調整もある）がされる。
○高杯：多様な形態が存在するが、大きくは皿形
と鉢形（椀形）の杯部と柱状で裾広がりの脚部を
持つ形態である。外面に櫛施文を主体に、貝殻
施文、沈線施文のものがある。ハケ調整とナデ調
整、ミガキ調整が組み合わされて使用される。主
に6期以後定型化した形態のものが現れ、以下に
分類する6期の鍔付皿形高杯、凹線文鉢形高杯、
6期から7期のワイングラス形高杯、7期の有稜皿
形高杯、皿形高杯、7期から8期の椀形高杯、7期
前葉の受口皿形高杯、8期の内湾口縁鉢形高杯、
9期の鉢形屈折脚高杯が主にある。
鍔付鉢形高杯：木製品の高杯を写した形態のもの
で、裾広がりの脚部に鉢形の杯部をもつもので、
口縁部に突帯状の帯状浮文とそこから外側に広が
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る鍔があるもの。
凹線文鉢形高杯：口縁部に凹線文をめぐらす鉢形
の杯部をもつもので、裾広がりの脚部が付く。杯
部のみであると鉢との区別がつきにくいものもあ
る。
ワイングラス形高杯：杯部がワイングラス形で、
裾広がりの脚部をもつ形態のもので、赤彩される
ものがある。
有稜皿形高杯：いわゆる「山中式高杯」で、皿形
の杯部中央付近で稜をもって口縁部が斜め外反し
て立ち上がるもので、裾広がりの脚部をもつ。杯
部上半に櫛施文の波状文や脚部に直線文と斜め刺
突文列が施されるものが多い。赤彩が施されるも
のがある。
皿形高杯：皿形の杯部をもつもので、裾広がりの
脚部の形態のもの。ミガキ調整が丁寧に施される
傾向がある。
椀形高杯：椀形の杯部をもつもので、裾広がりの
脚部の形態のもの。ミガキ調整が丁寧に施される。
受口皿形高杯：皿形の杯部口縁部（上半）が短く
受口状になるもので、杯部上半があまり外反しな
いもの、柱状脚をもつものや、やや太めの裾広が
りの無文（全面タテミガキがある）脚部の形態を
もつ。
内湾口縁鉢形高杯：鉢形の杯部中央付近で屈折し
てやや内湾する口縁部が斜め外側に立ち上がる形
態のもので、裾広がりでやや内湾気味の脚部をも
つ形態である。ミガキ調整が丁寧にされる傾向が
ある。
鉢形屈折脚高杯：鉢形の杯部中央付近で屈折して
口縁部が斜め外側にやや外反して立ち上がる形態
のもので、裾広がりで脚部下半にて屈折する裾広
がりの脚部をもつ形態である。ミガキ調整はあま
りみられず、ナデ調整が主体である。
○器台：壺を置く皿形の受け部と筒状裾広がりの
脚部を持つ形態で、高杯に近い形態のものもあ
る。外面に櫛施文を主体に、貝殻施文、沈線施文
のものがある。ハケ調整とナデ調整、ミガキ調整
が組み合わされて使用される。

○甕：いわゆる「深鉢」形と「甕」形のものを一
括して分類する。口縁部から頸部が最も径が大き
く、底部にかけてすぼまる形態をとる。外面に
施文は少ないが、調整の原体と同じもので体部上
半部分と口縁部付近の内・外面に比較的施文され
る。貝殻調整、ハケ調整、櫛条痕調整、タタキ調
整、ミガキ調整があり、組み合わされて調整され
る。頸部の有無により、「有頸甕」と「無頸甕」
に分類する。
有頸甕：口縁部から体部に至る間に径がすぼまる
頸部が有るもの。脚台が付くものが有る。外面に
ハケ調整、タタキ調整、ミガキ調整があり、組み
合わされて調整される。内面の調整はハケ調整と
ナデ調整、ケズリ調整があリ，組み合わされて使
われる。口縁部の形態により4期以後の「く」字
口縁有頸甕、受口口縁有頸甕、8期～9期の「S」
字口縁有頸甕に細分できる。
「く」字口縁有頸甕：口縁部が断面「く」の字の
形態に体部から頸部にて屈曲するもので、脚台が
ある台付甕とない平底甕がある。体部内外面の調
整の組み合わせにより時期の変遷がみられる。
受口口縁有頸甕：口縁部が受け口の形態になるも
ので、脚台がある台付甕とない平底甕がある。体
部内外面の調整の組み合わせにより時期の変遷が
みられる。
「S」字口縁有頸甕：口縁部が断面「S」の字状に
なる形態のもので、ほとんどのものに脚台が付く
台付甕である。外面ハケ調整、内面はナデ調整が
主体である。
無頸甕：口縁部から体部に至る間に径がすぼまる
頸部が無いもの。脚台の付くものはほとんど無
い。外面に貝殻調整、ハケ調整、櫛条痕調整、ミ
ガキ調整があり、組み合わされて調整される。内
面はヨコナデ調整が主体である。
○蓋：壺・鉢・甕に組み合うものと思われるが、
大きくみると傘形で、つまみ部が有るものと無い
ものがある。他に土製品に分類したが、板状円盤
形の形態で2つ1組の紐孔が縁辺に2組あるものが
ある。
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太頸壺 細頸壺 広口壺

短頸壺

瓢形壺

長頸壺

鉢

厚口鉢
無頸壺 鍔付皿形高杯

受口皿形高杯 椀形高杯 ワイングラス形高杯 有稜皿形高杯

内湾口縁鉢形高杯 鉢形屈折脚高杯 器台 器台

無頸甕 「く」字口縁有頸甕

「く」字口縁有頸台付甕

受口口縁有頸甕

「S」字口縁有頸台付甕 蓋
図3-1-2　弥生土器・土師器の器形分類（全てを網羅していない、主要なもののみ）
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B．遺構の時期区分における基準 …………………
　朝日遺跡出土土器についての編年案はすでに県
報告1982『朝日遺跡』において提出され、財団
報告1994『朝日遺跡V』においてその後の弥生
土器の研究の進展をふまえた修正・再編が行なわ
れている。また近年刊行された木耳社2002『弥
生土器の様式と編年』東海編に掲載された尾張の
弥生土器編年もあり、今回の出土遺物を整理・分
析を行なう上で大いに参考にした事は言うまでも
ない。しかし筆者が整理・分析をする際に、これ
らの研究成果を全て同一で理解できていない場合
と遺跡から出土する資料群が必ずしも同一の完全
な状態で揃っている訳ではないので、土器研究に
おける各時期の成果の一部の要素をもって時期や
器形を分類している感が強い。よって財団報告
1994『朝日遺跡V』に掲載された第3章の内容を
確認して最終報告の分析を行ない、今回の出土土
器において考えた問題と課題を整理して提示した
い。
1期（整理時には「弥生前期」として分類）
　財団報告のI期に対応する。今回の出土遺物で
はこの時期のものはない。
2期・3期（整理時には「朝日式」として分類）
　財団報告のII期～III期に対応する。財団報告
ではII期の土器について壺の貝殻施文と沈線施
文・管状施文の共存と貝殻施文の卓越という要素
を鍵にして細分し、III期を壺の文様の櫛描文化
や単純口縁細頸壺の定着を指標にしているが、今
回の出土土器においては区分できていない。よっ
て2期・3期として記す。
　実際の資料においては、貝殻施文や沈線施文・
管状施文の壺（有稜の受け口口縁や内湾する口縁
のものが多いか）の存在、貝殻調整の無頸甕片の
存在やその口縁部内面の貝殻押し引き文のもの、
貝殻調整鉢（いわゆる「厚口鉢」）の存在、沈線
施文を主体とする太頸壺（いわゆる「大地式壺」）
の存在、ハケ調整の無頸甕の存在等により分類し
ている。したがって無頸甕や貝殻施文の有稜受け
口口縁の壺では4期のものを含む可能性がある。

4期（整理時には「貝田町式前半」として分類）
　財団報告のIV期に対応する。財団報告ではIV
期の土器について櫛施文の受口口縁細頸壺の存在
や壺の体部外面にみられる付加沈線研磨手法の採
用と定着、櫛施文の流水文構成の存在の有無、櫛
施文の細頸壺体部外面の櫛施文の直線文と研磨帯
の交互施文・口縁部と頸部外面の円形浮文の多様
を鍵に細分が行なわれているが、今回の出土土
器においては区分できていない。一括して4期と
し、細分する要素が検出できるものについてはそ
の都度触れる。
　実際の資料においては、櫛施文（付加沈線研磨
手法のもの、多くは外面が黒色のもの）の壺の存
在とそれに伴ってみられる櫛施文の多用されたも
の、太頸壺の口縁部の棒（ヘラ）状刻みを主体と
するもの、沈線施文（太沈線文のものを含む）と
縄文等を組み合わせた渦巻文や弧状文の壺の存
在、ハケ調整の有頸甕の存在、櫛条痕調整の無頸
甕の存在、沈線施文と櫛施文を組み合わせた外面
黒色の鉢（いわゆる「無頸壺」）の存在等により
分類している。よってハケ調整の有頸甕について
2期・3期のものを含む可能性がある。また貝殻
施文の壺の一部は4期に分類したものもあるが、
基本的には2期・3期に分類し、沈線施文と管状
施文主体の壺類は4期に分類していない。
5期（整理時には「貝田町式後半」として分類））
　財団報告のV期に対応する。財団報告ではV期
の土器についてIV期後半の土器と変化しない部
分もあるが、櫛施文の受口口縁細頸壺の体部外面
にみられる付加沈線研磨手法の櫛施文の省略化と
ミガキ施文の卓越化（いわゆる「磨消線文」）、い
わゆる壺体部外面にみられる櫛II種施文による直
線文（いわゆる「複合櫛描文」）の出現、ハケ調
整の台付甕の出現を鍵に細分が行なわれている
が、今回の出土土器においては区分できていな
い。一括して5期とし、細分する要素が検出でき
るものについてはその都度触れる。
　実際の資料においては、櫛施文（付加沈線研磨
手法のもの）の壺で外面の色調が黒色でないもの
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や付加沈線研磨手法の櫛施文の省略されたものと
ミガキ直線文のもの、付加文として櫛施文の垂下
直線文・波状文のみられるもの、細頸壺の頸部外
面に櫛施文の波状文が卓越するもの（相対的な分
類で）、太頸壺の頸部がやや細く短くなる形態の
もの、頸部外面の無文化、櫛施文の波状文が卓越
するもの、細頸壺の体部外面に沈線施文（太沈線
文のものを含む）と貝殻刺突文等を組み合わせた
渦巻文や弧状文の壺の存在、ハケ調整の有頸甕で
口縁部に指による押圧が存在するもの、あまり体
部の径が頸部より大きくならない無頸甕に近い形
態のもの、櫛条痕調整の無頸甕口縁部内面の櫛条
痕刺突文列の存在、外面体部の横羽状櫛条痕のも
の等の存在等により分類している。よってハケ調
整の有頸甕や櫛条痕調整の無頸甕について4期と
6期のものを含む可能性があり、基準が不明瞭な
部分を含んでいた。貝殻調整の甕は4期に分類し
た可能性はあるが、5期に分類していない。ハケ
調整の台付甕は基本的に6期に分類したが、5期
にも分類した。また財団報告において指標とされ
た壺体部外面にみられる櫛II種施文による直線文
の壺は基本的に6期に分類した。
6期（整理時には「高蔵式」として分類）
　財団報告のVI期に対応する。財団報告ではVI
期の土器についてV期の土器と変化しない部分も
あるが、ナデ成形を伴う沈線文施文を特徴とする
土器群、いわゆる「凹線文系土器」の出現と量的
変化、台付有頸甕の脚台の変化、平底有頸甕と台
付有頸甕の比率を鍵に細分が行なわれているが、
今回の出土土器においては区分できていない。一
括して6期とし、壺を中心とした形態変化により
時期を細分する要素が検出できるものについては
その都度触れる。
　実際の資料においては、ナデ成形を伴う沈線文
施文（いわゆる「凹線文」）を特徴とする壺・高杯等、
太頸壺の頸部が5期のものより細く短くなる形態
で外面が無文化するもの、木製高杯を写した形態
の鍔付皿形高杯の存在、有頸甕においてタタキ調
整とハケ調整が組み合わされたものの存在、ハケ

調整の有頸甕で口縁部に主にハケ調整原体による
刻みが存在するもの、ハケ調整の有頸甕において
体部の径が頸部より（5期のものより）相対的に
大きくなる形態のもの、櫛条痕調整の無頸甕口縁
端部下の外面に櫛条痕斜め調整のあるもの（一部
は5期に分類したものもある）。比較的明確な基
準をもって分類できた。
7期（整理時には「八王子・古宮式」と「山中式
前葉」、「山中式中葉」、「山中式後葉」に分類）
　財団報告のVII期とVIII期に対応する。財団報
告ではVI期からVIII期の過渡期の土器群として、
強いヨコナデにより明瞭な屈曲部をもつ有頸甕や
部分赤彩が施される器種の出現、柱状脚をもつ高
杯と定型的椀形高杯の出現、甕口縁部の刺突され
るものの出現を鍵にVII期が設定されているが、
今回の出土土器においては「八王子・古宮式」と
して、浅い皿形の杯部をもつ木製品写しの直線的
柱状脚部をもつ形態から派生する高杯を中心にそ
の土器群の抽出に努めたが、前後の時期、特に
「山中式」土器群のものと混在して出土した為、
今回確認できた遺構の中では一時期の土器群とし
て抽出できなかった。財団報告のVIII期の細分は
VII期に出現したとする器形と高杯の口縁端部が
屈曲するもの（いわゆる「山中式高杯」）の出現
と量的変化、高杯で口縁端部が単純に収束し、杯
部が深くなる高杯の出現、つまり高杯の杯部口縁
部の複雑なものから単純なものへの変化、それに
伴って杯部の深さが暫時的に浅くなる変化、有頸
甕は口縁部の屈曲部分と口縁部端面がはっきりし
ているものから、両要素とも不明瞭になるものへ
の変化、それに伴う体部の丸味化の変化、壺にお
いて出現する「パレススタイル」と呼ばれる赤彩
広口壺（口縁部が単純に外反する形態のみ）、受
口状口縁有頸甕・鉢・小型土器群の出現、赤彩さ
れた土器の量的変化等を鍵にVIII期の細分が行な
われているが、基準が漸位的要素で多様な形態が
混在して出土しているようにみえた為、細分でき
ていない。一括して7期とし、時期を細分する要
素が検出できるものについてはその都度触れる。



蔭山　誠一

12

　実際の資料においては、6期の土器と変化しな
い部分もあるが、器形の変化にあまり連続性がな
いように見えるので、6期と7期の土器の区分に
ついては高杯の口縁端部が屈曲するもの（いわ
ゆる「山中式高杯」）の存在やワイン形杯部をも
つ高杯の存在（6期にも存在する形態であるが）、
椀形杯部をもつ高杯の存在、器台の存在、外面ハ
ケ調整、内面ケズリ調整の有頸甕の存在、太頸壺
から頸部の形態変化した広口壺の存在、赤彩土器
の存在等から比較的明確に区分できたと思われ
る。しかし、7期の細分は高杯では、比較的杯部
の浅い、柱状脚部の高杯から派生した可能性の高
いものを「山中式前葉」に、「山中式」高杯の口
縁部の屈曲があり口縁端部に凹線状のヨコナデ成
形を伴うものを比較的「山中式後葉」に分類した
が、実際にはほとんど「山中式中葉」とした。器
台・有頸甕はほとんど分類できず、「山中式中葉」
を中心に分類した。広口壺については体部外面の
櫛施文による直線文と波状文、扇形文が主体とな
るものを「山中式前葉」に、体部外面の櫛施文に
よる直線文と斜め刺突文が主体となるものを「山
中式後葉」に分類したが、「山中式中葉」にした
ものも多い。また赤彩された土器について以上を
考慮して上で、部分（文様的）赤彩のものを「山
中式前葉」に、全体的赤彩のものを「山中式中
葉」・「山中式後葉」に分類した。その為時期の細
分は多分に動揺を来たし、遺構の時期区分も一括
したものとなった。また続く8期の広口壺を一部
7期の「山中式後葉」に含めてカウントしている
可能性が高く、赤彩土器片の形態が分からないも
のは全て「山中式中葉」に分類した。
8期（整理時には「廻間1式」と「廻間2式」、「廻
間3式」に分類）
　財団報告のIX期とX期、XI期に対応する。財
団報告ではIX期の土器について、口縁部や脚部
に内湾傾向をもつ形態のものの出現をもってVIII
期と区分し、口縁部と脚部の内湾傾向をもつ高杯
の形態から杯部の浅く、口縁部径と受け部径の差
があまりないものから大きくなるものへの変化、

脚部の高さが高いものから低いものへの変化、ハ
ケ調整の単純口縁をもつ有頸甕について口縁部が
直立気味になり、体部が丸いものと長いものへ分
化する変化、S字状口縁有頸甕の存在を鍵に細分
がされているが、破片資料がほとんどで遺物の出
土量が少ない遺構が多いため、細分を試みたが十
分にできていない。一括して8期とし、時期を細
分する要素が検出できるものについてはその都度
触れる。
　実際の資料においては、7期から継続する器形
も存在するが、内湾傾向のある高杯や同様な傾
向をもつ瓢形壺の存在、「S」字口縁有頸甕の存
在、広口壺の口縁部が複雑化したものの存在によ
り7期と区分している。先に述べたように整理時
に「廻間1式」と「廻間2式」、「廻間3式」に分類
しようとしたがほとんどできず、内湾傾向のある
高杯の口縁端部内面が有稜状形態のものを「廻間
I式」に丸くナデ調整されているものを「廻間II式」
に分類したが、それ以外はほとんど分類できてい
ない。「S」字口縁有頸甕は「A」類とされるもの
を「廻間I式」に、「B」類とされるものを「廻間
II式」に、「C類」とされる形態のものを「廻間
III式」に分類したが、少量で、8期の遺構を細分
する状態には至らなかった。また壺の底部と思わ
れるが、輪台状で上げ底になる形態のものを「廻
間I式」に分類した。
9期（整理時には「松河戸1式」と「松河戸2式」、
「宇田式」に分類）
　古墳時代前期後半の土師器にあたる土器群で、
尾張地域における土師器編年の「松河戸式I式」
と「松河戸式II式」を中心に充てる。実際の資料
では、少量で比較的残存状態の良く出土した土器
により認識できている。瓢形壺、有頸甕、高杯が
主にある。一括して9期としたが、時期を細分す
る要素が検出できるものについてはその都度触れ
る。古墳時代中期になる「宇田式」土器も少量
出土しており（台付有頸甕がある）、遺構の時期
分類においては10期にせず、9期に一括している
が、全て区分できたと思う。
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　尚、遺構等の時期区分については以下の通りに
大きく対応させ、記述した。
弥生時代前期：1期、財団報告の遺構I期、土器
編年I期
弥生時代中期前葉：2期・3期、財団報告の遺構II
期
弥生時代中期中葉前半：4期、財団報告の遺構
IIIa期、土器編年IV期
弥生時代中期中葉後半：5期、財団報告の遺構
IIIb期、土器編年V期
弥生時代中期後葉：6期、財団報告の遺構IV期、
土器編年のVI期
弥生時代後期：7期、財団報告の遺構V期、土器
編年のVII期とVIII期
古墳時代前期前半：8期、財団報告の遺構VI期と
VII期、土器編年のIX期とX期、XI期
古墳時代前期後半：9期、財団報告の遺構VII期
以後、「宇田式」土器の時期は古墳時代中期とし
て報告されている。

C．資料の提示と各期の分析 ………………………
　今回図化したものは先に述べたように、①ある
程度の量的まとまりがあり、想定される時期的混
入がほとんどない資料群、②朝日遺跡の性格も含
めて検討する上で特徴的土器、③完存に近い状態
に復元できる残りの良い土器で明確な遺構から出
土したもの、④調査区毎の土器の出土量にある程
度比例した点数を選択する、という4要素を考慮
して図化する土器の抽出を行なった。財団報告に
おいては①と②に関して重視し、さらに県報告以
来の朝日遺跡出土の土器研究の課題を解決すると
いう目標をもって多くの出土した土器から選択的
に図化され、報告されている。今回の出土土器の
分析・報告では、報告担当者の見聞の未熟な点も
あって、明確な課題をもって取り組めていない
（特に他地域の土器との関係については全く調査
できていない）。その為かあえて③と④を重視し、
また遺構の変遷を検討する為の分析と思われる視
点をもって、問題を設定し、朝日遺跡の性格や時

期的変遷とその特徴について、これまでの遺跡の
イメージに記述の肉付けを加えられる分析を行な
い、若干の方向性を提示したいと考える。
　したがって、今回は先にある程度の土器の観察
基準や遺構の時期区分の基準となる土器の分類基
準を示した。大きくは分類の問題を解決したと考
えているが、これまでの研究成果とは多くの相違
点があるものと思われる。これらについて気付い
た点については本分析において触れ、残る部分は
今後の課題として研究の深化に期待したい。
　以下では各時期と考えた遺構出土の土器につい
て図化したものを示す。
a．2期・3期
　先に述べた分類に準じて2期と3期と2時期のも
のを一括しているが、実測したものを多少分析し
た結果、2期に分類できる可能性が高いものと、
3期に分類できる可能性が高いものも併せて示し
ておく。参照していただきたい。
99Ab区SB16、99Ad区SB14、99Ba区SB01、99Ba
区SK03、99Ba区SK27、99Ba区NR01（谷A、3
期）、99Ca区SZ01、01Ba区SB02、01Ba区SB11、
01Ba区SB16、01Ba区SB14、01Ba区SD03、01Bb
区SD09、01Bb区SD20、01Bd区SD25、01Bc
区SB16（厚口鉢が集中して出土）、01Bd区SB18、
01Cb区SK27、01Cb区SK56、01Cb区SK87（3期）、
01Cb区SK257（3期）、02Bc区SK15（3期）、02Bc
区SK16、02Bc区SK18、02Be区SZ01、02Bg区
NR03、02CcSK30、02Cc区SK47（2期）、02Cf区
SK33、02Db区SB66（3期）、02Db区SB68（3期）、
02Dc区SK389、02Dd区SB01、02Dd区SD04、
02Dd区SK08（3期）、02Dd区SK12、02Dd区SK69、
02Dd区SK78、02Dd区SK83、02Dd区SK122、
03Ba区SK214（3期）、03Ba区SK225（3期）、03Bb
区SK04（3期）、03Bd区SB12、03Bd区SB09（3期）、
03Bd区SB09（3期）
　以上のように細分したが、続く4期に分類した
ものについても3期的特徴をもつものがある。
よって、以下では2期的特徴が強いものから4期
的特徴が強いものについて大まかな流れが表現す



蔭山　誠一

14

る形で資料を提示する。
　ここで土器の変遷を考えるにあたり壺の中で、
細頸壺の2形態、口縁部が頸部から直線的におわ
る直口口縁の形態の細頸壺（以下「直口口縁細頸
壺」と呼ぶ）と受け口の口縁部をもつ櫛施文主体
の細頸壺（以下「櫛施文受口口縁細頸壺」と呼ぶ）
とそれらの存在、貝殻施文による内湾する口縁部
をもつ太頸壺（以下「貝殻施文内湾口縁太頸壺」
と呼ぶ）の存在に主眼をおき、それに伴出した土
器群を提示する。
○細頸壺と貝殻施文内湾口縁太頸壺の出土がない
か不明瞭な遺構（図3-1-3）
02Dd区SK12：外反する口縁部に貝殻施文され
る太頸壺E-02Dd-062・E-02Dd-064と細頸壺に
なる可能性がある沈線区画の磨り消し縄文施文
の壺E-02Dd-063、太沈線施文で赤彩がある内
湾口縁無頸壺E-02Dd-065、外面の口縁端面にヨ
コ貝条痕がある貝殻調整無頸甕E-02Dd-066・
E-02Dd-068、口縁端部ヨコナデ調整の貝殻調整
無頸甕E-02Dd-067等がある。E-02Dd-062はソ
ロバン玉形の体部から頸部が斜め外側に直線的に
立ち上がり、口縁部が大きく外反する形態の大型
のもので、貝殻直線文が外面口縁端面と頸部、体
部中央付近に2帯みられる。口縁端部上・下端を
刻む。
02Dd区SD04・SB01：02Dd区SB01は02Dd区
SD04の上層と考えられるもので、比較的まと
まった量の土器が出土した。02Dd区SD04出土
のE-02Dd-043は内・外面を赤彩する鉢で外面
に沈線施文の直線文と山形文を交互に重ねる。
E-02Dd-044は大型の外面口縁端部に刻みのあ
るハケ調整無頸甕、E-02Dd-045はタテ羽状貝
殻施文の無頸甕である。02Dd区SB01出土の
E-02Dd-001は上手に復元できていないが、外面
体部上半に櫛施文直線文と帯状浮文をもつ太頸
壺、E-02Dd-002は外面が摩耗しているかナデ調
整に見える無頸甕、E-02Dd-003～E-02Dd-005
は口縁部がヨコナデ調整され端部に刻みが1～2
カ所ある貝殻調整無頸甕である。E-02Dd-003は

左上がり斜め貝殻調整、E-02Dd-004・E-02Dd-005
はタテ羽状貝殻調整がみられる。
02Dd区SK69：外反する口縁部内面に円錐浮
文がみられる貝殻施文太頸壺E-02Dd-099、や
や体部上半が膨らむ形態の貝殻施文太頸壺
E-02Dd-100、ほぼ全面に丁寧なミガキ調整が
ある椀形高杯E-02Dd-101、櫛施文の波状文
と直線文がみられる内湾する口縁をもつ台付
鉢E-02Dd-102、口縁部が肥厚した大きく内湾
する口縁部をもつ貝殻調整鉢E-02Dd-103・
E-02Dd-104、ハケ調整無頸甕E-02Dd-105、外
面口縁端面に貝殻調整がみられる貝殻調整無頸
甕E-02Dd-106・E-02Dd-107、口縁部がヨコナ
デ調整される貝殻調整無頸甕E-02Dd-108、内面
口縁端部際に貝殻施文押し引き文のある貝殻調整
無頸甕E-02Dd-109等がある。E-02Dd-101は深
い杯部と内湾して開く脚部下半が特徴的である。
E-02Dd-109は外面口縁端面から体部上半をヨコ
貝殻調整、体部下半をたて羽状貝殻調整する。
○直口口縁細頸壺と貝殻施文内湾口縁太頸壺の出
土がある遺構（図3-1-4～図3-1-6）
01Ba区SD04：E-01Ba-013は櫛施文直線文のあ
る直口口縁細頸壺、E-01Ba-014・E-01Ba-015・
E-01Ba-017は頸部に貝殻施文のある太頸壺、
E-01Ba-016は頸部に貝殻直線文があり口縁部内
面に円錐浮文がある櫛施文太頸壺、E-01Ba-018
は体部上半外面に貝殻施文の直線文と波状文
が交互にみられる細頸壺の形態と思われるも
の、E-01Ba-019は体部上半外面に櫛施文の直
線文と付加文がみられる壺、E-01Ba-020・
E-01Ba-021・E-01Ba-023は外面にヨコミガキ
調整がみられる壺の体部下半、E-01Ba-024は
口縁部が肥厚した大きく内湾する口縁部をも
つ貝殻調整鉢、E-01Ba-025はハケ調整無頸甕、
E-02Ba-026～E-01Ba-030は貝殻調整無頸甕、
E-01Ba-022は底部に穿孔のある甕の体部下半等
がある。E-01Ba-023は体部中央付近に櫛施文の
直線文がみられる。E-02Ba-026～E-01Ba-030
は左上がり斜めハケ調整後左上がり斜め貝殻
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図3-1-3　2期～4期の土器1（1：8）
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調整をするもので、E-01Ba-027・E-01Ba-029
は口縁部のヨコナデ調整後刻みを入れるもの、
E-01Ba-030は口縁端面内面に貝殻施文押し引き
文がみられる。
02Dc区SB68：E-02Dc-011は体部上半外面に複
帯の櫛施文直線文が2帯あるもので、外面の頸
部側と体部下半がヨコミガキ調整される細頸壺、
E-02Dc-012は口縁端面に貝殻施文直線文とその
下端に刻みが施される太頸壺で、頸部外面に沈
線施文直線文がみられる。E-02Dc-013は櫛施文
直線文が口縁端面と頸部外面にみられる太頸壺、
E-02Dc-014は口縁端面に施文具は不明だが刺突
文列が3列ある太頸壺口縁部で、内・外面ヨコミ
ガキ調整される。E-02Dc-016・E-02Dc-017は
体部外面にタテ羽状貝殻調整、口縁部がヨコナデ
調整されて1カ所～2カ所刻みが施される無頸甕、
E-02Dc-015は体部上半外面に2個1対の把手が付
くハケ調整無頸甕である。
01Bc区SD19：E-01Bc-008～E-01Bc-011は細頸
壺の口縁部で、E-01Bc-008は口縁部が外反して
開くもので、頸部外面に沈線施文直線文がみられ
るもの、E-01Bc-009～E-01Bc-011は直口口縁細
頸壺で、口縁部から頸部にかけて櫛施文直線文が
みられる。E-01Bc-012は口縁端面に貝殻施文の
細かい波状文がみられ、頸部外面に上端刻みがあ
る帯状浮文が7帯ある太頸壺、E-01Bc-013は壺
の体部片で外面に櫛施文の細かい波状文とその下
端を三角刺突文がめぐる、E-01Bc-014は細頸壺
の体部上半で、外面に櫛施文の直線文2帯とその
上に付加文として垂下直線文と弧状文の組み合わ
せたもの、山形文がみられる。E-01Bc-015は口
縁部が肥厚した大きく内湾する口縁部をもつ鉢、
E-01Bc-016～E-01Bc-018は口縁部がヨコナデ調
整され比較的強く外反する外面ハケ調整無頸甕
で、E-01Bc-017・E-01Bc-018は口縁端部に1カ
所～2カ所の刻みをもつ。E-01Bc-019は口縁部が
ヨコナデ調整され比較的強く外反する外面貝殻調
整無頸甕で、口縁端部に1カ所～2カ所の刻みを
もつ。

01Bc区SK67：E-01Bc-020は口縁部がやや外反
気味にひろがる直口口縁細頸壺で、外面の口縁部
から頸部にかけて櫛施文直線文がみられ、体部上
半はミガキ調整される。頸部は後の時期の細頸壺
同様内面に絞り痕跡がみられる。
02Db区SX01：SX01の1層から5層に分けて取
り上げたが、発掘調査時の掘削手順の前後や二
次堆積を含む資料群を含むもの（E-02Db-039
～E-02Db-083） で あ る。 し か し、2期 ～3期
を中心とするまとまった量の土器が出土し
た。貝殻施文直口口縁細頸壺（E-02Db-077）、
貝 殻 施 文 内 湾 口 縁 太 頸 壺（E-02Db-042・
E-02Db-043・E-02Db-058）、 貝 殻 施 文 太 頸
壺（E-02Db-044・E-02Db-045・E-02Db-059
～E-02Db-063・E-02Db-065）、沈線施文細頸
壺（E-02Db-064）、貝殻調整内湾肥厚口縁鉢
（E-02Db-048～E-02Db-052・E-02Db-067～
E-02Db-069・E-02Db-079・E-02Db-080）、櫛施
文鉢（E-02Db-047）、沈線施文鉢（E-02Db-066）、
管状沈線直口口縁壺（E-02Db-057）、管状沈
線内湾口縁太頸壺（E-02Db-056）、ハケ調整
無頸甕（E-02Db-071）、ハケ調整把手付無頸甕
（E-02Db-081）、ハケ調整有頸甕（E-02Db-053）、
貝殻調整無頸甕（E-02Db-054・E-02Db-055・
E-02Db-070・E-02Db-073～E-02Db-076E-
02Db-082）等がある。
99Ac区SB21：E-99Ac-021は 口 縁 部 が 外 反
しておわる外面貝殻調整細頸壺で口縁端面に
刻み、頸部外面に沈線施文波状文がみられ
る。E-99Ac-020・E-99Ac-022は太頸壺で、
E-99Ac-020は口縁端面に櫛施文波状文、頸部外
面に櫛施文直線文がみられるもの、E-99Ac-022
は頸部のみであるが外面に貝殻施文の直線文が
6帯以上、その下端に貝殻施文の波状文がめぐ
る。E-99Ac-023は外面ミガキ調整される壺体
部下半か、E-99Ac-024～E-99Ac-026は外面ミ
ガキ調整される壺の底部である。E-99Ac-027
は外面ハケ調整後部分的にミガキ調整がみられ
る無頸甕、E-99Ac-028は外面貝殻調整される
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図3‒1‒4　2期～4期の土器2（1：8）
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図3-1-5　2期～4期の土器3（1：8）
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無頸甕で縁端部に1カ所～2カ所の刻みをもつも
の、E-99Ac-30もE-99Ac-028と同様のものか、
E-99Ac-035は口縁端面からハケ調整される無頸
甕の可能性が高いものである。E-99Ac-029・
E-99Ac-031・E-99Ac-032は有頸甕の形態に分
類できるもので、E-99Ac-029・E-99Ac-031は
左上がり斜めハケ調整後左上がり斜め貝殻調
整のもの、E-99Ac-032はタテハケ調整のもの
で、E-99Ac-031は口縁端部下端に刻みがあり、
E-99Ac-032には口縁端面にハケ調整具による刻
みの後、さらに同調整具による大きな刻みが四方
にみられる。E-99Ac-034は外面櫛条痕調整の甕
で、底部外面に布圧痕がみられる。
○直口口縁細頸壺と櫛施文受口口縁細頸壺、貝殻
施文内湾口縁太頸壺の出土がある遺構（図3-1-6）
02Cf区SD03：SD03では遺構の上部から上層、
中層、貝層、下層と掘り分けられており、その中
で中層より下部の堆積において比較的まとまった
土器が出土した。SD03下層では、外面櫛施文の
波状文がみられる受口口縁細頸壺E-02Cf-007、
外面頸部に貝殻施文直線文がある太頸壺
E-02Cf-008、外面頸部に櫛施文直線文がみられ
る太頸壺E-02Cf-009、外面体部中央付近に貝殻
施文直線文が1帯みられる細頸壺E-02Cf-010、
外面貝殻調整の上に体部中央付近に貝殻施文直
線文とその上・下端に貝殻施文波状文がみられ
る太頸壺E-02Cf-011、体部上半外面に上部は
櫛施文直線文帯、下部は貝殻施文の波状文と直
線文が交互施文される太頸壺E-02Cf-012、口
縁端部に1カ所の刻みがある外面ハケ調整有頸
甕E-02Cf-013、外面左上がり斜め貝殻調整の有
頸甕E-02Cf-014・E-02Cf-017、外面左上がり
斜め貝殻調整の無頸甕E-02Cf-015、体部外面ヨ
コ羽状貝殻調整の無頸甕E-02Cf-016等がある。
E-02Cf-010は体部外面貝殻施文後その上下を全
面ヨコミガキ調整する。E-02Cf-013の底部外面
にはイネ籾殻圧痕がみられる。E-02Cf-014は底
部に穿孔がある。E-02Cf-017の口縁端面には刻
みがみられる。E-02Cf-015は体部外面に貝殻施

文による垂下直線文がみられ、口縁端部に1カ所
の刻みがある。E-02Cf-016は内面口縁上部に貝
殻刻み列がみられる。
　SD03貝層では、頸部外面に貝殻施文の直線文
がみられる太頸壺E-02Cf-018、貝殻調整無頸甕
E-02Cf-019などがある。
　SD03中層では、明確な口縁端面がある外面櫛
施文直線文の直口口縁細頸壺E-02Cf-021、貝殻
施文内湾口縁太頸壺E-02Cf-022・E-02Cf-026、
体部上半外面に幅広な櫛施文直線文帯と付加垂
下波状文がみられる細頸壺E-02Cf-023、口縁端
部上・下端に刻み（下端の刻みが大きい）がみ
られる太頸壺E-02Cf-024・E-02Cf-025、口縁
部が肥厚した大きく内湾する口縁部をもつ貝殻
調整鉢E-02Cf-027、外面ヨコナデ調整する有頸
甕E-02Cf-028、口縁端部に2カ所の刻みをもつ
外面貝殻調整無頸甕E-02Cf-029・E-02Cf-032、
外面ヨコ～やや左上がり斜めハケ調整の無頸甕
E-02Cf-020・E-02Cf-030、口縁端部下端に刻み
があり体部外面ハケ調整の有頸甕E-02Cf-031等
がある。E-02Cf-024は頸部外面に櫛施文の直線
文がみられる。
○櫛施文受口口縁細頸壺が主体に出土する遺構
（図3-1-6～図3-1-8）
01Bc区SK241：E-01Bc-021は受口口縁細頸壺
で、口縁部が4カ所上方につまみ上げられ、受口
部外面に沈線施文斜格子文、頸部外面に櫛施文直
線文がみられる。E-01Bc-022・E-01Bc-023は外
面ハケ調整の無頸甕、E-01Bc-024・E-01Bc-025
は外面斜め左上がり貝殻調整の無頸甕で、
E-01Bc-242は口縁端部に1カ所～2カ所の刻みを
もつ。
02Ad区SD09：E-02Ad-084は体部外面に櫛施文
直線文と付加垂下弧状文の上・下端に沈線施文直
線文を各一条入れるもの細頸壺で頸部外面にも櫛
施文直線文がみられる。E-02Ad-082は頸部外面
に櫛施文直線文がみられる太頸壺、E-02Ad-083
は頸部に貝殻施文直線文がみられる太頸壺で口
縁端部に指状の刻みがみられる。E-02Ad-084は
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図3-1-6　2期～4期の土器4（1：8）
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口縁端部に刻みのある無頸甕か、E-02Ad-085
は体部下半と底部外面にミガキ調整がみられる
壺、E-02Ad-086は体部下半外面に貝殻施文の直
線文がある鉢か、E-02Ad-087は外面ヨコハケ調
整の高杯の杯部か鉢、E-02Ad-088は外面タテ
ハケ調整の有頸甕で口縁端面に刻みがあるもの、
E-02Ad-089は口縁端部に1カ所の刻みのある外
面左上がり斜め貝殻調整の無頸甕、E-02Ad-090
も同様なものか、E-02Ad-091・E-02Ad-092は
口縁上端面に貝殻押し引き文がみられるもので、
E-02Ad-091は外面ハケ調整か、E-02Ad-092は
外面左上がり斜め貝殻調整のものである。
02Dd区SB05：E-02Dd-023は櫛施文直線文が頸
部外面にみられる受口口縁細頸壺、E-02Dd-024
はやや直口口縁状に外反しておわる外面貝殻施文
直線文の太頸壺、E-02Dd-025はタテハケ調整無
頸甕で口縁上端面にハケ調整具による押し引きが
ある。E-02Dd-026は外面左上がり斜め貝殻調整
の無頸甕である。
02Dd区SK53：E-02Dd-082は櫛施文の直線文が
口縁部から頸部にみられる受口口縁細頸壺で受口
下端部に刻みがみられる。E-02Dd-083は沈線施
文の付加直線文がみられる櫛施文直線文帯をもつ
細頸壺で、櫛施文の付加垂下弧状文と円形浮文が
付く。E-02Dd-084は細頸壺体部下半で外面体部
下半をヨコミガキ調整する。内面に赤彩あり。
E-02Dd-085は太沈線施文のはね上げ文と直線
文がある太頸壺、E-02Dd-087・E-02Dd-088・
E-02Dd-090は頸部外面に櫛施文の直線文がみ
られる太頸壺でE-02Dd-087は口縁端面に刻み、
内面に円形浮文がある、E-02Dd-090は口縁端
部上・下端に刻みを施す。E-02Dd-089は口縁
端部下端に刻みをもつ頸部外面貝殻調整直線文
の太頸壺。E-02Dd-091は体部上半に複帯の貝
殻直線文、その後体部全体をヨコミガキする太
頸壺、E-02Dd-092は体部上半外面に幅広な櫛
施文直線文とその上・下端に沈線施文直線文を
めぐらした太頸壺で、櫛施文間をヨコミガキす
る、外面全体に煤付着による網かごの痕跡がみ

られる。この時期の土器で99Ac区SB22出土の
E-99Ac-035（体部上半外面櫛施文細頸壺）に同
様な網かごの痕跡が残っていた。E-02Dd-093
は外面ハケ調整有頸甕で口縁端面に刻みがある
もの、E-02Dd-095は外面ハケ調整の無頸甕、
E-02Dd-094・E-02Dd-096・E-02Dd-097は櫛条
痕調整の無頸甕で、E-02Dd-094とE-02Dd-096
は口縁部内面に櫛条痕調整具による刺突文列が
みられ、E-02Dd-097の底部外面には布圧痕があ
り、底部は穿孔されている。
02De区SK36：E-02De-040～E-02De-042は
頸部外面に櫛施文直線文がみられる受口口縁
細頸壺で、E-02De-040は櫛 II 種施文のもの、
E-02De-041・E-02De-042は櫛I種施文のもので、
E-02De-041は櫛施文の付加垂下直線文がみられ
る。E-02De-043は頸部外面に沈線施文直線文
をもつ外反する口縁の細頸壺で口縁端部に刻み
が1カ所ある。E-02De-044は太沈線施文のはね
上げ文と直線文がみられる太頸壺で、口縁端部
に固まって刻みがみられるもの、E-02De-045
は櫛施文直線文が頸部外面にある太頸壺で口
縁部内面に2個1組の円形浮文がみられるもの、
E-02De-046・E-02De-047は外面に沈線施文に
よる垂下直線文と弧状文がみられる壺体部上半、
E-02De-048は外面に管状施文の沈線山形文があ
り、その沈線間に「C」字状刺突文列がみられ
るものである。E-02De-049は大型の細頸壺にな
るもので、体部上半外面に5帯の縄文帯があり
その上・下端を沈線施文の直線文をめぐらす。
その後施文間と体部下半外面をヨコミガキ調整
する。内面はハケ調整である。E-02De-050・
E-02De-051は外面左上がり斜めハケ調整の有
頸甕で、E-02De-050は口縁端部上・下端を刻
む、E-02De-051は口縁端面に刻みがみられる。
E-02De-052は外面をヨコ羽状櫛条痕調整する無
頸甕で、口縁端部際内面を櫛条痕調整具による
刺突文列がめぐる。E-02De-053は外面ハケ調整
の甕の脚台である。混入の可能性もあるものであ
る。
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図3-1-7　2期～4期の土器5（1：8）
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02Cc区SD02（下層）：明確な細頸壺は図化でき
ていないが、E-02Cc-039は貝殻施文のみられる
太頸壺で、体部中央付近が最も膨らみ、口縁部
が頸部から大きく外反する形態のものである。
E-02Cc-040は外面ハケ調整の有頸甕で、底部に
穿孔がある。E-02Cc-041は外面をタテ羽状櫛条
痕調整する無頸甕で、口縁部内面に櫛条痕調整具
による刺突文列がめぐる、底部外面に布圧痕がみ
られる。E-02Cc-042は外面タテハケ調整後左上
がり斜めハケ調整がある無頸甕である。　
b．4期
　4期に分類したもので、細分はできていないが
3期的特徴をもつもの（3期に分類できる可能性
がある）と5期的特徴をもつものも合わせて示し
ておく。
99Aa区SB26（3期的）、99Aa区SK154、99Ac区
SB21（3期的）、99Ac区SB22、99Ac区SK101、
99Ad区SK98（5期的）、99Ba区SD03、99Ba区
SD04、01Aa区SD16（2期より6期の土器が混じ
る）、01Ba区SB06（3期的）、01Ba区SD04（3期
的）、01Bb区SD04（3期的）、01Bc区SD19（3期

的）、01Bc区SK67（3期的）、01Bc区SK241（3期
的）、01Bc区SK252（3期的）、01Cb区SK65（5
期的）、01Da区SB76、01Da区SB84、01Db区
SK378（5期的）、01Dc区SK170、02Ab区SD04、
02Ad区SD04（3期的）、02Ad区SD09（3期的）、
02Be区SD02、02Be区SK05（3期的）、02Cb区
SB15、02Cc区SD02（5期的）、02Cd区SK60、
02Cd区SK67（3期的）、02Cf区SD03（3期的）、
02Da区SK30（5期的）、02Db区SB47、02Db区
SB61（3期的）、02Db区SB63（3期的）、02Db区
SX01（3期的）、02Dc区SB68（3期的）、02Dd区
SB05（3期的）、02Dd区SB07、02Dd区SK53、
02Dd区SK58、02Dd区SK110、02De区SK36（5
期的）、03Ba区SK127、03Bb区SB06（3期的）、
03Bb区SD03（3期的）、03Bc区SB05（3期的）、
03Bc区SB04、03Bc区SK26、03Bc区SK31、
03Bd区SB45、03Bd区SD02（3期的）、03Bd区
SK158
c．5期
　5期に分類したもので、細分はできていないが
4期的特徴をもつものと6期的特徴をもつものも

E-02Cc-029

E-02Cc-030 E-02Cc-031

E-02Cc-032

E-02Cc-033
E-02Cc-034

E-02Cc-035 E-02Cc-036
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E-02Cc-039
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0 20cm

02Cc 区　SD02

図3-1-8　2期～4期の土器6（1：8）
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合わせて示しておく。
99Aa区SK90（6期的）、99Cc区SD03（6期的）、
99Cc区SD04（6期的）、99Cd区SD04（6期的）、
99Cd区SD09、99Cd区SD13、01Ab区SD02（6
期的）、01Ab区SK103、01Ab区SX01（6期の
土器が混じる）、01Ac区SD02、01Ad区SD11、
01Ad区SD13、01Ad区SD15、01Ae区SD04、
01Ae区SD05、01Cb区SB12、01Cb区SK08、
01DaSK78、01Db区SK109、01Db区SK204、
01Df区SD01、01Df区SD03、01Df区SD05、
01Dg区SK04、02Ad区SD06、02Ad区SD08、
02Bg区NR04、02Bi区SD01（6期的）、02Cc区
SB02、02Cd区SB06、02Cg区SK02（4期的）、
02Da区SK17（6期的）、02Da区SK22（6期的）、
02Da区SK23（6期的）、02Da区SK29（6期的）、
02Da区SX01、02Dc区SK408、02Dd区SK80、
02Dd区SK107、02De区SK30（遺構は6期のも
の）、03Ba区SD05、03Ba区SK124、03Bb区
SK21、03Bc区SB20
　以上のように細分したが、5期に分類した土器
群で6期的特徴をもつものが多い印象を受けた。
また6期に分類した土器の中にも、5期の土器か
らの系譜的特徴をもつものがある。また6期の分
類したナデ成形を伴う沈線文施文（以下「凹線文」
と呼ぶ）を特徴とする土器群、いわゆる「凹線文
系土器」の土器群では、その後半段階と思われる
ものがほとんどであった。以下では5期的特徴が
強いもの（4期的な特徴も持つ）から7期に入る
までのものについて大まかな流れを表現する形で
資料を提示する。
　ここで土器の変遷を分析するにあたり壺の特徴
で大きく2つに分ける。ミガキ調整が比較的多用
され、底部が下に突出する形態のいわゆる「貝田
町式」土器群と凹線文があり、タタキ調整とケズ
リ調整が存在する底部の立ち上がりが直線な形態
のいわゆる「凹線文系」土器群に分ける。さらに
「貝田町式」土器群の頸部が細い細頸壺では外面
体部上半の文様の施文方法と種類により、櫛施文
の直線文と波状文にミガキ調整が組みあう（櫛施

文山形文や斜格子文等もある）受口口縁細頸壺（以
下では「櫛施文受口口縁細頸壺」と呼ぶ）と櫛施
文波状文と直線文を主体とする（櫛施文山形文や
斜格子文等もある）内湾口縁細頸壺（以下では
「櫛施文内湾口縁細頸壺」と呼ぶ）、櫛施文系受口
口縁細頸壺の櫛施文を省略した沈線施文とミガキ
調整が組み合う受口口縁細頸壺（以下では「沈線
施文受口口縁細頸壺」と呼ぶ）、体部上半の文様
がミガキ施文直線文を主体とする受口口縁細頸壺
（以下では「ミガキ施文受口口縁細頸壺」）、沈線
施文と貝殻施文（主に刺突文列）が組み合う受口
口縁細頸壺（以下では「貝殻施文細頸壺」）、沈線
施文と縄文施文を主体とする縄文施文系内湾口縁
細頸壺（以下では「縄文施文細頸壺」と呼ぶ）の
6つに細分する。「凹線文系」土器群の細頸壺では、
内湾する口縁部に凹線文があり、頸部から体部上
半にかけて櫛II種施文される内湾口縁細頸壺（以
下では「凹線文内湾口縁細頸壺」と呼ぶ）と受口
の口縁部に凹線文をめぐらす他は比較的施文の無
い受口口縁細頸壺（以下では「凹線文受口口縁細
頸壺」と呼ぶ）の2つに分かれる。この8分類の
細頸壺の存在と形態に主眼をおき、それに伴出し
た他の形態の土器を提示する。
○櫛施文受口口縁細頸壺が主体に出土する遺構
（図3-1-9・図3-1-10）
99Cd区SD13：付加沈線直線文のある櫛施文系
受口口縁細頸壺E-99Cd-016と櫛施文直線文が
みられる細頸壺体部下半E-99Cd-017がある。
E-99Cd-016は4期に分類すべきものかもしれな
いが、体部上半外面に部分赤彩による垂下線文状
のものと三角形文状のものがみられる。
02Cg区SK02：口縁部に棒状垂下浮文があり、
櫛施文直線文がみられる櫛施文受口口縁細頸壺
E-02Cg-013、口縁端部に刻みがあり、口縁部下
から櫛施文直線文がみられる太頸壺E-02Cg-014、
付加沈線直線文がみられる櫛施文直線文の太頸壺
の体部上半E-02Cg-015、いわゆる無頸壺で口縁
部に櫛I種施文波状文、体部上半に櫛I種施文直
線文が2帯、櫛施文間をヨコミガキ調整するもの
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図3-1-9　5期・6期の土器1（1：8）



蔭山　誠一

26

E-02Cg-016、太頸壺の底部E-02Cg-017等がある。
01Db区SK378：櫛施文受口細頸壺と思われる付
加沈線直線文がみられる壺体部E-01Db-071、口
縁部内面に貝殻施文刺突文列がみられる太頸壺
E-01Db-070、縄文施文とその上・下端に付加沈
線直線文がめぐり、縄文間に一部ミガキ調整がみ
られる太頸壺E-01Db-069、外面貝殻調整無頸甕
E-01Db-072、外面貝殻調整甕底部E-01Db-073、
外面ハケ調整甕底部E-01Db-074等がある。
99Cc区SD03：やや頸部が短く外反する口縁部
に至る櫛I主施文のみられる櫛施文受口口縁細頸
壺E-99Cc-021、頸部に貝殻施文刺突文列をもつ
櫛施文受口口縁細頸壺E-99Cc-022、口縁端部下
端に刻みのある櫛I種施文の波状文が口縁部から
頸部にみられる太頸壺E-99Cc-023、頸部に櫛I
種施文直線文と下部に櫛刺突山形文列がみられ
る太頸壺E-99Cc-024、球形状の体部をもち櫛II
種施文の直線文をもつ太頸壺体部E-99Cc-025、
内面ヨコケズリ調整する鉢か壺の口縁部
E-99Cc-026、口縁部内面に刻みをもつ外面ハケ
調整の有頸甕E-99Cc-027、外面ハケ調整の無頸
甕E-99Cc-028・E-99Cc-030、外面ハケ調整の
有頸甕E-99Cc-029、外面ヨコ羽状櫛条痕調整後
口縁部側ヨコ櫛条痕調整の無頸甕E-99Cc-031・
E-99Cc-032等がある。E-99Cc-021は体部やや中
央下にて最も膨らみ、体部下半にて丸みを帯びた
稜をもって底部に至るもので、E-99Cc-022も同
様な形態になるかより丸みの強い形態になるもの
と思われる、どちらも付加沈線直線文はない。
E-99Cc-025は体部上半の櫛施文の下端に櫛施文
簾状文風の押し引き文がめぐる。今回の調査では
5期末から6期前葉の資料群と考えた。
99Cc区SD04：櫛施文壺に分類できるが、無文化
した受口口縁細頸壺E-99Cc-033～E-99Cc-035
等がある。
01Ab区SD02：口縁受口部に円形管状刺突文が
みられる櫛施文受口口縁細頸壺E-01Ab-014、口
縁端面に櫛施文刺突文、口縁部内面に円錐形浮文
をもつ太頸壺口縁部E-01Ab-015、口縁端部上・

下端に刻みをもつ太頸口縁部E-01Ab-016、口縁
端部に3個1組の刻みをもつ太頸壺E-01Ab-017、
口縁部内面に3個1組の円錐形浮文があり、頸部
櫛施文直線文のみられる太頸壺E-01Ab-018、櫛
施文の受口口縁太頸壺E-01Ab-019、頸部に上面
に刻みのある帯状浮文、その下を櫛施文の弧状
文と沈線施文の特徴をもつ太頸壺E-01Ab-020、
木の葉痕がみられる突出する底部E-01Ab-021、
口縁端部下端を刻む外面ハケ調整有頸甕、口縁
部上端に刻みのある外面ハケ調整の甕口縁部
E-01Ab-023、外面ヨコ櫛状痕調整がみられる無
頸甕E-01Ab-024、外面櫛条痕調整、底部布圧痕
をもつ甕底部E-01Ab-025等がある。
01Ae区SD04：凹線文受口口縁太頸壺E-01Ac-024、
体部上半外面にヨコハケ調整がみられるハケ調整
の有頸甕E-01Ae-027をともなうが、無文化しつ
つある頸部に櫛施文直線文のある櫛施文受口口縁
細頸壺E-01Ae-022、口縁部内面に3個1組の円錐
形浮文をもつ櫛施文細頸壺E-01Ae-023、体部下
半の稜をもつ部分にて最も膨らむ形態の櫛施文細
頸壺E-01Ae-025、口縁部を摘み押さえする外面
ハケ調整有頸甕E-01Ae-026、口縁端部下端を刻
む外面ハケ調整の有頸甕E-01Ae-028、外面口縁
部側をヨコ櫛条痕調整する無頸甕E-01Ae-029等
がある。
02Dd区SB06：頸部から斜め外に外反して開く
櫛施文細頸壺で、体部中央下半にて最も膨らみ、
わずかに稜をもつて体部下半に至る。口縁端部下
端に刻みがあり、付加沈線施文直線文はみられな
い。E-02Dd-028は内湾気味の櫛施文受口口縁細
頸壺で波状文がみられる。E-02Dd-029は口縁端
面に櫛施文刺突文列をもつ太頸壺、E-02Dd-030
は凹線文受口口縁太頸壺、E-02Dd-031は櫛施文
細頸壺の底部で櫛I種施文の直線文がみられ、底
部に木の葉痕がみられる。E-02Dd-032は突出す
る底部、E-02Dd-033は口縁部がみられない外面
ミガキ調整の台付甕、E-02Dd-034は口縁端部下
端を刻む外面ハケ調整の有頸甕、E-02Dd-036
は外面ハケ調整の台付甕、E-02Dd-035は口縁
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図3-1-10　5期・6期の土器2（1：8）
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部下端を1カ所大きく摘まみ上げるハケ調整甕、
E-02Dd-037は外面ハケ調整、体部内面ケズリ調
整の甕の脚台である。
○櫛施文受口口縁細頸壺と沈線施文系受口口縁細
頸壺が主体に出土する遺構（図3-1-10）
01Db 区 SK109：沈線施文受口口縁細頸壺
E-01Db-066と櫛施文受口口縁細頸壺E-01Db-065
等があり、E-01Db-066は体部下半が稜をもっ
て最も膨らむ形態のもので、体部上半外面に
部分赤彩による山形文状のものがみられる。
E-01Db-065の櫛施文は単体構成に付加沈線がみ
られるものである。
99Cd区SD04：無文化した櫛施文受口口縁細
頸壺E-99Cd-009、沈線施文受口口縁細頸壺
E-99Cd-010、頸部に櫛施文直線文がみられ
る太頸壺E-99Cd-011、外面ハケ調整有頸甕
E-99Cd-012等がある。
99Ca区SD05：E-99Ca-001は 櫛I種 施 文 の 直
線文の櫛施文受口口縁細頸壺で、頸部に3条の
沈線がめぐり、体部中央付近が最も膨らみ、体
部下半にて稜をもって底部に至るもので、外面
に煤けたことによリ残った網目痕がみられる。
E-99Ca-002は沈線施文細頸壺で体部下半にて稜
をもって最も膨らむ形態のもの、E-99Ca-003は
台付きの鉢か、E-99Ca-004は調整は不明である
が、無頸甕、E-99Ca-005は外面タテミガキ調整
される甕か、E-99Ca-006は外面ナデ調整の甕底
部である。
○櫛施文受口口縁細頸壺と沈線施文受口口縁細頸
壺、貝殻施文受口口縁細頸壺が主体に出土する
遺構（図3-1-10・図3-1-11）

02Cc区SB02：付加沈線直線文がみられる櫛施
文受口口縁細頸壺E-02Cc-002・E-02Cc-004、
沈 線 施 文 受 口 口 縁 細 頸 壺E-02Cc-003・
E-02Cc-006、頸部付近から体部上半にかけて
付加沈線直線文を伴う貝殻施文刺突文列がみ
られる貝殻施文受口口縁細頸壺E-02Cc-005・
E-02Cc-007、太沈線施文が特徴的な受口口縁の
太頸壺E-02Cc-008、頸部に沈線施文直線文が4

条めぐる太頸壺E-02Cc-009、底部が突出する太
頸壺底部E-02Cc-010、外面ハケ調整の無頸甕
E-02Cc-011、内面口縁部上端に刻みのある外面
ハケ調整の有頸甕E-02Cc-012、沈線施文壺に分
類できる太頸壺E-02Cc-013、口縁端面に刻みの
ある外面ハケ調整の有頸甕E-02Cc-014、口縁端
部下端に刻みのあるハケ調整有頸甕E-02Cc-015、
E-02Cc-016、内面口縁部上端に刻みのある外面
貝殻調整有頸甕E-02Cc-017、外面ハケ調整の甕
の底部付近E-02Cc-018・E-02Cc-019等がある。
E-02Cc-005は貝柄刺突文列の上に円形刺突文の
ある円形浮文がみられ、体部中央付近が丸く最も
膨らむ形態のものである。E-02Cc-013は頸部に
沈線直線文と上面に刻みのある帯状浮文をもつも
ので、体部やや下半に丸く最も膨らみをもつ形態
のあるものである。
○櫛施文受口口縁細頸壺と沈線施文受口口縁細頸
壺が主体に出土する遺構（図3-1-8・図3-1-
11）
02Cc区SD02：付加沈線直線文のある櫛施文受
口口縁細頸壺E-02Cc-030、沈線施文受口口縁細
頸壺E-02Cc-031、口縁部が短く外反しておわる
無文の細頸壺（底部に木の葉痕跡）E-02Cc-029、
口縁端部に刻みをもつ太頸壺E-02Cc-032～
E-02Cc-034・E-02Cc-036・E-02Cc-037と 刻 み
の無い太頸壺E-02Cc-035・E-02Cc-038等があ
る。E-02Cc-032は頸部に上面に刻みのある帯状
浮文があるもの、E-02Cc-033は頸部に刺突文列
があるもの、E-02Cc-034は頸部に沈線施文直線
文とミガキ調整が組み合うもの、E-02Cc-038は
直口する口縁部から櫛施文直線文がめぐるもので
ある。
01Cb区SB12：頸部に貝殻施文刺突文列がある櫛
施文受口口縁細頸壺E-01Cb-015、ミガキ施文細
頸壺体部E-01Cb-017、口縁端面に刻みのある太
頸壺E-01Cb-016、口縁端面に刻みのある外面ハ
ケ調整の有頸甕E-01Cb-018・E-01Cb-020、外面
ハケ調整の有頸甕E-01Cb-019、底部に木の葉痕
がある外面ハケ調整の甕？E-01Cb-021等がある。



第Ⅲ部　出土遺物の分析 ̶ ❶土製品

29

E-02Cc-015

E-02Cc-016

E-02Cc-017

E-02Cc-018

E-02Cc-019

E-01Cb-020

E-01Cb-021

E-01Cb-015

E-01Cb-016

E-01Cb-017

E-01Cb-018

E-01Cb-019

E-01Ac-013

E-01Ac-014

E-01Ac-015

E-01Ac-016 E-01Ac-017

E-01Ac-018
E-01Ac-019

E-01Ac-020

E-01Ac-021 E-01Ac-022

E-01Ac-023

E-01Ac-024 E-01Ac-025

E-01Ac-026

E-01Ac-027

E-01Ac-028

E-01Ac-029

E-01Ac-030

E-01Ac-031

E-01Ac-032

E-01Ac-033 E-01Ac-034

E-02Ab-001
E-02Ab-002

E-02Ab-003

E-02Ab-004

E-02Da-029

E-02Cg-004

E-02Cg-005

E-02Cg-006

E-02Cg-007

E-02Cg-008 E-02Cg-009

E-02Cg-010 E-02Cg-011 E-02Cg-012

E-02Cg-002
E-02Cg-003

0 20cm

02Cc 区　SB02

01Cb 区　SB12

01Ac 区　SD02

01Ac 区　SD02

02Ab区　SD01　

02Da 区　SX01

02Cg 区　SD02

図3-1-11　5期・6期の土器3（1：8）
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01Ac区SD02：無文化した櫛施文受口口縁細頸
壺E-01Ac-013、口縁受口部にのみ櫛施文波状文
がみられる櫛施文受口口縁細頸壺E-01Ac-014、
体部下半の稜をもつ部分が最も膨らむ形態の沈線
施文細頸壺E-01Ac-015、体部上半外面に櫛施文
直線文と沈線斜格子文が交互にみられる櫛施文細
頸壺E-01Ac-016、無文化してハケ調整のみの太
頸壺E-01Ac-017・E-01Ac-018、櫛施文波状文
と直線文、沈線斜格子文、管状円形刺突文列がみ
られる太頸壺頸部E-01Ac-019等がある。
02Ab区SD01：体部上半外面に櫛施文直線文が
みられる櫛施文系細頸壺E-02Ab-001、体部下半
の稜をもつ部分が最も膨らむ形態の沈線施文細
頸壺E-02Ab-002、無文で外面ハケ調整の短頸壺
E-02Ab-003、口縁端面に刻みをもつ外面ハケ調
整の太頸壺E-02Ab-004等がある。
○ミガキ施文細頸壺が主体に出土する遺構（図3
-1-11）

02Da区SX01：ミガキ施文細頸壺E-02Da-029は
やや受口状になる口縁部から頸部にかけて櫛I種
施文波状文、体部上半にミガキ施文直線文と管状
施文C字状垂下刺突文列が4方にあるもので、体
部中央付近が最も膨らみ、下半にて稜をもって底
部に至る形態である。
02Cg区SD02：E-02Cg-002は櫛施文受口口縁
細頸壺で、頸部に4条の沈線施文の直線文があ
り、櫛II種施文直線文が体部上半にみられる。
体部下半の稜がある付近で最も膨らむ形態をし
ており、体部下半に焼成後穿孔がみられる。
E-02Cg-003・E-02Cg-004は沈線施文細頸壺で体
部下半の稜がある付近で最も膨らむ形態をしてい
る。E-02Cg-005は口縁端面に刻みのある太頸壺
で、E-02Cg-006は頸部に刻みのある帯状浮文を
もつ沈線施文太頸壺で体部中央付近が最も膨らむ
球形状の形をしており、体部下半の稜も痕跡的で
ある。E-02Cg-007～E-02Cg-009は外面タタキ調
整の有頸甕で、E-02Cg-008の体部上半にはハケ
調整具による波状文がみられる。E-02Cg-010～
E-02Cg-012は甕の脚台部で、E-02Cg-011が外面

にタタキ調整、体部内面にケズリ調整がみられる
もの、E-02Cg-012が外面ハケ調整、体部内面ケ
ズリ調整がみられる。凹線文系土器の出土はない
が、外面タタキ調整の甕が主体となることや壺の
形態から6期後葉の資料と考えた。
○沈線施文細頸壺が主体に出土する遺構（図3-1
-12）
01Cb区SK08：短く外反しておわる口縁部をも
つ細頸壺E-01Cb-050、口縁端部を摘み刻みする
太頸壺（有頸甕の可能性もある）E-01Cb-051、
沈線施文細頸壺E-01Cb-053、受口の口縁部に沈
線施文の弧状文をめぐらす太頸壺E-01Cb-052、
口縁部内面を指オサエ痕が残る外面ハケ調整甕
E-01Cb-054、外面ハケ調整の無頸甕E-01Cb-055、
外面に貝殻施文直線文のある太頸壺E-01Cb-056、
外面ナデ調整、内面ケズリ調整の甕E-01Cb-057
等がある。E-01Cb-056はより古い遺構の遺物を含
む事を示すが、E-01Cb-057は新しい時期の遺構を
含む範囲を掘削している可能性が高い。
○貝殻施文細頸壺とミガキ施文細頸壺が主体に出
土する遺構（図3-1-12）
02Da区SK17：口縁部が外反しておわる貝殻施
文細頸壺E-02Da-001、口縁受口部に櫛施文の山
形刺突文列をもつ細頸壺E-02Da-002、口縁端部
に刻みがあり頸部に櫛I種施文波状文がみられる
太頸壺E-02Da-003・E-02Da-005、口縁端部上・
下端に刻みがあり、頸部に櫛施文直線文がみら
れる太頸壺E-02Da-004、体部下半にて稜をもっ
て最も膨らむ形態のミガキ施文細頸壺体部（太
頸壺になる可能性もある）E-02Da-007、体部上
半に焼成前穿孔がある丸窓壺E-02Da-006、体部
中央付近が膨らみ稜をもって底部に至る太頸壺
の体部下半E-02Da-008、外面ハケ調整の無頸
甕E-02Da-009、口縁端部に刻みのある外面ハケ
調整の有頸甕E-02Da-010・E-02Da-011、外面
ハケ調整の有頸甕E-02Da-012、外面櫛条痕調整
の無頸甕E-02Da-013、外面ハケ調整の台付き甕
E-02Da-014・E-02Da-017、外面ハケ調整の甕
底部付近E-02Da-015・E-02Da-016等がある。
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図3-1-12　5期・6期の土器4（1：8）
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E-02Da-013は体部外面のタテ櫛条痕調整の後、
口縁部側をヨコ櫛条痕ちょうせいするものであ
る。
03Bb区SD04：E-03Bc-008は頸部に円形浮文列
があり、その下から体部上半にかけて管状施文
の「D」字状刺突文列がめぐるもので、体部中
央付近が丸みをもって膨らむもの、E-03Bb-010
は体部上半外面にミガキ施文直線文をと4方に
付加垂下帯状浮文がみられるミガキ施文細頸壺、
E-03Bb-009は頸部下半に沈線直線文を1条めぐ
らす太頸壺、E-03Bb-011は外面たたき調整の有
頸甕である。E-03Bb-009とE-03Bb-011は6期的
特徴を持つが、E-03Bb-008とE-03Bb-010と伴
うものであろうか。
○凹線文内湾口縁細頸壺と縄文施文細頸壺が主体
に出土する遺構（図3-1-12）
02Ad区SD04：北居住域南東部の02Ad区におい
て検出できた弥生時代中期の内環濠の溝で、最
も新しい溝である。内環濠は02Ad区SD04から
SD09まであり、遺構の重複関係において古い
SD06～SD09は4期以前の特徴を持つ土器が多く
出土し、SD06～SD08においては5期的な特徴を
持つ土器が混じり、SD05では5期～6期的特徴を
もつ頸部沈線直線文のみの太頸壺E-02Ad-045、
口縁端部に刻みをもち、口縁部内面に3個1組の
円錐形浮文、頸部に櫛施文波状文がみられる太頸
壺E-02Ad-046、外面ハケ調整有頸甕、外面ヨコ
羽状櫛条痕調整に口縁部側をヨコ櫛条痕調整する
無頸甕等が比較的まとまって出土した。SD04は
遺構の重複関係においては最も新しく、興味深い
事に下層の3層では付加沈線施文直線文を伴う沈
線施文斜格子文の太頸壺E-02Ad-028（口縁端面
に貝殻刺突文列）、体部中央よりやや下にて稜を
もつ部分で最も膨らむ形態で縄文施文系内湾口縁
細頸壺E-02Ad-026、体部中央よりやや下にて稜
をもつ部分で最も膨らむ形態で縄文施文のみら
れる太頸壺E-02Ad-032、外面ハケ調整の無頸甕
E-02Ad-030と無頸甕E-02Ad-031等があり、そ
の上の2層では、いわゆる「瓜郷式」の特徴をも

つ櫛施文細頸壺E-02Ad-033、頸部に櫛施文直線
文と櫛施文の斜め刺突文列（その上に円形浮文を
貼り付ける）の太頸壺E-02Ad-035、頸部に斜め
刻みをした帯状浮文をもつ細頸壺E-02Ad-034、
無文の太頸壺E-02Ad-036がある。そして1層に
おいては凹線文内湾口縁細頸壺がみられる。そ
の他にも無文化して口縁端面の刻みと頸部の沈
線施文の直線文のみの太頸壺E-02Ad-037、外面
ハケ調整の有頸甕が主体となりE-02Ad-043・
E-02Ad-042のように口縁端部下端に刻みを入れ
るものもみられる。
○凹線文受口口縁細頸壺と櫛施文内湾口縁細頸
壺、櫛施文受口口縁細頸壺が主体に出土する遺
構（図3-1-13・図3-1-14）
01Ad区SD04・SD09・SD11・SD12・SD13・
SD14・SD15：01Ad区にて検出できた弥生時代
中期後半の外環濠の遺構群で、重複関係がみられ
るものである。出土土器の特徴から、SD15出土
土器は頸部がやや短くなり口縁部側を櫛施文波状
文、頸部側を櫛施文直線文のある櫛施文受口口縁
細頸壺E-01Ad-083があるが全体的には管状沈線
施文の太頸壺E-01Ad-090や貝殻施文の太頸壺、
ハケ調整や貝殻調整の無頸甕が主体に出土する資
料群である。SD11出土土器はE-01Ad-049のよう
な櫛施文受口口縁細頸壺、無頸甕等に4期以前の
特徴をもつものもあるが、丸みのある体部中央付
近にて最も膨らむ形態の（体部下半の両刃丸みを
もつ）沈線施文細頸壺E-01Ad-051、付加沈線直
線文を伴わない櫛施文細頸壺体部E-01Ad-052、
沈線施文壺の特徴を持つ太頸壺E-01Ad-053、外
面ハケ調整の有頸甕E-01Ad-057、外面ヨコ羽
状櫛状痕調整の後口縁部側をヨコ櫛条痕調整す
る無頸甕E-01Ad-061など5期的特徴を持つ土器
が増え、SD13出土土器では、無文化した櫛施文
受口口縁細頸壺E-01Ad-061、体部下半に最も
膨らんで丸みをもつ体部（無文化している）の
E-01Ad-067、口縁部を摘み押さえする外面ハ
ケ調整有頸甕等もあり、4期的特徴を持つ土器
が少なくなる傾向が見られる。SD14では凹線
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文受口口縁細頸壺E-01Ad-078、口縁端部下端
に刻みをもつ外面ハケ調整の有頸甕、外面ハケ
調整の甕の脚台E-01Ad-082等、上層の遺構か
らの混入の可能性もあるが6期的な特徴を持つ
土器が加わる傾向が見られる。SD12出土土器
は櫛施文内湾口縁細頸壺E-01Ad-062、凹線文
細頸壺体部下半E-01Ad-063等の出土があり、
SD09でも櫛施文受口口縁細頸壺E-01Ad-033・
E-01Ad-034等の4期～5期的特徴をもつものも
出土するが、E-01Ad-031のような櫛施文内湾口
縁細頸壺、E-01Ad-032のような無文化した櫛施
文受口口縁細頸壺、鍔付鉢形高杯E-01Ad-041
～E-01Ad-042、口縁端部下端に刻みをもつ外面
ハケ調整の甕E-01Ad-043、外面ハケ調整、内面
ケズリ調整がみられる甕の脚台E-01Ad-046・
E-01Ad-047等、6期的特徴をもつものが主体を
占める傾向が見える。SD04では櫛施文受口口縁
細頸壺E-01Ad-016の出土があるものの、凹線文
受口口縁細頸壺E-01Ad-017、杯部が無文のワイ
ングラス形高杯E-01Ad-020、外面体部上半ヨコ
ハケ調整のあるハケ調整有頸甕が主体に出土する
傾向が見られる。
○櫛施文受口口縁細頸壺と櫛施文内湾口縁細頸壺
が主体に出土する遺構（図3-1-14）
02Cc区SD07：やや頸部が短くなった櫛施文受
口口縁細頸壺E-02Cc-054・E-02Cc-055、体部上
半外面にミガキ施文によるタテ綾杉状文と直線文
がみられる櫛施文内湾口縁細頸壺E-02Cc-052、
櫛施文細頸壺の頸部E-02Cc-056、外面頸部に櫛
施文波状文、体部上半に櫛II種施文直線文、櫛
刺突山形文をめぐらす太頸壺E-02Cc-053、外面
ハケ調整の甕の脚台部E-02Cc-057等がある。
E-02Cc-052とE-02Cc-053は体部中央よりやや下
付近にて丸みを帯びて膨らみ、体部下半にて丸み
を帯びた稜をもつ形態をしており、ともに底部付
近から放射状のあらいミガキ調整がみられ、同一
工による製作の可能性があるものである。
01Ae区SD03：01Ae区SD03より新しい溝で北
居住域の弥生時代中期後半の外環濠の溝である。

櫛施文の簾状文を口縁部から頸部に施した内湾
口縁細頸壺E-01Ae-012、無文化し口縁部が受口
形態をとらない櫛施文細頸壺E-01Ae-013、鍔
付鉢形高杯E-01Ae-015、内・外面にケズリ調整
がみられる高杯の脚部E-01Ae-016、口縁端部下
端に刻みがあり、体部上半外面にヨコハケ調整
がみられる外面ハケ調整の有頸甕E-01Ae-017
～E-01Ae-019、 外 面 ナ デ 調 整 の 甕 の 脚 台
E-01Ae-020・E-01Ae-021等がある。出土土器全
体に6期的特徴がみられ、SD04よりスムーズな
形式変遷がみられる。E-01Ae-012やE-01Ae-015
を凹線文系土器群と考えるならば今回の出土資料
では唯一の凹線文系土器群の6期前葉に分類でき
るものである。
99Ac区SK131：E-99Ac-037は頸部から口縁部
が斜めに開く櫛施文細頸壺で口縁部から頸部にか
けて櫛施文波状文、頸部から櫛施文直線文と櫛刺
突羽状文列、山形刺突文列が交互にみられる。
体部下半を帯状にヨコミガキ調整され、体部中
央付近で最も膨らむ形態である。E-99Ac-038は
無文化した櫛施文内湾口縁細口壺、E-99Ac-039
は受口部下端に刺突文列がある無文化した櫛施
文受口口縁細頸壺、E-99Ac-040は櫛Ⅱ種施文の
直線文とその下端に波状文をめぐらす凹線文太
頸壺で体部中央付近が最も膨らむ形態である。
E-99Ac-041は西三河系のササラ状櫛Ⅲ種施文の
太頸壺で頸部に跳ね上げ文、体部上半に押し引き
文状の文様と直線文がみられる。体部中央下半に
最も膨らむ形態である。E-99Ac-042は太沈線直
線文に区画された中を櫛施文の垂下直線文、波状
文と沈線施文綾杉文が組み合わされた太頸壺体
部上半、E-99Ac-043は櫛施文の直線文と弧状文、
刺突山形文が交互に施される太頸壺体部上半と思
われるものである。E-99Ac-044～E-99Ac-046
は底部が突出する壺底部、E-99Ac-047は外面ハ
ケ調整、内面ケズリ調整の甕の底部である。
○櫛施文内湾口縁細頸壺が主体に出土する遺構
（図3-1-14・図3-1-15）
02Af区SD01：櫛施文内湾口縁細頸壺E-02Af-001
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図3-1-14　5期・6期の土器6（1：8）
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と外面タタキ調整がみられる甕の脚台E-02Af-002、
底部に穿孔があり布圧痕が付く外面櫛条痕調整の
甕の底部E-02Af-003等がある。
02Af区SD02：体部上半外面に櫛施文山形刺突
文列と波状文、直線文がみられる櫛施文内湾
口縁細頸壺E-02Af-004、頸部に2個1組の紐孔
がある体部上半櫛施文波状文と直線文がみられ
る短頸壺E-02Af-005、杯部内・外面をミガキ
調整する高杯E-02Af-006、口縁端部下端に刻
みがあり、内・外面にミガキ調整がみられる
有頸甕E-02Af-007、外面ナデ調整の甕の脚台
E-02Af-008等がある。
02Bd区SD03：E-02Bd-008は櫛施文内湾口縁細
頸壺で、口縁部から頸部にかけて櫛施文波状文、
体部上半に櫛施文直線文後櫛施文垂下波状文をめ
ぐらす。体部は体部やや下半に最も丸みをもって
膨らむ形態のものである。E-02Bd-009は凹線文
受口口縁太頸壺、E-02Bd-010は凹線文を口縁部
外面にめぐらす鉢、E-02Bd-011は外面に丁寧な
ヨコミガキがみられる無頸壺か、E-02Bd-012・
E-02Bd-013は外面ハケ調整、内面ケズリ調整が
みられる甕の脚台である。
01Dg区SD02：E-01Dg-003は櫛施文内湾口縁細
頸壺で、頸部に沈線施文3条と管状施文円形刺突
文がめぐり、体部上半に櫛施文の直線文と付加垂
下波状文がめぐる。E-01Dg-002は無文の頸部が
短い細頸壺で、外面体部下半を中心にケズリ調整
がみられる。E-01Dg-004は杯部内・外面をミガ
キ調整する円形透かしがみられる高杯である。
○凹線文受口口縁細頸壺が主体に出土する遺構
（図3-1-15）
02Cd区SD08：1点 混 入と思われる8期 の 壺
E-02Cd-016があるが、遺構の重複関係や遺
物の出土状況から6期の遺構と考えられる。
E-02Cd-015は頸部に沈線が3条めぐる凹線文受
口口縁細頸壺で、頸部が体部から縦に立ち上が
り、口縁部が頸部から外反して開く形態である
ことから、今回出土した凹線文土器群では6期
前葉と考えられるものである。他に鍔付鉢形高

杯E-02Cd-017や外面ハケ調整、内面ケズリ調
整のある有頸甕E-02Cd-019～E-02cd-021、外
面たたき調整がみられる有頸甕E-02Cd-022～
E-02Cd-026等があリ、他の土器からは6期後葉
の特徴を持つ土器群である。
02Cc区SD06：E-02Cc-044は櫛施文受口口縁
細頸壺で口縁受口部に櫛施文波状文がみられ、
E-02Cc-045は凹線文受口口縁細頸壺で口縁部が
体部から比較的短く外反する形態のもので、この
2点は今回出土した受口口縁細頸壺の中では最も
新しい形態をもつものと思われる。E-02Cc-046
は体部外面ハケ調整の無文の細頸壺で体部下半の
領のある付近が最も膨らむ形態をしている。
○凹線文内湾口縁細頸壺と沈線施文細頸壺が主体
に出土する遺構（図3-1-15）

99Cd区SD01：凹線文内湾口縁細頸壺と思われる
脚台付きのE-99Cd-002、小型土器のE-99Cd-003
と沈線施文細頸壺で丸みをもって頸部がしぼ
まリ、口縁部が開くE-99Cd-001、体部から
口縁部が外反して広がるE-99Cd-004があり、
E-99Cd-004は体部下半にケズリ調整がみら
れ、底部外面に木の葉痕が付く。E-99Cd-005
は外面口縁部に櫛施文の羽状刺突文がめぐる鉢、
E-99Cd-006は底部際に帯状浮文がめぐる鉢形土
器、E-99Cd-007は口縁端部下端に刻みをもつ外
面ハケ調整有頸甕、E-99Cd-008は外面ハケ調
整の甕の脚台である。脚台をもつ凹線文細頸壺
E-99Cd-002は体部上半外面の文様でも櫛施文簾
状文と櫛施文扇形文が交互にめぐるもので、6期
後葉の特徴を持つ。
○凹線文内湾口縁細頸壺と凹線文受口口縁細頸壺
が主体に出土する遺構（図3-1-15・図3-1-
16）

99Cc区SD02：凹線文内湾口縁細頸壺E-99Cc-007
とE-99Cc-008がみられ、体部から屈曲して内湾
する口縁部に移行する形態と体部上半の外面の
櫛施文の直線文と波状文が交互に施文される構
成から6期後葉の資料と考えられる。その他に
は凹線文受口口縁細頸壺の体部E-99Cc-009、鍔
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図3-1-15　5期・6期の土器7（1：8）
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付鉢形高杯E-99Cc-010、杯部内面にミガキ調
整がある鉢形高杯E-99Cc-011、凹線文鉢形高
杯E-99Cc-012、外面タタキ調整のある有頸甕
E-99Cc-013～E-99Cc-016、体部上半外面に櫛
施文波状文と斜め刺突文列がみられる甕か短頸壺
E-99Cc-017、外面ハケ調整、体部内面ケズリ調
整の甕の脚部E-99Cc-018、外面ハケ調整、内面
ケズリ調整のある有頸甕E-99Cc-019、体部上半
外面にハケ調整具によるヨコハケと波状文がみら
れる有頸甕E-99Cc-020等がある。
○凹線文内湾口縁細頸壺が主体に出土する遺構
（図3-1-16・図3-1-17）
99Cf区SD01：E-99Cf-001とE-99Cf-002は凹線
文内湾口縁細頸壺で、E-99Cf-001は体部から口
縁部が斜め上半に立ち上がり内湾する口縁部に至
るもので、体部上半外面の文様は櫛Ⅱ種施文直線
文が5帯、その下に波状文がめぐり、最後に付加
垂下直線文がみられる構成で、今回出土した凹
線文内湾口縁細頸壺の中では最も古い形態をも
つ土器の1つといえる。この2点の壺の形態から
6期後葉を主体とする資料群と思われるもので、
その他の外面タタキ調整の有頸甕E-99Cf-003～
E-00Cf-005もこれと矛盾しない。
01Ab区SK14：E-01Ab-026・E-01Ab-027は 凹
線文内湾口縁細頸壺でE-01Ab-026は口縁部か
ら頸部の櫛施文の文様帯数が4帯から3帯に変化
しつつある形態であり、E-01Ab-027の体部上半
外面の文様構成も櫛施文の波状文が卓越する文
様構成になっている事から6期後葉に分類できる
ものである。今回の凹線文内湾口縁細頸壺の体
部上半外面の文様構成はこのタイプに類するも
のが多い。その他の資料においても、太頸壺で
はE-01Ab-028・E-01Ab030・E-01Ab-031の よ
うに口縁部の形態が異なっていても、口縁部が
体部上半から緩く屈曲して立ち上がる形態のも
のが主体となってきており、E-01Ab-031の凹線
文受口口縁細頸壺にみられる体部上半外面の文
様構成も凹線文内湾口縁細頸壺と同様な傾向を
示している。またE-01Ab-028は口縁端面に管

状施文の刺突文列をめぐらし、口縁部内面に櫛
施文の羽状刺突文列とその上に円錐形浮文がみ
られる太頸壺、E-01Ab-033は体部上半外面に櫛
施文の直線文と沈線施文の斜格子文が交互に施
文される太頸壺である。高杯では、E-01Ab-034
がハケ調整の外反する口縁部をもつ鉢形高杯、
E-01Ab-025が鍔付鉢形高杯、E-01Ab-036が凹
線文鉢形高杯と思われるものである。甕では、口
縁部端部下端に刻みのある外面ハケ調整の有頸
甕E-01Ab-043は体部上半が外に強く張り出す
形態であり、E-01Ab-044は外面ハケ調整の有頸
甕で、あまり体部上半が張らない傾向が見られ
る。E-01Ab-040・E-01Ab-045・E-01Ab-046
は外面タタキ調整がみられる有頸甕で、内面
体部下半を中心にタテ削り調整がみられる。
E-01Ab-037・E-01Ab-039は外面ハケ調整の有
頸甕で、口縁端部下端に刻み、内面をナデ調整す
る。E-01Ab-038・E-01Ab-042は外面ハケ調整、
内面ケズリ調整がみられる有頸甕で、口縁端部下
端に刻みがみられる。E-01Ab-041は外面ケズリ
に近いナデ調整甕で、西三河系の甕と思われる。
　E-01Ab-027の凹線文内湾口縁細頸壺のよう
に、体部上半外面の櫛施文の文様構成で波状
文が卓越するものは、02Ac区SK12、01Ab区
SK148、99Ce区SD05、01Dc区SK181、01Db 
区SB85、01Cb区SB02等で出土している。
99Aa区SK96：E-99Aa-032は凹線文内湾口縁細
頸壺で、口縁部が短く立ち上がるもので、口縁部
から頸部の文様帯数が3帯になる新しいタイプの
ものである。これに伴う高杯ではE-99Aa-033が
鍔付鉢形高杯、E-99Aa-026が高杯の可能性もあ
る凹線文鉢、E-99Aa-037～E-99Aa-040が外面タ
タキ調整の有頸甕で、E-99Aa-037・E-99Aa-038
は体部下半内面にケズリ調整がみられる。
　その他にE-99Aa-032と同じ形態の凹線文内
湾口縁細頸壺は02Db区SB14、02Db区SB15、
01Cb区SB10、02De区SK31、02Bi区SD05等で
少量みられ、同様な傾向を示す。
99Ae区SX01：99Ae区の6期の北居住域外環濠
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図3-1-16　5期・6期の土器8（1：8）
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99Ae区SD02に伴う土塁状遺構で、櫛施文の直口
する口縁部の細頸壺E-99Ae-008のような土器も
あるが、凹線文内湾口縁細頸壺でE-99Ae-002の
ような赤彩された土器や、口縁部に凹線文をめぐ
らす丸窓壺E-99Ae-009、皿形高杯E-99Ae-010、
ワイングラス形高杯E-99Ae-011、外面ミガキ
調整で円形透かしのある裾広がりの高灰の脚部
E-99Ae-012、7期の「く」字状口縁ハケ調整甕
に類似するものE-99Ae-015、口縁端面に凹線
文を3条めぐらす7期の広口壺ともいえる大型壺
E-99Ae-020が出土しており、当初後世の撹乱が
存在するものと考えて調査していたが、出土遺物
に時期的な混じりが存在するか確認できていない
が、6期から7期にかけての過渡的な状況を示す
可能性があるものとして挙げておきたい。
d．6期
　6期に分類したもので、主に櫛施文と凹線文
（ナデ成形を伴う沈線施文）の細頸壺について頸
部の長さの短化と形態変化、それに伴う文様（櫛
施文の斜め刺突文等）数の減少、外面体部上半の
文様構成（櫛施文の波状文の多用化等）、体部形
態の変化（体部最大径の位置の下がる傾向）から
6期の前葉・中葉・後葉に細分した。
99Aa区SK96（6期後葉）、99Aa区SK99、99Ac
区SK131（6期中葉～後葉）、99Ac区SU01（6期後
葉）、99Ad区SB04（6期後葉）、99Ae区SX01（6
期後葉～7期前葉）、99Ae区NR01（5期～6期の環
濠、6期前葉～中葉）、99Ba区SD01（6期後葉）、
99Ba区SD02、99Ca区SD05（6期前葉）、99Ca
区SD07（6期後葉）、99Cc区SD02（6期後葉）、
99Cc区SD05（6期中葉～後葉）、99Cd区SD01
（6期後葉）、99Cd区SD07（6期前葉）、99Cd区
SD05（6期中葉～後葉）、99Ce区SD07、99Ce
区SK08、99Ce区SK01、99Ce区表土剥ぎ（6期
中葉～後葉）、99Cf区SD01（6期後葉）、99Cf
区SD02、99Cf区SK25、01Aa区SD12（4期の
遺物が多い）、01Aa区SD15（6期中葉）、01Aa
区SK14、01Aa区SK18（6期前葉か）、01Aa区
SK32（6期後葉）、01Aa区SK38、01Aa区SK43
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図3-1-17　5期・6期の土器9（1：8）
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（6期後半）、01Aa区SK44（6期後葉）、01Aa区
SK52、01Ab区SK14（6期後葉）、01Ad区SD02
～SD07（6期～7期）、01Ad区SD09、01Ad区
SD12、01Ad区SK04、01Ad区SK07、01Ad区
SK08、01Ad区SX01（6期後葉）、01Ad区NR02
（6期後葉）、01Ae区SD03（6期前葉）、01Ba区
SD01下層、01Bd区SD03、01Bd区SK79（6期後
葉）、01Bd区SK148（6期後葉）、01Bd区SK151
（6期後葉）、01Cb区SB02、01Cb区SB09、01Cb
区SB10（6期後半）、01Cb区SB14、01Cb区
SK17、01Cb区SK68、01Db区SK90（6期後葉）、
01Db区SB84、01Db区SB85（6期後葉）、01Db
区SB86、01Db区SK188（6期後葉）、01Dc区
SB30、01Dc区SK181（6期後葉）、01De区SD01
（6期後葉）、01Dg区SD01、01Dg区SD02（6期後
葉）、02Ab区SD01（6期前葉か）、02Ac区SD03
（6期中葉か）、02Ac区SD04、02Ac区SD06（6期
中葉）、02Ac区SK12（6期後葉）、02Ad区SB02、
02Ad区SB05（6期後葉）、02Ad区SB06（5期的）、
02Ad区SD01、02Ad区SD04-1層（6期前葉）、
2層・3層（5期的）、02Ad区SD05（6期前葉）、
02Ad区NR03（6期後葉）、02Af区SD01、02Af
区SD02（6期前葉か）、02Bb区SD01、02Bc区
SD03、02Bd区SD03（6期後葉）、02Bd区SD04
（6期後葉）、02Bi区SD02・SD03、02Bi区SD05
（6期後葉）、02Bj区SD05（6期後葉）、02Cb区
SB11、02Cc区SD05、02Cc区SD06（6期後葉）、
02Cc区SD06、02Cc区SD07（6期前葉）、02Cc区
SD08、02Cc区SD09（6期後葉）、02Cd区SB01
（6期後葉）、02Cd区SD08（6期中葉）、02Cf区
SK06、02Cf区SK10、02Cf区SK07（6期後葉）、
02Cf区SK18、02Cf区SK38、02Cf区SK46（6期
後葉）、02Cg区SD02（6期前葉）、02Db区SB14
（6期後葉）、02Db区SB15（6期後葉）、02Db区
SB31、02Db区SB48（6期後葉）、02Db区SB67
（6期後葉）、02Db区SX01-1層（6期後葉）、02Dc
区SB93、02Dc区SB95、02Dc区SK31、02Dc
区SK200、02Dc区SK156（6期後葉）、02Dc区
SK232、02Dc区SK336、02Dd区SB06、02Dd

区SK32（6期後葉か）、02De区SK29、02De区
SK31（6期後葉）、03Aa区SD03、03Aa区SD04、
03Bb区SD04（6期前葉）、03Bc区SD03（6期中葉
～6期後葉）、03Bc区SD05（6期前葉か、5期的）、
03Bc区SD11（7期的）、03Bd区SD04
e．7期
　7期に分類したもので、主に「く」字口縁ハケ
調整甕の体部上半が外側に張り出す形態（前葉～
中葉）から球形化する形態（中葉～後葉）への変
化、「山中式」高杯の杯部口縁の外反が強くなる
傾向（中葉以後）、ワイン形高杯の杯部の深化と
口縁部の内湾化傾向（前葉～後葉）、器台の受部
と柱部の高さの比率の均一に近いもの（前葉）か
ら柱部が高くなる変化（中葉～後葉）、広口壺体
部上半外面の櫛施文の直線文と波状文、扇形文の
み（前葉）から斜め刺突文の多用化（中葉～後葉）
等から図化した遺構毎の主体となる土器を7期の
前葉・中葉・後葉に細分した。
99Aa区SB12、99Aa区SB13（7期前葉）、99Aa区
SK16、99Ab区SB06（7期～8期前葉）、99Ab区
SB07（7期中葉～後葉）、99Ab区SB08（7期前葉
～中葉）、99Ab区SB10（7期中葉～後葉）、99Ab
区SB12（7期後葉）、99Ab区SK01（7期後葉～8期
初頭）、99Ab区SK02、99Ab区SK03（7期中葉）、
99Ac区SB17（7期前葉）、99Ac区SB18（7期前
葉）、99Ac区SU02（7期中葉）、99Ad区SB06（7
期前葉～中葉）、99Ad区SB11（7期前葉～中葉）、
01Aa区SD02～SD11・SD13（7期前葉～後葉、
中葉主体）、01Aa区SZ01（7期前葉）、01Aa区
SZ02（7期中葉～後葉）、01Aa区SK12（7期中葉）、
01Ab区SD01（7期前葉～中葉）、01Ac区SD01
（7期後葉～8期前葉）、01Ad区SD01（7期中葉）、
01Bd区SD01（7期前葉）、01Bd区SD02（7期中
葉）、01Cb区SD01（7期前葉～8期前葉）、01Cb
区SB01（7期前葉か）、01Db区SD01最下層（7期
前葉～中葉）、01Db区SD02（7期中葉）、02Ac
区SD01（7期中葉～8期前葉）、02Ag区SD01（7
期前葉）、02Ag区SD02（7期中葉～後葉）、02Bd
区SD02（7期前葉）、02Bd区SD01（7期～8期）、
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02Bc区SB01（7期後葉）、02Cf区SD01（7期～8
期中葉）、02Cf区SD02（7期中葉）、02Da区SK72
（7期～8期前葉）、02Dd区SB02（7期中葉の高
杯1点、他は6期02Dd区SB06のものか）、02Dd
区SB03（7期中葉）、02Dd区SK33（7期前葉）、
02De区SB01（7期後葉）、02De区SD01-5層・6層
（7期中葉）、02De区SD01-4層（7期後葉）、03Ba
区SD01（7期前葉）
　以上のように各遺構の出土土器を細分している
が、決してきれいに分かれる訳ではなく、土器の
時間的変化のあり方が漸位的であるのが常態であ
るのと同時に朝日遺跡の遺構のあり方（重複が多
い）や発掘調査時の遺構の誤確認等により、混入
と考えたい資料を含む混沌とした状況を示すよう
に思われる。今回調査した地点の中で、北居住域
の東内環濠の地点にあたる01Aa区において興味
深い遺構変遷が確認されている。01Aa区SD02・
SD04・SD09・SD10・SD11（7期前葉～後葉、中
葉主体）、01Aa区SZ01（7期前葉）、01Aa区SZ02
（7期中葉～後葉）出土土器で、発掘調査による
遺構変遷では内環濠の埋没（01Aa区SD08）、方
形周溝墓の造営（墳丘部の形成、01Aa区SZ01と
01Aa区SZ02）、方形周溝墓の周溝の埋没（01Aa
区SD02・SD04・SD09がSZ01の周溝、01Aa区
SD10・SD11がSZ02の周溝）の変遷がみられる。
以下その特徴を述べる。（図3-1-18～図3-1-
21）
○壺
01Aa区SD08：無文の広口壺と思われるE-01Aa-098・
E-01Aa-099の出土があるが、E-01Aa-098は短く
外反する口縁部、E-01Aa-099は体部中央付近が
最も膨らむ丸みをもつ体部のもの。E-01Aa-107
は短頸壺で、口縁部外面がやや肥厚する形態で
口縁部外面に櫛施文による羽状刺突文が2帯めぐ
る、体部内面下半がタテケズリ調整で外面はやや
摩滅しているが全面にミガキがあるものであろう。
口縁部下に紐孔が2個1組である。また瓢形壺
E-01Aa-096・E-01Aa-097も伴出しており、01Aa
区SD04と相前後して掘削された影響が出ている

可能性がある。
01Aa区SZ01：E-01Aa-397は長頸壺のもので、
内外面のミガキ調整が特徴的である。外面体部
肩部に部分赤彩がある。E-01Aa-403は細身のや
や体部下半に最も膨らみがある形態で、体部上
半に櫛施文による扇文列を挟んで直線文・波状
文・直線文の単位が2単位（文様数は7帯）ある。
外面は全面赤彩。広口壺は5点図化したが、帯状
浮文をめぐらすものが3点あるのが特徴である。
E-01Aa-398は櫛施文のある部分のみ文様がない
もので、7期の広口壺ではやや長く外反して立ち
上がるもので、頸部外面に帯状浮文が2帯ある。
体部上半の文様は直線文・波状文の2単位（文様
数は4帯）である。E-01Aa-401は頸部から体部上
半の部分で、頸部に円形刺突文列を伴う帯状浮文
を2帯、体部上半に頸部と同様のものを2帯あり、
帯状浮文の上下を帯状にヨコミガキ調整する。
01Aa区SZ02：主だった壺は出土していない。
01Aa区SD02・SD04・SD09：各種の壺があり、
瓢形壺も出土している。短頸壺ではE-01Aa-009
は甕形に近い形態のもので、口縁端部にも刻
みが施されるものであるが、外面全体に赤彩
があり、タテミガキ調整がみられる。広口壺
で はE-01Aa-002～01Aa-004・E-01Aa-054・
E-01Aa-119～E-01Aa-121等 が あ り、 体 部 中
央付近に膨らみがある丸みのある形態のもの
（E-01Aa-002～01Aa-004・E-01Aa-120）、 体
部中央付近が最も膨らむ断面ソロバン玉形の
もの（E-01Aa-121）、体部下半が最も膨らむ
形態のもの（E-01Aa-119、脚台が付く）で、
E-01Aa-120・E-01Aa-121は やや口縁部から
丸みをもって立ち上がり緩やかに外反する口縁
部をもつもので、頸部～口縁部がある他のも
のは頸部からそのまま外反する口縁部の形態
をもつ。E-01Aa-119の頸部に帯状浮文が1帯、
E-01Aa-121が頸部に円形刺突文列と帯状浮文3
帯があるものである。体部文様があるものでは、
E-01Aa-004・E-01Aa-003・E-01Aa-121に斜め
刺突文列がみられ、E-01Aa-121は頸部～体部に
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図3-1-18　7期の土器1（1：8）
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図3-1-19　7期の土器2（1：8）
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櫛施文による直線と右上がり斜め刺突文列が交互
に3帯ずつあり、最下段に櫛施文による鋸歯文列
が施される。興味深いのは最下段の鋸歯文列が一
部互い違いになっている部分がある点である。
E-01Aa-004は櫛施文の斜め刺突文他は直線文が
3帯あるが、比較的櫛施文の少ないものが目立
つ。E-01Aa-054は体部上半が残るもので、頸部
下から櫛施文の直線文と波状文が交互に5帯、最
下段に扇形文列がある。
01Aa区SD10・SD11：各種の壺があり、瓢形壺
も出土している。E-01Aa-145は長頸壺で口縁部
下から頸部に櫛施文の直線文4帯があり、体部は
ミガキ調整されるもの。E-01Aa-148は広口壺で
口縁部端面と頸部、体部上半に管状施文の円形刺
突文列が典型的にみられるもので、頸部から体部
上半かけて管状施文による円形刺突文列と櫛施文
による直線文、波状文が併せて9帯みられる。文
様より下部はヨコミガキ調整される。E-01Aa-151
は頸部に縄文のある太頸壺と思われるもので、口
縁端部に櫛施文？による刻みと頸部に刻みのある
帯状浮文がある。
○高杯
01Aa区SD08：E-01Aa-102はワイングラス形高
杯で、やや内湾する形態のものである。杯部上半
の内外面と脚部にミガキ調整がみられる。脚部に
は櫛施文と思われる直線文が並んで4帯あり、縦
のストライブ状部分赤彩がみられる。E-01Aa-103
は有稜皿形高杯で、比較的縦に口縁部が立ち上が
る形態のもので、杯部外面上半に櫛施文の波状文
と扇形文、杯部外面下半の上部と内面口縁部に帯
状の部分赤彩がみられる。E-01Aa-105はやや太
めの外面タテミガキ調整の脚部。
01Aa区SZ01：E-01Aa-407は口縁部がやや短く
稜が明確な有稜皿形高杯で、杯部外面と脚部櫛施
文部以外の部分を赤彩している。脚部の櫛施文直
線文は5帯である。E-01Aa-406は比較的真っ直
ぐに口縁部が立ち上がるワイングラス形高杯で、
外面はタテミガキ調整がされ、全面赤彩のもの。
01Aa区SZ02：完存のものはないが、強く外反す

る有稜皿形高杯（E-01Aa-429～E-01Aa-431）と
内湾口縁鉢形高杯（E-01Aa-432・E-01Aa-433）
がみられる。有稜皿形高杯では、E-01Aa-429の
ように稜が明確なものとE-01Aa-431のように稜
がやや不明瞭なものがみられる。
01Aa区SD02・SD04・SD09：各種の高杯があ
り、ワイングラス形高杯では、E-01Aa-011のよ
うな杯部が深く、上半がやや強く内湾する形態の
ものがみられる。有稜皿形高杯ではE-01Aa-014
のような杯部の稜が明確で口縁部が比較的縦に立
ち上がるものより、E-01Aa-013・E-01Aa-058・
E-01Aa-131のように杯部の稜が不明瞭で口縁部
が強く外反するものが多い傾向があり、杯部の稜
が明確なものでもE-01Aa-017・E-01Aa-132の
ように口縁部が強く外反するものがみられる。
E-01Aa-058では杯部上半の外反が強い為か、櫛施
文の波状文と直線文が稜の真上に集まってみられ
る。皿形高杯では、E-01Aa-010・E-01Aa-055の
ように丁寧なミガキが全面にみられ、E-01Aa-055
は椀形高杯に近い形態で、脚部下半でやや屈折す
る形態である。E-01Aa-057も皿形に含めるべきか
迷うものであるが、杯部に稜をもつようである。
受口皿形高杯ではE-01Aa-130がみられ、やや口縁
部が斜め外側に開くもの、外面は赤彩する。脚部
ではE-01Aa-064があり、外面上端に櫛施文の直線
文が1帯あり、全体に赤彩がされる、2段に分けて
透かしが多孔されるのが特徴的である。
01Aa区SD10・SD11：各種の高杯がみられる
が、有稜皿形高杯では稜が明確な形態のものが不
明確な形態のものより多くみられる傾向があるが
全体的に杯部上半の外反は強い。ワイングラス形
高杯では、E-01Aa-189のような杯部の深い、上
半の内湾が強い形態のものがあり、口縁部がさ
らにやや外反して作り出されている。脚部は裾
部がやや屈折気味に開くもので、外面に櫛施文
の直線文が4帯ある。01Aa区SD10出土の受口皿
形高杯E-01Aa-161とE-01Aa-162は外面が全体
にミガキ調整、赤彩されたもので、内面の杯部
下半にタテミガキ調整がみられる。E-01Aa-161
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図3-1-20　7期の土器3（1：8）
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は柱状の脚部、E-01Aa-162は裾広がりの脚部
をもつ。脚部では、裾広がりの形態のもので
E-01Aa-177がタテミガキ調整の全面赤彩された
もの、E-01Aa-179がやや柱状の形態で、タテハ
ケ調整後上から6体の櫛施文の直線文と直線文間
に貝殻施文のタテ刺突文列を施す。文様が脚部裾
部まで及ぶのが特徴である。
○器台
器台は高杯程、多くないようにみられる。01Aa
区SD04出土のE-01Aa-068のような断面丸みを
もった「X」字形のものと01Aa区SD04出土の
E-01Aa-069・01Aa区SD10出 土 のE-01Aa-117
のような受け部が皿形の形態のものがみられる。
E-01Aa-068は外面タテミガキ調整、内面が横方
向のケズリ調整後口縁部にヨコミガキ調整が施さ

れ、外面全体と内面口縁部に赤彩がみられる。透
かし穴は2個。
○甕
「く」字口縁有頸甕、受口口縁有頸甕があり、ほ
とんどの甕にやや形態が異なるがE-01Aa-117・
E-01Aa-141のような断面「ハ」の字に開く比較
的しっかりした脚部が付く。「く」字口縁有頸甕
にはおおまかに体部上半がやや強く張る形態のも
の（E-01Aa-023・E-01Aa-075・E-01Aa-109・
E-01Aa-138・E-01Aa-425・E-01Aa-426）と体
部上半が強く張らない丸味を帯びた形態のもの
（E-01Aa-108）に分かれ、両形態とも体部内面
はケズリ調整、外面と内面口縁部にハケ調整が
施され、口縁部にはヨコナデ調整がみられる。
後者は01Aa区SD04・SD08出土のものに比較的
多くみられるが、ここで取り上げた遺構出土の
「く」字口縁有頸甕においては前者が多い。受口
口縁有頸甕はE-01Aa-183・E-01Aa-184等がみ
られ、内面にはナデ調整やハケ調整でケズリ調整
はみられない。E-01Aa-183は体部上半にヨコハ
ケ調整が入り、「S」字口縁有頸甕に近い形態で、
E-01Aa-184は体部外面にヨコハケとハケ工具に
よる斜め刺突文列がみられる。
f．8期
　8期に分類したもので、主に①広口壺口縁部内
面に平坦面をもち、口縁端部に垂下帯を付加する
ものについて、口縁部内面の平坦面と垂下帯が独
立しているもの（前葉）から一体化しているもの
（中葉～後葉）への変化、広口壺体部最大径の位
置が体部中央付近（前葉）から体部下半の位置（中
葉～後葉）への変化、②瓢形壺の口縁部と体部の
高さの比率が口縁部の高さが体部の高さより長い
形態（前葉）からほぼ均一の長さの形態（中葉）、
体部の高さが口縁部の高さより長い形態（後葉）
への変化、③口縁部と脚部の内湾傾向をもつ高杯
の形態から杯部の浅く、口縁部径と受け部径の差
があまりないもの（前葉）から大きくなるもの（中
葉～後葉）への変化、脚部の高さが高いもの（前
葉）から低いものへの変化（中葉～後葉）、④器
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0 20cm

01Aa 区　SD10

01Aa 区　SD11

図3-1-21　7期の土器4（1：8）
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台の受部の小型化（主に後葉）とそれに伴う脚部
の低脚化（主に後葉）、⑤ハケ調整S字口縁有頸
甕の口縁部の変化（先に述べた通り）、体部上半
の横ハケ調整の有無（中葉以後無し）等から8期
の前葉・中葉・後葉に細分した。
99Aa区SB02（8期前葉～中葉）、99Ab区SB01
（8期前葉）、99Ac区SB02（8期前葉）、99Ac区
SB03（8期前葉）、99Ae区SU01（8期前葉～中
葉）、99Cc区SD01（8期中葉）、01Ad区NR01（8
期）、01Ae区SD01、01Ae区SD02（8期前葉）、
01Cb区SD01下層（8期前葉～中葉）、01Da区
SB05、01Da区SB57（8期前葉）、01Da区SK76、
01Db区SD01下層（8期前葉）、01Db区SD01中層
（8期後葉）、01Db区SB03・SB09・SB11・SB14・
SB29・SB55（8期前葉～中葉）、01Dc区SD01（8
期中葉～後葉）、01Dc区SK09・SK75（8期後葉～
9期初頭）、01Df区SK02（8期前葉～中葉）、02Ad
区SB03（7期末～8期初頭）、02Ad区NR01（8期
前葉～中葉）、02Be区SD01（8期前葉）、02Cb
区NR01（8期前葉）、02Cc区SD01（8期前葉）、
02Cd区SD02（8期前葉）、02Dc区SB11（8期後
葉）、02Dc区SB24（8期前葉～中葉）、02Dc区
SB71（8期前葉～中葉）、02Dc区SK28（8期前葉）、
02Dd区SK05（8期中葉～後葉）、02De区SD01-3
層（8期前葉～中葉）、03Bd区SD03（8期前半）、
03Ca区NR02（谷B、8期前葉）
　以上のように各遺構の出土土器を細分している
が、この中で、南居住域の環濠が99Cc区SD01
（外環濠の可能性がある溝）、01Cb区SD01（外
環濠）、01Db区SD01（内環濠）、02De区SD01
（内環濠）が調査されており、環濠の埋没時期を
検討する上で興味深い資料が出土している。ま
た谷B関連の遺構として99Cb区SD01、02Cb区
NR01、03Ca区NR02があり、その他に南居住域
の8期後半の遺構出土の土器を取り上げる。以下
その特徴を述べる。
○南居住域の環濠出土の土器群（図3-1-22・図
3-1-23）
　今回の南居住域における環濠の調査では、新し

い溝の堆積から8期の土器が出土しており、最下
層にはほとんど含まれないが、溝底に近い下層か
らは確実に出土しており、今回の分析では南居住
域の環濠は8期前葉までは機能していたものと考
えた（但し、01Db区SD01では8期前葉後半には
ほぼ完全に埋没していると考えた）。
99Cc区SD01：7期以前の土器も混じって出土
しているが、8期前葉を中心とする土器があり、
E-99Cc-001は瓢形壺で、口縁部の高さより体部
の高さが長いもので、やや下膨らみ気味であるが
体部中央付近が最も膨らむ形態のもの、外面全
体を丁寧に磨く。E-99Cc-002は鉢形の小型壺で
口縁部と体部の境に明確な段があり、内・外面
を丁寧にミガキ調整する。E-99Cc-004は低脚の
椀形高杯の脚部で、裾付近に内湾傾向が残る。
E-99Cc-005は片口のある鉢で、ナデ調整が主体
のもの。その他に8期後葉段階のものとみられる
「S」字口縁有頸甕がある、口縁部内面はナデ調
整され、体部外面上半にヨコハケ調整がある。
01Cb区SD01：SD01下層出土土器では、壺では
7期後葉から8期前葉までの赤彩された広口壺の
口縁部E-01Cb-037・E-01Cb-040、7期前半の時
期と思われる櫛施文の広口壺E-01Cb-040、小型
の瓢形壺（鉢形に近いか）E-01Cb-039がある。
高杯では7期のものと思われる櫛施文の直線文が
みられる赤彩の脚部E-01Cb-043や8期前葉の小
型内湾口縁鉢形高杯と思われるE-01Cb-042、内
湾口縁鉢形高杯の脚部E-01Cb-044・E-01Cb-045
のようなものもみられるが、E-01Cb-041のよう
な内湾口縁鉢形高杯で杯部がやや浅くなり、杯部
底径が小さい形態のものもあり、小型の皿状受け
部が付く器台E-01Cb-046の存在と併せて8期中
葉のものを含む。有頸甕ではE-01Cb-047のよう
にやや受口状の口縁になる「く」字口縁有頸甕、
E-01Cb-048のような口縁部内面にヨコハケ調整
が残る「S」字口縁有頸甕、E-01Cb-049のよう
な体部外面にタタキ調整がみられるやや長胴形の
「く」字口縁有頸甕があり、8期中葉段階のもの
が目立つ。
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図3-1-22　8期・9期の土器1（1：8）
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01Db区 SD01：SD01下層出土土器に7期頃
の壺の赤彩した脚部E-01Db-044や体部下半
E-01Db-048と8期前葉の内湾口縁鉢形高杯
（皿形高杯の可能性のあるものもある）の脚部
E-01Db-045～E-01Db-047があり、E-01Db-045
は裾広がりのもので、E-01Db-046・E-01Db-047
は下半に内湾傾向のみられるもので、全て上部
に櫛施文の直線文がみられる。E-01Db-049は体
部上半があまり外側に張らない「く」字口縁有
頸甕。SD01中層出土のものでは、口縁部径がや
や小さい広口壺E-01Db-050・E-01Db-051があ
り、E-01Db-052のような低脚気味の裾広がりの
脚部やE-01Db-053のような8期後葉の「S」字口
縁有頸甕を含む。その他では8期前葉の内湾傾向
のある瓢形壺2点（E-01Db-054・E-01Db-055）、
椀形高杯1点（E-01Db-057）、内湾口縁鉢形高杯
1点（E-01Db-058）等もみられる。この01Db
区SD01に平行して検出できた01Db区SD02出土
土器（E-01Db-059～E-01Db-064）は7期後葉
までのもので8期の土器を含まない。また01Db
区SD01と関連する周囲の遺構で7期～8期の明
確な土器（図化をした）が出土したのは01Da区
SK72（7期の有稜皿形高杯E-01Da-014）、01Da
区SK76（7期の高杯脚部E-01Da-016と8期後
葉の広口壺口縁部E-01Da-015）、01Da区SB05
（8期の「S」字口縁有頸甕脚部E-01Da-001）、
01Da区SB43（8期前葉の小型有稜鉢形高杯杯
部E-01Da-007）、01Da区SB57（8期前葉の内
湾口縁鉢形高杯E-01Da-008）、01Db区SB03
（7期？の広口壺口縁部E-01Db-001と有頸甕
脚部E-01Db-003、8期前葉の内湾口縁鉢形高
杯E-01Db-002）、01Db区SB08（7期のワイ
ングラス形高杯E-01Db-004・E-01Db-005、
蓋E-01Db-006、有頸甕脚部E-01Db-007）、
01Db区SB09（7期後葉～8期前葉の器台受部
E-01Db-008、有頸甕E-01Db-009、8期中葉
の「S」字口縁有頸甕E-01Db-010）、01Db区
SB11（8期中葉の瓢形壺E-01Db-011、8期中葉
以後の「S」字口縁有頸甕口縁部E-01Db-013・

E-01Db-014、瓢形壺？E-01Db-012）、01Db
区 SB14（8期中葉以後の「S」字口縁有頸甕
E-01Db-015・E-01Db-016）、01Db区SB17（8期
前葉の「S」字口縁有頸甕口縁部E-01Db-017、「く」
字口縁有頸甕脚部E-01Db-018）、01Db区SB29
（7期～8期の「く」字口縁有頸甕E-01Db-019）、
01Db区SB55（7期～8期の「く」字口縁有頸甕）
がある。7期から8期前葉のものを含むが、8期中
葉以後のものが多いように思う。
02De区SD01：SD01の3層出土の土器と一部4層
出土の土器に8期のものがみられる。E-02De-028
は瓢形壺の体部で、やや下膨らみ気味のも
ので体部中央付近が最も膨らむ形態のもの、
E-02De-030・E-02De-032は「S」字口縁有頸甕で
口縁部外面に刻みのある8期前葉のE-02De-032
と刻みのない8期中葉のE-02De-030がある。4層
出土の赤彩の瓢型壺E-02De-014とE-02De-015
は8期前葉のものと考えられるもので、3層から
の混入の可能性もある。02De区SD01の北にて
検出できた02De区SB01からは7期中葉のワイ
ングラス形高杯や有稜皿形高杯、蓋、有頸甕等
（E-02De-001～E-02De-007）が出土している。
○谷B出土の土器群（図3-1-23・図3-1-24）
　層位的取り上げができた03Ca区NR01・NR02
出土の土器について述べ、その後99Cb区SD01、
02Cb区NR01の土器について触れる。
　03Ca区NR01は9期後半（松河戸II式）のもの
で、外面体部下半をケズリ調整する小型の瓢形壺
E-03Ca-001、ハケ調整が見える鉢形屈折脚高杯
の脚部E-03Ca-002、「く」字口縁壺E-03Ca-003
がみられ、この9期後半期に相当する遺物では
02Cb区NR01出土の鉢形屈折脚高杯の杯部と思
われるE-02Cb-011がみられる。
　03Ca区NR01の下層となる03Ca区NR02は8
期後半に埋没するものと考えられるもので、6期
の遺構を削剥する事が確認できている。6期のも
のではE-01Ca-008の水差し形土器があり、把手
は欠損した痕跡が残っていた。E-03Ca-004は7
期の広口壺の口縁部で口縁端部外面に凹線がめぐ
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図3-1-23　8期・9期の土器2（1：8）
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り、口縁部内面に櫛施文による羽状刺突文がみ
られる。他に図化したものは8期前葉のものが主
体で、遺構の埋没時期と考えた。E-03Ca-005・
E-03Ca-006は 瓢 形 壺 で、E-03Ca-005は 口 縁
部の内湾傾向が強い、体部が下膨らみのもの、
E-03Ca-006はやや体部が高い形態のもの。
E-03Ca-007は鉢形の瓢形壺で全面に丁寧なミガ
キがある。E-03Ca-009は杯部がやや深い椀形
高杯、E-03Ca-010～E-03Ca-012は内湾口縁鉢
形高杯で、口縁端部内面に小さな段形成がみら
れるもので、全体に丁寧なミガキ調整がみられ
る。E-03Ca-013・E-03Ca-014は「く」字口縁
の有頸甕か広口壺の口縁部片、E-03Ca-015は
内・外面に丁寧なミガキ調整がみられる鉢であ
る。有頸甕ではE-01Ca-016が体部外面にタタ
キ調整の後下半にケズリ調整がみられるもの、
E-03Ca-017・E-03Ca-018は口縁部外面に刻み
のある「S」字口縁有頸甕である。E-03Ca-019
は鉢形屈折高杯の脚部で03Ca区NR01からの
混入の可能性が高い。8期前葉の谷Bに伴うも
のとして99Cb区SD01出土の櫛施文のある口
縁部内面に稜をもつ形態の赤彩広口壺が2点
（E-99Cb-001・E-99Cb-012）と「く」字口縁
の 広 口 壺E-99Cb-013が あ り、E-99Cb-001・
E-99Cb-012は体部中央よりやや下半にて最も
膨らむ形態で、体部上半の櫛施文の直線文と貝
殻施文の山形刺突文、斜め師突文がみられる。
E-99Cb-001は下端に凹線がめぐる脚台が付く。
E-99Cb-013は外面全体にやや太めのミガキ調
整がみられる。02Cb区NR01出土のものでは、
E-02Cb-008が櫛施文のある口縁部内面に稜を
もつ形態の赤彩広口壺の口縁部、E-02Cb-010
は「く」字口縁の広口壺で外面と口縁部内面にミ
ガキ調整され、赤彩がみられる。E-02Cb-009は
瓢形壺の口縁部、E-02Cb-012は内湾口縁鉢形高
杯の口縁部、E-02Cb-013・E-02Cb-014は「く」
字口縁有頸甕である。

○南居住域内出土の8期の土器（図3-1-24）
　8期の遺構は多数存在するものと思われるが、
図化できる資料の出土は意外と少ない。
01Dc区SD01とSK09（SK75を含む）：01Dc区
SD01は方墳と考えられる墳丘をめぐる溝で、
01Dc区SK09はSD01埋没後に形成される土坑
（墓）と考えられるものである。01Dc区SD01
からは8期前葉～後葉の土器が出土し、01Dc区
SK09（SK75を含む）からは8期後葉～9期前半の
土器が出土した。
01Dc区SD01出土のものから先に述べる。壺
ではE-01Dc-012・E-01Dc-017が口縁垂下部と
口縁部内面の屈曲部が一致化した広口壺で、口
縁端部外面と口縁部内面に貝殻施文による羽状
文がみられる。E-01Dc-006・E-01Dc-007は瓢
形壺で、E-01Dc-006は口縁部が大きいタイプ、
E-01Dc-007は体部が球形化した形態で、外面に
タテミガキ調整がみられる。高杯では、内湾口
縁鉢形高杯とそれから派生する形態のものがあ
り、E-01Dc-013は口縁部、E-01Dc-008は脚部、
E-01Dc-018は杯部口縁や脚部裾にみられる内湾
傾向は見られず、反対に杯部が強く外反する形態
のものである。器台ではE-01Dc-009が皿形の受
部をもつもので、脚部が中実なので高杯にすべき
かもしれない。外面と受部内面にミガキ調整が
みられる。E-01Dc-019は強く外反する受部と裾
広がりの脚部をもつもので、受部に1段、脚部に
2段の透かし孔がみられる、外面と受部内面に丁
寧なミガキがみられる。甕では、E-01Dc-010・
E-01Dc-011・E-01Dc-015・E-01Dc-016は「S」
字口縁有頸甕で、E-01Dc-010が強く外反する口
縁部をもつもので、刻みはない、E-01Dc-011・
E-01Dc-015・E-01Dc-016は脚部で脚部下端の内
面の折り返しがみられる。E-01Dc-014は内外面
にミガキ調整がみられる鉢である。
　01Dc区SK09（SK75）のものでは、7期の高杯が混
じり、E-01Dc-029・E-01Dc-027は7期の有稜皿形
高杯脚部、E-01Dc-023は赤彩されたワイングラ
ス形高杯で、8期以後のものでは、E-01Dc-020・
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E-01Dc-028は内湾口縁鉢形高杯の2段の透かし
のある裾広がりの脚部、E-01Dc-026は椀形高杯
の内・外面にミガキ調整がみられる脚部である。
壺ではE-01Dc-022が口縁部内面に強い屈曲をも
つ形態の広口壺口縁部で外面口縁端面に凹線がめ
ぐり、内面がミガキ調整され、赤彩のあるもの。
E-01Dc-021は瓢形壺の口縁部で外面に丁寧なヨ
コミガキがみられる。E-01Dc-024は赤彩のある
脚台付き鉢か、E-01Dc-030もナデ調整の平底の
鉢の可能性がある。甕では、E-01Dc-031は体部
上半が外側にあまり張らない「く」字口縁有頸甕、
外面はナデ調整されている。E-01Dc-034も同類
の脚部であろうか。E-01Dc-021・E-01Dc-032・
E-01Dc-033・E-01Dc-035は「S」字口縁有頸甕
で、E-01Dc-021・E-01Dc-032・E-01Dc-033は口
縁部内面がナデ調整されるもので、E-01Dc-021
のように、体部上半外面にヨコハケ調整がみら
れるものの、体部は長胴化傾向が見られる。
E-01Dc-035は脚部で、外面に左上がり斜めハケ
調整が特徴的である。
02Dc区SB11：E-02Dc-005は口縁部が擬口縁状
に2段に立ち上がる形態の広口壺で、口縁部はヨ
コナデ調整、球形で体部中央付近に最も膨らむ形
態の体部ではハケ調整が主体である。底部は上げ
底である。8期後葉のものか。
02Dd区SK05：居住域に伴う大型土坑で、8期後
葉の土器が比較的多く出土した。E-02Dd-048は
赤彩された瓢形壺と思われるもので、体部下半
に人為的な焼成後穿孔がみられる。E-02Dd-049
は7期の広口壺になる可能性もあるが、体部下
半に稜をもって最も膨らむもの。E-02Dd-053
はつまみ部がある蓋で、ヨコナデ調整のもの。
E-02Dd-050～E-02Dd-052は内湾口縁鉢形高
杯の流れに分類されるものだが、E-02Dd-050
とE-02Dd-052は皿形の杯部である。杯部の
内・外面にミガキ調整がみられる。甕では、
E-02Dd-056が「く」字口縁有頸甕で、あまり体
部の上半が張らないもので、体部内面下半にケズ
リ調整後ナデ調整がみられる。その他の甕は「S」

字口縁有頸甕で、E-02Dd-054・E-02Dd-055・
E-02Dd-057～E-02Dd-059は体部外面上半にヨ
コハケ調整がみられるが、口縁部内面はナデ調整
が主体となるもので、外反傾向の強い口縁部の
形態からは8期後葉に多くみられるものと思われ
る。
g．9期（図3-1-24）
　9期に分類したもので、先に述べた時期区分の
基準から9期の前半・後半に細分した。
99Aa区SU01（大部分は7期の土器）、99Cb区
SD01（谷B、8期～9期、10期まで）、01Da区
SK16（9期前半）、02Ae区検I（自然堆積状の遺
構、9期後半）、02Cc区SB01、02Cc区SB03（8
期後葉～9期前半）、02Cd区SD01上層（9期前
半）、02Dc区SB03（9期前半）、02Dd区SK04（9
期後半）、03Ca区NR01（谷B、9期後半）
　以上のように各遺構の出土土器を細分している
が、全体的に少なく、散発的出土といえる。全体
の形状の分かる土器が出土しているのは南居住域
に伴う土坑出土のものと北水田域の中でみられた
自然流路からの出土のものがある（図3-1-24）。
　01Da区SK16出土のE-01Da-013は1個体のみ
中型土坑から出土したもので、体部高が大きく
なった瓢形壺で体部外面に丁寧なミガキ調整が
みられる、頸部に紐穴らしき穿孔がみられる。
02Dd区SK04出土のE-02Dd-046・E-02Dd-047
は鉢形屈折脚高杯で、脚部の屈曲が緩やかにな
り、杯部も丸みをもつ形態のものである。ナデ
調整が主体であるが、E-02Dd-047は脚部外面
にタテミガキ調整がみられる。02Ae区SD01と
02Ba区NR01は同一の遺構で、9期の自然流路
と考えられるもので、少数の土器が出土した。
E-02Ae-001・E-02Ba-001は瓢形壺で体部下半外
面にケズリ調整がみられるもの。E-02Ba-003は
広口壺の口縁部で、口縁部の垂下部が口縁部内面
の屈曲部と一体化したもので、屈曲自体が痕跡的
になっている。口縁部内外面に貝殻施文の羽状
刺突文がみられる。E-02Ba-005は頸部がある鉢
で、内・外面に丁寧なミガキ調整がみられる。
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図3-1-24　8期・9期の土器3（1：8）
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図3-1-25　台盤状土製品（1：4）
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E-02Ba-002も鉢の脚部であろうか。E-02Ba-004
はナデ調整主体の鉢形屈折脚高杯で、丸みをもつ
杯部下半に帯状浮文がめぐる。脚部は丸みをもっ
て膨らむ形態のものである。E-02Ba-006は体部
が球形状になる「く」字口縁有頸甕で、口縁部も
やや内湾するような丸みをもって開く形態のも
の。外面は体部のハケ調整後口縁部のヨコナデ調
整、体部内面はタテ方向のナデ調整がみられる。
（３）台盤状土製品（図3-1-25）
　炉の中に置いて、その上に甕形土器を載せて
使用する土製品として考えられてきたもので、平
面円形脚台状のもの（1～3）と円盤状中実のも
の（4～22）の22点がある。平面円形脚台状のも
のでは上部の1が径8.4cm、2が径6.8cm、3が径
8.4cmのもので、3は下半部がやや開く形態をす
る。内・外面をナデ調整する。円盤状中実のもの
は平面径が径7cm～径8cm前後の小型のもの（4・
5・10～13・15～19・21）と径10cm前後以上
の大型のもの（6～9・14・20・22）に分けられ
る。厚さは薄いものとして19・20が2.0cm前後、
厚いものとして6が6.0cmあるが、その他は厚さ
3cm～4cm前後である。外面の調整は全体に丁
寧なナデ調整がされており、4・6・7・9は上面
にミガキが施され、光沢が残る。22は内外面とも
表面が剥離している、被熱によるためか。
（４）土製紡錘車（図3-1-26）
形態　土製品の中央部付近に棒を通すような穿孔
がある土製品17点を取り上げた。柱状のもの1点
（1）、縦断面菱形のもの1点（2）、板状のもの14
点（3～16）がある。1は縦断面上部と下部が外
に開く柱状になるもので、外面を縦方向のナデ調
整されている。縦に通る穿孔1個と上面に９個、
下面に2個の小穴が他に穿孔されている。2は縦
断面ソロバン玉状のもので、縦に通る穿孔が１つ
ある、外面は摩滅して詳細な調整は不明である。
3～16は板状のもので、平面円形のもの（3～
10・12～15）と平面方形のもの（11・16）があ
る。平面径は3cm～8cm前後のものがあり、径
4cm前後のものが多い。穿孔は両面穿孔で、縁

辺の状態では研磨面があるものが1点（13）、研
磨面の可能性があり、よく摩滅しているものが2
点、摩滅した部分が複数あるもの1点、破面のみ
のもの2点（14・15）がある。
土製紡錘車の時期　遺構から1～2は弥生時代後
期頃、99Aa区から出土した3・4は弥生時代中期
中葉前半（4期）のもの、形態から7は弥生時代
中期後葉（6期）の細頸壺体部、11は弥生時代中
期前葉（2期・3期）の貝殻描直線文のある壺体部、
13は弥生時代中期中葉後半（5期）頃の細頸壺の
体部、15は貝殻条痕調整の深鉢体部である。
（５）土製加工円盤（図3-1-26・図3-1-27）
形態　明確に平面円形板状の土器片252点を取り
上げた（1～44）。土製紡錘車の板状のものと形
態では類似している。土器の破面の状態（研磨面
の有無など）からA類～D類に分類した。
A類（1～11）：土器の破面に研磨面があるもの。
34点ある。
B類（12～17）：土器の破面に研磨面の可能性が
あるもの、よく摩滅しているもの。28点ある。
C類（18～26）：土器の破面に摩滅した部分が複
数あるもの。45点ある。
D類（27～44）：土器の破面が破面だけのもの。
145点ある。
　大きさは17のように径2.0cmm前後のものから
33のように径9.6cm前後のものまであるが、総じ
て4cm～5cm前後のものが最も多い。加工円盤に
される土器には壺と甕・深鉢の口縁部・体部・底
部が使われており、全体的に壺の体部が多く使わ
れる傾向にある。加工円盤に穿孔途中の痕跡があ
るものは、A類が6点、B類が1点、C類が2点、D
類が1点あり、A類のものが多い。
土製加工円盤の時期　土器の特徴から使われた土
器片の時期を検討すると、A類では2・3期が9点、
4期が1点、5期が3点、6期が2点、5期～6期が5
点、弥生時代中期（2期～6期）が6点、7期が1点
と弥生時代中期に多く、弥生時代後期以後のもの
は少ない。B類では2・3期が3点、4期が1点、4期
～5期が2点、5期が4点、6期が3点、5期～6期が
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図3-1-26　紡錘車・加工円盤1（1：4）



蔭山　誠一

58

1/4
0 10cm

摩滅面が縁辺に複数ある物（C）

縁辺が破面のみの物（D）

加工円盤

18 (E-99Ac-502) 19 (E-01Ad-507) 20 (E-01Ca-501) 21 (E-01Cb-501)

22 (E-02Ad-501)

23 (E-02Ac-503)
24 (E-02Bc-501)

25 (E-03Bb-501)
26 (E-03Ca-503)

27 (E-99Bb-501) 28 (E-99Ce-501) 29 (E-99Ab-502)
30 (E-01Aa-506)

31 (E-01Aa-507)
32 (E-01Aa-508)

33 (E-01Aa-509)

34 (E-01Aa-510) 35 (E-01Ab-504)
36 (E-01Ac-501)

38 (E-01Ad-509)

37 (E-01Ad-508)

39 (E-01Ad-510)
40 (E-01Ad-511)

41 (E-01Da-503)

42 (E-01Db-508)

43 (E-02Cc-503)

44 (E-02Cf-501)
45 (E-03Bb-502)

図3-1-27　紡錘車・加工円盤2（1：4）
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1点、弥生時代中期（2期～6期）が4点とA類と
同様、弥生時代中期のものが多い。C類では、2・
3期が2点、5期が4点、6期が8点、5期～6期が2
点、弥生時代中期（2期～6期）が16点、7期が1
点、8期が1点とA類・B類と同様の傾向を示すが、
6期のものがやや多い。D類では、2・3期が17点、
4期が1点、5期が11点、4期～5期が3点、6期が
16点、5期～6期が7点、弥生時代中期（2期～6期）
が67点、7期が4点、８期が3点とA類～C類と同
様の傾向を示すが、C類においてみられた6期の
ものがさらに多く、7期・8期のものも一定量みら
れるようになる。以上から加工円板に使われた土
器片は弥生時代中期の土器片が多く、弥生時代後
期以後の土器片は少ない。またA類からD類へと
研磨痕、摩滅痕が少なくなると6期のものが増え、
弥生時代後期以後の資料が増える。
（６）砥土器（図3-1-28）
形態　これまで「研磨痕土器」と呼ばれてきたも
のと対応するもので、土器の表面に刃物類の刃先
を研いだ際の痕跡と考えられる溝状の研磨条線
が1条～数条形成されているもの20点を取り上げ
た。研磨条線の有無と研磨面の有無、砥土器の形
状（研磨条線のある部分が土器の板状平面部分か、
土器の湾曲する曲面部分かにより分類）により4
類に分類した。研磨条線をもつ曲面タイプ（1～
6）、研磨条線をもつ平面タイプ（7～12）、研磨
面をもつタイプ（13・14）、研磨面をもって、研
磨条線をもつ平面タイプ（15～20）がある。研
磨条線は幅1mm～3mm前後の断面「V」字～「U」
字状の溝で、長さ2cm～5cm前後でみられるも
のが多い。研磨面は加工円盤の側面にみられる研
磨面と類似する状態のもので、土器の破面を研磨
したと考えられる平滑な状態にあるもので、破面
全体が研磨されているものと破面の一部分が研磨
されているものとがある（13～20）。
砥土器の時期　土器の特徴から土器の型式・形
式がわかるものは、2が弥生時代後期（7期）末
頃の受口甕口縁部、3が弥生時代中期後葉（6期）
のタタキ甕底部、5が弥生時代中期後半（5期～6

期）の細頸壺頸部、12が弥生時代中期中葉後半（5
期）頃の細頸壺体部片、17が弥生時代中期後葉（6
期）の凹線文を持つ細頸壺口縁部があり、他にも
弥生時代中期でも後葉（6期）以降のものが多い。
（７）その他土製品（図3-1-29・図3-1-30）
　ここでは、出土量の少ない土製品を抽出した。
ミニチュア土器、動物形土製品、コップ状土器、
袋形土製品、鳥形土製品、分胴形土製品、船形土
製品、その他赤彩土製品、線刻・絵画土器、有孔
土製品、有孔蓋形土器、玉形土製品、土錘、その
他土器がある。
A．ミニチュア土器（1～15） ……………………
　普遍的に存在する弥生土器・土師器に比べて小
型のものを抽出した。1・4・5・8・11・13は壺
形のもので、ハケ調整の後ナデ調整により形つく
るものが多い。1・８は仕上げにミガキ調整が、
12は広口壺状で体部上半に櫛描直線文後体部中
央付近をヨコミガキしている。11は瓢壺形。2・
3・6は甕形のもので、内外面ともナデ調整がさ
れている。2・3は台付甕形、6は鉢に近い甕形で
ある。7は鉢形のもので、ハケ後ナデ調整される
鉢、蓋になる可能性がある。10は紐部がない蓋
形でナデ調整の後外面を丁寧にミガキ調整して赤
彩している。9・14はコップ形のもので、9は外
面に縦ケズリ調整、14は外面にタテハケがされ
ている。15は脚台形台盤状土製品の小型のもの
で、上面径3.2cm、脚部径4.8cm、高さ2.6cmの
ものである。

B．動物形土製品（16～18） ………………………
　手づくね製品といえるようなもので、16は
龍？形、欠けているが4本の足の痕跡があり、尾
部分がもう少し長くなるようである。7期の遺構
から出土。17は指形の棒状品で、先端部が少し
ふくらんで太くなる形状である。石棒形か。18
は長さ3.8cmの棒状品。

C．コップ状土器（19～21） ………………………
　多くある主要な形にならない土器を抽出した。
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図3-1-28　砥土器（1：4）　
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19は底部が脚台状に外に膨らむもので、外面体
部と底部がハケ調整されている。20・21はコッ
プ形の土器で、ナデ調整されたもの。20は外面
底部際の部分が削リ調整、21の底部には木の葉
の圧痕が残っていた。

D．袋形土製品（22～24） …………………………
　24が全体のわかるもので、口縁部は水平では
なく、片口状のもので、24の短い口縁部の下に
小さな紐孔が開けられている。口縁部の形態に
沿って外面に沈線直線文が4条あり、その後沈線
直線文に沿ってタテ貝殻刺突文列が上から4帯、
その下に円形管状師突文列が2帯ある。仕上げに
文様帯の下を全面ミガキ調整する。内面はヨコナ
デ調整。22・23は24に類似する製品で、22は口
縁部片で、外面タテ貝殻刺突文列3帯があり、刺
突文列間をヨコミガキ調整する。内面もミガキ調
整する。23は底部で外面ミガキ調整後赤彩、内
面は縦ケズリされる。

E．鳥形土製品（25）  ……………………………
　鳥の体部付近と思われるもので、体部は空洞に
なっているもので、上部に0.8cm程の穿孔が2カ
所ある。外面全体に不整円形状の部分赤彩が施さ
れている。

F．分胴形土製品（26）  ……………………………
　上部を欠損しているが、円筒形中実のもので、
外面を縦ミガキ調整する赤彩品である。筒部の径
は4.8cm。

G．船形土製品（27）  ……………………………
　船の帆先部と思われるもので、内外面ミガキ調
整され、赤彩されている。7期の北居住域内部の
方形周溝墓北東溝01Ab区SD01から出土した。

H．その他赤彩土製品（28・29）…………………
　28は鉢形の土器の可能性があるが、内面底部
にハケ調整後ミガキ調整が入り、その後赤彩がさ

れている。29は内外面ミガキ調整され、赤彩さ
れている土器片で前側面が研磨されている。

I． 線刻・絵画土器（30～37） ……………………
　土器焼成前に沈線による絵画的表現のある土器
片を抽出した。30・31・34は黥面表現の目の部
分とその一部かと思われるもの。35は2本の線に
よる「十」字状表現による鳥と思われるもの。
32は弥生時代中期の壺体部の文様の一部の可能
性もある「×」表現。33・36・37は具体的イメー
ジが推定できていない。線刻表現は30・33が壺
底部外面に、その他は壺体部外面と思われる部位
に描かれている。

J．有孔土製品（38～40） …………………………
　有孔の土製垂れ飾り製品の可能性のあるもの
を抽出した。円形からやや不整楕円形であるさ
1cm前後のもので、中央付近と思われる位置に
径7mm前後の紐行らしき穿孔がある点で、後に
述べる玉形土製品と形態の違いで区分できる。土
製品の側面全体がナデ調整により整形されている
点で、土製加工円盤と異なる。

K．有孔蓋形土器（41～53） ………………………
　蓋形土器の縁辺に2カ所の2個一組の径5mm前
後の穿孔をもつと考えられるもので、上方に膨ら
みのあるもの（41・44・45・47・51・52）と板
状のもの（42・43・46・48～50・52・53）が
あるが、径10cm前後（9cm～11.2cm）のもの（41
～45・47～49～53）が多く、46のみ径6cm程で
ある。42～45・46・48・49・51は内外面にミ
ガキ調整や外面に施文がある精巧なもので、42
は外面に櫛刺突山形文列が3帯以上並列して描か
れているもの、44は外面にミガキ調整後全面赤
彩されるもの、45・48は外面に櫛描直線文と櫛
描波状文が描かれるもの、46は外面に小円形状
点文、内面をミガキ調整するもの、49は内外面
ミガキ調整するもの、51は外面にミガキ調整が
ある。50・52・53は内外面ナデ調整のものもの
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図3-1-29　その他の土製品1（1：4）



第Ⅲ部　出土遺物の分析 ̶ ❶土製品

63

1/4
0 10cm

有孔蓋形土器

玉形土製品

錘形土製品 その他・土器

41 (E-99Ac-505)

42 (E-99Ae-502)
43 (E-99Bb-502)

44 (E-01Aa-522)
45 (E-01Aa-523)

46 (E-01Ab-507)

47 (E-01Ab-508)

48 (E-01Ac-502)

49 (E-02Ac-506)

50 (E-02Ba-501)

51 (E-02Dd-506)

52 (E-03Bc-502)
53 (E-03Bd-501)

54 (E-01Ae-504)

            55 
(E-99Ab-505)

            56 
(E-99Ac-506)

            57 
(E-01Ca-502)             58 

(E-02Cc-509)
             59
 (E-02Db-506)

60 (E-01Ad-518)

61 (E-01Bc-501)

62 (E-01Aa-524)

65 (E-02Bg-501)

63 (E-01Aa-525)

64 (E-01Aa-526)

図3-1-30　その他の土製品2（1：4）
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である。

L．玉形土製品（54～59） …………………………
　勾玉形土製品（54）、球形土製品（55・56・
58・59）、半球形土製品（57）があり、55～59
は2mm～4mmの紐孔が1つあり、垂れ飾り状製
品の一部かと推定される。

M．土錘形土製品（60・61） ……………………
　やや丸みを帯びた円筒形のもので、60は
5mm、61は8mm程の紐孔がある。外面のナデ
調整は握りの状態であろうか。漁猟用の土錘の可
能性のあるものである。
N．その他土器（62～65）…………………………
　形態不明の土器を抽出した。62は壺形の口縁
部と思われるが、波状受口の形態で、口縁端部の
突起する波部分に棒状刻みがあり、外面口縁受口
部に櫛刺突横羽状文がある。65は壺？形土器の
肩部と思われるもので、外面ハケ調整後縦ミガキ
される、頸部境に指状圧痕の凹みがある。63は
内外面横ハケ調整をするもので、外面に穿孔のあ
る鰭状突起を貼付けるもので、鰭状突起の側面に
ハケ描波状文が施されている。64は脚部に近い
土器片で、透かし状部分の形に添った位置とその
上部に刻みがある。
（８）古代以後の陶磁器・土製品
A．古代以後の陶磁器類とその出土傾向（図3-1
-31・図3-1-32）  …………………………………
　今回の調査において出土した古代以後の遺物
では大きく3時期のものがある。１つは古墳時代
後期のもの6世紀～7世紀のものと考えられる須
恵器杯身・杯蓋（19・32・33）と2つ目は中世
の灰釉系陶器の椀（1・2・11～14・18・20・
21・26・28・30・36・37・42～56）・小皿（3・
8・31・41・57）・陶丸（29・40）、3つ目は瀬
戸・美濃製品としての古瀬戸式以後近代までの
陶器類（5～7・9・10・15・16・22～25・35・
38・39）が出土する（それ以外と思われるもの、
17・27・34も実測した）。

　古墳時代後期の須恵器の出土遺構は、弥生時
代の溝等の湿地堆積物に入ったものが起源で、
01Ba区SD01上層出土の19は弥生時代6期の方形
周溝墓の周溝の上層に堆積していた湿地堆積物か
らの出土、02Bb区SD01-a1層出土の32は弥生
時代7期の外環濠02Bd区SD03の上層に堆積した
湿地堆積物からの出土、02Bb区SK03は中世の
方形土坑出土のものである。
　中世の灰釉系陶器では、99Cd区SD01出土の
1、02Cb区NR01出土の36・37、03Ca区NR01
出土の45～57が弥生時代谷Bの中世における湿
地状堆積物出土のもので、03Ca区出土の土錘
（58～61）も一連の遺物である。03Ca区出土の
灰釉系陶器の椀には内外面に煤や炭化物が顕著に
付着するものがあり（46・48・52）、また45・
49・53のように口縁部の一部分のみ煤付着する
ものは灯明皿として使用された可能性があり、付
近における集落の存在が推定できる。その他の出
土地点は明確な遺構に伴うものがなく、弥生時
代・古墳時代前期の遺構の上層を覆う湿地堆積物
起源のものと考えられる。また、26・36・45の
灰釉系陶器の椀の底部外面には墨書があり、26
が「の」、36が「品」、45が「へ」か「人」のよ
うにみえる。
　中世後半～近代の遺物では、03Ca区SD01・
SD02から出土した42～44は、中世末の戦国期～
近世の水田跡に伴う用水路出土のもので、03Ca
区SD02からは、第二次世界大戦末期に朝日遺跡
上空に飛来した戦闘機から放たれた銃弾が溝の
埋土にほぼ垂直に突き刺さる状態で出土した。
01Aa区出土の2～22は、弥生時代7期の方形周溝
墓の周溝上層に堆積した湿地堆積物起源のもの
と、近世～近代の開発に伴うものである可能性が
ある。他の新しい遺物群は同様に近世以後の開発
に伴うものである可能性が高い。

B．中世の錘形土製品（図3-1-32） ……………
　谷Bと考えられる流路の中世（12世紀～13世
紀前半）の堆積層から出土したものである。58
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は長さ3.8cm、紐孔3mm、59は長さ6.5cm、紐
孔4mm、60は長さ5.1cm、紐孔5mm、61は長
さ6.6cm、紐孔4mmで、外面のナデ調整は握り
の状態であろうか。
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図3‒1‒31　古代以後の陶磁器1
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図3‒1‒32　古代以後の陶磁器2・中世の錘形土製品
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写真3-1-1　4期の壺の文様

E-99Cd-16

E-99Cd-16 文様

E-02Db-056
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写真3-1-2　5期から6期の底部に木の葉痕のある壺

E-02Da-029 E-02Da-029 底部

E-03Bc-006 E-03Bc-010
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写真3-1-3　99Cc区S003　出土土器
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写真3-1-4　5期から6期の細頸壺

E-99Cc-021 E-99Cc-021 底部

E-03Bb-008

E-03Bb-008 頸部
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写真3-1-5　網目痕跡が残る土器

E-99Ca-001 E-99Ca-001 底部

E-99Cc-022

E-02Cg-006

E-01Ab-054
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写真3-1-6　6期の細頸壺

E-02Bd-008

E-02Cc-053

E-02Cc-052

E-02Cc-053 底部
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写真3-1-7　6期から7期の壺と高杯

E-99Ae-007
E-99Ae-009

E-01Aa-145

E-02Ad-093

E-01Aa-145
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写真3-1-8　01Aa区出土SZ01・SZ02関連土器
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写真3-1-9　上：面違鋸歯文？、下：脚台の装着痕

E-01Aa-004 文様

E-01Aa-075 底部
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写真3-1-10 8期から9期の土器（上から1段目 谷B出土土器、2段目 9期の自然流路出土土 器、 
 3段目 弥生時代後期環濠出土土器、4段目 南居住域内出土土器）

E-03Ca-005 E-03Ca-001 E-03Ca-016

E-02Ba-001 E-02Ae-001 E-02Ba-004

E-01Cb-041 E-01Dc-019
E-01Db-039

E-02Dc-005 E-01Da-013 E-02De-020
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写真3-1-11　土製品1

E-01Dc-501 E-02Db-501

E-01Db-503 E-02Db-504

E-03Ca-501 E-01Db-509

E-03Ca--503 E-01Ab-504

E-01Ad-512 E-01Da-505
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写真3-1-12　土製品2

E-01Dc-505 E-99Aa-505

E-99Ac-502 E-99Ac-504

E-01Ad-518 E-01Aa-516 E-99Ab-504

E-01Aa-519 正面 E-01Aa-519 側面
E-01Aa-519 文様
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写真3-1-13　中世の谷B 出土遺物
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（１）石製品の分類から
　今回の朝日遺跡から出土した弥生時代を中心と
する石製品の報告を行うにあたり、以下の前提に
立ち整理・分析を行った。
　弥生時代の石製品は、石材の種類により、その石
材の性格を活かした機能を持つ製品（道具）が石
材の性質を考えた技術を用いて作られて一部は流
通が行なわれた。その後石製品は道具等として使用
され、破損とそれに伴う補修や転用等を経て廃棄さ
れたものが遺跡に埋没するものと考えられる。

　この為、人間による加工や使用等の痕跡が認め
られる石材を石製品として分類し、石材の同定と
計測、典型的な石製品については実測と写真撮
影、及び分析を行った。また朝日遺跡から出土し
た石製品でない残る石材についても、石材同定と
計測を行ない、朝日遺跡に搬入された石材の種類
や量と形態について分析を行なった。
　ここではまず石製品の加工技術と形態、使用痕
跡等から分類を行なう。

石製品石製品Ⅲ 2

製品名

石材

磨製石製品 礫製品 打製石製品
石鏃・石
剣・石戈

石棒・
石刀

石包丁
両刃
石斧

偏平片刃
石斧

柱状片刃
石斧

抉入柱状
片刃石斧

環状
石斧

管　玉 勾　玉
砥石・
磨石

凹み石
タタキ
石

台　石 炉　石 炉縁石 火打石 石　錘
粗製剥片
石器

石　鏃
石錐・
玉錐

尖頭器
石匙・
削器

石　斧

A.ハイアロクラスタイト 2 1 147 44 8 1 5 2

B.頁岩 4 1

C.泥岩 5 1 2 4

D.紅レン石片岩 1 2

E.斑レイ岩 1

F.緑泥片岩 3 1

G.粘板岩 3

H.玄武岩 1

I.珪化木 2

J.アプライト 1 1 3 0

K.長石 1

L.チャート 2 8 1 49 3 2

M.ホルンフェルス 1 3 1 12 1 16 2 1 1

N.安山岩 1 1 4 9 30 3 13 1 1 4

O.濃飛流紋岩 1 11 19 188 111 46 35 1

P.花崗岩 4 8 2 2 1

Q.砂岩 52 5 64 8 3 4

R.凝灰質砂岩 1 222 5 32 6 3 1 1

S.砂質凝灰岩 1 1 2 74 7

T.凝灰岩 2 2 2 1

U.凝灰質泥岩 1 1 8 2 1

V.泥質凝灰岩 1

W.ヒスイ 7 1

X.緑色凝灰岩 81

Y.下呂石 190 3 3 1

Z.サヌカイト 16 5 8 3

a.黒曜石 1

表3-2-1　石材と石製品の関係
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A．製作技術からの分類  ……………………………
　大きく石材にみられる表面の加工技術から、敲
打痕とその後の研磨痕がみられる磨製石製品、あ
まり変形加工を行なわない礫製品、打撃による剥
離の後、押圧剥離による細部調整（細部変形）を
行ない製品化する打製石製品に大きく分かれる。

B．形態・使用痕跡からの分類 ……………………
　磨製石製品、礫製品、打製石製品について機能
が想定される形態と使用痕跡から分類を行なう。
a．磨製石製品 
石鏃：弓矢の矢じりと考えられるもの、平面三角
形、偏平な形態のもので先端が尖る。
石剣：武器の機能が考えられる。
石包丁：イネの穂首刈りを主体とする機能が考え
られるもので、平面半円形～先尖りの楕円形、扁
平な板状の形態のもので、片側の縁辺に刃部が形
成されたもの。
石斧：木材の伐採・加工の機能が考えられるもの
で、刃部が両刃で大型の両刃石斧と片刃で小型の
片刃石斧に分かれる。片刃石斧では断面偏平で板
状の形態の偏平片刃石斧と断面方形状の柱状片刃
石斧に細分でき、柱状片刃石斧には比較的大型で
身部に抉りのある抉り入り柱状片刃石斧がある。
その他片刃製品の未成品と思われるものがある。
環状石斧：用途不明の製品であるが、中膨らみで
中央に穿孔のある円盤状形態のもので、円盤の縁
辺が刃部のように尖る形態のもの。
石棒：祭祀具と考えられるもので、先端部がやや
膨らむ棒状形態のもの。
管玉：首飾り等の装飾品に使用されたものと考え
られるもので、比較的細く小さい円筒状形態に円
筒部分の中央に紐孔が貫通している。製作の際の
未成品等もみられる。
勾玉：首飾り等の装飾品に使用されたものと考え
られるもので、丸みのある弧状形態のもの。
b．礫製品
石錘：漁労の網の錘等の機能が考えられるもの
で、平面円形～楕円形で偏平な形態の礫に網の紐

等を掛けた長軸方向の両端部を剥離して抉りのあ
るものと紐状の溝が彫られているもの。
凹み石・タタキ石：石製品製作の石材の打撃や堅
果など植物性食料の解体・潰し等の機能が考えら
れるもので、拳大から人頭大までの大きさの円
礫・亜円礫・亜角礫を主体に使う。石材表面に打
撃による敲打痕が認められるものをタタキ石とし
た。また敲打痕が密になり集中して凹みを形成し
たものを凹み石に分類した。
台石：イネ藁・皮等の加工に用いられたものと考
えられるもので、拳大から人頭大までの大きさの
円礫・亜円礫・亜角礫を主体に使う。石材表面に
打撃による敲打痕はないが、石材表面にややぬめ
り（磨き痕）のような光沢が認められるもの。
砥石：石製品・金属器・骨角製品の利器等の研磨
に使われたと考えられるもので、拳大から人頭大
までの大きさの亜角礫・角礫を主体に使う。石
材表面に対象物を研磨したへこみ状の研ぎ面が認
められるもの。全体の形状の分かるものについて
は、研ぎ面に溝状の条線が認められるものを有溝
砥石、認められないものを無溝砥石と細分した。
炉石：地床炉の内部に置かれたもので、甕形土器
を上に置いて使ったものとかんがえられるもの
で、平面円形で偏平な亜円礫が用いられる。石材
表面に被熱による煤の付着、赤変化がみられるも
の。平坦な面の中央部分に被熱による変化が少な
い部分がみられる場合がある。
炉縁石：地床炉の縁辺に置かれたもので、棒状の
亜円礫を主体に用いられる。石材表面の片面に被
熱による煤の付着や赤変化がみられるものがある。
粗製剥片石器：イネ科植物等の穂首刈り、根刈り
等の機能が考えられるもので、円礫から亜円礫の
表面を扇形に剥離した形態のもの。剥離した鋭利
な縁辺が刃部となる。
c．打製石製品
石鏃：弓矢の矢じりと考えられるもの、平面三角
形状で中膨らみのやや偏平な形態のもので先端が
尖る。
石錐：石材や木材、皮、布、土器等の穿孔に使わ
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g

b
d
c
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a d a

b d
c

e1(ﾖｺ・ﾀﾃ)

E 面

C面

A面
F面

D面

C面
A面

D面
B面

A面

B面

a

b

c

c

a

b

c

e1

e1 e2

e2 e1 e2

f1

f2

f1,f2

f1,f2

a

e1
e2

f1 f2

b

e1

e1

e1

e2

e1

e2

＊  a は全長（残存長）、bは最大幅（残存部最大幅）、
     c は最大厚（残存部最大厚）を示し、すべての石器
     にわたって計測方法は同一である。そして c以下は
     石器種別ごとに計測方法が異なる。
＊  磨製石器の未製品のついては、それに類する製品と
     同じ計測を、残材・剥片は a長径、b短径、c厚み
     を計測した。
＊  石核・敲石は、a長径、b短径、c厚みを計測した。

       

＊  炉石・炉縁石は、a・b・cを計測した位置で上面を
     A 面、下面をB面とした。備考にA面、B面のスス
     の有無、灰の有無、被熱痕の有無、などを記入した。
＊  有孔石・土器は a・b・cを計測した。凹み・孔の数
     を備考に記入し、凹みは e1幅最小・e2幅最大、f1
     深さ最小・f2深さ最大、を計測した。    

＊  砥石類は、a・b・cを計測した位置で、上面をA、
     下面を B、左側面をC、右側面をD、上側面を E面、
     下側面を F面とし、有溝砥石は、
        e   溝の中、          f   溝の深さ
        e1   最小、           f1  最小
        e2   最大、           f2  最大を計測した。
     備考に各面の溝の数などを記入した。    

図3-2-1　石製品計測模式図（計測したデータは添付データベースの一覧表と対応する）
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れたと考えられるもので、基本的な形態は石鏃と
同じであるが、先端部付近が使用により摩滅した
痕跡があるもの。
石小刀：武器の可能性があるもので、先端が尖り、
平面やや弧状の刃物の形態のもの。
石匙：皮鞣し等の機能が考えられるもので、平面
三角形状の身部につまみがつくような形態のも
の。三角形の平坦な面を主に刃部とする。その他
同様な機能が推定され、不定形な形態のものをス
クレイパーに分類した。
石斧：土掘り具等の機能が推定されるもので、平
面一端部がやや尖る楕円形状で比較的偏平な形態
のもの。

C．石製品の石材の分類  ……………………………
　以上、石製品の表面に残る製作技術の痕跡と形
態、使用痕跡により分類したもの、いわゆる石製
品の器種毎に石材の同定を行ない、集計をしたも
のが表3-2-1である。これをみると、打製石製品
の石鏃・石錐・石小刀・石匙等は下呂石とチャート、
サヌカイト、黒曜石の順に多く作られる傾向があ
る。磨製石製品の石斧はハイアロクラスタイトが
主体で他に若干の石材があり、他の磨製石製品も
同様な傾向にある。礫製品は砥石が凝灰質砂岩と
砂質凝灰岩が主体で、砂岩、泥岩、ホルンフェル
ス等他の石材も少数みられ、凹み石・タタキ石・
台石は濃飛流紋岩と砂岩、凝灰質砂岩、安山岩が
主体で、花崗岩、ホルンフェルス、砂質凝灰岩等
の他の石材も少数みられる。磨製石製品の管玉は
緑色溶結凝灰岩が主体で、勾玉は翡翠が主体で凝
灰岩が少数ある。
　よって当初の前提に基づいて、石材の種類毎に
石製品の記述をする必要があり、以下ではチャー
トにおいて礫製品に少数ある以外は打製石製品と
磨製石製品、礫製品との石材が重複するものがな
く、一方で磨製石製品と礫製品においては主体と
なる石材は区別できるものの、石材は多様な使わ
れ方が窺われる傾向がある事から、今回の報告の
分析とその記述を大きく２つに分ける。磨製石製

品と礫製品の石材のものを蔭山誠一が行ない（２．
石製品の（１）と（２））、打製石製品の石材のも
のを馬場伸一郎が行なった（２．石製品の（３））。
また一部の石製品の使用痕跡については原田幹が
詳細な分析を行なった（２．石製品の（４））。磨
製石製品と礫製品及びその石製未成品、製品以外
のものの石材の同定は堀木真美子が行ない、打製
石製品の石材の同定は馬場が主体に行ない、蔭山
と堀木が補佐した。

（２）磨製石製品・礫製品の分析
　　 （写真3-2-1～写真3-2-8）
A．ハイアロクラスタイト製品
（塩基性凝灰岩製品を含む） ……………………

　ハイアロクラスタイト製品には磨製石製品に分
類できる磨製石斧多数（磨製石斧を経ている製品
を抽出）、磨製石棒1点、磨製石鏃1点、磨製石剣
1点と礫製品に分類できる石斧等を製作したと思
われる敲打具としてのタタキ石４点（1点は礫に
近い）、粗製剥片石器2点がある。
a．磨製石製品
　ハイアロクラスタイト製品の大部分は、磨製石
製品としての石斧類であり、製品製作の流れは原
石から原材料の荒割り・剥離成形を経て、表面
の形態を整える敲打整形を行い、仕上げに表面の
研磨を砥石等により行われ完成される。またその
後主に磨製石斧を使用した木材の加工、木製品の
製作等の作業が実施される。使用に当たり、一部
破損した場合は補修やより小型の石斧へと再生さ
れ、時にはタタキ石への転用等を経て廃棄・埋没
する流れが推定できる（財団報告IV・VI、石黒
2003）。
b．ハイアロクラスタイト製品の分類 （図3-2-1・
　  表3-2-1）
　ハイアロクラスタイト製品には大きく磨製石斧
とその未製品、その他の加工具がある。大部分は
磨製石斧であり、その他の加工具は少量出土して
いるのみである。
　磨製石斧は平面方形状、断面楕円形から方形状
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で、端部の片側に刃部をもつ。財団報告において
も述べられているように、完存する状態で出土す
るものは少ないが、刃部の縦断面と身部の平面形
態、横断面（刃部を下において石斧を縦長におい
た場合）の形態により、刃部の縦断面両刃で身部
の横断面楕円形状の両刃石斧と刃部の縦断面片刃
で身部の横断面方形状の片刃石斧に大きく分ける
ことが可能である。さらに、片刃石斧は横断面扁
平な長方形状のものである扁平片刃石斧と横断面
方形状のものである扁平柱状片刃石斧に細分でき
る。柱状片刃石斧にはやや太身で身部片面に抉り
が入る抉入柱状片刃石斧と全体に小型の柱状片刃
石斧に分かれる。
　その他の加工具では、敲打具として使用された
と考えられるものがあり、球形から短い円筒形の
形態で、表面全体や、円筒形の端面に敲打した
痕跡とおもわれる細かい凹凸面（以下「敲打痕」）
が存在する。

c．磨製両刃石斧
○両刃石斧の法量から（図3-2-2）
　製品の法量を考える際には、まず各形態のほぼ
完存しているものについて検討し、次に破損品と
して出土したものの大きさを比較してみたい。
磨製両刃石斧　今回の調査において出土した両
刃石斧では、完存に近いものでも長径10.0cm
（S-02Cb-1、敲打具に転用されている）～
12.7cm（S-02Ad-2、敲打具に転用されている）
のものが最も大きい部類で、刃部等を復元しても
敲打具転用以前の長径が15cmを大きく超えるも
のはない。これまでの報告において長径20cmを
超えるものが確認されている状況から考えると、
大きいものの半分程度の長さと考えられる。一方
刃部が大きく欠損しているものでS-01Ae-3（長
径14.0cm、敲打具を経て炉縁石に転用されてい
る）のように刃部や基部を破損しているものでも
長径10cmを超えるものがある。またS-02Ac-1
のように長径8.9cm、短径4.8cm、厚み3.4cmと
明らかに細身で小型のタイプも存在する。

1/4
0 10cm

S-02Bh-1
02Bh
ⅥA20i
SK03 
No.001
020628

S-02Cb-1
02Cb
ⅧA7a
SB03 
No.002
021007

S-02Ac-1
02Ac
ⅤH3t
SD01 3層
020514

S-01Cb-1
01Cb
SB03
No.44
020222

S-01Ae-3
01Ae
ⅦH5p
SD03 上層
020527

図3-2-2　両刃石斧の法量（1：4）
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　短径では先の完存に近い02-Bh-1が短径5.0cm
で、刃部側が破損しているS-01Cb-3の7.2cmの
ように破損品でもより幅広のものがある。厚みも
同様で02-Bh-1のように厚み3.5cm程のものから
刃部側が破損しているS-01Ae-3やS-02Ad-2の厚
み4.4cmのように破損品でも厚いものがある。
　財団報告IVにおいて指摘されているように、
長径20cmを超える両刃石斧の遺存率が悪く、よ
り小型の長径13cm～15cmの中型品が多く遺る
現象を、当初から中型品として作られるものも存
在するが、基本的には破損→補修→利用→破損と
いうサイクルのなかでサイズが縮小していくとす
る想定がある。この指摘から考えると、今回完存
に近いものとして取り上げた資料は、装着すべき
直柄との関係から使用による刃減りなどにより
使用にあたり不具合になってきた為に廃棄された
（比較的丁寧に長く使われた）とも考えられる。
一方で使用途中の破損により両刃石斧への補修が
できない場合は、財団報告IVにおいて指摘され
ているように、より小型製品の片刃石斧への再生
（転用というべきか）か、敲打具へ転用されたも
のと考えられる。とくに今回出土した磨製両刃石
斧のほとんどに破損部があり、比較的大きく石材
が残存しているものはほとんど敲打具に転用され
ている事実は、小型製品への再生をしなかった両
刃石斧の最後の姿といえる。
○両刃石斧の柄との関係（図3-2-3）
　柄との関係では、柄に差し込む部分である両刃
石斧の基部の部分を観察すると、石斧表面に遺る
木柄との摩擦による光沢痕等や被熱による柄部
分の痕跡が残るものはなかったが、S-01Cb-1・
S-02Bh-1・S-02Cb-1では表面のわずかな痕跡で
あるが基部の端から3.8cm～4.3cm前後のところ
に身が横にやや幅広くなるわずかな稜が残ってお
り（図中では、▲のマークで位置を表現した、以
下同じ、その位置の短径4.9cm前後、厚み3.4cm
前後）、基部の端から5cm前後のところに身の最
厚部がある。この痕跡が石斧に柄が差し込まれて
いた刃部側の位置と推定すると、刃部が破損し

ているが比較的大きく残存しているS-02Ad-2や
S-01Ae-3では同様な稜が基部の端から5cm前後
の位置にあり、小型品としたS-02Ac-1において
も基部の端から4.4cm前後の位置に稜があること
（その位置の短径と厚みもやや大きい）から、大
型品（石材の消耗が少ないもの）ではやや基部の
端から長い位置まで木柄に差し込んでいた痕跡が
推定でき（財団報告IV図版I・18-1にある両刃石
斧は長径20.6cmで基部の端から8.0cm前後の位
置に同様の稜がある）、小型品でも基部の端から
4cm程は柄の中に差し込まれていたと考えられ
る。また身の幅広になる稜から刃部の先端までは
刃部がよく残るS-02Bh-1において6.5cm前後で、
その他のほぼ完存品に近いものでも6cm前後を
測る。
○ 両刃石斧の破損（図3-2-4）
　両刃石斧の破損はどの位置で折れているであ
ろうか。基部が残存していて刃部側が明らかに
折れた状態と思われるS-01Ae-3が11.7cm前後
（大まかに割れ面の中心の位置で、以下同じ）、
S-02Ad-3が9.7cm前後、S-01Ad-2が10.3cm前後、
S-02Ad-4が12.4cm前後で、実測した典型的なも
のは基部の端から10cm～12cm前後にて折れて
いるが、出土したものにはより短いものがある
し、財団報告VIには長径15cm程のものも報告さ
れている。
　刃部が残存していて基部側が明らかに折れた状
態と思われるものには、大きく2タイプがあり、
S-02Aa-1のように刃部が残り身の途中にて横か
ら斜めに折れているもの（A類）とS-02Ad-1の
ように刃部において縦から斜めに折れているもの
（B類）がある。A類はS-99Aa-1・S-99Aa-2・
S-01Aa-1・S-01Ca-1・S-01Cb-3・S-02Aa-1・
S-02Bc-1があり、残存状況の中間的な位置での
計測で、長径5.4cm～8.2cm前後、短径4.5cm
～7.2cm前 後、 厚 み1.7cm～3.7cm前 後 を 測
る。B類はS-01Aa-2・S-01Aa-3・S-01Aa-4・
S-01Aa-5・S-01Ab-1・S-01Ad-1・S-01Ae-1・
S-02Ad-1・S-02Cc-1があり、残存状況の中間的
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基部の折れた破損品A類からの敲打具（タタキ石）への転用品 表面が剥離したもの
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図3-2-4　両刃石斧の破損（1：4）



蔭山　誠一

88

な位置での計測で、長径4.0cm～7.9cm前後、短
径2.1cm～4.8cm前 後、 厚 み2.0cm～4.4cm前
後を測る。A類とB類は全体的にA類が大きい
が、長径と厚みはほぼ同じ大きさで短径のみほ
ぼ1：2（＝A類：B類）となる。これは刃部側の
破損が刃部側の破損品A類・B類でも両刃石斧の
ほぼ同じ位置付近から割れた可能性が高いこと
を示している可能性がある。当然の事であるか
も知れないが、A類にはS-01Ca-1・S-01Cb-3の
ように敲打具（タタキ石）への転用のある場合
（S-01Cb-3では刃部が敲打具転用後の打撃によ
り、刃部から薄く表面が剥片状に欠損している）
や、S-02Aa-1・S-02Bc-1のようにより小型の片
刃石斧に用いる未製品の可能性があるものがあ
り、後者は基部側を中心に表面の剥離痕が比較的
多数みられる。また刃部は全く残っていないが剥
離面が多いS-01Aa-6や打製石斧に転用されてい
るS-02Bg-1等は本来刃部側の破損品A類から派
生した再生品の可能性がある。一方B類には刃部
先端付近に小さな剥離面（使用時の刃こぼれの可
能性がある）があるが、形を大きく変えるような
剥離面はみられず、敲打具等への転用もみられな
い。
　よって基部側の破損品と刃部側の破損品が組み
合う関係にあると考えるならば、割れた両刃石斧
はおおよそ長径17cm～18cm前後（基部側の長
径11cm前後、刃部側の長径6cm～7cm前後）の
ものが多いといえる。
　また、今回あまり図化して抽出できていない
が、S-01Cb-2のように表面が薄く剥離した状態
のものもある。これも両刃石斧使用時に派生した
ものか補修・再生の作業中に派生したものかは不
明であるが散見される資料である。
○両刃石斧からの転用品
　先にも少し触れているが、S-01Cb-1・S-02Bh-1・
S-02Ad-2・S-02Ad-4はタタキ石（敲打具）・凹
み石へ、S-01Ae-3がタタキ石（敲打具）・凹み
石・最後に炉縁石へ、S-01Ca-1・S-01Cb-3・
S-02Cb-1・S-02Ac-1・S-02Ad-3がタタキ石（敲

打具）へ、S-02Bg-1が打製石斧（敲打具の可能
性もある）へ転用されている。S-02Cb-3は凹み
石には至っていないが、身の平坦面の基部側にや
や敲打痕が集中する部分があり、他の完存に近い
両刃石斧や刃部を欠損した基部側の大型破損品が
凹みを形成する敲打具として転用される傾向が
ある。凹みは身の平坦面中央部付近に形成され
るS-01Cb-1・S-01Ae-3と身の平坦面や側面中央
部よりやや基部側や刃部側に寄った位置に凹み
が形成されるS-01Cb-1・S-02Bh-1・S-02Ad-2・
S-02Ad-4がある。S-02Ad-2の身の平坦面にある
凹みは線状凹みとなっており、石器製作に関連す
る石核の稜線や剥片を挟み打ちする際に形成され
たものと推定できるものである。
　このように考えると、基部側端部に敲打痕ら
しき打撃痕が集中する部分が少しあるがタタキ
石（敲打具）に含めなかった（転用された可能
性はある）S-02Ad-3・S-02Ab-2、先に述べた
刃部側の破損品S-02Aa-1・S-02Bc-1、身の部分
で大型の破損品であるS-01Aa-6・S-01Ad-2・
S-02Ad-6・S-02Bc-2はより小型の片刃石斧への
素材となる候補であり、先に述べたように基部側
を中心に表面の剥離痕が比較的多数みられるもの
や縁辺に剥離面がみられるものは再生品を作る素
材の可能性が高いように思われる。
○未成品の可能性のあるもの（図3-2-5）
　財団報告VIにおいて未成品I類に分類された研
磨痕のないハイアロクラスタイトの石材で、4点
（S-99Aa-3・S-02Ag-1・S-02Cc-2・S-02Da-1）
取り上げた。全体に自然面の可能性のある敲打
痕のある部分と剥離面から構成されるもので、
S-02Cc-2・S-02Da-1が典型であるが表面が摩耗
している状態とも考えられるものである。この4
点は製品化されなかったという点では、失敗品の
可能性もあるが、石材の大きさからS-99Aa-3・
S-02Ag-1は 扁 平 片 刃 石 斧 が、S-02Cc-2・
S-02Da-1は柱状片刃石斧が予想される再生品で
あろうか。先の報告ではこれらの資料を原石から
の一貫した製作の痕跡を示す可能性が指摘されて
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おり、S-99Aa-3・S-02Ag-1は自然面とも思われ
る部分が表面に残っていることから財団報告VI
の未成品I類に近いものと考えられるが、これま
での分析からは他器種への転用が行われていない
破損品は比較的剥離面が多く取られる傾向があ
る。よってその工程の延長部分として仮定するな
らば、S-02Cc-2・S-02Da-1の2点は財団報告VI
の未成品II類のより製品に近い未成品と考えられ
ないであろうか。
d．磨製片刃石斧
○片刃石斧の法量からの分類
　財団報告IVにおいては、平面形態から3類、法
量から細分類を行っている。これらの分類から、
刃部が大切で大きくは規格があり、補修・再生品
にも片刃石斧の規格が反映されていることが財団
報告VIにおいて指摘されている。
　今回の報告において、これらの分類と計測作業
から観察できる点として、平面形態が方形に近い
ものと長方形のものに分類は可能と思われる。こ
れらは相似形で小型のものから大型のものに完全
な比例関係ではないが、身部の厚みも含めて比例
変化する。以上の視点から考えると出土した片刃
石斧にはある程度規格はあるが、遺跡で廃棄され
たものと考えると使い減りや一部が破損して使用
されなくなった可能性も高い資料である。あるい
は装着する木柄が破損して廃棄されたものもある
だろう。以下では石斧の刃部の長さと身部の厚み
から大きく分類し、刃部の長さと刃部に直行する

中心軸付近の長径をもとに平面形態を細分する。
　刃部の長さと身部の厚みで大きく分類できるの
は、偏平製品か、柱状製品かの分類である。偏平
製品は刃部の長さと身部の厚みの比率が2以上：
1が基本で、柱状製品は刃部の長さと身部の厚み
の比率が1：1前後（それぞれの比率がおおよそ
1.5倍以下）において視覚的にも分けられる。以
上の分類で今回実測したものは偏平片刃石斧が
45点、柱状片刃石斧が13点である。全資料の統
計ではないが、機能の違い（偏平品は木材表面の
ハツリが主体か、柱状品は木材に穿孔状の形態を
形成する為か）を反映した明確な作り分けが存在
し、片刃石斧の製品の比率として偏平品が柱状品
より多いということはいえるだろう。これは木材
加工において、偏平片刃石斧が多用されたか薄い
為に破損しやすい状態を示しているものと思われ
る。
○偏平片刃石斧の特徴と細分（図3-2-6～図3-2
　 -12）
　これまで朝日遺跡において出土している偏平片
刃石斧（財団報告の実測図掲載のもの）では身
部の厚みが0.4cm～2.3cmの範囲にある。厚み
2.4cm以上のものは無いことは、自然石の原石か
ら製作される場合においても、あまり厚みのある
偏平片刃石斧が作り出されなかったことが推定さ
れ、偏平片刃石斧の強度には厚みが0.4cm程必要
であることを示唆する。偏平片刃石斧の中心軸付
近の長さでは2.6cm～10.3cmの範囲にあり、使

1/4
0 10cm
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99Aa
SB26
000228

S-02Ag-1
02Ag
Ⅵ 3c
SD01 4 層
No.37
021224

S-02Cc-2
02Cc
ⅧA13a
SK23
021205

S-02Da-1
02Da
ⅧH1e
SD02 上層
020823

図3-2-5　ハイアロクラスタイトの石斧未成品（1：4）
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用時の欠損や刃減りを考えると一回りから二回り
長い石斧が製作されたものと考えられる。しか
し、先に触れた両刃石斧の破損品の大きさよりは
小さいものであり、長さ2.5cm以下のものは木柄
装着上、使用できないのであろう。偏平片刃石斧
の刃部の長さでは、1.3cm～7.4cmの範囲にあ
る。両刃石斧からの再生品が多いという可能性も
あるが、木柄とのバランスを考えると幅に限度が
あり、あまりに刃部が短いものでは平滑に削ると
いう想定される目的を果たさないのであろう。
　このような前提において全ては相似形態であ
り、偏平片刃石斧の細分は明確ではないが、視
覚的に身部の厚みがA類：1.0cm前後以上のも
のとB類：0.9cm前後以下のものに区分する。
平面的なデザインとしては、中心軸付近の長さ
と刃部の長さの比率により４類に細分する。１
類：正方形に近いもの、比率1.19以下（中心軸
の長さ÷刃部の長さ）。２類：方形状のもの、比
率1.3～1.4前後。３類：長方形状のもの、比率
1.8前後。４類：長い長方形のもの、比率2.0以
上。今回報告する実測した偏平片刃石斧では、A
類が１類０点、２類７点、３類４点、４類２点、

B類が１類３点、２類７点、３類０点、４類４
点である。厚みのA類ではA2類（S-01Ca-2・
S-02Dc-1・S-02Dd-4等 ） とA3類（S-99Cc-1・
S-01Ad-3・S-01Ad-4・S-01Ad-5）が多く、A3
類 のS-01Ad-3・S-01Ad-4・S-01Ad-5は 厚 み
1.0cmでやや薄みであり、S-99Cc-1は基部が刃
部より細く作り出される有肩状になっており作
り出された部分を除くとA1類の形態となりA2
類に近い。またA4類のS-02Dd-2は刃部側面が
刃減り・欠損等から刃部の長さが短くなってい
ることから考えるとA3類に近く、S-02Ae-1は
縦に背溝分割された痕跡があることから、A2類
からの再生品の可能性がある。したがって身の
厚いA類は方形状のA2類とやや薄身のA3類が
中心的形態と想定できる。厚みのB類ではB2類
（S-01Ab-3・S-01Ab-4・S-02Dd-1等）が多く、
B1類 のS-99Aa-5・S-01Ba-1・S-02Ad-8が 刃 部
の刃減り等により身の長さが短くなっている状
態が考えられるので当初はB2類の形態であった
可能性が高い。B4類のS-02Db-4・S-02Dd-3・
S-99Aa-6は刃部側面が刃減り・欠損等から刃部
の長さが短くなっていることから考えるとB3類

図3-2-6　片刃石斧の計測方法

基部から屈曲点までの計測遺物の計測
刃側＝表

基部 /長さ

刃部 /長さ

長さ
（中心部） 厚み

（一番厚いと
認められる箇所）

刃部 /角度

基部

刃部
刃部側

長さは平面図中心部で
計測した値を採用

屈曲点

裏側

計測の基点は基部とする

刃部が不明瞭で表裏が判断できない場合
や基部・刃部の欠損状況によって計測不能
なものは「 * 」で表記した

屈曲点が見つからない場合は「 * * * 」 で
表記した

a

b

c

d
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図3-2-7　偏平片刃石斧A2類（1：2）
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図3-2-8　偏平片刃石斧A3類（1：2）
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図3-2-9　偏平片刃石斧A4類
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図3-2-10　偏平片刃石斧B1類（1：2）

図3-2-11　偏平片刃石斧B2類（1：2）
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に近く、S-02Dc-2は身の片側側面が斜めにカッ
トされた状態で基部から刃部にかけて直線状に細
くなる形態になっている状態から背溝分割による
再生品の可能性が高い。よって身の薄いB類はA
類と同様、方形状のB2類と3類に近い長方形状の
B4類が中心的形態と想定できる。またA類とB
類を併せて考えると、偏平片刃石斧の形態は平面
形の方形状2類が典型的形態で大きさにより身の
厚いものから薄いものが作られ、もう1つの典型
的形態の可能性のある長方形状の3類はやや少な
く、全体的に薄身に作られた可能性が高い。その
他の形態は偏平片刃石斧の再生品や使用により派
生した形態の可能性が高い。
○柱状片刃石斧の特徴と細分（図3-2-13）
　これまで朝日遺跡において出土している柱状片
刃石斧（財団報告の実測図掲載のもの）では身部
の厚みが0.7cm～5.3cmの範囲にあり、柱状片刃
石斧の強度には厚みが0.7cm程必要であることを
示唆する。また後に触れるように厚み2cmを超
える比較的身の厚いものは柱状抉り入り片刃石斧
との関係から考えるべきものと思われる。柱状片

刃石斧の中心軸付近の長さでは3.7cm～12.2cm
の範囲にあり、使用時の欠損や刃減りを考えると
一回りから二回り長い石斧が製作されたものと考
えられるが、先に触れた両刃石斧の破損品の大き
さよりは小さいものといえ、長さ3.7cm以下のも
のがないことは木柄の装着上、これより短いもの
は使用できないのであろう。柱状片刃石斧の刃部
の長さでは、0.6cm～6.4cmの範囲にあり、両刃
石斧からの再生品が多い点や木柄とのバランスの
問題という可能性もあるが、あまりに刃部が長い
ものでは穿孔や細かい造形をするという想定され
る目的を果たさないのであろう。
　柱状片刃石斧の細分は厚みを基準に、大きく
は2cm以下の小型品（S-01Ad-8・S-01Ad-9・
S-01Bc-3・S-01Cb-4）と3cm前後（S-99Ab-1・
S-01Aa-8、3cmを超えるようなものが多いか）
を指向する大型品に分けられ、大型品は抉り入り
製品になる可能性がある。
○片刃石斧の木柄への装着（図3-2-14）
　片刃石斧と木柄との装着について述べる。片
刃石斧の木柄への装着は図3-2-14にあるように、

1/2
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図3-2-12　偏平片刃石斧B4類
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図3-2-13　柱状片刃石斧の法量と分類（1：2）
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偏平片刃石斧は曲がり柄に刃部研ぎ出し面のある
側を装着面に設置し、紐等により緊縛して装着
し、柱状片刃石斧は曲がり柄にある装着溝に刃部
研ぎ出し面のある側を嵌め込み、紐等により緊縛
して装着する想定が出土状態資料等から復元され
ている。
　柄との関係では、石斧表面に残る木柄との摩擦
による光沢痕等や被熱による柄部分の痕跡が残る
ものはなかったが、片刃石斧は平面形では基部か
ら刃部にかけて身が幅広になる形状で、細かくみ
ると刃部側が刃減りや欠損等に伴う研磨等により
身の中程から刃部がやや細くなる形態をしている
ものがある（S-02Db-1・S-02Dd-2等）。これに
あわせて、縦断面形でも基部から身の中程にて厚
みが増し、中程から刃部にかけて薄くなる形態を
している。この片刃石斧の形態は木柄に紐等で緊
縛する際、身の基部側にて固定する場合に有効と

思われる。身の中程で厚みと幅があるところにて
緊縛する紐が木柄と石斧にかみ込み、石斧と木柄
の密着度を高めるものと考えられるからである。
また偏平片刃石斧の場合、身の幅が木柄の装着面
より幅広であることが特に装着に有効と思われ、
偏平片刃石斧の身の中程から基部側の側面の角が
欠けているものが多い。このように考えるなら
ば、S-99Cc-1にあるような両肩の偏平片刃石斧
もこのような木柄への装着を考えた工夫とも捉え
られる。
　一方、柱状片刃石斧では、身の中程で幅が増
し、厚みがある点では偏平片刃石斧と同様である
が、身の中程から基部側の側面の角が欠損してい
る例はほとんどない。
　このような前提に立つならば、片刃石斧の紐等
による緊縛する位置は厚身で比較的大型のA2類
の偏平片刃石斧で基部から2.1cm前後（S-02Dd-4

斧台後面

斧台基部

斧
身

装着溝

斧台前面
斧台左側面

斧台後面斧
身

斧台前面

装
着
面

斧膝柄の部分名称

握
り

握
り

図3-2-14　片刃石斧装着模式図
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刃部欠損の分類

刃部残存の分類

Rタイプ Lタイプ 両RLタイプ中央タイプ

Rタイプ Lタイプ 均等タイプ

全体欠損

刃部

基部
基部欠損の分類

Rタイプ Lタイプ 両RL欠損タイプ 全体欠損

基部欠損なし

刃部欠損により表裏の
判別ができない場合は
「 タイプ不明 」とした

図3-2-15　片刃石斧の刃部と基部の欠損

の刃部側）から4.3cm前後（S-01Ca-2の刃部側）、
A3類の偏平片刃石斧で2.6cm前後（S-01Ad-5の
刃部側）から4.5cm前後（S-99Cc-1の刃部側）、
薄身で比較的小型のB2類の偏平片刃石斧で基部
から1.0cm（S-01Ab-4の刃部側）から2.8cm前
後（S-02Dd-1の刃部側）で、柱状片刃石斧で
は基部から1.7cm前後（S-01Ba-2の刃部側）～
2.3cm前後（S-01Cb-4の刃部側）となる。よっ
て片刃石斧の大きさにより異なるが、装着した木
柄からの刃部の出は、偏平片刃石斧が長さから
3cm程引いた長さを、柱状片刃石斧では長さか
ら2cm程引いた長さといえるだろう。

○片刃石斧の使用と痕跡（図3-2-15）
　片刃石斧の使用を考えた際に、木柄に装着して
加工する方法と基部等を叩いて加工する方法が想
定できる。今回の出土資料において、基部に打撃
を伴うような敲打痕はなく、摩擦等による擦痕も
研磨によると思われる痕跡以外にはあまりみられ
ない。よって片刃石斧の使用について、今回は木
柄に装着して加工する方法を前提に分析を行う。
　片刃石斧の刃部の欠損と残存状態について、基
部の欠損状態について分類したのが図3-2-15で
ある。
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刃部：刃部側を上面にした時の分類。
刃部欠損Rタイプ：刃部の右側が欠損しているも
の。
刃部欠損Lタイプ：刃部の左側が欠損しているも
の。
刃部欠損中央タイプ：刃部の中央が欠損している
もの。
刃部欠損両RLタイプ：刃部の右側と左側が欠損
しているもの。刃部中央部が残るもの。
刃部欠損全体タイプ：刃部全体が欠損しているも
の。身の刃部側で横に折れているもの。
刃部残存Rタイプ：刃部が残存しており、右側が
刃減りしているもの。
刃部残存Lタイプ：刃部が残存しており、左側が
刃減りしているもの。
刃部残存均等タイプ：刃部が残存しており、均等
に残っているもの。
基部：刃部側を上面にした時の分類、刃部欠損に
より表裏の判別ができない場合は「タイプ不明」
とする。
基部欠損Rタイプ：基部の右側が欠損しているも
の。
基部欠損Lタイプ：基部の左側が欠損しているも
の。
基部欠損両RLタイプ：基部の右側と左側が欠損
しているもの。基部中央部が残るもの。
基部欠損全体タイプ：基部全体が欠損しているも
の。身の基部側で横に折れているもの。
基部欠損なしタイプ：基部が全て残存しているも
の。
　この分類に従って、これまで朝日遺跡におい
て出土している偏平片刃石斧（財団報告の実測
図掲載のもの）の刃部の欠損と残存状況をみる
と刃部欠損L タイプ30点、刃部欠損Rタイプ30
点、刃部欠損全体タイプ25点、刃部欠損両RLタ
イプ9点、刃部欠損中央タイプ3点、刃部残存Lタ
イプ20点、刃部残存Rタイプ30点、刃部残存均
等タイプ14点であり、刃部の欠損に偏りはみら
れないが、刃部の刃減りは刃部残存Rタイプの方

が多い。基部の欠損状況では基部欠損Lタイプ24
点、基部欠損Rタイプ34点、基部欠損両RLタイ
プ3点、基部欠損全体タイプ26点、基部欠損なし
タイプ72点で、やや基部欠損Lタイプが多いが、
偏平片刃石斧における刃部残存Rタイプと基部欠
損Lタイプの対応関係は5点あるのみで対応関係
は低く、刃部欠損Rタイプと基部欠損Lタイプの
対応関係６点と併せても対応関係は低い。他の
組み合わせでも刃部残存Rタイプと基部欠損Rタ
イプの対応関係は6点、刃部欠損Rタイプと基部
欠損Rタイプの対応関係は6点、刃部残存Lタイ
プと基部欠損Rタイプの対応関係は5点、刃部欠
損Lタイプと基部欠損Rタイプの対応関係は5点、
刃部残存Lタイプと基部欠損Lタイプの対応関係
は4点、刃部欠損Lタイプと基部欠損Lタイプの
対応関係は6点と固定的組み合わせは認められな
かった。ここでは偏平片刃石斧の動きが右手に斧
柄を持つ場合、時計回りの打撃作業を行うことが
やや多いと推定する。
　同様に柱状片刃石斧の欠損と残存状況をみる
と刃部欠損Lタイプ 8点、刃部欠損Rタイプ8点、
刃部欠損全体タイプ18点、刃部欠損両RLタイプ
3点、刃部欠損中央タイプ0点、刃部残存Lタイプ
7点、刃部残存Rタイプ6点、刃部残存均等タイ
プ16点であり、刃部の欠損や残存状況にほとん
ど偏りがない。基部の欠損状況をみると基部欠損
Lタイプ6点、基部欠損Rタイプ9点、基部欠損両
RLタイプ2点、基部欠損全体タイプ24点、基部
欠損なしタイプ23点であり、やや基部欠損Rタ
イプが多いだろうか。柱状片刃石斧の刃部の欠損
と残存状況と基部の欠損状況状にも固定的対応関
係は認められない。
○片刃石斧と刃部の角度と厚みの関係
　今回実測した偏平片刃石斧の刃部の角度は
34.5°～75°の範囲にあり、刃部がきれいに残存
しているものでは60°前後に中心があるようであ
る。厚みとの関係では、厚み0.5cmの偏平片刃石
斧は刃部の角度に50°以上のものがないことから
薄身のものは刃部の角度が鋭利になる可能性もあ
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るが、厚みが1.7cmあるS-02Dd-4は刃部の角度
が34.5°であり、必ずしも身の厚みと刃部の角度
は対応していない。これは単に偏平片刃石斧の曲
げ柄の形状と関係し、柄の角度により刃部の角度
が付けられていた可能性と偏平片刃石斧の形態が
同じ形態で大小があり、その中において刃部の角
度が多様（幅がある）ことから削る対象物の強度
（硬さ）との関係から使い分けが存在した可能性
がある。
　同様に柱状片刃石斧の刃部の角度は47°～68°
の範囲にあり、刃部の角度60°前後に中心がある
ようである。厚みとの関係は認められない。
d．その他の磨製ハイアロクラスタイト製品（図
3-2-16）
　磨製石棒1点、磨製石鏃1点、磨製石剣1点があ

る。
　磨製石棒S-99Ab-3は基部側と縦に半分欠損し
ているが、基部から先端にかけて先細りになって
おり、横断面形半円形になるものである。先端部
は2条の擦り切りにより区別されており、先端部
に打撃と思われる剥離痕がある。
e．礫製品（図3-2-17）
　礫製品に分類できる石斧等を製作したと思われ
る敲打具としてのタタキ石5点（1点は礫に近い）、
粗製剥片石器2点がある。
　タタキ石は球形の形態をしたものとやや角があ
る球形状のものがあり、少し自然面に近い部分を
残すが、ほとんど全面が敲打痕に覆われている。
類似する石材として塩基質凝灰岩に分類されるタ
タキ石S-01Aa-109（重さ766g、長径10.6cm、

図3-2-16　その他の磨製ハイアロクラスタイト製品（1：2）
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図3-2-17　塩基質凝灰岩製品（S-01Aa-109は1：4、S-01Ba-2は1：2）
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短径8.1cm、厚み4.8cm）があり、球形状の石材
から長軸状に剥離を表裏で取り出した形状となっ
ている（円形タイプ中クラス）。片面の隅を中心
に敲打痕が密に残る。粗製剥片石器と思われる2
点（S-01Ad-108・S-01Cb-103）は磨製石斧の
破材の鋭利な部分を刃にした可能性があるもので
ある。

B．頁岩製品（図3-2-18） ………………………
　磨製石製品が4点、と砥石が1点あるのみであ
る。
a．磨製石製品
　磨製石鏃2点、磨製石剣1点、磨製石包丁1点が
ある。
○磨製石鏃
　S-99Cd-1は有茎柳刃形のもので、長さ5.7cm。
S-01Dc-2は無茎のやや側縁が丸い三角形のもの
で、長さ2.5cm、先端が剥離している。
○磨製石剣
　S-02Cc-6は身部の一部で、幅2.8cm。
○磨製石包丁
　S-99Ab-2は刃部を全て欠損しているが、厚み
0.8cmのもの、紐孔は片面穿孔。
b．礫製品
　砥石が1点あるのみである。

C．泥岩製品（図3-2-19） ………………………
　磨製製品6点、礫製品5点がある。

a．磨製石製品
　磨製石鏃3点、磨製石剣1点、磨製石戈1点があ
る。
○磨製石鏃
　S-99Ac-2が中央に稜をもつタイプ、S-99Ad-1
とS-99Cd-2は平基の側縁がやや丸い三角形鏃で、
縁辺に刃に至る稜が作り出されている。
○ 磨製石剣
S-02Ad-9は身の一部で、幅2.5cm。
○磨製石戈
　いわゆる「大阪湾型」戈形銅製品を真似たも
ので、S-01Ad-11はその基部が半分出土した。基
部の帯部分は研磨により作り出されており、幅
0.9cm、茎の横断面形は隅丸三角形状か。
○磨製石刀
　S-02Ag-4は断面楕円形のもので7.8cm程残存
している。折れ部に擦り切りによる抉りがある。
b．礫製品
　タタキ石が4点と凝灰質泥岩製の砥石が2点あ
る。
○砥石
　長方形の板状になる砥石で、１つの端部が突起
状に削り出されるような形状となっており、砥石
にかける紐等を付けた可能性がある。
○タタキ石
　球形タイプ小クラスのS-01Ac-102（重さ
178g、長径5.7cm、短径5.3cm、厚み3.7cm）
と棒形タイプのS-01Ad-105（極小クラス、重さ

1/2
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99Ab
SK196
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S-01Dc-2
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S-02Cc-6
02Cc
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99Cd
SD02 2層
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図3-2-18　頁岩製品（1：2）
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図3-2-19　泥岩製品（1：2）
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88g、長径8.4cm、短径3.8cm、厚み1.6cm）・
S-02Cc-102（破片であるが小クラス、重さ
264g、長径5.9cm、短径5.8cm、厚み4.8cm）
等がある。S-01Ac-102は打撃により3分の1程剥
離して欠損しているが、ほぼ全面に打撃痕があ
る。S-01Ad-105は小型の両刃石斧状で研磨痕も
残る。S-02Cc-102は円筒状棒の形態で端部が明
確な面をもって敲打面となるものである。

D．紅レン石片岩製品  ……………………………
　磨製石製品1点、礫製品2点がある。あまり石
製品には利用されていない。
a．磨製石製品
　S-02Dc-4は刃部の形成があり、薄身の形態で
あることから石包丁に分類した。

b．礫製品
　砥石2点がある。

E．斑レイ岩製品  ……………………………………
　タタキ石が1点ある（S-01Ad-173）。

F．緑泥片岩製品（図3-2-20） …………………
　磨製石製品の石包丁が3点と両刃石斧1点があ
る。
　石包丁では緑泥片岩製のものが多い。
S-99Aa-9は身部の幅8cm程、刃部が直刃で
17.5cm以上ある大型製品で、刃部に刻みがみら
れる。身部に紐孔が3カ所あり、両面穿孔のもの
である。S-01Aa-9とS-01Dc-3は曲刃の身部の幅
4.5cm程のもので、両面穿孔の紐孔がS-01Aa-9

S-99Aa-9
99Aa
SB25
No.014
000217

S-01Dc-3
01Dc
ⅧI14c
SB30 
No.014
020124

S-01Aa-9
01Aa
ⅤI18f
SD16 貝層a(上)
No.205
020510

1/2
0 10cm

図3-2-20　緑泥片岩製品（1：2）
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に3カ所、S-01Dc-3に2カ所確認できる。

G．粘板岩製品 ………………………………………
　磨製石製品の石鏃が3点ある。

H．玄武岩製品  ………………………………………
　磨製石製品の両刃石斧が1点ある。

I．珪化木製品  ………………………………………
　礫製品の砥石が2点あり、小型のものが出土し
ている。S-99Aa-103は長さ3.1cm、1.35cmの長
方形板状の無溝砥石で、出土した層位から古墳時
代以後のものである可能性が高い。S-02Ad-104
は長さ3.4cm、厚み1.65cmの有溝砥石で、7条
の溝がある。溝の幅は細いもので1.5mm、太い
ものは6.0mmで、太い溝は2条から3条の溝が重
複して太くなっているようである。その他の珪化
木は厚み0.5cm～1.2cmの板状のものが目に付い
たが、今回溝切り具としての珪化木製品は抽出で
きなかった。
J．アプライト製品  …………………………………
　礫製品の砥石1点（厚み4.1cm、重さ116g）、
タタキ石3点（厚み4.9cm、重さ205g～厚み
8.2cm、重さ3kg）、凹み石1点がある。
K．長石製品  …………………………………………
　礫製品の火打石の可能性のあるものが1点
（S-01Ab-176）ある。重さ30g、長径4.4cm、短
径3.1cm、厚み1.6cmのもので7期か。

L．チャート製品（図3-2-21） …………………
　礫製品の砥石1点、磨石1点（厚み5.0cm、重
さ181g）、タタキ石8点、火打石？1点（厚み
1.1cm、重さ36g）がある。剥片石器としての
チャート製品は多数みられるが、礫製品として分
類できるものは、大小のチャートの礫が多数出土
している割に少ない。チャートの石材端部にある
風化面はタタキ石端部にみられる打撃痕に似てい
るが、側面にはほとんど打撃に伴うような敲打痕
が認められないので、多少タタキ石等が増えるも
のと思われるが、礫製品への頻用はないであろ
う。
　S-01Aa-106は重さ227g、長径7.0cm、短径
4.9cm、厚み3.7cmのもので、端部等にやや表面
が荒れた擦痕状の部分があるが、光沢をもつ点等
から砥石に分類した。

M．ホルンフェルス製品（図3-2-22） …………
　磨製石製品5点、礫製品33点がある。礫製品に
多用される石材である。
a．磨製石製品
　両刃石斧3点、石鏃1点、環状石斧1点がある。
○両刃石斧
　3点あるが、S-02Ad-5は形状から両刃石斧に分
類したが、刃部と思われる部分に打撃に伴う敲打
痕がみられるので、タタキ石に転用されているも
のである。
○石鏃
　S-99Ac-3は基部側が欠損している。平面形丸

S-01Aa-106
01Aa
ⅤI16t
SD16 最下層
020508

1/4
0 10cm

図3-2-21　チャート製品（1：4　打製石製品は除く）
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図3-2-22　ホルフェンス製品（1：2）
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みをもつ三角形状のものと思われるが、先端から
側面部にかけて面取りがあり、研磨されている。
○環状石斧
　外径13cm程、内径2.5cm程の大型のものであ
るが、厚みは1.6cmと薄い。外縁部は残存してい
ない。
b．礫製品
　砥石12点、凹み石1点、タタキ石16点、炉石1
点、炉縁石1点、台石2点があり、タタキ石から
凹み部を形成する凹み石に分類できるものは少な
い。礫製品の50％程がタタキ石になり、その内
凹み石になるものは6％前後になる。同様に砥石
になるものも36％程と比較的多く、炉石や炉縁
石など被熱に伴う使用は6％程と少ない。
○タタキ石
　S-01Cb-101（276g、長径9.4cm、短径5.4cm、
厚み3.5cm）は棒形タイプ小クラスのもので、棒
状の両端部と側縁部に打撃痕が密に残る。一部に
被熱がある。

N．安山岩製品（図3-2-23） ……………………
　磨製石製品2点、礫製品65点がある。礫製品が
多い。
a．磨製石製品
　S-02Dd-6は環状石斧の一部で、内側の孔の径
は大きいタイプか、研磨（摩滅か）痕が残る、厚
み2.0cm。他に磨製両刃石斧1点（S-99Ab-4）が
ある。
b．礫製品
　砥石4点、凹み石9点、タタキ石30点、台石3
点、炉石13点、炉縁石1点、粗製剥片石器4点、
石錘1点がある。礫製品の約60％がタタキ石にな
り、その内凹み石になるものは23％前後となり、
比較的タタキ石として長く使われて凹む状態にな
るものが多い。同様に砥石になるものは6％程と
少ないが、炉石や炉縁石に22％前後なり被熱に
伴うものに比較的多用されるか。
○石錘
　石錘は朝日遺跡において網漁があまり多くな

かったことを反映しているのか、出土例が少な
い。S-99Ae-101は重さ257.5g、長径7.9cm、短
径7.3cm、厚み2.9cmのもので、上下の端部を両
面から剥離して紐の掛かりの便を計っているもの
で、被熱による痕跡により紐の掛かりが復元でき
るものである。
○粗製剥片石器
　粗製剥片石器は植物（イネ等）の根刈り用の機
能が想定されるもので、ハイアロクラスタイト製
の可能性のある2点を除くと、安山岩製品のみで
ある。平面扇形状で刃部と基部が作り分けられて
いるものをできるだけ抽出した。基部が把手状に
明確に作り出され、刃部に光沢痕が存在する典型
的なものとしてS-02Cf-103があり、肉眼的観察
ではやや偏って光沢痕がみられる。その他の3点
（S-99Ab-102・S-01Ac-103・S-02Ad-110）は基
部の明確な作り出しはないが、刃部側は細かな
剥離面がみられる。刃部の長さは全て9cm前後
（8.6cm～9.5cm）である。
○凹み石・タタキ石
　S-01Bd-102は円形タイプ中クラスの凹み石
（重さ690g、長径10.2cm、短径9.3cm、厚み
4.5cm）で、石材の長軸部分の両端部と平坦な面
の表・裏面中央にかけて敲打痕が残る。平坦な
表・裏面の中央に敲打痕が集中してできた凹み
がある。S-01Aa-107は棒形タイプ中クラスのタ
タキ石（重さ482g、長径11.4cm、短径5.9cm、
厚み5.1cm）で石材長軸の端部に打撃による敲
打痕が残り、付近が被熱している。S-01Aa-108
とS-02Bd-104は円形タイプのタタキ石で、端
部全体に敲打痕が密にあり、平坦な面中央部に
も敲打痕が残る。S-01Aa-108が中大クラス（重
さ1652g、 長 径14.9cm、 短 径13.4cm、 厚 み
6.2cm）で縁辺部が被熱により煤けており、炉石
に転用されたものと考えられるもの、破片であ
るがS-02Bd-104は中クラス（重さ307g、長径
9.4cm、短径6.7cm、厚み4.0cm）のものであ
る。円形タイプのタタキ石では側面と考えられる
端部全体に帯状の敲打痕があるものは、石材の短
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図3-2-23　安山岩製品（1：4）
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径に沿って手で挟んで持ち打撃された動作が推定
され、平坦な面の中央付近に敲打痕が密にあるも
のは、石材を鷲掴みにした上下運動の打撃作業と
石材を置いてその上に対象物を載せ、別のタタキ
石・木槌・鹿角棒等により打撃された動作が推定
できる。S-01Ae-102は球タイプ小クラスのタタ
キ石（重さ206g、長径5.4cm、短径5.1cm、厚
み4.6cm）で、球タイプでも比較的端部とみられ
る部分を中心に帯状に敲打痕がある事から、石材
の短径に沿って手で挟んで持ち打撃された状況が
推定される。
○炉石
　S-01Cb-102は平面円形板状のもので、被熱に
より平坦な面縁辺が煤けており、片側の平坦な面
中央部付近に煤が抜けた径5.5cm～6.0cmの範囲
が残る、この部分に甕形土器が据えられ、使用さ
れたものと考えられる。タタキ石から炉石に転用
されたS-01Aa-108にも平坦な面中央部に同様な
範囲（径9.5cm前後）があり、石材の大きさに反
映した甕形土器が使われたのであろうか。

O．濃飛流紋岩（図3-2-24・図3-2-25） ……
　磨製石製品1点、礫製品400点が出土した。礫
製品の石材である。
a．磨製石製品
　S-01Cb-5は環状石斧で、刃部は打撃によるも
のか、敲打痕状に摩滅して残存していないが、外
径11.7cm、内側の孔は径0.9cmで、両面から擦
り鉢状に開けられている、厚み4.1cm。
b．礫製品
　タタキ石188 点、台石111点、炉石46点、炉
縁石35点、凹み石19点、石錘1点、砥石11点が
ある。礫製品の約50％がタタキ石になり、その
内凹み石になるものは6％程で、タタキ石に多用
されるが、凹む状態まではあまり至らないようで
ある。同様に砥石になるものも3％程と少なく、
炉石や炉縁石など被熱に伴う使用は27％程と比
較的多い。他の石材と異なるのは、打撃痕等はみ
えないが、ややぬめりのある光沢をもつ痕跡があ

るものが多く、台石として分類した。
　S-01Aa-115は短径側に幅1.0cmの溝が掘り凹
められたもので、その端部の上・下端には敲打痕
が残る。
○ 凹み石・タタキ石・台石
　凹み石とタタキ石の分類では、当初から凹みを
作ってから使用している凹み石も存在する可能性
があるが、タタキ石の敲打痕が発達して凹んだ部
分をもつものを凹み石と今回は考えた。さらに敲
打痕はないが、ややぬめりのある光沢をもつ痕跡
のものを台石（磨り石の可能性もある）とした。
また礫石器の中でも凹み石・タタキ石・台石があ
まり石材の変形加工をしていない点から考える
と、搬入される石材の形態を直接に示すものとい
える。この前提に立って分析を進めると、凹み石
とタタキ石、台石には大きく4つの形態がある。
球形タイプ：球状形態のもの。
円形タイプ：平面円形で断面形態が球状ではなく、
やや偏平で板状に近いもの。
棒形タイプ：棒状のもの、あるいは円筒状に近い
もの。横断面では円形から楕円形のもの、丸みを
帯びた三角形や方形から長方形に近いものもあ
る。
角礫タイプ：角礫のもので、三角形から方形の立
方体。濃飛流紋岩では主要なものでない為、図化
していない。
　次に凹み石・タタキ石・台石の機能と使用方法
を考え、重さと全体の法量から極小型タイプから
特大型タイプの大きく6タイプがある。
極小クラス：凹み石・タタキ石・台石の重さ
100g未満、凹み石・タタキ石・台石の破片が多
い。図化したものはない。完存の製品では少な
い。
小クラス：凹み石・タタキ石・台石の重さ100g
以上300g未満、球形のもので径5.0cm前後、そ
の他の形態で長径10.0cm未満のものが多い。
タタキ石のS-01Aa-113（棒形タイプ、重さ
286g、長径9.4cm、短径5.0cm、厚み3.6cm）、
S-01Ad-106（球形タイプ、重さ110g、長径
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図3-2-24　濃飛流紋岩製品（1：4）
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4.8cm、短径4.2cm、厚み4.1cm）、S-01Ad-107
（棒形タイプ、形は球形タイプに近い、重さ
158g、長径6.2cm、短径4.7cm、厚み3.6cm）、
S-02Ac-103（棒形タイプ、破片であるので本来
中クラスのもの、重さ244g、長径6.8cm、短径
5.9cm、厚み3.9cm）、S-02Ac-104（棒形タイ
プ、重さ235g、長径11.1cm、短径4.3cm、厚み
3.2cm）、S-02Bg-106（棒形タイプ、重さ269g、
長径9.8cm、短径5.1cm、厚み3.8cm）等があ
る。タタキ石の小さいクラスともいえる。タタキ
石の中で敲打具とされる、球形タイプのものの主
要なクラスと思われる。
中クラス：凹み石・タタキ石・台石の重さ300g
以上1000g未満、全体に長径10.0cm以上のも
のが多くなる。タタキ石のS-01Aa-111（棒形

タイプ、重さ423g、長径8.7cm、短径6.0cm、
厚み4.8cm）、S-01Aa-112（棒形タイプ、重さ
327g、長径9.0cm、短径5.9cm、厚み4.1cm）、
S-01Aa-114（棒形タイプ、重さ642g、長径
14.9cm、短径6.1cm、厚み5.1cm）、S-01Df-102
（棒形タイプ、重さ752g、長径12.1cm、短径
7.0cm、厚み5.0cm）、S-02Ad-108（棒形タイ
プ、重さ424g、長径11.7cm、短径7.3cm、厚
み3.9cm）、S-02Ad-109（棒形タイプ、重さ
330g、長径12.2cm、短径4.2cm、厚み3.9cm）、
S-02Bg-107（棒形タイプ、重さ315g、長径
12.6cm、短径6.0cm、厚み3.0cm）、S-02Bi-102
（棒形タイプ、重さ450g、長径12.3cm、短径
5.6cm、厚み4.0cm）、S-02Db-102（棒形タイ
プ、重さ740g、長径11.8cm、短径8.1cm、厚
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図3-2-25　濃飛流紋岩製品2（1：4）
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み5.7cm）、S-02De-103（棒 形 タ イ プ、 重 さ
341g、長径13.2cm、短径4.8cm、厚み3.5cm）、
S-02De-104（棒 形 タイプ、重さ444g、 長 径
11.5cm、短径5.2cm、厚み5.3cm）等がある。
タタキ石の主要なクラスといえる。
中大クラス：凹み石・タタキ石・台石の重さ
1000g以上2000g未満、長径10.0cm以上のもの
で20.0cmに近いものがある、短径も10.0cm前
後より大きくなる。凹み石のS-02De-102（円
形タイプ、重さ1119g、長径11.9cm、短径
10.2cm、厚み5.9cm）。タタキ石の大きいクラス
ともいえる。
大クラス：凹み石・タタキ石・台石の重さ2000g
以上5000g未満、長径20cm前後のものが多い、
短径でも10cm以上のものが多い。凹み石の
S-02Bg-104（棒形タイプ、重さ2600g、長径
21.8cm、短径9.6cm、厚み7.5cm）、S-02Bg-105
（円形タイプ、重さ2900g、長径20.3cm、短径
17.3cm、厚み8.0cm）等がある。タタキ石より、
凹み石に多いクラスになるものと思われる。台石
に分類したものは中大クラスの大きい部類のもの
から大クラスのものが多く、円形タイプを主体に
丸みの強い棒形タイプのものがある。球形は少な
い。
特大クラス：凹み石・タタキ石・台石の重さ
5000g以上、長径・短径とも20cm前後以上のも
のが多い、厚み10cm前後以上のものが多い。図
化したものはないが、台石に多い。
　凹み石・タタキ石の打撃による敲打痕につい
て、棒形タイプのものは端部に敲打痕が残るも
のがほとんどで、動作が棒形タイプのタタキ石
を縦に手で握りしめて上下運動により作業が行
われた事が推定できる。次に棒形タイプのタタ
キ 石S-01Aa-114やS-02Ad-108、S-02Bg-106、
S-02Db-102等に顕著にみられるように側面に
も敲打痕が及ぶものがあり、これらの比較的平
坦な面には凹みを形成しつつある部分がある。
この敲打痕形成の流れと異なるのが凹み石の
S-02Bg-104で側面を中心に敲打痕がみられるが、

端部にはない。このようなタイプは棒形タイプの
タタキ石を横に握りしめて手首の動きも利用した
上下運動により作業が行われた事が推定できる。
円形タイプのタタキ石はこの棒形タイプの端部
に敲打痕が及ぶ動作が主体であったと思われる
が、S-02Bg-105（中央の凹みの径が7.0cm前後
をはかる）のように中クラス以上の大きいクラス
では置いた状態で台石状にして使用されたものも
あるように思われる。S-01Ad-106のように球形
タイプでは円形タイプと同様な流れの中で敲打痕
が形成されていくが、表面全体に敲打痕が形成さ
れるものがあり、財団報告において指摘されてい
るように石製品等において間接的打撃を行うハ
ンマー状の道具の可能性がある。棒形タイプの
S-01Aa-111やS-01Ad-107は両端部に敲打痕に
よる膨らみのある面が形成されたものがあり、タ
タキ石の棒形タイプの特徴的形態といえる。また
凹み石のS-02Bg-104とタタキ石のS-01Aa-114の
側面にある敲打痕は製品の長軸に対して直行する
方向に敲打痕が線状に続く部分があり、財団報告
において指摘された石製品を作成する際の直接打
撃による敲打痕と思われるものである。
　S-02Ad-108やS-02Bg-106、S-02De-104の よ
うに熱を受けて煤けていたり、被熱による色調の
赤変化するものがみられ、後に述べる円形タイプ
のものは炉石に、棒形タイプのものは炉縁石に転
用された可能性がある。
○炉石・炉縁石
　濃飛流紋岩に多くみられ、S-02Dd-109は棒形
の炉縁石と考えられるもので、側面の片面を中心
に被熱による煤が付着している。長径21.7cm、
短径5.9cm、厚み7.6cmである。

P．花崗岩製品（図3-2-26） ……………………
　礫製品16点がある。礫製品の石材である。今
回の調査でみつかった最大の石材は花崗岩のもの
で01Ad区から出土した。
a．礫製品
　タタキ石8点、炉石2点、炉縁石1点、台石2点
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図3-2-26　花崗岩製品（1：4）

がある。
○凹み石
　中クラスの大きい部類から中大クラスにかかる
円形タイプの凹み石3点を図化した。S-01Df-101
（重さ616g、長径10.8cm、短径9.8cm、厚み
4.2cm）は表面が摩滅・剥離してしまい、敲打痕
が残っていないが、凹みは平坦な表・裏面に深く
残る。S-01Ad-104（重さ1011g、長径11.9cm、
短径10.3cm、厚み5.8cm）とS-02Bg-103（重
さ984g、 長 径10.9cm、 短 径10.2cm、 厚 み
5.6cm）は恐らく側面端部全体に敲打痕がめぐっ
ていたものと思われるもので、平坦な面の両面に
も中央付近を広く敲打痕が残る。S-01Ad-104と
S-02Bg-103は石材の特徴か、あるいは作業に伴
う打撃が激しかった為か、縁辺が剥離しており、
S-01Ad-104は1つの端部が削り出されたような
状態になっており、打製石斧のような形態に似
る、S-02Bg-103は縁辺の剥離した面にも敲打痕

が密に残る。
　この3点の平坦面に残る凹みの径は凹みの上端
で2.8cm～3.6cmであり、必ずしも対象物の大き
さを示すものではないが、凹みの底に対象物が当
たっていると想定する事が可能であれば、凹みの
径から極端に大きいものが「叩く・潰す」対象に
なる事はないであろう。

Q．砂岩製品（図3-2-27） ………………………
 　礫製品136点がある。礫製品の石材である。
a．礫製品
　有溝砥石2点、無溝砥石3点、砥石47点、凹石5
点、タタキ石64 点、台石8点、炉石3点、炉縁石
4点がある。礫製品の40％程が砥石となり、後に
述べるタタキ石になるものと相半ばで使われるこ
とが多い為か、砥石からタタキ石に転用されるも
のも多い。同様に約50％がタタキ石になり、そ
の内凹み石になるものは7％前後になる。炉石や
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炉縁石など被熱に伴う使用は礫製品の5％程と少
ない。
○砥石
　図化したものは無溝砥石3点（S-01Aa-105・
S-02Db-101・S-02Dc-102）で、長方形立方体
に近いもの（棒状と分類した方が良いか）が
S-01Aa-105とS-02Db-101、 板状偏平なもの
がS-02Dc-102とあり、他にそれぞれ形状と大
小の製品がある。3点とも砂岩製品がタタキ石
にも使われる特徴を示すのか、打撃による敲打

痕が研面（S-01Aa-105・S-02Dc-102）や側面
（S-01Aa-105）、端部（S-02Db-101）にみられ、
S-02Db-101の端部には打撃によるものと思われ
る剥離面がみられる。
図化したものは全て割れているが、S-01Aa-105

（重さ1060g、長径11.9cm、短径9.8cm、厚み
6.3cm）、S-02Dc-102（重さ710g、長径10.1cm、
短径8.3cm、厚み4.5cm）は1000gを超えるよう
な大型品、あるいは本来大型品であったものと思わ
れるもの、S-02Db-101（重さ208g、長径7.6cm、

S-02Dc-102
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S-01Ab-107
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図3-2-27　砂岩製品（1：4）
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短径6.5cm、厚み3.0cm）は本来300g以上ある
中型品になる可能性がある。S-01Aa-105は表面
全体が被熱を受けて煤けている。
○凹み石・タタキ石
　S-01Ab-107は円形タイプ中クラスの凹み石（重
さ431g、長径9.8cm、短径8.7cm、厚み2.3cm）
で側面端部全体と平坦な両面中央付近に敲打痕が
あり、平坦な両面面中央部が凹む、凹みの上端径
2.2cm前後である。
タタキ石ではS-01Ae-110（重さ970g、長径
10.2cm、短径9.0cm、厚み5.9cm）が角礫タイプ
の中クラスのもの、S-01Ab-109（重さ86g、長径
6.4cm、短径6.1cm、厚み2.4cm）とS-01Ab-111
（ 重さ280g、 長 径9.5cm、 短 径7.4cm、重さ
2.3cm）が円形タイプの極小クラスと小クラスの
もの、S-01Ab-110（破片で重さ51g、長径4.7cm
以上、短径4.4cm、厚み1.5cm）とS-02Dd-108
（重さ314g、長径11.6cm、短径5.1cm、厚み
3.3cm）が棒形タイプの小クラスから中クラスの
もので、角礫タイプのS-01Ae-110は比較的平坦
な3面に敲打痕がわずかに残るのみであるが、そ
の他のものは端部のみでなく側面全体に敲打痕が
めぐる。当初からの角礫タイプのタタキ石は少な
く、角礫タイプの形状をしているものとしては砥
石から転用されたものにみられる。

R．凝灰質砂岩製品（図3-2-28・図3-2-29） 
　磨製石製品1点、礫製品270点が出土した。礫
製品が多い。
a．磨製石製品
　S-02Ag-3は抉入柱状片刃石斧で基部から
8.6cm残存している。厚みは2.8cm、」基部の長
さ3.7cmである。基部の端部と側面片側に敲打痕
が残り、タタキ石に転用された可能性がある。
b．礫製品
　有溝砥石51点、無溝砥石18点、砥石153点、
凹石5点、タタキ石32点、台石6点、炉石3点、炉
縁石1点、その他1点がある。礫製品の約80％が
砥石となることから、砥石の石材ともいえる。タ

タキ石として使われるものも比較的あることか
ら、砥石からタタキ石に転用されるものも多い。
同様に13％程がタタキ石になり、その内凹み石
になるものは14％程になる。炉石や炉縁石など
被熱に伴う使用は礫製品の2％程と少ない。
○砥石
　砥石に分類したものが最も多い石材である。石
材の種類によって出土点数に応じた点数を図化す
る訳でもないが、図化できた砥石の点数は石材
（凝灰質砂岩：砂岩：砂質凝灰岩＝22：5：7）の
比率に対応した結果となった。したがって有溝砥
石や無溝砥石として明確に分類できる資料（典型
的資料）も多いように思われる。
　砥石は欠けて出土するものが多いが、大きく
は長方形直方体のものが選択され、有溝砥石で
は長い棒状のものS-01Bb-101と長方形立方体
のものS-02Cd-101・S-01Dc-101・S-01Dc-102
と偏平・板状のものS-01Aa-103・S-02Bi-101・
S-02Ad-102・S-02Cf-101があり、それぞれ大小
のものがある。最大クラスのものでS-01Bb-101
が重さ2400g、長径26.9cm、短径8.9cm、厚み
8.9cm、最小クラスのものでS-01Ab-102が重さ
25g、長径3.1cm、短径2.4cm、厚み2.6cmで
あるが、大きくみるとS-01Bb-101のように重さ
1000gを超えるような大型のもの、S-01Aa-103
（重さ345g、長径8.5cm、短径7.0cm、厚み
4.4cm）のように重量300gを超える中型のも
の、S-01Dc-101（ 重 さ96g、 長 径7.7cm、 短
径4.0cm、 厚 み3.4cm） やS-01Dc-102（ 重 さ
201g、長径7.5cm、短径5.3cm、厚み3.2cm）
のように100g～200g前後の小型のものに分か
れ、100g以下のものは砥石の破片で本来あった
製品の一部と考えられる。よってS-02Ac-101の
ように225gあっても明らかな破片のものは本来
中型か大型に近い形状の製品であった可能性が
高い。溝の形状ではやや鋭い細い断面「V」字
状の溝があるのがS-01Dc-101・S-02Ad-102等
で、このようなものは凝灰質砂岩では少なく、
S-01Aa-101・S-01Bb-101・S-02Bi-101等のよう
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図3-2-28　凝灰質砂岩製品1（1：4）
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に断面やや緩い丸底の溝があるものが多い。但
しS-01Aa-103のように細い溝とやや太い丸底の
溝が併存するものもあり、溝の形態が研ぐ素材や
形態と単純に結びつけることは難しい。この中
でS-99Aa-101は玉作りが行われた痕跡が分かる
遺物が出土している竪穴住居からの出土で、溝
の形態は明瞭な肩があり、幅4mm～5mm、深
さ3mm前後の断面丸底で玉砥石と考えられるも
のである。続く無溝砥石とも関連する事である
が、有溝砥石も研面（製品になるものを研いだ
面、平坦な平滑面）は石材の平坦面全体に及んで
おり、砥石の分類基準でもある自然石には少ない

へこんだ平滑面が存在しており、長細いものでは
全ての面が平滑にへこんでバチ形をしているもの
もある。有溝砥石はこうした面の中に対象物の研
磨によりさらに刻まれた（凹んだ）条線がある
ものであり、作業上は無溝砥石の延長上に位置
付けられるものともいえる。また、溝の位置に
ついてであるが、溝がS-01Bd-101・S-01Aa-101
のように研面の中央を中心に形成されるもの
と、S-01Dc-101・S-01Dc-102・S-02Ad-103・
S-02Bg-101・S-02Cd-101・S-02Cf-102の よ
うに溝が研面縁部にあり端部から外に向けて
のびるようなものが多数ある。S-02Ad-103・
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図3-2-29　凝灰質砂岩製品2（1：4、S-02Ag-3のみ1：2）
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S-02Bg-101・S-02Cd-101・S-02Cf-102のように
側面が割れた面に続く研面の端部にこのような溝
が形成されているものは本来あった砥石が大きい
ものであって、その時形成されたものと考えられ
るが、S-01Dc-101・S-01Dc-102のように溝が形
成された研面の端部から続く側面が必ずしも割れ
たような状態にみえないものもある。このような
製品の溝が先に述べたより大型の砥石の時に形成
されたものと考えると、この2点は砥石の再生品
の可能性もあるが、砥石の使用方法として研面の
縁部に溝を形成するような研ぎ方が存在する可能
性もあるだろう。
　無溝砥石においても、長方形立方体のもの
S-99Ab-101・S-01Ab-106、 欠 損しているが
本来は長方形立方体のものS-02De-101と偏
平・ 板 状 の も のS-02Bd-103・S-02Dc-101・
S-02Cg-101があり、それぞれ大小のものがあ
る。S-02Dc-101のように石材の当初の形態
が偏平・板状のものと、S-02Ce-101のように
長方形立方体状に少し石材の形態を加工して
（S-02Ce-101はタタキ石にも転用されているよ
うだ、割れて偶然に長方形立方体になった可能
性もある）から砥石にしているものもあるよう
に思われる。割れて本来の大きさではないよう
であるが、最大クラスのものでS-02De-101が
重 さ1267g、 長 径11.7cm、 短 径10.9cm、 厚
み7.8cm、S-02Ce-101が 重 さ1196g、 長 径
13.6cm、短径8.8cm、厚み7.4cm、最小クラス
のものでS-99Ab-101が重さ93g、長径8.3cm、
短径3.2cm、厚み2.6cmであるが、大きくみる
とS-02De-101・S-02Ce-101のように重さ1000g
を超えるような大型のもの、S-01Ab-106（重さ
343g、長径11.2cm、短径6.9cm、厚み5.3cm）
やS-02Dc-101（ 重 さ380g、 長 径12.7cm、 短
径9.7cm、厚み2.7cm）のように重量300gを
超える中型のもの、S-99Ab-101（重さ93g、長
径8.3cm、短径3.2cm、厚み2.6cm）のように
100g～200g前後の小型のものに分かれる。100g
以下のものでS-02Cg-101（重さ92g）や100g以

上でもS-02Bd-103（重さ160g）は砥石の破片で
本来あった製品の一部と考えられ、S-02Cg-101
は被熱を受けており、S-02Bd-103のようにタタ
キ石に転用されている。無溝砥石に分類している
が、S-01Ae-101やS-01Ab-106は研面にやや溝
状の凹みが形成され始めており、研がれ方により
溝が形成されるものと形成されなかったものが存
在している。S-02Cg-101は偏平板状の製品であっ
たと思われるもので、研面が非常に平滑で光沢を
もつような状態にある。他にも明らかに偏平板状
のものでS-02Cg-101のような砥石が一定量みら
れ、研面がへこんで平滑になるものと使用におけ
る製品や方法が異なる可能性が高い。
○凹み石・タタキ石
　S-02Dd-105（重さ314g、長径8.2cm、短径
6.7cm、厚み3.7cm）は角礫タイプ中クラスの
凹み石で、ほぼ全面に敲打痕がみられる。凹
みは緩く浅いもので、やや撥形になる部分が
残る事から、当初は砥石であった可能性があ
る。01-Ab-108（重さ824g、長径11.1cm、短
径8.6cm、 厚み6.9cm） とS-02Dd-106（ 重 さ
112g、長径6.3cm、短径5.0cm、厚み5.7cm）
も角礫タイプのもので、S-01Ab-108は当初から
タタキ石の可能性が高く、比較的平坦な広い面に
散在的な敲打痕が残るもの、S-02Dd-106は匙形
をしており、細い側面に溝状の凹みがいくつかみ
られ、砥石からの転用品の可能性が高いものであ
る。S-02Dd-107（重さ333g、長径12.1cm、短
径4.8cm、厚み3.6cm）は棒形タイプ中クラスの
当初からタタキ石と考えられるもので、長軸の端
部に敲打痕が密にみられ、側面にも少し敲打痕が
みられる。
○その他
　S-02De-105は下部が隅丸方形の印鑑状部分の
上部に隅丸方形のつまみが付いたような形態で、
上部は横に溝が掘り凹められて明確に区別されて
いる。また同時に全体を四方から紐で結ぶ為か、
3側面の縦にやや細い溝があり、下面や上面にも
一部及んでいる、石錘の1タイプか。
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S．砂質凝灰岩製品（図3-2-30） ………………
　磨製石製品4点、礫製品81点がある。礫製品が
多い。
a．磨製石製品
　S-01Bc-4は抉入柱状片刃石斧刃部側の破片
で、短径2.8cm。S-01Bb-2は柱状片刃石斧で、
基部欠損Rタイプ、刃部が欠損してない。短径
1.0cm、厚み0.9cm。S-02Cf-1とS-02Db-3は環
状石斧で、S-02Cf-1の内側の孔は径4cm程で大
きいタイプで、身の厚みは2.4cmで刃部が比較的
良く残る。S-02Db-3は内側の孔径0.8cm、厚み
3.0cm前後、2点とも内側の孔に研磨（摩滅か）
痕が残る。
b．礫製品
　有溝砥石24点、無溝砥石4点、砥石46点、タタ
キ石7 点がある。礫製品の約90％が砥石となる
ことから、砥石の石材といえる。同様に9％程が
タタキ石になり、タタキ石から凹石になるものは
ないようであるが、砥石からタタキ石への転用は
比較的ある。他の製品への使用はほとんどない。
○砥石
　全体の砥石の傾向は凝灰質砂岩と同様である
が、石材の分類状の為か、点数は少ない。
有 溝 砥 石 で 図 化 し た も の は5点 あ り、
S-01Ad-102・S-01Ab-105が 長 方形立方体に
分類できるもの、S-01Ab-103・S-01Ab-104・
S-02Ab-101が偏平・板状のものがあり、それぞ
れ大小のものがある（図化していないが棒状の
ものもある）。最大クラスのものでS-02Ab-101
が重さ4500g、長径20.9cm、短径18.6cm、厚
み9.5cm、割れているが最小クラスのもので
S-01Ab-103 （S-01Ab-104は 同一製品である
可能性がある）が重さ11g、長径4.9cm、短径
3.2cm、厚み0.6cmと最小のものは明らかに薄
い板状のものである。大きくみるとS-02Ab-101
のように重さ1000gを超えるような大型のも
の、S-01Ab-105（重さ414g、長径8.9cm、短
径8.3cm、厚み3.6cm）のように重量300gを
超える中型のもの、S-01Ad-102（重さ90g、

長 径6.9cm、 短 径4.5cm、 厚 み2.5cm） の よ
うに100g～200g前後の小型のものに分かれ
る。図化した5点（S-01Ad-102・S-01Ab-105・
S-01Ab-103・S-01Ab-104・S-02Ab-101）は全て
やや鋭い細い断面「V」字状の溝があるものであっ
た。このようなものが砂質凝灰岩において特徴的
な砥石と思われる。
　無溝砥石で図化したものは4点（S-01Ad-103・
S-02Ab-102・S-02Ad-106・S-02Bg-102）あり、
全て偏平・板状のもので大小のものがある（今回
他の形態のものは図化していないが、一定量存
在する）。最大クラスのものでS-02Bg-102が重さ
995g、長径16.5cm、短径12.2cm、厚み3.6cm、
最小クラスのものでS-02Ad-106が重さ24g、長
径4.7cm、短径3.2cm、厚み1.2cmであるが、図
化した割れた状態のものでも、S-02Bg-102のよ
うに重さ1000g前後の大型のもの、S-01Ab-103
（重さ350g、長径11.7cm、短径9.6cm、厚み
2.3cm）のように重量300gを超える中型のもの
があり、S-02Ad-106やS-02Ab-102（重さ98g、
長径8.0cm、短径7.6cm、厚み2.1cm）は砥石
の破片であるが本来あった製品は100g～200g
の小型製品になる可能性が高い。砂質凝灰岩で
も無溝砥石に分類しているが、S-01Ad-101や
S-02Ab-102は研面にやや溝状の凹みが形成され
始めており、凝灰質砂岩製品において述べた事と
同様な傾向をもつ。
○タタキ石
　砂質凝灰岩製のタタキ石は少ないが、
S-02Bd-105（ 重 さ299g、 長 径9.4cm、 短 径
7.8cm、厚み2.9cm）は当初からタタキ石であっ
たと考えられるもので、側面の端部全体に敲打痕
がめぐり、割れているが平坦な面の両面に2カ所
以上の敲打痕が集中する部分がみられる。

T．凝灰岩製品  ………………………………………
　礫製品5点が出土した。有溝砥石1点、砥石1
点、タタキ石2点、炉石1点がある。砥石以外へ
の使用も比較的あるようだ。
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図3-2-30　砂質凝灰岩製品（礫製品6点は1：4、磨製石製品2点は1：2）
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U．凝灰質泥岩製品（図3-2-31） ………………
　磨製石製品2点、礫製品11点が出土した。
a．磨製石製品
　S-02Dd-102が偏平片刃石斧の刃部片、S-01Da-2
が厚み1.4cmの柱状片刃石斧の刃部側のものであ
る。
b．礫製品
　無溝砥石1点、砥石7点、タタキ石2点、炉石1
点がある。砥石への使用が多い。

V．泥質凝灰岩製品  …………………………………
　礫製品が2点あり、砥石のみである。有溝砥石
1点がある。

W．ヒスイ製品・凝灰岩製品（玉製品関連）
　　 （図3-2-32・図3-2-33） …………………
ヒスイ製品としては勾玉6点（S-X001～S-X003・
S-X005・S-X006・S-X007）、 勾 玉 未 成 品1点
（S-X004）、たたき石（敲打具）1点（S-X008）、
ヒスイ小礫3点（S-X009～S-X011）、ヒスイの
剥離片多数があり、凝灰岩製品としては勾玉2点
（S-X012・S-X013）が出土している。
a．ヒスイ製品
出土地点　ヒスイ製勾玉、勾玉未成品5点（S-X001
～S-X005）が弥生時代中期中葉前半（4期）の
99Aa区SB26とSB26に 関係するか付近の同

SK154、同SK163から出土しており、同時にヒ
スイの剥離片も99Aa区SB26及びその関係する
土坑SK151・SK154から多数出土していること
から、勾玉製作に関わる工房の存在が考えられ
る。他には古墳時代前期初頭（8期）の99Ab区
SB02から1点（S-X006）、01Ad区西トレンチ2
から1点（S-X007）の出土がある。ヒスイ製たた
き石は03Bd区NR01の古墳時代以後の堆積層中
からの出土、ヒスイの小礫は02Dd区SX01から
1点、03Bc区SD04から1点、02Bi区SD03から1
点あり、他のヒスイ製品製作関連遺物を伴ってい
ない。
形態と成形　ヒスイ製勾玉は平面三日月形、横
断面やや丸みを持つ隅丸長方形の形態で、長径
2.0cmを超える比較的大型の製品（S-X001・
S-X005・S-X007）は平面内側の弧が明瞭に作り
出されており、小型の製品（S-X002・S-X006）
は平面内側の弧が小さくなっている。S-X003は
勾玉の一端が尖る形状になっており、S-X004は
紐通し穴の穿孔が途中で止まっている。ヒスイ勾
玉は全体に研磨が施されており、成形技法等が
わかる痕跡は残っていない。紐通し穴の穿孔は
全て片面穿孔により、貫通部分の径は0.4mm～
1.9mmで比較的細い。ヒスイの表面を剥いだ剥
片は一定量あるが、研磨途上品・剥離途上品・大
型剥片は出土していない。

1/2
0 10cm

S-01Da-2
01Da
No.022
011213

図3-2-31　凝灰質泥岩製品（1：2）
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図3-2-32　ヒスイ製品、未成品（1：1）
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図3-2-33　ヒスイ原石？、凝灰岩製勾玉（1：1）
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　ヒスイたたき石はヒスイ原石に加工がないもの
で、側面全体に敲打痕がみられる。ヒスイ小礫は
S-X011に剥離状の痕跡もあるが、ほとんど加工
されていない。またヒスイ小型剥片などの関連資
料も伴って出土していないので、ヒスイ加工の存
在を示していないようである。
b．凝灰岩製玉製品
出土位置　凝灰岩製勾玉は弥生時代中期後葉（6
期）の方形周溝墓の周溝02Bc区SD02から1点
（S-X012）、古墳時代前期初頭（7期）の谷Bであ
る03Ca区NR02から1点（S-X013）が出土して
いる。
形態と成形　S-X012・S-X013とも明瞭な平面三
日月形をしているが、S-X012は横断面やや丸み
を持つ隅丸方形、S-X013は横断面円形と形状に
違いが見られる。S-X012は勾玉上部に4条の小さ
な切り込みがみられる。紐通し穴は片面穿孔と思
われるが、S-X013は径1.6mmの貫通性の良い穴
である。

X．緑色凝灰岩製管玉・管玉未成品・サヌカイト
製石錐（図3-2-34～図3-2-36） …………

　溶結緑色凝灰岩・緑色凝灰岩の玉作関連遺物
としては、管玉81点（S-014～S-X094）と管
玉未成品20点程（S-X095～S-X101・S-X103～
S-X108）、製品製作に伴う剥離片多数、管玉の穿
孔具である石錐（S-X102・S-X103）がある。他
に玉類の研磨に関わった可能性のある砥石が数点
見つかっている。
　尚、今回の調査資料において、玉作りに伴う施
溝具・クサビ状道具は確認できなかった。
a．出土位置と時期
　管玉が出土している地点は、99Aa区（SB26、
SK99、SK107、SK151、SK154）、99Ab区
（SB01、SB02、SB06、SB07、SB19）、99Ac区
（SB02、SB06、SB07）、99Bb区（NR01  5B貝
層、同5C貝層、同5D貝層）、01Aa区（SD12上
層、同貝層B上層、P102）、01Ab区（SX01貝層
B）、01Ac区（SD02貝層3B）、01Da区（SB76）、

01Db区（SB13、SK04の下）、01Dc区（SK09）、
02Da区（検出II-1）、02Db区（SB59）、02Dd
区（SK12、SK110、検出I、検出II-1）、02De
区（SK23）、03Bc区（SB19の SD、西トレン
チ）、03Ca区（東トレンチ）があり、管玉未製
品は99Aa区（SB26、SK151、SK154）、02Bi
区（SD08、検出II）、01Cb区（SB01）、01Dc区
（SK20）、02Dd区（SB06）がある。製品がま
とまって出土している地点の時期については、
99Bb区出土のものが弥生時代中期前葉（2期～3
期）、99Aa区出土のものが弥生時代中期中葉前
半（4期）、01Ab区と01Ac区出土のものが弥生時
代中期中葉後半（5期）、99Ab区と99Ac区出土の
ものが弥生時代後期～古墳時代前期初頭（7期～8
期）の遺構から出土している。管玉未製品が出土
している5地点では、管玉製作が行われた可能性
が高いが、出土遺構は、99Aa区出土のものが弥
生時代中期中葉前半（4期）、02Dd区出土のもの
が弥生時代中期後葉（6期）、01Cb区と01Dc区出
土のものが弥生時代後期（7期）、02Bi区出土のも
のが弥生時代中期前葉にさかのぼる可能性がある
資料である。
b．管玉の形態と技法
　形態について管玉の外径から形態を区分する。
細タイプ：径2.0mm未満のもの。
中細タイプ：径2.0mm以上、径3.0mm未満のも
の。
中タイプ：径3.0mm以上、径4.0mm未満のもの。
中太タイプ：径4.0mm以上、径5.0mm未満のも
の。
太タイプ：径5.0mm以上のもの。
　以上の分類からみると、99Bb区出土のもの
（2期～3期）では、中細タイプ4個、中タイプ11
個、99Aa区出土のもの（4期）では細タイプ1
個、中細タイプ8個、中タイプ10個、中太タイプ
1個、01Ab区出土のもの（5期）では細タイプ2
個、中細タイプ1個、中タイプ4個、と01Ac区出
土のもの（5期）では中細タイプ1個、中タイプ1
個、99Ab区出土のもの（7期～8期）では細タイ
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図3-2-34　緑色凝灰岩製管玉（1：1）
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図3-2-35　緑色凝灰岩製管玉2（1：1）
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図3-2-36　緑色凝灰岩製管玉製作途上品（1：1）



蔭山　誠一

126

プ1個、中細タイプ３個、中タイプ1個、中太タ
イプ1個、太タイプ1個、99Ac区出土のもの（7
期～8期）では細タイプ3個、中細タイプ2個、中
タイプ2個、太タイプ1個である。資料点数が少
ないため明確ではないが、大まかな傾向として弥
生時代中期中葉以前（2期～5期）の中細タイプ
～中タイプ主体の構成から弥生時代後期以後（7
期～8期）の細タイプ～中細タイプを主体に中タ
イプ～太タイプのものが混ざる構成への変化が見
られる。管玉の表面は研磨されることからほとん
ど製作痕跡が残されていないが、製作痕跡を残す
ものでは、S-X082に分割面が残る点、S-X079の
表面に多く欠損部分がみられる点、また使用方法
についてS-X073の内面に赤色顔料の付着がみら
れた。管玉の紐通し穴の穿孔は全て両面穿孔であ
る。
c．未成品の分析
　99Aa区出土の未成品と石錐は、全て弥生時
代中期中葉前半の円形住居SB26に関連する資料
群と考えられ、他にも多数の緑色凝灰岩の剥離
片が同じ遺構においてみつかっていることから、
SB26は玉作り工房と考えられる。この99Aa区
SB26において出土した玉作関連遺物は、財団報
告3において復元された弥生時代中期前葉から弥
生時代中期中葉初頭の玉作工程の内、玉作工房
60E区SB03出土の玉作関連遺物から復元された
軟質凝灰岩の工程（原石から製品に至る8つの工
程）と同様の工程において派生した資料群と考え
られる。溶結凝灰岩類の玉作関連遺物は、製品と
して管玉が想定され、分割方法は、施溝具によっ
て溝を切った後、クサビ状道具を用いて溝の位
置で横割り分割したものが主体である。また石
錐2点（S-X102・S-X103）はサヌカイト製のも
ので、S-X102は径1.7mm前後のやや稜のあるも
の、S-X103は押圧剥離痕と研磨面がみられるも
のである。その他の未成品については、石川県八
日市地方遺跡の溶結凝灰岩類の石材を施溝分割し
ていく方法で復元されたものに従っている（施溝
分割による分割面が３面までの資料を「分割a・

b」、分割面が４面以上ある資料を「形割a～c」
として分類している。
S-X095：「分割a」にいたる加工された素材、研
磨あり。
S-X096：分割面が4面あり、「分割」に分類される。
S-X097：「形割」、横割りによるもの。
S-X098： 四角柱状品から六角柱状品に至る途上
品と思われるもの。同時に出土した資料に、押圧
剥離による小さい剥片が多く、大きい剥片では直
接打撃の可能性がある剥片が出土している。
S-X099：分割面が2面あり、研磨面に背溝分割が
施されている。
S-X100：分割面が2面確認できる。剥片の可能性
あり。
S-X101：「形割」か、剥片の可能性あり。
S-X104：「分割b」に分類される。
S-X105：分割面が2面あり、「形割」に分類される。
S-X106：「分割b」に分類される。
S-X107：分割面が4面あり、「分割」に分類される。
S-X108：「分割b」に分類される。
　その他にも石核整形に伴う剥片や直接打撃によ
る大きい剥片、分割の伴う剥片、「分割a」、「分
割b」、「形割」に至る加工された素材などに分類
されるものが出土している。
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写真3-2-1　磨製両刃石斧と磨製石斧の未成品

S-01Cb-1 S-02Ac-1

S-01Ae-3

S-01Ae-4

S-01Ad-2 S-02Ag-1

S-99Aa-3 S-02Cc-2
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写真3-2-2　磨製片刃石斧

S-01Ad-4 S-99Cc-1

S-02Dd-4 S-99Aa-4

S-02Dc-2 S-01Ba-1S-02Dc-3

S-01Ad-9 S-02Ag-3S-01Ad-10
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写真3-2-3　磨製石製品と粗製剥片石器

S-99Aa-9 S-99Aa-009

S-01Aa-9
S-02Cf-103

S-01Cb-5 S-99Ac-3

S-99Cd-1

S-01Ad-11 S-02Ag-4
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写真3-2-4　玉類関連資料

S-X005 S-X007
S-X002

S-X006

S-X003 S-X004
S-X010S-X008

S-X012 S-X013

S-X103 S-X102

S-X089
S-X060

S-X030 S-X077
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写真3-2-5　菅玉

S-X087 S-X088 S-X080 S-X044

S-X026 S-X079

S-X014

S-X092

S-X091

S-X088
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写真3-2-6　凹み石とタタキ石

S-02Bg-105 S-01Bd-102

S-02De-102 S-02Dd-107

S-02Bg-107 S-01Df-102

S-02Cc-102 S-01Ac-102



蔭山　誠一

134

写真3-2-7　有溝砥石

S-99Aa-101 S-02Ad-103

S-01Ab-103・104 S-01Ac-101

S-02Dd-102 S-02Ad-104

S-02Dd-101
S-02Ab-101
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写真3-2-8　無溝砥石

S-99Ab-101 S-01Ba-101

S-01Ad-103 S-02Dc-101

S-02Dd-103 S-02Dc-102

S-02Dd-104 S-02De-101
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（３）打製石製品の分析（写真3-2-9～写真3-
2-12）
A．本報告の着眼点  …………………………………
　本報告では、朝日遺跡から出土した石器群を、
ツールのみならず石核や剥片も含め総合的に分析
を行い、報告することに努めた。この理由は濃尾
平野における弥生集落のなかで、朝日遺跡への評
価が濃尾平野全体への評価に大きな影響を与える
こと、そして朝日遺跡が日本列島を代表する有数
の弥生集落遺跡であるため、同遺跡への手工業生
産の評価が、弥生集落の評価と多分に関わるため
である。
　しかし、朝日遺跡から出土した石器群は過去の
調査分を含め膨大な量である。なおかつ、本報告
で対象とする剥片石器群は天箱数にして数十箱
にのぼる。また、弥生前期から後期、そして古墳
前期まで、朝日遺跡は継続して集落が営まれるた
め、遺構の切り合い関係も激しく、石器の該当時
期を判別するのに困難さを常に伴う。
　このような出土状況のなかで、より効率的・効
果的な整理と報告のための検討を繰り返し行っ
た。その結果、時期のある程度限定できる調査区
のデータにある程度依拠しつつ、調査区ごとに石
器群の内容の比較検討を行うことで、朝日遺跡の
弥生石器群の評価を行っていくという手段を選択
した。
　なお、朝日遺跡において、ある程度時期が限定
できる調査区というのは、結果的に弥生後期以降
の遺構から破壊を免れた遺構が多数存在する調査
区ということに帰結し、時期も2期～4期（朝日
式から貝田町式前半）ということになる。しかし、
5期以降の覆土に本来2期から4期の剥片石器群を
含む可能性が多分にあるため、帰属時期について
は判断を下すことが難しい。
　したがって、本報告で説明する剥片石器群は2
期から4期を中心とする説明であり、分離は困難
であるが、その中には一部5期以降の剥片石器群
を含む可能性があるという理解をしている。
　さて、本報告では、剥片石器群の総合的な分析

から、朝日遺跡の評価の材料を見出すことを目的
としているため、分析の手続きを器種ごとではな
く、利用される石材ごとに順に行うことにする。
朝日遺跡においては剥片石器の石材として、下呂
石・チャート・サヌカイト・黒曜石が利用される。
これら石材ごとに製作内容を整理し、石材と製作
器種の関係性をまず分析したみたい。

B．導入  ………………………………………………
　まず報告の導入として、下呂石製の石鏃の最大
長を分析した。図3-2-37のグラフに示したよう
に、今回の調査で出土した石鏃の最大長のピーク
は20mmから35mm程度の範囲をピークとして
おり、最大長50mm以上の長身有茎鏃は少数派
であることがわかる。
　さらに、この石鏃のグラフに、下呂石製原石の
最大長のグラフを重ね合わせると、原石のピーク
は45mm～50mm前後となり、石鏃の最大長ピー
クよりおよそ30mm程度大きい。原石の大多数
は表面が白色に風化した円礫である。
 また、原石推定最大長ピーク付近には、原石・
剥片・素材剥片・二次加工石器等、石鏃に関連す
る石器群が最も多い。
　ただし、ここで注意したいのは、最大長50mm
を超える長身有茎鏃の素材を剥離するのに相応し
い原石や石核が出土していないことである。この
点が今回の報告のなかで、朝日遺跡の評価の材料
として最も大切な点であるので、以下重点的に取
り上げてみたい。

C．分析の手順 ………………………………………
　導入で提示した問題点を明らかにするために
は、朝日遺跡から出土した剥片石器群について、
技術的・形態的な属性データを採取し、それを統
計的に処理し、剥片剥離技法と製作工程を明らか
にする必要がある。
　なお、その際、分析の手順としては次の手順を踏
む必要がある。これは、朝日遺跡内の独自の石器製
作工程の存在を前提とし、素材剥片の種類や石核
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の特徴を論理的かつ整合的に復元する手法である。
a．石器群のツール（狭義の石器＝完成された石
器を指す）の形態的な特徴（本稿ではこれを完成
形態と呼ぶ）、サイズ、二次加工の種類、素材剥
片の特徴を観察表に入力する。
b．次に、aの結果、素材剥片が明らかとなった
時点で、剥片の観察に移る。観察点は、剥片のサ
イズ、剥片剥離技術、打面の種類、剥片の背面剥
離面構成である。
c．最後にbの結果を踏まえ、石核の観察に移る。
石核素材の原石の形状やサイズ、石核のサイズ、
石核の剥片剥離技術、打面と作業面の関係、打面

転移の有無、剥離される剥片の形状である。
以上の分析手続きの詳細および分析項目は、竹岡
俊樹氏の「石器研究法」（竹岡1989）に準じてお
り、氏の著書にも具体例が掲載されている。

D．分析対象遺物のサイズ基準について …………
　ツールおよび二次加工のある石器については、
全て属性を採取する。両極石器群や剥片は、打
面や剥片剥離技術の推定がおおよそ可能な長さ
20mm以上を基準に、属性を採取する。
　なお、分析手法に統計的な手法を取り入れ、結
果に客観性持たせるため、一つの分析に100点程
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図3-2-37　下呂石製石鏃と原石の最大長度数分布図
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度の分析遺物数の確保が必要である。本報告で
は、帰属時期の手がかりをもつ遺物の分析と同時
に、全遺物を一つの分析資料とした結果も提示
し、相互の結果を比較検討する。

E．下呂石製石器群の分析（図3-2-43・図3-2
-44・図3-2-47参照） ……………………………
a．出土する剥片の特徴
　今回の調査で出土した下呂石製石器群は天箱数
にして7箱と膨大な量である。そのうち、９割程
度は両極打撃により生じた剥片や、あるいは両極
打撃が複数回行われた両極石器に該当する。
　また、下呂石を用いた石器製作で、最も多く製
作される石器は石鏃であり、両極石器群および剥
片類は石鏃製作と関係のある資料であることを整
理の段階から伺わせた。
　さて、両極打撃により生じた剥片（本稿では両
極剥片と呼ぶ）は、点・線・無打面のいわゆる「小
打面」が多く、礫打面・平坦打面・切子打面等の
面をもつ打面はあまりもたない（表3-2-2）。な
お、竹岡1989に打面の用語も準ずる）。
　打面以外に、両極剥片と通常のフリーフレイ

キングで剥離される剥片（本稿では剥片と呼ぶ）
を区別する特徴に、剥片の背面剥離面の方向が
ある。方向のaを剥片剥離軸と同方向、dを剥離
軸と正反対の方向、bを剥離軸に対し左からの方
向、cを剥離軸に対し右からの方向と記号化した
場合、表3-2-3に示したように、両極剥片はa＋
dが34点中18点と約半数を示す。dの方向は両極
打撃により生じる打点とは反対方向からの剥離面
であり、両極打撃で最も生じる剥離面の傾向をこ
のデータは示す。
　一方で、通常の剥片の場合、両極剥片のように
特定の剥離面の方向に集中することはない。aと
bとcの単方向かあるいは組み合わせが多いこと
から、求心状の剥片剥離が行われていることが推
定される。
　このように、朝日遺跡から出土する剥片は、両
極打撃により生じた剥片がやや多く、面をもつ打
面を残す通常の打撃で剥離された剥片の数が少数
派である。如何に両極打撃が多用されたのかがわ
かる。
　では、これだけ大量に出土する両極石器群がど
のような石器製作と関係するものなのか、以下順

データの個数 : 打面の種類 打面の種類
器 種 線 状 自然面 単剥離面 複剥離面 不 明 - 総 計
剥 片 3 12 3 2 5 1 26
両極石器Aブランク 2 2
両 極 石 器A2 4 1 5
両 極 石 器A1 1 1
両 極 剥 片 41 6 2 3 52
総　　　　　計 49 18 5 2 10 2 86

表3-2-2　打面の種類

表3-2-3　剥離面の方向
データの個数 背面剥離痕の方向(石核は作業面、剥片は背面)
器種 a a+b a+b+c a+b+c+d a+b+d a+c a+d b b+d c+d 総計
剥片 4 3 1 3 1 2 3 4 1 22

両極剥片 5 4 1 1 2 18 2 1 34
総計 9 7 2 4 3 2 21 6 1 1 56
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に分析を踏まえながら考えてみたい。
b．両極石器群とその製作の目的
＜最大長－最大幅の分析＞
　この分析は下呂石製の剥片および両極石器群が
どのような石器製作を目的として行われたのかを
追究するための一分析である。図3-2-38に出土
した下呂石製剥片石器群の最大長-最大幅の相関
関係図を示した。
　その結果、石鏃の最大長が20mmから45mm
の間に集中するのに対し、朝日遺跡内から大量に
出土する両極石器群はそれよりやや10mm程度
大きい最大長をもつこと、そして最大幅は石鏃よ
り2倍近くあることが判明する。

　また、最大長50mmを超える長身有茎鏃の素
材に該当するような長さをもつ剥片は朝日遺跡内
に存在しないことも判明する。
＜最大長－最大幅の相関関係＞
　この分析も先と同様に、大量に出土する両極石
器群がどのような石器製作と関係をもつものなの
かを追究するための分析である。図3-2-39の最
大長と最大厚の相関関係をみると、石鏃の最大厚
の値は、両極石器群の値のほぼ１／２に集中する
ことがわかる。
　また、長身有茎鏃の最大厚は他の石鏃の値とほ
ぼ重なる。しかし、長身有茎鏃の素材に該当する
ような長さをもつ素材は認められない。
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図3-2-38　下呂石製長幅比
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図3-2-39　下呂石製長厚比

〈最大幅－最大厚の相関関係〉
　さて、同様に法量の分析で最大幅と最大厚の
相関関係を分析すると、図3-2-40に示したよう
に、両極石器群のうち、両極剥片に対し１回の両
極打撃が認められる両極石器A2、および２回以
上の打撃が確認できる両極石器A1の最大厚値は、
およそ10mm前後に集中する傾向にある。一方、
両極打撃で生じた剥片＝両極剥片の最大厚の値は
幅のある値を示し、石鏃の最大厚と重なるサンプ
ルがある一方で、両極石器A2あるいは両極石器
A1のおよそ２倍程度の厚みをもつ一群も認める
ことができる。
　また、以上３つの法量分析で共通するのは、両

極石器群の各値が、両極剥片の段階では値の分
布が散漫である一方で、両極石器A2・両極石器
A1、そして直接打撃（竹岡1989の用語）で形を
整える両極石器Ａブランクでは、両極剥片よりも
値にまとまりを認めることができる。
　すなわち、ここから推定される工程手順として
は、両極石器群の加工工程が進むごとに最大厚の
値が減少していることである。そして値の減少が
石鏃の最大厚に最終的に帰結すること、また両極
打撃の当初に生じる両極剥片の各法量の値が加工
工程が進むと同時にまとまりを持ち始める点があ
ることから、両極打撃による加工工程の目的を石
鏃の素材製作にあると推定する。
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＜稜上調整痕の共通性＞
　さて以上までの法量の分析で、両極石器群の加
工工程の結果生じた剥片が、石鏃の素材剥片とし
て使用されていることを推定した。別な属性か
ら、この推定を更に補強したい。両極石器Ａ１・
両極剥片・石鏃未成品の３つの石器の縁辺を観察
すると、加工による潰れではなく、側辺に意図的
にエッジを作り出す加工痕が認められ、整理の途
中から留意していた。本稿ではこれを「稜上調整
痕」と呼ぶことにする。両極石器群の一部と石鏃
未成品に共通する稜上調整痕が認められるという
ことは、一連の製作工程でこれら資料が連鎖して
いることを示す。

　実は、こうした両極石器群の加工工程で生じる
剥片が石鏃未成品の素材剥片として使用されるこ
とを実験考古学的に追究した成果が松田順一郎氏
から発表されている（松田1999）。氏の論文は実
験的にもまた報告内容的にも精緻であり、両極石
器群に対する今後の観点を変える充分な内容をも
つ。
　氏の実験考古学の報告によれば縁辺に稜上調整
を施し、側面形状を紡錘形に整えることにより、
素材の半裁がし易くなること、そしてその結果、
最大厚が１／２ずつ減少する点を指摘し、大阪府
の縄文晩期の馬場川遺跡の石鏃未成品に側面形状
が半月形の素材が多く認められるため、両極打撃
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図3-2-40　下呂石製幅厚比
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を繰り返すことで、素材の厚みを１／２ずつ減少
させ、石鏃の素材剥片とするという結論を出し
た。
　朝日遺跡でも、最大厚を減少する工程が存在す
ることを先に推定し、そしてこの工程で生じる両
極剥片を素材とし、側面形状が半月形となるよう
な石鏃未成品が数点認められる（16・25・27）。
この石鏃は最大厚の値が大きく、25や27のよう
にやや大形であることが特徴でもある。
　朝日遺跡でも松田氏の示した結論と同じ製作工
程が行われていると考えられ、したがって、松田
氏の実験考古学の成果を踏まえれば、朝日遺跡の
両極石器群の加工工程は、石鏃の素材剥片の獲得
のための工程であると結論づけられる。
＜石鏃の形態的特徴＞
　次に出土した石鏃について、その形態的特徴を
明らかにする。ここでいう石鏃とは、有茎鏃・凹
基鏃・平基鏃等全ての石鏃形態を含むものとして
使用する。本報告で取り扱う調査区から出土した
石鏃は合計270点であり、うち下呂石製は190点
である。全てについて観察表を作成した。

　まず最大長の値であるが、下呂石製石鏃190点
中162点に最大長の値を採取することができた。
先に示した図3-2-37がその値の度数分布グラフ
である。その結果、20mmから34mmの間に最
も多くの石鏃が集中する。
　次に、朝日遺跡から出土した石鏃を形態別に分
類し、形態別に最大長の値の分布を分析する。図
3-2-41に石鏃形態の属性を＜鏃身形態＞と＜茎
形態＞に分け、さらに＜鏃身形態＞は先端部＋逆
刺部の組み合わせからなる。例えば、先端部はI、
逆刺部はa、茎形態はaとすると、鏃身形態はIa
類、茎形態はa類と表す。このようにそれぞれの
属性の組み合わせで石鏃形態を記号化してデータ
を採取する。
　まず、最大長に関係なく鏃身形態の傾向をみる
と、下呂石製の石鏃の場合、I'a類に17点、Ib類
に37点、IIa類に14点、IVa類に14点と、突出す
る量をもつ鏃身形態がある（表3-2-4）。
　この傾向をさらに石鏃の最大値を基準に分析す
ると、次の結果を得た。すなわち、鏃身形態の先
端部がIあるいはIIの場合、最大長の値は20mm

I II III IV V

I' II'

a b c d

a b c d

d'

d-

e

c'

鏃
身
形
態

茎
形
態
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端
部

逆
刺
部

※先端部＋逆刺部＋茎部の
　記号で形態を示す。

図3-2-41　石鏃分類の模式図
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から35mm前後に集中するのに対し、IVとVの
場合は45mmから60mm前後に集中することが
判明する（表3-2-5）。つまり、朝日遺跡では長
身有茎鏃あるいはやや長身気味の石鏃の形態はあ
る程度特定できるということであり、それは鏃身
形態がIVa・IVb・IVc・Vc類の場合である。
　ここで、石鏃を分類する有効な属性である先端
部の形状記号を「系」に置き換えると、先端部が
I系・II系である石鏃と、IV系・V系である石鏃
の量的比率は表3-2-4に示したとおり、20mm
から35mm前後に最大長の値が集中するI系・II

系の方が多数派である。すなわち、前項で明らか
にした両極石器群の加工工程で生じた剥片の一部
を石鏃の素材としつつ、朝日遺跡内で最も量産さ
れた石鏃形態とはI系・II系の先端部をもつ石鏃
であると結論づけられる。
　一方、朝日遺跡内において素材剥片の剥離が
認められない最大長の値が50mm前後の石鏃形
態は、IV系あるいはV系である場合が多い。IV
系の先端部はいわゆる飛行機鏃（鈴木1979定義）
の名残である。
　次に、茎形態の分析では、朝日遺跡において茎

石　　　　　材
鏃身形態 下 呂 石 チャート サヌカイト 総 計
-a 6 6
-b 10 8 18
I 4 1 5
I- 1 1 2
Ia 4 2 2 8
I'a 17 11 2 30
Ib 37 8 3 48
I'b 8 3 5 16
I'c 1 1
II' 1 1
IIa 14 2 2 18
II'a 7 2 1 10
IIb 2 2 2 6
II'b 2 2 4
IIIb 1 1
IV 2 2
IV- 1 1 2
IVa 15 2 1 18
IVb 2 2 4
IVc 1 1 2
V 4 2 6
V- 1 1
Vc 1 1

総　　　計 141 50 19 210

表3-2-4　鏃身形態と石材
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長さ階梯（単位はmm）
鏃身形態 石材 ～15 20 25 30 35 40 45 50 55 60 65 70 75 総計
-b 下呂石 1 1 1 1 4

-b 集計 1 1 1 1 4
I 下呂石 1 1 1 3

I 集計 1 1 1 3
Ia チャート 1 1

下呂石 1 2 3
Ia 集計 1 2 1 4
I'a サヌカイト 1 1 2

チャート 2 2 2 1 1 8
下呂石 2 3 5 1 1 12

I'a 集計 4 5 7 2 1 1 1 1 22
Ib チャート 3 1 1 1 1 7

下呂石 1 9 9 8 3 3 1 34
Ib 集計 1 12 10 9 4 4 1 41
I'b サヌカイト 1 1 2

チャート 1 1 2
下呂石 2 4 1 7

I'b 集計 3 6 2 11
I'c 下呂石 1 1

I'c 集計 1 1
II' 下呂石 1 1

II' 集計 1 1
IIa サヌカイト 1 1 2

チャート 1 1
下呂石 1 2 3 2 3 11

IIa 集計 1 2 1 3 2 3 2 14
II'a サヌカイト 1 1

チャート 1 1 2
下呂石 1 2 3 1 7

II'a 集計 1 2 2 3 1 1 10
IIb チャート 1 1

下呂石 1 1
IIb 集計 1 1 2
II'b チャート 2 2

下呂石 1 1
II'b 集計 2 1 3
IV 下呂石 1 1 2

IV 集計 1 1 2
IV- 下呂石 1 1

IV- 集計 1 1
IVa サヌカイト 1 1

チャート 1 1 2
下呂石 1 1 1 3 1 1 1 9

IVa 集計 1 1 1 3 2 2 1 1 12
IVb チャート 1 1

下呂石 1 1
IVb 集計 1 1 2
IVc 下呂石 1 1

IVc 集計 1 1
V チャート 1 1 2

下呂石 1 2 3
V 集計 1 3 1 5
Vc チャート 1 1

Vc 集計 1 1
総計 4 25 33 26 17 12 6 8 3 2 1 2 1 140

表3-2-5　鏃身形態・石材と長さの関係
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形態の属性採取が可能な下呂石製石鏃145点中、
aが55点と最も多い。次いでcが32点、dが16点、
eが14点、c'が8点である（表3-2-7）。dは凹基
鏃であるため、朝日遺跡では凹基鏃とa・cの有
茎鏃で石鏃が構成される。なお、注目すべきは
c・c'・eの多さであり、c・c'・eの茎形態の製作
はaとは対象的に茎部から製作を開始することに
特徴がある。aは逆に鏃身部からの製作となる。
恐らく石鏃の装着方法と茎形態は関係があると思
われるが、まだ具体的なことはわからない。
　石鏃形態の分析では、朝日遺跡内において製作
の痕跡が認められない最大長の値50mm以上の

石鏃が、有茎鏃でなおかつ鏃身形態の先端部が
IV系あるいはV系が多いということが判明した。
＜その他の剥片石器について＞
　下呂石製の剥片石器で、その他に石錐およびそ
の未成品41点、削器3点、使用痕剥片1点、尖頭
器様石器2点が出土する。削器には37のように両
極剥片を素材とするものがある。26は尖頭器様
石器と呼ぶもので、一般的に出土する石鏃より大
形でなおかつ形態形成に直接打撃が使用される。
35は今回の調査区のなかでも最も大きい剥片を
使用した使用痕剥片である。右側辺に微少剥離痕
が認められる。大きさおよび色調から、朝日遺跡

石　　材
長さ階梯 下呂石 チャート サヌカイト 総計
～15mm 7 1 8
20 30 6 2 38
25 52 8 2 62
30 27 6 33
35 18 5 23
40 12 3 15
45 7 7
50 4 3 2 9
55 2 1 3
60 1 1 2
65 2 2
70 1 1 2
75 1 1
総計 162 34 9 205

表3-2-6　　長さ階梯と石材

石　　材
茎デザイン 下呂石 チャート サヌカイト 総計

a 55 20 3 78
b 17 7 2 26
c 32 17 2 51
c' 8 2 5 15
d 17 4 21
d' 3 3
d- 1 1 2
d'' 1 1
e 14 4 18
総計 148 51 16 215

表3-2-7　茎形態と石材
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内で一般的な円礫ではなく、角礫起源の素材剥片
を使用していると推定される。

F．チャート製剥片石器群の分析（図3-2-47参
照）  ……………………………………………………
　今回報告の対象となるチャート製剥片石器群
は、長身有茎鏃1点、有茎鏃45点、凹基鏃1点、
石鏃およびその断片2点、石鏃未成品3点、石錐3
点、削器2点である。
　出土した石鏃のうち、最大長の値が採取できる
34点では、20mm～39mmの間におおよそ分布
が集中する傾向にある（図3-2-42）。下呂石製
石鏃とこの点は共通する。
　さて、チャート製では、長身有茎鏃の素材剥片
として適合する最大長をもつ剥片が剥離されてい
る（図3-2-42）。図示したように最も剥片の値
が集中する箇所に通常のサイズの有茎鏃の値が重
なり、なおかつ長身有茎鏃に適合する最大長・厚
をもつ剥片の存在が明瞭である。67・69は最大
長50mmを超える縦長剥片である。このような
素材がチャート製長身有茎鏃の素材となっている
と現段階では考えておきたい。このチャート製の
様相は素材の剥片剥離が認められない下呂石製と
は対照的である。
　次にチャート製石鏃の鏃身形態の集計結果で
は、ほぼ下呂石製と同様の傾向を得ることがで
き、鏃身形態の先端部・逆刺部のいずれかの属性
が採取できる50点中、最も多い鏃身形態はI'a類
で、次いでIb類である（表3-2-5）。その他の類
型の分布は散漫であるが、下呂石製とほぼ同じ型
がチャート製にも存在することがわかる。
　石鏃以外の石器については、数量が少ないた
め、ここでは割愛する。

G．サヌカイト製石器群の分析（図3-2-45・図
3-2-46参照）  ………………………………………
　報告の対象となるサヌカイト製石器群は、有
茎鏃10点とその未成品2点、凹基鏃2点、平基鏃
1点、石鏃断片3点、石鏃未成品6点、打製大形尖

頭器1点、打製尖頭器5点、打製尖頭器断片1点、
尖頭器様石器1点、二次加工剥片5点、石錐3点、
削器2点、石匙1点である。
　下呂石製とチャート製と同様に、石鏃の鏃身形
態の頻度はI系であるIa・Ib類とII系であるIIa・
IIb類に多くが集中する傾向にある。つまり、サ
ヌカイトという搬入石材という条件下ながら、特
定形態の石鏃は製作されず、下呂石製チャート製
と同様の鏃身形態の石鏃製作が朝日遺跡内で行わ
れていることがわかる。
　さて、未成品や製作関係資料が出土する有茎鏃
のなかには、38のように畿内に特徴的な形態を
もつ有茎鏃や、47・48の打製尖頭器、49の石小
刀、50の打製大形尖頭器は、他の石材には認め
られないサヌカイト製独特の石器である。また、
これらには未成品が認められないため、完成状態
で朝日遺跡に持ち込まれた搬入品と考えられる。
　一方で、朝日遺跡内で製作された打製尖頭器も
存在する。51は磨製の石器を打製尖頭器に作り
替えている例、52～54は打製尖頭器の未成品で
ある。これら未成品段階の石器とともに、背面に
多方向からの剥離面をもち、なおかつ剥離角が
130～140°程度の両面加工石器の製作時に特徴的
に生じる調整剥片が出土していることから、打製
尖頭器でも小形の部類のものは朝日遺跡内で製作
していると判断する。
　以上までの出土した石器群をみると、朝日遺
跡へ搬入されたサヌカイト製石器群は、⑴38・
48・49・50のような有茎鏃・打製尖頭器・打製
大形尖頭器などの完成品と、⑵55のような大形
の板状剥片の大きく二種類に分けられる。55の
大形の板状剥片は最大長・幅とも10cm近くある
剥片で、欠損しているものの、背面は自然面に覆
われた状態であると推定される。このような素材
剥片が、先の打製大形尖頭器とともに朝日遺跡内
に持ち込まれ、サヌカイト製石器製作の原料と
なったと考えられる。石匙（S-02Dc-1011）は、
55のような大形の板状剥片を素材とした石核か
ら剥離された剥片を素材とし、朝日遺跡において
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製作されたものであろう。

H．出土剥片の分布と石器製作の時期について …
　以上のように、石材を基準に製作工程や製作技
術的な分析の結果を説明した。本節ではまず石器
製作の場所の情報を提示する剥片・チップ類の出
土分布について触れることにする。
　表3-2-8に示したように、出土剥片の集計は
調査区単位に行う。その結果、99Aa・99Ab・
99Ac・99Bb・01Ab・01Ac・01Bc・01Da・
01Db・01Dcが100点以上を出土する調査区であ
る。そのなかでも99Ab・99Ac・01Abは700点

から2000点前後、99Aaに至っては20000点を超
える。これら調査区は全て北居住域に該当する調
査区であり、2期～5期（朝日式～貝田町式）の
遺構が密集するエリアである。２期から５期の遺
構が分布するなかで、北居住域に剥片石器製作の
痕跡が集中している点が明らかになった意義は大
きい。そして99Aaは4期（貝田町式前半）以前
に該当する調査区であるので、この時期に剥片石
器製作のピークを迎えていることが推定される。
すなわち、朝日遺跡から出土する石器の多くは4
期に該当する可能性の高いものとして考えてよい
であろう。

有茎鏃
長身有茎鏃
剥片
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図3-2-42　チャート製長厚比
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　次に、石材の構成であるが、本調査では剥片・
チップ類の点数および重量とも下呂石＞サヌカイ
ト＞チャート＞黒曜石の順であり、搬入石材で
あるサヌカイトが２番目の出土量であるというこ
とが明かとなった。これはチャートが2番目であ
る95・96調査区の傾向とは異なる点である。剥
片・チップの出土量は、石器製作量を直接に反映
しているものと考えてよい材料であるので、本調
査下呂石製に次いでサヌカイト製の製作量が多
かったといえる。
　なお、属性を採取した石器について共伴土器の
時期の情報を掲載した。しかし問題であるのは、
朝日遺跡は長期にわたり継続する集落遺跡である
ため、遺構の重複関係が複雑であり、石器の帰属
時期を明確にすることが困難である。さらに、型
式学的にも変化の痕跡が乏しい石器において、石
器そのものから時期を推定していくことは特徴あ
る形態の石器以外は難しい。現段階では出土剥片
やチップの分布状況から石器製作の場や時期を絞
り込んでいくことで朝日遺跡の石器製作の状況を
考えていくことが必要である。

I．まとめ  ……………………………………………
　分析で明らかになった点をまとめておく。

○下呂石製の場合、最大長50mmを超える長身
有茎鏃について、その素材を剥離するのに相応す
る原石や石核の出土が認められない。
○下呂石製とは対照的に、チャート製の剥片石器
群の分析からは、長身有茎鏃にふさわしい素材の
剥片剥離が認められた。
○朝日遺跡から多量に出土する両極石器および両
極剥片は一連の製作工程が存在する。なおかつそ
れは石鏃の素材剥片の獲得のための工程であるこ
とが明らかとなった。
○下呂石製およびチャート製の石鏃鏃身形態の分
析では、双方ともほぼ同じ傾向を示すことが判明
した。
○長身有茎鏃に該当する石鏃は、鏃身形態の先端

部がIV系あるいはV系に偏る傾向にあることが
判明した。すなわち、長身有茎鏃の形態はある程
度限定されることが推定される。
○サヌカイト製の打製尖頭器のうち、小形の部類
の一群には、製作時に生じる特徴的な調整剥片が
出土するため、朝日遺跡内での製作が考えられる。
○調査区ごとの出土剥片・チップの分析の結果、
北居住域に該当する調査区の出土が特に目立つ。
また調査区のなかでも99Aa区では出土剥片・チッ
プ類が20000点以上出土する。時期は弥生時代中
期前葉～中期中葉前半を主体とする時期に該当
し、この時期に剥片石器製作が盛んに行われてい
ることが推定される。
○出土剥片およびチップ類の出土量の石材別比較
では、下呂石＞サヌカイト＞チャートという順で
あった。出土剥片およびチップ類が剥片石器製作
量を直接反映するものと考えられるので、本調査
区では、サヌカイト製剥片石器の製作量が下呂石
製に次いで２番目となることが推定される。

（参考文献）
石黒立人ほか1994『朝日遺跡IV』愛知県埋蔵文
化財センター

竹岡俊樹1989『石器研究法』言叢社
宮腰健司・石黒立人ほか2000『朝日遺跡VI－新
資料館地点の調査－』愛知県埋蔵文化財セン
ター

禰宜田佳男2000「朝日遺跡出土のサヌカイトと
畿内式打製尖頭器についての覚え書き」『朝
日遺跡VI－新資料館地点の調査－』愛知県
埋蔵文化財センター，610-619頁

松田順一郎1999「楔型両極石核の分割に関する
実験-縄文時代晩期サヌカイト製石鏃製作技
術の復原に向けて－」『光陰如矢』光陰如矢
刊行会

馬場伸一郎2005「箕輪遺跡出土の弥生石器群の
評価」『箕輪遺跡』長野県埋蔵文化財センター
調査報告書第71集　長野県埋蔵文化財セン
ター，388-397頁
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調査区 共伴する土器の時期 下呂石
点数

下呂石
重量g

サヌカイト
点数

サヌカイト
重量g

チャート
点数

チャート
重量g

黒曜石
点数

黒曜石
重量g

その他
点数

その他
重量g

98Ce - - - - - - - - - -
99Aa 4期 20781 694.2 4524 154.4 457 16.2 134 4.5 1 0.0 
99Ab 7期-8期 2252 129.2 319 13.3 93 3.5 7 0.1 7 0.5 
99Ac 8期 732 46.3 116 3.9 36 2.7 2 0.1 7 0.1 
99Ad 12 2.2 - - 1 0.1 - - - -
99Ae 1 0.4 - - - - - - - -
99Ba 2 2.4 1 1.5 1 0.2 - - - -
99Bb 2期-3期 280 12.2 47 1.8 169 1.6 - - - -
99Bd 1 0.3 - - - - - - - -
99Ca - - - - - - - - - -
99Cb 2 0.1 - - - - - - - -
99Cc 20 0.5 6 0.3 - - - - - -
99Cd 2 0.0 - - - - - - - -
99Cf 4 0.1 1 0.1 10 - - - - -
01Aa 52 3.3 5 0.3 2 - - - - -
01Ab 5期-6期 731 77.7 141 17.4 56 4.0 1 0.0 - -
01Ac 5期-6期 7期-8期 332 34.9 54 12.3 12 1.3 2 0.0 1 0.4 
01Ad 15 1.3 2 0.0 3 0.0 1 0.0 - -
01Bd 1 5.3 - - - - - - - -
01Bc 2期-4期 141 12.7 10 0.3 4 0.1 - - 1 0.2 
01Bd 1 0.9 - - - - - - - -
01Cd 25 5.2 6 0.9 - - - - - -
01Da 7期-8期 250 17.4 71 7.0 17 0.4 1 0.0 11 0.7 
01Db 5期-6期 137 8.8 34 2.4 13 0.1 - - 13 0.7 
01Dc 8期-9期 436 22.6 150 5.5 29 1.5 - - - -
02Ac 1 2.5 - - - - - - - -
02Ad 2 2.4 2 0.1 - - - - - -
02Bd 0 0.0 1 0.0 1 0.0 - - - -
02Bg 4 2.5 4 2.7 1 0.0 - - - -
02Cd 3 0.5 - - - - - - - -
02Cc 3 0.0 1 0.0 - - - - - -
02Cf 20 1.2 4 1.2 1 0.0 - - - -
02Da 2 0.1 - - - - 1 0.0 - -
02Db 8 2.1 1 0.0 - - - - - -
02Dc 29 1.5 5 0.4 8 1.4 - - - -
02Dd 29 1.5 5 0.4 8 1.4 - - - -
02De 16 0.4 0 0.0 3 0.1 - - - -
03Aa - - - - - - - - - -
03Ba - - 3 0.2 - - - - - -
03Bb 8 6.7 2 2.6 - - - - - -
03Bc 2 0.1 - - - - - - - -
03Bd 8 0.3 1 0.1 - - - - - -
03Ca 13 24.0 3 1.6 - - - - - -

合計 26358 1123.8 5519 230.7 925 34.6 149 4.7 41 2.6 

表3-2-8　長さ階梯と剥片・チップの石材別点数と重量
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2/3
0 5cm

1 (S-99Ab-1001)

2 (S-99Aa-1004) 3 (S-03Bc-1006)
4 (S-03Ca-1002)

5 (S-03Bc-1003) 6 (S-03Bc-1010) 7 (S-03Ba-1002) 8 (S-03Ba-1001)

9 (S-03Bd-1001)
10 (S-03Bc-1009) 11 (99Ab-1003)

12 (S-99Aa-1009)

13 (S-03Ca-1003) 14 (S-99Aa-1011) 15 (S-03Bc-1007) 16 (S-99Aa-1012)

17 (S-99Ab-1004) 18 (S-03Bc-1008) 19 (S-03Bc-1004)
20 (S-03Bc-1014)

21 (S-03Ca-1001) 22 (S-03Bb-1001) 23 (S-03Bc-1001)
24 (S-99Aa-1010)

図3-2-43　下呂石製石器群（1）
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図3-2-44　下呂石製石器群（2）

1/2
0 10cm（11～13）

（1～10）
2/3
0 5cm

1 (S-03Ca-1005)
2 (S-01Db-1002)

3 (S-03Ca-1004)

4 (S-03Bd-1002) 5 (S-03Bc-1005)
6 (S-02Db-1002)

7 (S-03Bc-1011) 8 (S-03Bc-1012) 9 (S-03Bd-1003)

10 (S-03Bc-1002)

11 (S-02Db-1005)

12 (S-02Dd-1013)
13 (S-01Ab-1015)
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2/3
0 5cm

1 (S-03Cc-1001)
2 (S-03Bc-1013)

3 (S-03Ba-1003)

4 (S-01Db-1003)

5 (S-01Ad-1006)

6 (S-01Bc-1008)

7 (S-02Dd-1019)

8 (S-01Ae-1005)

9 (S-01Df-1002)

10 (S-99Ac-1006)

11 (S-01Ad-1007)

12 (S-02Db-1009)

図3-2-45　サヌカイト製石器群（1）
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図3-2-46　サヌカイト製石器群（2）・黒曜石製・チャート製
（50～55：サヌカイト製、56：チャート製、57：黒曜石製）

2/3
0 5cm

1 (S-99Cc-1001)

2 (S-01Ba-1005)

3 (S-01Aa-1015)

4 (S-01Ab-1019)
5 (S-01Ac-1001)

6 (S-02Cc-1003)

7 (S-03Bc-1015)

8 (S-99Aa-1013)
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2/3
0 5cm

1 (S-02Cf-1002)

2 (S-02Ac-1004)

3 (S-01Db-1004)
4 (S-01Ab-1016)

5 (S-02Dd-1014) 6 (S-01Da-1011)

7 (S-02Db-1006)

8 (S-02Db-1007)
10 (S-01Ab-1027)

11 (S-01Ab-1028)

9 (S-02Dd-1015)

図3-2-47　下呂石製、チャート製の両極石器と剥片
（58～66・68：下呂石製、67・69：チャート製）
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写真3-2-9　下呂石製打製石鏃

S-99Ab-1001 S-99Aa-1004 S-03Bc-1003

S-03Be-1004
S-03Ba-1001

S-99Aa-1009

S-99Aa-1004 S-03Bc-1014 S-03Ca-1001 S-99Aa-1010
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写真3-2-10　下呂石製打製石製品の未成品

S-03Ca-1005 S-01Db-1002 S-03Bc-1006 S-03Bd-1002

S-03Bc-1011
S-03Bd-1003

S-02Dd-1010

S-02Db-1006
S-02Db-1016 S-01Ad-1002
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写真3-2-11　サヌカイト製打製石製品と未成品

S-03Cc-1001
S-03Bc-1013

S-02Db-1008

S-01Db-1004

S-01Ad-1002

S-02Dd-1020 S-01Df-1002

S-02Cc-1001
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写真3-2-12　チャート製打製石鏃、黒曜石製打製石鏃、下呂石製両極石器群、チャート製剥片

S-03Bc-1015 S-99Aa-1013

S-02Db-1004

S-02Cf-1001
S-01Db-1003 S-01Ab-1001

S-02Db-1005

S-01Ab-1004 S-01Ab-1005
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（４）石製品の使用痕分析（図3-2-48～図3-2
-52）
　朝日遺跡出土の石器を対象とし、顕微鏡を用い
た使用痕分析を実施した。分析資料は石錐・石
鏃・スクレイパー・石小刀・磨製石庖丁・磨製石
斧である。
　使用痕の観察は、まず肉眼とルーペ（10倍）
で摩滅痕・剥離痕・光沢等の有無を確認し、これ
らの痕跡が認められた石器は、顕微鏡による詳細
な観察を行った。使用した顕微鏡は、実体顕微鏡
（10～63倍）と金属顕微鏡（100・200・500倍）
である。実体顕微鏡は、摩滅の程度と範囲、規模
の大きな線状痕の有無と方向、光沢の有無などの
観察に用い、必要に応じてデジタルカメラで写真
を撮影した。金属顕微鏡は、光沢（ポリッシュ）
の詳細な観察、微細な線状痕の検出に使用し、実
体顕微鏡と同様にデジタルカメラで写真を撮影
した（図3-2-48～図3-2-52参照）。以下、各石
器の記述にあたっては、（実）実体顕微鏡と（金）
金属顕微鏡とに分け、観察レベルと観察結果の対
応に配慮した。

A．石錐  ……………………………………………
　機能部である錐先端の摩滅痕を中心に観察を
行った。
　S-99Aa-1015（図3-2-48-1・2）下呂石製。
先端部が若干摩滅し、丸みをおびている。（実）
摩滅は両側縁及び先端部に認められる。摩滅面は
丸みをもち、非摩滅部との境界は漸移的である。
線状痕は不明。（金）ポリッシュ、線状痕等は認
められない。（所見）被加工物、操作方法等は不
明である。
　S-99Ad-1001（図3-2-48-3・4）下呂石製。
先端部と基部の両側縁に摩滅痕が認められる。
（実）摩滅部は平坦な面として観察され、非摩滅
部との境界は明瞭に区別される。摩滅面には、直
交する細く鋭い線状痕が認められる。（金）摩滅
部は鈍い光沢をおびたやや平滑な面として観察さ
れる。線状痕は実体顕微鏡と同様である。（所見）

石などの硬い物質との接触によって生じた痕跡と
みられる。線状痕の方向から回転を伴う穿孔が推
定される。先端部だけでなく基部側も使用されて
いる。
　S-01Aa-1012（図3-2-48-5・6）下呂石製。
先端部がわずかに摩滅している。（実）側縁等の
稜上に摩滅痕が認
められる。摩滅部はやや丸みをおび、非摩滅部と
の境界は漸移的である。線状痕は不明。（金）光
沢は不明。線状痕は直交方向か。（所見）錐とし
ての使用が推定されるが、被加工物等は不明。
　S-01Aa-1013（図3-2-48-7・8）下呂石製。
先端部側縁に白色化した摩滅痕が観察される。
（実）摩滅部は平滑な面となっており、非光沢部
との境界は明瞭である。摩滅部全体が白色に風化
しているため線状痕は不明瞭だが、直交方向の痕
跡が認められる。（金）光沢及び線状痕は不明で
ある。（所見）実体顕微鏡の観察では、石などの
硬い物質との接触が想定される。
　S-01Ab-1014（図3-2-48-9・10） 下 呂石
製。先端部が摩滅し、丸みをおびている。（実）
摩滅範囲は漸移的で、摩滅程度もあまり発達して
いない。線状痕は不明である。（金）摩滅部はや
や丸みをおびており、その高所に平坦な光沢が貼
り付いたように観察される。光沢面は比較的平滑
だが、光沢縁辺はやや荒れている。光沢面上に直
交する線状痕が形成されている。（所見）光沢は
ＤあるいはＧタイプに類似する特徴をもってお
り、骨・角、貝などの比較的硬い物質を対象とし
た作業に用いられたと推定される。
　S-01Cb-1006（図3-2-49-11・12）下呂石
製。小型の石錐で、先端部と基部の側縁を中心に
白色化した摩滅面が形成されている。（実）摩滅
面はやや丸みをおび、非摩滅部との境界は漸移的
である。線状痕は不明。（金）光沢、線状痕とも
不明である。（所見）全体に風化が進んでおり、
使用痕の残存状況はよくない。被加工物等は不明
である。
　S-02Db-1004（図3-2-49-13・14）下呂石
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製。先端部に白色化した摩滅痕が認められる。
（実）摩滅面はきわめて平坦である。摩滅部は複
数の摩滅面により構成され、多面体状を呈してい
る。線状痕はわずかに観察されるが、方向は一定
ではない。（金）光沢、線状痕は観察できない。（所
見）風化が激しく使用痕の詳細は不明だが、実体
顕微鏡の観察からは回転を伴う錐としての使用方
法は否定され、石などの硬い物質に対し向きを変
えながら先端部をこすりつけるような操作方法が
想定される。
　S-02Db-1011（図3-2-49-15・16）チャー
ト製。先端部が潰れたように摩滅している。（実）
摩滅部は、微細な剥離痕が密集している。側縁の
剥離稜線上に光沢が形成されており、倍率を50
倍程度に上げると、光沢上に直交する線状痕が観
察できる。この状態は、石鏃S-01Db-1005で
観察されたものと類似する。（金）明瞭な光沢（ポ
リッシュ）が認められる。光沢は平坦で明るく、
貼り付いたような外観を呈する。光沢表面は滑ら
かで、縁辺は若干丸みをもっている。光沢面上の
線状痕は直交方向に観察される。（所見）光沢タ
イプは、Ｄタイプに類似する。光沢面が比較的滑
らかなことから、被加工物は水分を含んだ角・骨
などの可能性が高い。回転を伴う穿孔の機能が想
定できるであろう。
　S-02Dc-1009（図3-2-49-17・18）下呂石
製。先端部側縁に白色化した摩滅面が認められ
る。（実）摩滅部は平坦な面となっており、非摩
滅部との境界は比較的明瞭である。線状痕は直交
方向に認められる。（金）摩滅部は風化が著しく、
光沢、線状痕は不明である。（所見）被加工物は
不明だが、先端部を回転させる穿孔の機能が推定
される。
　S-02Dc-1017（図3-2-49-19・20）チャー
ト製。肉眼での摩滅痕は顕著ではない。（実）側
縁の剥離稜線上にわずかな摩滅と光沢が認められ
る。50倍程度に倍率をあげると、直交方向の線
状痕が観察できる。（金）稜線上に平坦な光沢面
が帯状に形成されている。光沢面は明るいが、表

面は若干荒れている。縁辺はやや丸みをもってい
る。光沢面上の線状痕は直交方向である。（所見）
Ｄタイプに近い光沢であるが、若干表面が荒れて
おり、典型的なものではない。角・骨など硬い物
質への穿孔が想定されるであろう。
　S-02De-1003（図3-2-50-21・22）下呂石
製。先端部側縁にわずかに白色化した摩滅面が認
められる。（実）摩滅面は若干丸みをおび、非摩
滅部との境界は漸移的である。線状痕は不明。
（金）光沢、線状痕とも不明である。（所見）摩滅
部の風化が著しく、被加工物、操作方法は不明で
ある。

B．石鏃  ……………………………………………
　石鏃の先端部には、石錐と同様な摩滅痕が観察
される場合があり、石錐への転用が想定されてい
る。ここでは、石鏃本来の使い方とは異なる痕跡
に着目しとりあげる。
　S-01Aa-1007（図3-2-50-23・24）チャー
ト製。石鏃先端部が折れており、この部分に摩滅
痕が認められる。（実）側縁の剥離の稜上にわず
かに摩滅痕が認められる。摩滅面はやや丸みをお
びるが、範囲は明瞭で、直交する線状痕を伴って
いる。（金）摩滅部は鈍い光沢をおびた面として
観察される。直交方向の線状痕が明瞭である。（所
見）先端部の破損後に摩滅痕が形成されている。
被加工物については不明。
　S-01Cb-1008（図3-2-50-25・26）サヌカ
イト製の長身鏃。先端部から身の中程まで側縁が
摩滅している。（実）摩滅面は平坦で、非摩滅部
との境界は明瞭である。線状痕は、側縁と平行
し、綿密でストロークは長い。（金）摩滅部は平
坦な面とし観察され、線状痕は側縁と平行方向に
形成されている。（所見）摩滅痕から石などの硬
い被加工物が想定される。ただし、穿孔によるも
のではなく、側縁を平行方向にこすりつけるよう
にして形成されたものと考えられる。
　S-01Da-1003（図3-2-50-27・28）下呂石
製。先端部側縁と基部側縁に白色化した摩滅面が
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認められる。（実）摩滅面はやや丸みをおび、非
摩滅部との境界は漸移的である。線状痕は不明。
（金）光沢、線状痕とも不明である。（所見）全体
に風化が進んでおり、使用痕の残存状況はよくな
い。被加工物等は不明である。
　S-01Db-1005（図3-2-50-29・30）チャー
ト製。先端部が潰れやや丸みをもっている。側縁
に沿って極狭い幅の光沢が認められる。（実）潰
れたようにみえるのは、微細な剥離痕が密集し、
全体に摩滅しているためである。側縁の剥離稜線
上に光沢が形成されており、倍率を50倍程度に
上げると、光沢上に直交する線状痕が観察でき
る。（金）明瞭な光沢（ポリッシュ）が認められる。
光沢は平坦で明るく、そぎ落としたような外観を
呈する。表面は比較的滑らかだが、ピットが多
く、縁辺は荒れている。鋭い無数の線状痕が直交
方向に認められる。また、光沢面上では、線状痕
と直交する方向に亀裂が走っている部分もある。
（所見）光沢タイプはＤまたはＧタイプに近い。
光沢縁辺が荒れ、そぎ落としたような外観はＧタ
イプに近いであろう。実験との対比では、貝ある
いは乾燥した骨・角で生じる痕跡に類似する。使
用痕の位置、線状痕から、先端部を回転させる穿
孔の機能が推定される。
　S-02Ac-1002（図3-2-51-31・32）下呂石
製。先端部側縁に白色化した摩滅痕が認められ
る。（実）摩滅部は比較的平坦な面となっている
が、非摩滅部との境界は漸移的である。線状痕は
不明。（金）風化が激しく、光沢、線状痕等は観
察できない。（所見）被加工物等は不明である。
　S-02Dd-1022（図3-2-51-33・34）チャー
ト製。先端部に摩滅痕が認められる。（実）側縁
の稜線上が摩滅している。摩滅面はやや丸みをお
び、非摩滅部との境界は漸移的である。線状痕は
側縁と直交方向にみとめられる。（金）摩滅部は
鈍い光沢に覆われた面となっており、全体に丸み
をおびている。線状痕は直交方向である。（所見）
回転を伴う穿孔の機能が想定される。

C．スクレイパー  …………………………………
　S-01Ab-1015（図3-2-51-35・36）:下 呂
石製。側縁に剥離痕がみられるが、実体顕微鏡・
金属顕微鏡とも有意な使用痕は認められない。
　S-02Dd-1019（図3-2-51-37・38）サヌカ
イト製。二次加工が施された側と反対の側縁に摩
滅痕が認められる。摩滅痕は縁辺に沿って形成さ
れている。（実）摩滅部は平坦な面となっており、
非摩滅部との境界は明瞭である。側縁に平行する
線状痕が観察される。（金）鋭い線状痕が平行方
向に認められる。（所見）摩滅痕は、石などの硬
い物質に側縁を平行方向に磨ったことによって生
じたものと推定される。

D．石小刀  …………………………………………
　S-02Db-1009（図3-2-51-39・40）サヌカ
イト製。微妙ではあるが、外反する先端部の剥離
稜が他に比して摩滅しているようにみえる。（実）
二次加工の剥離稜部が摩滅し、本来の鋭さを失っ
ている。線状痕は不明である。（金）摩滅部には
微細な凸凹がみられるが、有意な光沢は認められ
ない。摩滅部に刃縁と平行する方向性がみられ
る。（所見）先端部の摩滅痕が使用痕であるとい
う確証は得られなかった。石器の機能、被加工物
は不明である。

E．磨製石庖丁  ……………………………………
　完存する大型磨製石庖丁1点の観察を行った。
　S-99Aa-9（図3-2-52-41～44） 緑泥片岩
製。刃縁には幅約1mmの切り込みが2～5mm間隔で
並び、刃部は鋸歯状を呈している。器面の調整は
粗雑だが、刃縁は入念に研磨されており、刃縁と
平行あるいは斜行する研磨の擦痕が観察される。
（実）このレベルでは、明確な摩滅痕等は認めら
れない。鋸歯状の切り込みの内部には、刃縁に直
交するあらい線状痕が観察される。（金）刃縁に
明るい光沢（ポリッシュ）が確認される。光沢表
面は平滑で縁辺は丸みをもち、光沢部の輪郭は明
瞭である。光沢の分布範囲は表裏ほぼ対称で、最
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大で刃縁から20mm奥まで広がっており、パッチ
状の未発達な部分からパッチが連接し面的に広が
る部分まで漸移的に変化している。光沢が面的に
発達する部分では、光沢面上に刃縁と平行する線
状痕が確認できる。（所見）典型的な大型石庖丁
（大型直縁刃石器）の使用痕で、水分を含んだイ
ネ科等草本類を切断することで形成されたもので
ある。刃部を平行方向に操作するカットの機能が
推定される。刃縁に光沢が弱い部分が認められる
が、これは刃の研ぎ直しによって古い光沢がかき
消されたものと推定される。なお、刃縁の鋸歯状
の切り込みは、石などを用い、刃部正面から直交
方向に擦り切って刻み込まれたものである。

F．磨製石斧  ………………………………………
　サンプルとして、製扁平片刃磨製石斧4点の観
察を行った。
　S-99Aa-4（図3-2-52-45・46）ハイアロク
ラスタイト製。刃縁がわずかに摩滅している。
（実）微細な剥離痕と直交方向の太い線状痕が観
察され、両者が一体となって摩滅している。（金）
石材全体が光沢をおび、明確な使用痕光沢は観察
できない。刃縁に直交する溝状の線状痕が顕著で
ある。（所見）石器は刃と直交方向に操作され、
刃部全体が対象物と接触している。
　S-01Ab-4（図3-2-52-47・48）ハイアロク
ラスタイト製。刃部はあまり摩滅していない。
（実）刃部の剥離は顕著ではないが、若干摩滅し
ている。直交方向の線状痕が観察される。（金）
石材表面の反射が強く、使用痕光沢は認められな
い。剥離の縁辺が摩滅し、直交方向の線状痕が観
察される。（所見）石器は刃と直交方向に操作され、
刃部全体が対象物と接触している。
　S-01Ad-4（図3-2-52-49・50）ハイアロク
ラスタイト製。刃縁は若干摩滅している。（実）
微細な剥離痕と直交方向の太い線状痕が観察さ
れ、両者が一体となって摩滅している。（金）明
確な使用痕光沢は観察できない。刃縁に直交する
溝状の線状痕が認められる。（所見）石器は刃と

直交方向に操作され、刃部全体が対象物と接触し
ている。
　S-02Ae-1　ハイアロクラスタイト製。側縁に
擦り切りの溝が残されている。刃部はあまり摩滅
していない。（実）剥離痕はほとんどみられない。
刃縁はわずかに摩滅しており、直交方向の線状痕
が観察される。（金）明確な使用痕光沢は認めら
れない。線状痕は刃縁と直交方向に形成されてい
る。（所見）石器は刃と直交方向に操作され、刃
部全体が対象物と接触している。

（参考文献）
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試み-」『考古学雑誌』67-1　1-36頁

原田幹2003「石製農具の使用痕研究-収穫に関
わる石器についての現状と課題-」『古代』
第113号　115-138頁

御堂島正1988「使用痕と石材－チャート，サヌ
カイト，凝灰岩に形成されるポリッシュ－」
『考古学雑誌』74-2　1-28頁
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S-99Aa-1015

S-99Ad-1001

S-01Aa-1012

S-01Aa-1013

S-01Ab-1014

図3-2-48　石器の使用痕（1）
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S-01Cb-1006

S-02Db-1004

S-02Db-1011

S-02Dc-1009

S-02Dc-1017

図3-2-49　石器の使用痕（2）
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S-02De-1003

S-01Aa-1007

S-01Cb-1008

S-01Da-1003

S-01Db-1005

図3-2-50　石器の使用痕（3）
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S-02Ac-1002

S-02Dd-1022

S-01Ab-1015

S-02Dd-1019

S-02Db-1009

図3-2-51　石器の使用痕（4）
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S-99Aa-9

S-99Aa-4

S-01Ab-4

S-01Ad-4

S-02Ae-1

図3-2-52　石器の使用痕（5）
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（1） はじめに
　朝日遺跡では、1972～79年度の愛知県教育
委員会および、1981年度の（財）愛知県教育
サービスセンター、1985～89年度の（財）愛知
県埋蔵文化財センターによる発掘調査で、これ
まで500点以上の木製品が出土している（愛知
県教育委員会1982・愛知県埋蔵文化財センター
1992）。
　本書では、1998～2003年度の調査で出土した
646点の木製品について報告をおこなう。ただ
し、これら大量の木製品について、従来の報告書
と同様に、1点ずつその特徴を記載することは紙
幅の都合上困難である。そのため、それぞれの木
製品の器種名・出土遺構・所属時期・法量・特徴・
樹種などは、付録のDVDに収録される一覧表に
記載することとする。
　ここでは、時期（出土遺構）ごとに記述を進め、
既報告分もふくめて各時期における木製品（特に
未成品）の出土地点、器種組成の変遷、さらには
遺構別の器種組成に注目しつつ、そこから朝日遺
跡における木製品の生産・消費のあり方を描き出
すことに主眼をおきたいと考える。

（2） 出土木製品の概要
Ａ．朝日2・3期（弥生中期前葉） …………………
　2・3期に属する木製品は、本報告分で22点、
既報告分と併せると70点になる。
　今回報告分では、99Bb区NR01の13点、02Cf
区SD03下層の6点が比較的まとまった出土量で
ある。前者の遺構からは直柄平鍬未成品（001）・
ヒノキ板目材（011）など、原材および製作途上

品が出土している。99Bb区NR01（谷A）の北
東側には、3期の銅鐸・玉・朱・ベンガラなどの
製作工房の存在が想定されており、木製品もこの
一連の工房施設内で製作されていた可能性が高
い。
　後者の遺構（南居住域南環濠）でも、サカキの
丸太材やスギ・ヒノキの板材などがあり、既報告
分では、60B区SDIVa（南居住域北環濠）で直柄
平鍬、61A区SDIVaで横斧柄、SD364（北居住
域内環濠）で匙などの未成品が出土していること
から、99Bb区付近の工房施設に限らず、朝日遺
跡集落域の各所で木製品の製作がおこなわれてい
たと考えられる（図3-3-44）。
　このほか当該期の希少品としては、SD364
（北居住域内環濠）から儀杖・高杯、SD180-I
（南居住域区画大溝）からは儀杖・剣形、61E区
SD20からは脚付鉢などが出土している。前述の
匙未成品もふくめれば、北居住域周辺に希少品が
やや集中する傾向が認められる。

Ｂ．朝日4・5期（弥生中期中葉） …………………
　4・5期に属する木製品は、本報告分で91点、
既報告分と併せると、218点になる。
　出土遺構別では、01Ad区SD15中・下層（4期）
が14点、02Ad区SD09（4期）が6点、01Ad区
SD11（5期）が16点、同SD13（5期）が12点、
同SD15上層（5期）が13点、01Ae区SD05（5期）
が11点が比較的まとまった出土例である。
　本報告分での未成品・原材は、01Ac区でクヌ
ギ節ミカン割り材（118）、01Ad区SD15中・下
層で横斧柄（089）、同SD13で一木平鋤（136）、

木製品木製品Ⅲ 3
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            001
アカガシ亜属

  011
ヒノキ

            006
アカガシ亜属

  009
ヒノキ

99Bb区 NR01ほか（弥生中期前葉）

1/6
0 30cm   002

ヒノキ

010
スギ

      003
エノキ属

       004
ヤナギ属

図3-3-1　木製品（1）
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SD15上層で横斧柄（152）・クヌギ節ミカン割り
材（163）・クリ板目材（164）、01Ae区SD05で
スギ・ヒノキの板目材（173・174）がある。こ
れらはいずれも北居住域をめぐる環濠で、逆茂木
をともなっていた。
　過去の調査では、SD335（北居住域環濠）でコ
ナラ節丸太材、SD363（北居住域内環濠）でア
カガシ亜属ほかのミカン割り材・横斧柄、61A区
SX02（北居住域外環濠）で広葉樹ミカン割り材・
直柄平鍬2点、旧河道C（谷A）で直柄平鍬など

の未成品・原材、61H区SDX（南居住域区画溝）
で広葉樹？の板が、出土している。このほか加工
具では、61A区SX02と63D区SD06（北居住域環
濠）から横斧柄が出土している（図3-3-45）。
　このうち61H区のSDXを除くと、すべて谷Aに
面した北居住域の環濠（ないしは谷A北岸）であ
り、南居住域周辺や東墓域周辺では完成品は出土
しても未成品がほとんど出土しないことから、こ
の時期の木製品生産は北居住域に接した谷Aの北
岸周辺で集中的におこなわれていたようである。

02Cf区 SD03（弥生中期前葉） 

03Bd区 SD02                   
（弥生中期前葉～中葉前半） 

1/
6 
0 

30
cm
 

015 
針葉樹 

 

017 
   ヒノキ 

016 
針葉樹 

048 
スギ 

   049 
ネズコ 

050 
スギ 

図3-3-2　木製品（2）
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　特記すべき木製品として、まず前述のクヌギ節
ミカン割り材2点（118・163）とクリ板目材（164）
はいずれも全長が80cm前後と揃っている点が興
味深い。これらの原材には、分割の際に用いたク
サビ（箭）の痕跡が残っていた。01Ad区SD15
中・下層からは、スギ板目材の楯（092）、イヌ
ガヤの木鏃（093）、内外面に赤彩をほどこした
クワ属の鉢（094）が出土している。このうち、
鉢は口縁部外面付近に幅約4cmの突帯をめぐら
せ、ここに4単位で一周する凹字状の沈線を6～7
条彫り込んでいる。同SD15上層からはクスノキ
科の高杯あるいは鉢の口縁部（154）とアスナロ
の丸木弓（153）、01Ae区SD05からはサワラと

スギの武器形（167・168）が出土している。弓
はこのほかにも01Ad区SD17（103：4期）と同
SD11（120：5期）があり、うち120は樹皮を巻
いた飾り弓である。02Ad区SD08（北居住域内
環濠：4期）からは木鏃（108）が出土している。
　既報告分では、SD363（北居住域内環濠）で
高杯脚部と赤彩の飾り弓、旧河道C（谷A北岸）
で赤彩の飾り弓、61A区SX02でケヤキの鉢と透
し入りの高杯脚部、61E区SD04（北居住域外環
濠）から木鏃、同じく61E区SX01からケヤキの
横杓子が出土しており、いわゆる優品も北居住域
の周辺に多い。

026 
ヒノキ 

      025 
アスナロ 

024 
マキ属 

023 
アカガシ亜属 

      029 
クヌギ節 

01Aa区 SD16最下層-1 
（弥生中期前葉～中葉前半） 

1/6 
0 30cm 

図3-3-3　木製品（3）
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      030 
クヌギ節 

      031 
クヌギ節 

   027 
マキ属 

01Aa区 SD16最下層 -2 
（弥生中期前葉～中葉前半） 

1/
6 
0 

30
cm
 

図3-3-4　木製品（4）
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01Aa区 SD16（弥生中期前葉～中葉前半）

1/6
0 30cm

039 
樹皮 

033 
クリ 

037 
スギ 

043 
スギ 

038 
スギ 

042 
エノキ属 

040 
ヒノキ 

035 
アカガシ亜属 

034 
ヒノキ 

図3-3-5　木製品（5）
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Ｃ．朝日6期（弥生中期後葉） ……………………
　6期の木製品は、本報告分で130点、既報告分
を併せると185点になる。
　出土遺構別では、99Ae区SD02（NR01）で
14点、99Ce区SD07で4点、01Ad区NR02中 層
で22点、同NR02上層で42点、同SK04で9点な
どが比較的まとまった出土例である。
　まず未成品・原材は、01Ad区NR02中層から
横斧柄（266）、同NR02上層から直柄平鍬（287）・

一木櫂（296）、同SD07からサワラの板目材
（339）、同SK08から直柄小型鍬（351）、01Ae
区SD04上層でスギの残材（362）、02Cc区SD06
でアカガシ亜属の丸太材（372）が出土してい
る。うち339には、木口面に鉄製工具による加工
痕が明瞭に遺存している。加工具でも、01Ad区
NR02上層と同SK04から袋状鉄斧の柄（295・
340）が出土しており、この時期から鉄製工具が
急速に普及したことをうかがわせる。

054 
スギ 

055 
スギ 

　060 
マキ属 

02Ad区 南トレンチ2 
（弥生中期前葉～後葉） 

01Ab区 SK192（弥生中期前葉～中葉後半） 

1/6 
0 30cm 

図3-3-6　木製品（6）
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   089 
サカキ 

094（S=1/3） 
クワ属 

092 
スギ 

093（S=1/3） 
イヌガヤ 

090 
スギ 

091 
スギ 

098 
スギ 

099 
スギ 

01Ad区 SD15中・下層（弥生中期中葉前半） 

1/3 
0 15cm 

1/6 
0 30cm 

図3-3-7　木製品（7）
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      106 
クヌギ節 

107  スギ 

        108 
（S=1/3） 
 ヒノキ科 

112 
スギ 

114 
スギ 

113 
スギ 

   103 
マキ属 

01Ad区 SD17 
（弥生中期中葉前半） 

            086 
アカガシ亜属 

01Aa区 SD16貝層a上層 
（弥生中期中葉前半） 

   088 
 ヒノキ 

   087 
ケヤキ 

01Ad区 SD14下層 
（弥生中期中葉前半） 

      105 
ミズキ属 

02Ad区 SD04 
（弥生中期中葉前半） 

02Ad区 SD07（弥生中期中葉前半） 
02Ad区 SD08 
（弥生中期中葉前半） 

02Ad区 SD09（弥生中期中葉前半） 

1/6 
0 30cm 

1/3 
0 

15cm
 

図3-3-8　木製品（8）
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　過去の調査では、61A区SX03で直柄平鍬未成
品・広葉樹ミカン割り材と横斧柄2点、同谷Aで
直柄平鍬未成品、60A区谷Aで縦斧柄、60E区
谷Aで直柄平鍬未成品、61M区谷Aから縦斧柄、
61T区SZ301北溝から直柄平鍬未成品2点など、
谷Aを中心としつつもかなり広範囲で未成品・原
材・加工具が出土している（図3-3-46）。なかで
も、61T区SZ301北溝は5期に属する超大型方形
周溝墓の周溝を利用していることから、4・5期
における北居住域南辺での集中的な木製品生産と
は大きく様相が異なる。この時期、朝日遺跡では
4・5期の環濠が埋没し、複数の小規模な居住域
と墓域がセットになって谷Aの南北に展開する集
落景観となる。未成品・原材・加工具出土地点の
バラつきは、これら複数の居住域がそれぞれの集

団ごとに木製品の製作をおこなっていた可能性を
示唆している。また、この時期は直柄平鍬の柄孔
をあける直前段階の未成品が比較的多く出土する
が、さらにその前段階にあたるアカガシ亜属やコ
ナラ節・クヌギ節のミカン割り材・板材が全くみ
られない点も重要である。
　この時期の特殊な木製品の出土事例としてまず
挙げるべきは、99Ce区のSD07から出土した一
群である。点数はわずか4点にすぎないが、すべ
てが弓である点はきわめて特異といえる。この
99Ce区SD07は、複数の居住域・墓域群すべて
の南限を区画する溝であることから、当該期の集
落群全体の防御にかかわる遺物群である可能性が
考えられる。
　99Ae区SD02からは、威儀具あるいは武器の

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

9.3cm 9.3cm 12.2cm 8.7cm 10.7cm 10.4cm 

   181 
ヒノキ 

   182 
　ヒノキ 

01Ca区 NR01-5層　最下層（弥生中期中葉前半～松河戸II式期） 

178 
スギ 

01Ad区 T5 
（弥生中期中葉前半 
            　　～後葉） 

076 
スギ 

01Ad区 西トレンチ 
（弥生中期前葉～ 
　　　　　古墳前期） 

1/6 
0 30cm 

図3-3-9　木製品（9）
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      137 
クヌギ節       136 

クヌギ節    138 
ヒノキ 

       139 
    針葉樹 
（モミ属?） 

141 
スギ 

142 
スギ 

      148 
クヌギ節 

   149 
マキ属 

　　147 
エゴノキ属 

01Ad区 SD13 
（弥生中期中葉後半） 

01Ad区 SD14（弥生中期中葉後半） 

1/
6 
0 

30
cm
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柄（247）と糸枠状の穿孔棒（251）が出土し
ている。いずれも樹種はイヌガヤの芯持材であ
る。247は一見、古墳前期の団扇形木製品（鈴木
2003）に似ているが、上半部を欠損しているた
めに全形は不明。251は古墳中期以降に認められ
る糸枠（東村2004）に平面形はきわめて似てい
るが、穿孔の方向や断面形が異なることから糸枠
ではないと考えられる1）。
　01Ad区NR02上層からは、愛知県下で初めて
の戈形（298）が出土した。アスナロの板目材を
用いている。このほかに、直柄小型鍬が2点出土
している。うち1点（290）は身部下半の両側縁
に段をつくり出しており、しかも通常の小型鍬
（289）に較べてきわめて薄いつくりとなってい
る。おそらく、両端を折り曲げた方形の鉄刃を装

着したものとおもわれる。　
　弓は01Ad区NR02中層（267～269）、同NR02
上層（299～301）、同SX01（356）、02Bg区NR03
（368）、03Bb区SD04（374）から出土しており、
うち374と前述の99Ce区SD07出土の263は樹皮
を巻いた飾り弓である。263には黒色物質も塗布
されている。
　これまでの調査では、61A区SX03から楯、
61H区のSE01・02・04では大型の把手臼を穿孔
して井戸枠としている。なかでもSE02は、臼を
3段重ねにし、直柄平鍬1点も補助に用いている。
　当該期の木製品を出土地点ごとにみると、旧北
居住域側の谷A付近（01Ad区）に優品が多く、
谷Aをはさんで対岸の61A区SX03がそれに次
ぐ。これら出土地点における木製品の組成の優劣

01Ad区 SD15上層-1（弥生中期中葉後半） 

1/6 
0 30cm 

      153 
 アスナロ 

152 
サカキ 

     154 
 クスノキ 

155  スギ 

      158 
 ヒサカキ 

図3-3-11　木製品（11）
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切り出す 

クサビ クサビ 

クサビ 

イキ 

      163 
クヌギ節 

クサビ痕 
枝・節部分抜け 

クサビ痕 

段有 

外側やや整形　

外側より切り出す 
加工痕明瞭 

加工具幅3.4cm 

164 
クリ 

01Ad区 SD15上層-2（弥生中期中葉後半） 

1/6 
0 30cm 

図3-3-12　木製品（12）
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   165 
針葉樹 

   166 
アカガシ亜属 

168 
スギ 

   167 
サワラ 

169 
スギ 

   174 
ヒノキ 

173 
スギ 

   171 
ヒノキ 

172 
ヒノキ 

01Ae区 SD04下層 
（弥生中期中葉後半） 

01Ae区 SD05（弥生中期中葉後半） 
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0 
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図3-3-13　木製品（13）
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      118 
クヌギ節 

119 
スギ 

121 
スギ 

      120 
アスナロ 

01Ad区 SD11 
（弥生中期中葉後半） 

01Ac区 SD02（弥生中期中葉後半） 

1/
6 
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図3-3-14　木製品（14）
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      200 
クヌギ節 

      201 
クヌギ節 

      202 
クヌギ節 

着
装
痕
 

   204 
マキ属       203 

    針葉樹 
（マキ属?） 

      208 
クヌギ節 

      209 
クヌギ節 215 

スギ 

      199 
クヌギ節 

　　　　207 
アカガシ亜属 

01Ae区 SD03（弥生中期中葉後半～後葉） 

01Ae区 西トレンチ 
（弥生中期中葉後半 
                  ～後葉） 

01Ae区 南トレンチ 
（弥生中期中葉後半～後葉） 

1/
6 
0 

30
cm
 

図3-3-15　木製品（15）
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は、前述の各居住域（集団）間における力関係の
差を示している可能性がある。

Ｄ．朝日7期（弥生後期） …………………………
　7期の木製品は、本報告分で45点、既報告分を
併せると89点になる。

　出土遺構別では、02Ag区SD01が14点で最も
多く、02Bg区NR01から6点、01Ad区SD01下層
ならびに同SD02から4点が出土している。
　まず、未成品・原材などは、01Aa区SD08（北
居住域溝）のヒノキ節板材（387～389）、01Ad
区SD02（北居住域環濠）のクヌギ節柾目材

ク
サ
ビ
痕
か
？
 

ク
サ
ビ
痕
か
？
 

      222 
コナラ節 

01Ae区 検 II 
（弥生中期中葉後半～後葉） 

183 
ヒノキ科 

      186 
クヌギ節 

      185 
 クスノキ 

01Ad区 SD09 
（弥生中期中葉後半 
　　　　　　～後葉） 

　　197 
 ヒノキ属 

1/6 
0 30cm 

01Ad区 SD08 
（弥生中期中葉後半 
　　　   　　～後葉） 

01Ad区 SX02 
（弥生中期中葉後半 
　　　   　　～後葉） 

図3-3-16　木製品（16）
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   223
サワラ

224
スギ

225  スギ

 226
ヒノキ

  227
針葉樹

231
ヒノキ

  230
ヒノキ

229
クリ

      228
クヌギ節

232
ヒノキ

233
コウヤマキ

236
スギ

01Df区 SD01
（弥生中期中葉後半～後葉）

02Ab区 SD01
（弥生中期中葉後半～後葉）

02Ac区 SD01（弥生中期中葉後半～後期）

1/6
0 30cm

図3-3-17　木製品（17）
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     251 
イヌガヤ 

     247 
イヌガヤ 

   248 
マキ属 

      245 
イヌガヤ 

246 
         カマツカ属 

99Ae区 SD02（弥生中期後葉） 
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   249 
マキ属 

    250 
マキ属 

254 
スギ 

図3-3-18　木製品（18）
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（386）、02Ag区SD01（北居住域環濠）のクリ板
目材（399）、アカガシ亜属半裁丸太材（402）、
ヤブツバキ・ミズキ属・アカガシ亜属・エノキ
属・エゴノキ属の丸太材（403～408）、エゴノキ
属・サクラ属の残材（400・401）、同NR01中層
のヒノキミカン割り材（377）・コナラ節丸太材
（379）、02Bg区NR01（谷A）のヒノキの板（410
～412）、ヒノキ残材（414）、同NR02（谷A）
の一木掘り棒（420）など、再び北居住域の環濠

および谷Aから集中的に出土するようになる。ま
た、02Bg区SD01（北居住域外環濠）からは朝
鮮半島産とみられる袋状鉄斧が出土している。こ
の鉄斧には木質部が残存していたことから、実際
に木製品の加工に使用されていたようである。
　過去の調査では、SD367（北居住域環濠）から
ミカン割り材（樹種不明）と袋状鉄斧の柄、60E
区谷Aから同じく袋状鉄斧の柄が2点、61A区の
谷Aからコナラ節の板材（直柄平鍬未成品）と袋

      261 
イヌガヤ 

      262 
イヌガヤ 

表面黒色物質塗付 

   263 
カマツカ属 

      260 
イヌガヤ 

99Ce区 SD07（弥生中期後葉） 
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8 
0 
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図3-3-19　木製品（19）
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状鉄斧柄、61A区SDI（谷A南側の大溝）から一
木平鋤の未成品が出土している（図3-3-47）。
　以上、この時期の未成品・原材・加工具は、
02Bg区を除けば、ほとんどが北居住域の環濠と

谷Aから出土しており、4・5期と似たような状
況を呈する。ただし、4・5期の未成品・原材は
北居住域縁辺でも特に谷A北岸に集中するのに対
し、この7期では、北居住域の環濠内からまんべ

   271 
針葉樹 

     265 
ムクノキ 

  266 
サカキ 

276 
イヌガヤ 

   270 
ヒノキ 277 

スギ 

   278 
ヒノキ 

   267 
マキ属 

   269 
ヒノキ 

   268 
マキ属 

275 
針葉樹 

01Ad区 NR02中層（弥生中期後葉） 
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287  アカガシ亜属 

           289 
クヌギ節（身） 
ヒサカキ（柄） 

            288 
アカガシ亜属 

抉り有 段有 
抉り有 

鉄製刃先 
着装部分？ 

            290 
アカガシ亜属 

     291 
ヒサカキ 

     292 
クヌギ節 

 293  クヌギ節 

     294 
 ムクノキ 

01Ad区 NR02上層-1（弥生中期後葉） 

1/6 
0 30cm 

図3-3-21　木製品（21）
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296（S=1/8） 
サカキ 

　299 
マキ属 

295 
クヌギ節 

   316 
ヒノキ 

      314 
ヒノキ科 

      298 
アスナロ 

297 
スギ 302 

スギ 

　　300 
 イヌガヤ 

   301 
マキ属 

01Ad区 NR02上層-2（弥生中期後葉） 
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図3-3-22　木製品（22）
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  338 
ヒノキ 

  339 
サワラ 

                  340  
アカガシ亜属（身） 
         サカキ（柄） 

341 
マキ属 

344 
スギ 

  343 
ヒノキ 

　359 
ムクロジ 

01Ae区 SD04上層 
（弥生中期後葉） 

            350 
アカガシ亜属 

            352 
ヤシャブシ節 

      353 
アスナロ 

            351 
アカガシ亜属 

01Ad区 SK08 
（弥生中期後葉） 

溝
有

   356 
マキ属 

01Ad区 SD06 
（弥生中期後葉） 

01Ad区 SD07（弥生中期後葉） 

01Ad区 SK04（弥生中期後葉） 

1/6 
0 30cm 

01Ad区 SX01
（弥生中期後葉）

図3-3-23　木製品（23）
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02Bg区 NR03上層 
（弥生中期後葉） 

02Bg区 SK01（弥生中期後葉） 

02Cf区 SK10 
（弥生中期後葉） 

03Bb区 SD04 
（弥生中期後葉） 

1/6 
0 

30cm
 

98Ce区 SK01 
（弥生中期？） 
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368 
イヌガヤ 
（S=1/8） 

 369 
 スギ 

打痕 

使
用
 使

用
 

371 イヌガヤ 

373  
マツ属複維管束亜属 

374 
　　　イヌガヤ? 

382  キハダ 

         380 
トネリコ属 

01Ad区 T6 
（弥生中期） 

図3-3-24　木製品（24）
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417 
ケヤキ 

416 
クリ 

            383 
アカガシ亜属 
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クヌギ節 

01Ad区 SD01下層（弥生後期） 

01Ad区 SD02 
（弥生後期） 
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       403 
ヤブツバキ 

404 
ミズキ属 

           405 
アカガシ亜属 

02Ag区 SD01-1 
（弥生後期中葉） 
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図3-3-26　木製品（26）
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395（S=1/12） 
ヒノキ 

　396 
ヒノキ 

      406 
エノキ属 
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エノキ属 

02Ag区 SD01-2（弥生後期中葉） 
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図3-3-27　木製品（27）
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んなく出土しているのが特徴といえる。
　未成品・原材・加工具以外では、01Ad区SD02
から泥除け具（383）、03Bb区SD03から輪カン

ジキ型田下駄の足板（068）が出土しており、こ
の時期から掘削具・農具の組成が低湿地（湿田？）
に対応するように変化したことがわかる。

02Bg区 NR01     
（弥生後期中葉） 

02Bg区 NR02（弥生後期） 

02De区 SD01     
（弥生後期中葉） 

03Bb区 SD03                    
（弥生中期前葉～後期中葉） 

1/6 
0 30cm

      409 
コナラ節 
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ツブラジイ 

  422 
ヒノキ 
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針葉樹 

輪カンジキ痕 

輪カンジキ痕 
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スギ 
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スギ 
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カエデ属 
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スギ 

01Ae区 T1 
（弥生後期～古墳前期前半） 
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03Ca区 NR02-1（廻間 I 式期） 
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03Ca区 NR02-2 
（廻間 I 式期） 
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470 
ミズキ属 

　479 
広葉樹 

　　　　471 
アカガシ亜属 

　　　　472 
アカガシ亜属 

　　　　473 
アカガシ亜属 

　　　474 
アカガシ亜属 

　　　　475 
アカガシ亜属 

477 
クヌギ節 

　　469 
コナラ節 

476 
ムラサキシキブ属 

図3-3-30　木製品（30）
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03Ca区 NR02-3（廻間 I 式期） 

1/8 
0 

40cm
 

516 
コナラ節 

　　517 
コナラ節 

　　518 
ムクノキ 

図3-3-31　木製品（31）
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　過去の調査では、61E区SD22（北居住域環
濠）から人形（木偶）、60B区SDI（谷A南側の
大溝）から赤彩をほどこした楯2点が出土してい

る。また、61A区SDIでは伊勢湾型曲柄平鍬（樋
上2000a・b）、61H区谷Aでは同二又鍬が出土し
ている。未成品・原材・加工具は北居住域に集中

　　509 
クヌギ節 

　　512 
カエデ属 

　　　　511 
アカガシ亜属 

　　510 
コナラ節 

　　　495 
ツブラジイ 

03Ca区 NR02-4（廻間 I 式期） 

1/
8 
0 

40
cm
 

図3-3-32　木製品（32）
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するが、木製品そのものは南居住域環濠や谷A東
側（旧河道D）など、多くの地点で出土するが、

量的には4・5期や6期にはおよばない。

03Ca区 NR02-5（廻間 I 式期） 

1/3 
0 15cm 

514 
エノキ属 

　502 
ヒノキ 

　　503 
ムクロジ 

505 
ヒノキ科 

図3-3-33　木製品（33）
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Ｅ．朝日8期（廻間 I ～III式期） …………………
　廻間 I 式期の木製品は、本報告分で95点、既
報告分を併せると182点となる。

　出土遺構別では、03Ca区NR02が最も多く57
点を数え、以下01Ae区SD01の17点、01Ad区
NR01の8点が続く。

      453
イヌガヤ

   454
ケヤキ

   455
サカキ

01Ca区 NR01-16～18層（廻間 I 式期） 

1/8 
0 

40cm
 

図3-3-34　木製品（34）
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438 
スギ 

436 
スギ 

   437 
モミ属 

520 
スギ（身・脚） 
ヒノキ（補強材） 

01De区 NR01（廻間 I ～ III 式期） 

01Ae区 SD01（廻間 I 式期） 

1/6 
0 30cm 

図3-3-35　木製品（35）
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　原材は、03Ca区NR02（谷B）でコナラ節・ム
クノキの丸太材（516～518）、クヌギ節・コナラ
節・アカガシ亜属・カエデ属のミカン割り材（509
～512）、エノキ属の半裁丸太材（514）、ムクロ

ジの板目材（503）、ヒノキ・ヒノキ科・サワラ
の残材（501・502・505・507）、01Ad区NR01
でヒノキ柾目材（428・429）・ヒノキ科板目材
（427）・イヌガヤ残材（431）、01Ae区SD01（北

上下　ひぶくらはぎ 
左右　そぎ継ぎ 

522  アカガシ亜属 

   523 
カキ属 

99Cd区 SD01（廻間 I ～宇田式期） 

1/6 
0 30cm 

図3-3-36　木製品（36）
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居住域環濠）でクリ芯持材（444）、ムクロジ丸
太材（446・447）、スギ・ヒノキ・モミ属・モ
クレン属板目材（438・439・441・443・445）、
ヒノキ柾目材（440）、ヒノキ残材（442）など、

これまで木製品のなかった谷Bを中心に、大量に
出土しているが、一方で未成品は全く認められな
い。
　過去の調査では、加工具に61A区谷Aで袋状鉄

      525 
エノキ属 

541 
スギ 

542  スギ 

   524 
サカキ 

   543 
ヒノキ 

01Ae区 SD02-1（廻間 II 式期） 

1/6 
0 30cm

01Ca区 NR01（谷）1層 
（廻間 II 式期） 

      554 
コウヤマキ 

図3-3-37　木製品（37）
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      528 
イヌガヤ 

   529 
ヒノキ 

   526 
ヒノキ 

　534 
散孔材 

   530 
ヒノキ 

　　531 
アカマツ 

　535 
環孔材 

532  アカマツ 

      533 
アカマツ 

  536 
ヒノキ 

01Ae区 SD02-2（廻間 II 式期） 

1/
8 
0 

40
cm
 

図3-3-38　木製品（38）
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斧の柄が1点あるのみで、未成品・原材の出土事
例はない（図3-3-48）。
　製品では、03Ca区NR02で加工具の痕跡が明
瞭に残る泥除け具の完形品（463）のほか、曲柄

多又鍬刃部（465）、鍬膝柄（467）、弓（468）、
建築部材？（513）と多数の杭（469～481）が
あるほかは、01Ae区SD01や01Ca区NR01など
で杭が若干出土しているのみで、生活に関連する

     556 
ムクノキ 

  557 
ヒノキ 

            555 
アカガシ亜属 

560 
スギ 

   558 
ヒノキ 

   559 
クワ属 

01Ad区 SD01上層（廻間 III 式期） 

1/6 
0 

30cm
 

図3-3-39　木製品（39）
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   589 
ヒノキ 

            590 
アカガシ亜属 

588 
スギ 

            596 
アカガシ亜属 

591 
カヤ 

   601 
モミ属 

     603 
ヒノキ科   604 

サワラ 

597 
スギ 

   602 
ヒノキ 

03Ca区 NR01-1（松河戸 II 式期） 

1/6 
0 30cm 

図3-3-40　木製品（40）
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   617 
ヒノキ 

加工具幅3.2ｃm 
鉄器使用 

      634 
エノキ属 

  612 
ヒノキ 

   618 
イヌガヤ 

  621 
ヒノキ 

632  サワラ? 

  630 
ヒノキ 

  620 
ヒノキ 

 631 
サワラ 

03Ca区 NR01-2（松河戸 II 式期） 

1/6 
0 30cm 

1/3 
0 15cm 

図3-3-41　木製品（41）
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木製品は61A区SX02の赤彩をほどこした高杯以
外にほとんどみられない。
　廻間II式期の木製品は、今回の報告書分のみで
36点を数える。出土遺構は01Ca区NR01が1点

で、他はすべて01Ae区SD02である（30点）。
　未成品・加工具はなく、アスナロ・ヒノキ・コ
ナラ節残材（549・550・552）のほか、スギ・
ヒノキ・クリなどの板や丸太材が01Ae区SD02

03Ca区 NR01-3 
（松河戸 II 式期） 

1/
8 
0 

40
cm
 

      594 
   ヒサカキ 

      592 
サクラ属 

　　　595 
エゴノキ属 

     593 
トチノキ 

図3-3-42　木製品（42）
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02Ba区 SD01（松河戸 II 式期） 

  571 
サワラ 

上面 
足形残る 

上面全面炭化 輪カンジキ痕 

輪カンジキ痕 

輪カンジキ痕 

別材横木組み合わせの 
痕跡有り 

02Ae区 SD01 
（松河戸 II 式期） 

  562 
ヒノキ 

  568 
ヒノキ 

  635 
ヒノキ 

　　640 
コナラ節 

02Bd区 SD01（松河戸 II 式期） 

     584 
トチノキ 

02Ag区 南トレンチ（中世？） 

   644 
ヒノキ 

1/6 
0 30cm

03Ca区 NR02-1層 
（松河戸 II 式期） 

図3-3-43　木製品（43）
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（谷Aを切る溝）から出土している。
　この01Ae区SD02からは鍬膝柄（524）・槽
（525）・ 穿 孔板（541・543）・ 杭（528～535）
などが、また01Ca区NR01からはコウヤマキの
梯子（554）が出土している。
　廻間III式期の木製品も本報告分のみで、01Ad
区SD01上層（7期の北居住域環濠の上層）から
7点出土している。一木掘り棒（555）・クサビ
（556）・丁寧な加工痕のある薄板（557）・杭（558）
などがある。
　また、時期は限定できないが、01De区NR01
から大型の槽（520）が出土している。スギの板
目材で、底部に2条の蟻溝をほどこす。この蟻溝
には、同じくスギの板目材を用いた低い脚がはめ
込まれている。さらに身部の短辺上面には片側に
のみ浅い蟻溝を入れて、ヒノキの薄板がはめ込ま
れている。使用時の破損などにともなう補強材と
おもわれる。時期は廻間 I ～III式期。

Ｆ．朝日9期（松河戸II式期） ………………………
　9期の木製品は、本報告分のみで、79点出土し
ている。
　出土遺構別の内訳は03Ca区NR01が47点で最
も多く、02Ba区SD01が13点、02Ae区SD01が9
点、03Ca区NR02が6点、02Bd区SD01が4点 と
なっている。
　未成品・加工具はなく、原材は03Ca区NR01
（谷B）でエノキ丸太材（634）、ヒノキ柾目材
（617）、ヒノキ板目材（612）、ヒノキ・サワラ・
アスナロ・イヌガヤ・モミ属・エノキ属の残材（618
～633）、同NR02（谷B）でコナラ節丸太材（640）
とヒノキ残材（635）、02Ba区SD01（旧北居住
域北東側の溝）でアカガシ亜属・ヤブツバキ・エ
ノキ属・ミズキ属の丸太材（579～583）と樹種
不明のミカン割り材（578）、02Ae区SD01（旧
北居住域北東側の溝）でコナラ節・クリの丸太
材（569・570）とヒノキ残材（568）、02Bd区
SD01（7期の北居住域環濠上層）でヒノキ残材
（585～587）が出土している（図3-3-49）。

　製品では、03Ca区NR01で田下駄枠木（588）、
編台を転用した田下駄足板（589）、横杵搗き部
（590）、有頭棒（596）、不明部材（591）、柱？
（592）、杭（593～595）が、02Ba区SD01から
やはり転用材の輪カンジキ型田下駄足板（571）、
02Bd区SD01で鍬or掘り棒の身部（584）、02Ae
区SD01で有抉棒（562）がある。このほか、廻
間 I 式期から宇田式期までのやや時期幅をもつ
資料として99Cb区SD01（谷B）からヒノキの丸
棒（521）、99Cd区SD01（旧南居住域南東の溝）
から壁板（522）と出ホゾをもつ建築部材（523）
が出土している。
　この時期の木製品出土地点は廻間 I 式期と同様
に、広範囲に分布しており、ほぼすべての遺構に
原材や残材がともなう点に特徴がある。また横杵
のように、8期後半（廻間II・III式期）にはなかっ
た生活用具が認められる点は注意を要する。

Ｇ．時期不詳  ………………………………………
　ここまで触れてこなかった、時期が限定できな
い木製品について、特に重要とおもわれるものの
み触れておく。
　01Ab区SK192（2～6期）から、スギの芯持
材を用いた柱（054）が出土している。直径約
20cmで、下端部付近には、運搬時の細工とおも
われる幅広の溝がめぐっている。
　01Ca区NR01（4～9期）からは、残存長約
85cmの編台（181）が出土している。
　01Ae区SD03（5～6期）からは、組合せ平鋤
身（199）、竪杵未成品（200）、同製品（201・
202）、クヌギ節ミカン割り材（208）が出土して
いる。
　02Ac区SD02（5～7期）からは、愛知県下初
例となるクヌギ節の木庖丁（228）のほか、アカ
カキ（229）、木錘（230）、紡織具とみられる有
抉棒（232・233）などが出土している。
　98Ce区SK01（時期不明）では、キハダとい
うきわめて異例の樹種を用いた直柄平鍬未成品
（382）が出土している。身幅（14.6cm）に対し
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図3-3-44　朝日遺跡主要木製品出土地点（1）
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図3-3-45　朝日遺跡主要木製品出土地点（2）
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図3-3-46　朝日遺跡主要木製品出土地点（3）
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図3-3-47　朝日遺跡主要木製品出土地点（4）
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図3-3-48　朝日遺跡主要木製品出土地点（5）

02
C
b 

02
C
d 

02
C
c 

02
C
h 

02
D
a 

02
D
d 

02
C
e 02
C
f 02
C
g 

02
D
e 

03
Bc
 

03
Ba
 

03
C
a 

03
C
b 

03
C
c 

03
D
a 

01
D
i 

01
D
h 

01
D
g 

01
D
f 

01
D
e 

01
D
d 

01
D
c 

01
D
b 01
D
a 

01
C
b 

01
A
a 

01
Ba
 

01
Bb
 

01
Bc
 

01
Bd
 

01
A
b 

01
A
c 01
A
d 

01
A
e 

01
A
f 

01
C
a 

02
A
e 
02
Ba
 

02
Bb
 

02
A
f 

02
A
g 
02
Bc
 

02
Bd
 

02
A
d 

02
Bg
 

02
D
c 

02
D
b 

02
Bh
 02
Bi
 

02
Bj
 

98
Ｄ
ａ
 

98
Ｄ
ｂ
 98
Ｄ
ｃ
 

98
Ｃ
ａ
 

98
Ｃ
ｂ
 

98
Ｃ
ｃ
 

98
Ｃ
ｄ
 

98
Ｃ
ｅ
 

98
Ｃ
ｆ
 

02
A
a 02
A
b 02

A
c 

02
Be
 

99
A
a 

99
A
d 99
A
b 

99
A
c 

99
Ba
 

99
Bb
 

99
C
a 

99
C
b 

99
C
c 

99
C
d 99
C
f 

99
C
e 

99
C
g 

99
D
a 

99
D
b 

99
C
h 

99
C
i 

99
A
e 

03
A
a 

03
Bb
 

03
Bd
 

サ
カ
キ

ア
カ
ガ
シ
亜
属

ク
ヌ
ギ
節

イ
ヌ
ガ
ヤ

ア
カ
ガ
シ
亜
属

ス
ギ

イ
ヌ
ガ
ヤ ミ
ズ
キ
属

ア
カ
ガ
シ
亜
属

コ
ナ
ラ
節

コ
ナ
ラ
節

ク
ヌ
ギ
節

ア
カ
ガ
シ
亜
属

ス
ギ（

身・
脚
）

ヒ
ノ
キ（

補
強
材
）

ス
ギス
ギ

モ
ミ
属

エ
ノ
キ
属ス
ギ

サ
カ
キ

ヒ
ノ
キ

コ
ウ
ヤ
マ
キ

ム
クノ

キ

ヒ
ノ
キ

 ア
カ
ガ
シ
亜
属

ス
ギ

ヒ
ノ
キ

ク
リ

タ
ケ
亜
科

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ
科

ヒ
ノ
キ
科

マ
ツ
属

ス
ギ

ス
ギ
 

朝
日
遺
跡
 8
期
 木
製
品
出
土
地
点
 

１：
6,
00
0（
木
製
品
は
１：
18
） 

01
C
a 
N
R0
1 

01
A
e 
SD
01
 

01
A
e 
SD
02
 

01
A
d 
SD
01
 

01
A
d 
N
R
01
 

01
D
e 
N
R0
1 

02
C
b 

N
R
01
 

02
B
j S
D
01
 

61
T 
SZ
30
1北
溝

61
A
 谷
A

61
A
 S
X0
2

SD
36
7

旧
河
道
C

旧
河
道
C

旧
河
道
D

広
葉
樹
 

広
葉
樹
 

マ
キ
属
 

ケ
ヤ
キ
 

広
葉
樹
 

広
葉
樹
 

広
葉
樹
 

広
葉
樹
 

広
葉
樹
 

ア
カ
ガ
シ
亜
属
 

03
C
a 
 N
R
02
 

03
Bd
 

SD
01
 



樋上　昇

218

02
C
b 

02
C
d 

02
C
c 

02
C
h 

02
D
a 

02
D
d 

02
C
e 02
C
f 02
C
g 

02
D
e 

03
Bc
 

03
Ba
 

03
C
a 

03
C
b 

03
C
c 

03
D
a 

01
D
i 

01
D
h 

01
D
g 

01
D
f 

01
D
e 

01
D
d 

01
D
c 

01
D
b 01
D
a 

01
C
b 

01
A
a 

01
Ba
 

01
Bb
 

01
Bc
 

01
Bd
 

01
A
b 

01
A
c 

01
A
d 

01
A
e 

01
A
f 

01
C
a 

02
A
e 0
2B
a 02
Bb
 

02
A
f 

02
A
g 
02
Bc
 

02
Bd
 

02
A
d 

02
Bg
 

02
D
c 

02
D
b 

02
Bh
 02
Bi
 

02
Bj
 

98
Ｄ
ａ
 

98
Ｄ
ｂ
 98
Ｄ
ｃ
 

98
Ｃ
ａ
 

98
Ｃ
ｂ
 

98
Ｃ
ｃ
 

98
Ｃ
ｄ
 

98
Ｃ
ｅ
 

98
Ｃ
ｆ
 

02
A
a 02
A
b 02

A
c 

02
Be
 

99
A
a 

99
A
d 99
A
b 

99
A
c 

99
Ba
 

99
Bb
 

99
C
a 

99
C
b 

99
C
c 

99
C
d 99
C
f 

99
C
e 

99
C
g 

99
D
a 

99
D
b 

99
C
h 

99
C
i 

99
A
e 

03
A
a 

03
Bb
 

03
Bd
 

朝
日
遺
跡
 9
期
 木
製
品
出
土
地
点
 

１：
6,
00
0（
木
製
品
は
１：
18
） 

02
A
e 
SD
01
 

02
B
a 
SD
01
 

02
B
d 
SD
01
 

99
C
d 
SD
01
 

03
C
a 
N
R
01
 

サ
ワ
ラ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ト
チ
ノ
キ

99
C
b 
SD
01
 

エ
ノ
キ
属

ヒ
ノ
キ

ミ
ズ
キ
属

ア
カ
ガ
シ
亜
属

サ
ワ
ラ

ヒ
ノ
キ

ヒ
ノ
キ

ア
カ
ガ
シ
亜
属

カ
キ
属

ヒ
ノ
キ

ア
カ
ガ
シ
亜
属

ス
ギ

ア
カ
ガ
シ
亜
属

カ
ヤ

モ
ミ
属

ヒ
ノ
キ エ
ノ
キ
属

ヒ
ノ
キ

イ
ヌ
ガ
ヤ

サ
ワ
ラ

ヒ
ノ
キ

図3-3-49　朝日遺跡主要木製品出土地点（6）
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て全長が長く（54.3cm）、厚みも通常のアカガシ
亜属を用いた直柄平鍬よりも分厚い。平面形から
みて弥生中期に属するとおもわれる。
　01Ae区T1（7～8期）からは、船の部材とお
もわれるスギの穿孔板（423）が出土している。
　さらに中世以降の木製品として、02Ag区南ト
レンチから右足用の下駄（644）、01Ae区SD02
および01Df区から縦挽き鋸の痕跡をもつ角材
（641・643）が出土している。

（3） 器種組成の変遷とその特徴
　弥生中期前葉（朝日2・3期）から松河戸II式
期（朝日9期）までの器種組成の変遷は、表3-3-1
および図3-3-50～56に示したとおりである。
　出土点数では、弥生中期中葉（朝日4・5期）・
弥生中期後葉（朝日6期）・廻間 I 式期（朝日8期
前半）が多く、廻間II・III式期（朝日8期後半）
は極端に少ない。ただし、廻間 I 式期は杭が70
点と多く、この時期の器種組成のうち40%近く
を占めている（図3-3-54）。
　図3-3-55は、各時期の全器種中、杭を除いた
器種組成を示したグラフである2）。弥生中期前葉
から後期までは、具体的な用途を特定できる木製
品（掘削具～建築部材）が40%以上を占めてい
るのに対し、廻間 I 式期以降は25%を切るよう
になり、松河戸II式期にいたっては、10.4%にま
で下がっている。
　また弥生後期までは、掘削具から建築部材ま
で、おおむね一通りに器種が揃っているのに対し
て、廻間 I 式期以降は主要器種（農具・紡織具・
祭祀具など）の欠落がめだつようになる。このこ
とは、廻間 I 式期を境に、朝日遺跡では大規模な
人の集住がなくなったことを示している。
　弥生後期以前では、朝日5～7期で掘削具（鍬・
鋤類）や工具・雑具（加工具柄・ヘラ・火鑚臼な
ど）の比率がそれ以前に対して高くなる。
　各時期ごとの主要遺構単位での器種組成（図
3-3-56）では、まず99Ce区SD07が際だって特
徴的である。すでに前章で述べたように、この溝

は朝日6期（弥生中期後葉）の集落全体における
南限を区画する大溝であることから（図3）、こ
れらの弓には何らかの防御的な意図が込められて
いた可能性が高い。
　02Ag区SD01（弥生後期）・03Ca区NR02（廻
間 I 式期）・03Ca区NR01（松河戸 I 式期）では、
残材が全木製品のうちで10%を超えており、な
かでも03Ca区NR01では34%におよぶ点は、そ
れぞれの時期における木製品の生産のあり方を考
える上で重要である。

（4） 朝日遺跡の集落変遷と木製品の生産・消費
　まず、朝日遺跡における未成品・原材・残材の
出土状況を今一度整理しておく3）。
　弥生中期前葉（朝日2・3期）では谷Aの東墓
域北方と北居住域の南側に集中し、南居住域の環
濠からも散発的に出土している（図3-3-44）。直
柄平鍬に関しては、舟形隆起部に穿孔をほどこす
直前のものや、そのさらに前の段階はあるが、ア
カガシ亜属の長い板材（ミカン割り材をふくむ）
2連や3連といった連続して外形をつくり出した
段階のものはない。直柄平鍬以外では、匙（マツ
属）と横斧柄（サカキ）の未成品がある。
　弥生中期中葉（朝日4・5期）になると、北居
住域環濠南辺とその南の谷Aにほぼ集中する（図
3-3-45）。広葉樹では、クワ属で全長約90cm、
直径約9cm、コナラ節で直径13cmの丸太材の
ほか、クヌギ節・クリで全長80cm、幅20cm程
度の分割材、アカガシ亜属でも全長74cm、幅
10cmのミカン割り材がある。針葉樹では幅
15cm程度のスギ・ヒノキの板材が認められ
る。未成品では直柄平鍬が多く、長さ40cmで幅
15cmほどの広葉樹ミカン割り材からアカガシ亜
属やコナラ節の柄孔穿孔直前段階のものまである
が、連続成形のものはない。このほか、サカキを
用いた横斧柄の未成品が認められる。
　弥生中期後葉（朝日6期）は旧北居住域南方の
谷A北岸以外に、谷A南方の土坑や5期の超大型
方形周溝墓の周溝からも直柄平鍬未成品が出土し
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クワ属 ヤブツバキ クスノキ科 シイノキ属 ヌルデ クリ 

エノキ属 ケヤキ サカキ コナラ節 クヌギ節 アカガシ亜属 

0 1 2 3 4 5 0 1 2 3 4 5 6 
丸太 
板 
有抉板 
穿孔板 
角棒 
丸棒 
有抉棒 
有頭棒 
鋤状 
杭 
柱根 
武器形 
威儀具 

 
 

タモ網枠 
弓 

緯越具or浮子？ 
匙(未) 
匙 
編物 
鉢 
高杯 
蓋 
横斧柄 
竪杵 

組合せ平鋤身 
直柄平鍬(未) 
直柄平鍬 

0 1 2 3 4 5 6 

丸太 
分割材 
残材 
板 
有抉板 
穿孔板 
角棒 
有頭棒 
不明部材 
杭 

その他建築部材 
梯子 
柱根 
竪櫛 
楯 
弓 

 
 

 
 

木鏃 
緯越具 or 浮子？ 
カセイ？ 

経巻具 or 布巻具 
編台 
横杓子 

縦杓子 ( 未 ) ？ 
槽？ 
把手付槽 
鉢 
高杯 
火鑚臼 

横斧柄 ( 未 ) 
ヨコヅチ 
小型臼 ( 未 ) 
小型臼 

直柄平鍬 ( 未 ) 
直柄平鍬 

3 2 1 0 

 
 

 
 

朝日2・3期 

朝日3～4期 

アカガシ亜属 

広葉樹・アカガシ亜属 

アカガシ亜属 

アカガシ亜属 

広葉樹・アカガシ亜属 

ムラサキシキブ属・サクラ属・サカキ・アカガシ亜属 

ヤブツバキ 

サカキ 

ケヤキ 

ケヤキ 

エノキ属 

ヤナギ属 

広葉樹・コナラ節 

スギ 

スギ 

スギ 

スギ 

スギ 

スギ 

スギ 

スギ 

スギ・針葉樹 

スギ・マツ属・モミ属 

スギ・ヒノキ・ネズコ 

針葉樹 

マツ属 

ヒノキ 

スギ・ヒノキ 

スギ・ヒノキ・ヒノキ科 

スギ 

スギ 

マツ属 

アスナロ 

ヒノキ 

ヒノキ・マキ属 

スギ 

スギ 

スギ 

スギ・ネズコ 

ネズコ 

マキ属・イヌガヤ 

スギ・ヒノキ・針葉樹 

スギ・マキ属 

マキ属 

スギ・ヒノキ 

広葉樹 針葉樹 

針葉樹 

針葉樹 

アカガシ亜属 

広葉樹 

アカガシ亜属 

クヌギ節 

　エノキ属・クヌギ節 

クワ属 

サカキ 

ハコヤナギ属・クスノキ科 

ヤマハゼ 

ヌルデ・アカガシ亜属 

環孔材 

広葉樹 

カツラ 

クリ 

ヒノキ 

図3-3-50　時期別器種組成グラフ（1）
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0 5 10 15 20 25 

丸太 
分割材 
板 
有溝板 
有段板 
有抉板 
穿孔板 
紋様線刻板 
角棒 
丸棒 
有抉棒 
有頭棒 
不明部材 
鋤状 

その他土木材 
杭 

その他建築部材 
梯子 
柱根 
武器形 
威儀具 
楯 
弓 

 
 

 
 

木鏃 
アカカキorモミスクイ 
緯越具or浮子？ 

カセイ 
緯打具 
横杓子 
編物 
カゴ 
槽 

装飾付鉢 
高杯or鉢 
高杯 
コテ 

横斧柄(未) 
横斧柄 
ヨコヅチ 
小型臼 
竪杵 
鍬直柄？ 

組合せ平鋤身 
一木平鋤(未？) 
一木平鋤 
直柄多又鍬 
直柄横鍬 
直柄小型鍬 
直柄平鍬(未) 
直柄平鍬 

0 3 6 9 12 15 
丸太 
分割材 
残材 
板 
有抉板 
穿孔板 
角棒 
丸棒 
有段棒 
有頭棒 
穿孔棒 
不明部材 
鋤状 
杭 

その他建築部材 
木鏃 
カセイ 

経巻具 or 布巻具 
椀 
高杯 
ヘラ 
横斧柄 

縦斧柄 ( 未 ) 
ヨコヅチ ( ミニ ) ？ 

ヨコヅチ 
小型臼 
竪杵 ( 未 ) 
竪杵 

組合せ多又鋤 
組合せ平鋤身 
直柄多又鍬 
直柄小型鍬 
直柄平鍬 (未 ) 
直柄平鍬 

4 3 2 1 0 

針葉樹 カラマツ属 イチイ カヤ ツガ属 

コウヤマキ モミ属 マツ属 イヌガヤ マキ属 ヒノキ科 

ネズコ アスナロ ヒノキ属 サワラ ヒノキ スギ 

広葉樹 

散孔材 環孔材 キハダ 

ハリギリ カバノキ属 カキ属 

トネリコ属 コクサギ グミ属 

タケ亜科 モクレン属 ヤシャブシ節 

イヌシデ節 マユミ カツラ 

ハコヤナギ属 カマツカ属 ブナ属 

ムラサキシキブ属 トチノキ ヤマハゼ 

ヤナギ属 カエデ属 エゴノキ属 ヒサカキ ムクロジ 

ミズキ属 サクラ属 ムクノキ クワ属 ヤブツバキ 

クスノキ科 シイノキ属 ヌルデ クリ エノキ属 

ケヤキ サカキ コナラ節 クヌギ節 アカガシ亜属 

朝日4・5期 

ヒノキ科 

スギ・マツ属 
スギ 

ヒノキ科・イヌガヤ 
スギ・アスナロ・マキ属・マツ属 

スギ 

スギ 

スギ 
スギ 

スギ 

スギ 

スギ 

マツ属 
スギ・サワラ 

スギ・ヒノキ・イヌガヤ 

スギ・ヒノキ科・針葉樹 

スギ・ヒノキ・マキ属・マツ属 

スギ・マキ属・モミ属 
スギ・ヒノキ・サワラ・カヤ 

スギ・ヒノキ 
スギ・ヒノキ・マツ属 

スギ・ヒノキ・サワラ・ヒノキ属・マキ属・コウヤマキ・針葉樹 

針葉樹 

広葉樹・アカガシ亜属 
アカガシ亜属 
アカガシ亜属 
アカガシ亜属 

アカガシ亜属 
アカガシ亜属 

アカガシ亜属 

アカガシ亜属 

アカガシ亜属 

シイノキ属・アカガシ亜属 

クワ属・アカガシ亜属 

広葉樹・アカガシ亜属 

広葉樹・イヌシデ節・ムクノキ・ケヤキ・クヌギ節・アカガシ亜属 

クリ・クヌギ節・アカガシ亜属 
広葉樹・カエデ属・コナラ節・アカガシ亜属 

クヌギ節 

クヌギ節 
クヌギ節 

クヌギ節 

エノキ属・クヌギ節 

ミズキ属・ヤブツバキ・コナラ節 
広葉樹・サクラ属 

広葉樹・コナラ節 
サカキ 

広葉樹・サカキ 

クワ属 
クスノキ科 

ケヤキ 
クワ属・ケヤキ 

広葉樹・マユミ・ヤマハゼ 

広葉樹 

シイノキ属 

広葉樹・サカキ・コナラ節 

ヒサカキ 

広葉樹 

広葉樹 

朝日5～6期 

針葉樹 広葉樹 

コナラ節・アカガシ亜属 
コナラ節・アカガシ亜属 

アカガシ亜属 

広葉樹・アカガシ亜属 
クヌギ節 

クヌギ節 

クヌギ節 

広葉樹 

広葉樹 

クスノキ科 

環孔材 

ケヤキ 

クヌギ節 

広葉樹・クワ属・シイノキ属 

アカガシ亜属 
コナラ節 ブナ属・エノキ属・コナラ節・クヌギ節 

ブナ属 

ヒノキ属 

ヒノキ 

ヒノキ 

イチイ 
スギ・サワラ・イヌガヤ 

スギ 

ヒノキ科・マキ属 
スギ 
マキ属 

ヒノキ 
スギ 

スギ・ヒノキ・サワラ・針葉樹 

図3-3-51　時期別器種組成グラフ（2）
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0 5 10 15 20 25 30 

丸太 
分割材 
残材 
板 

有抉板 
穿孔板 
角棒 
丸棒 
有抉棒 
有頭棒 

不明部材 
鋤状 
杭 

その他建築部材 
梯子 
柱根 

楯 
弓 

武器形 
威儀具or武器形柄  

 

 
 

一木櫂(未) 

穿孔角棒 

ミニチュア容器？ 
カゴ 
槽 
火鑚臼 
自在鉤 
ヘラ 

鉄斧膝柄 
鉄斧直柄 
横斧柄(未) 
横斧柄 
縦斧柄 
カケヤ 
ヨコヅチ 
臼 
竪杵 

鍬直柄(？) 
組合せ多又鋤 
一木平鋤 
曲柄平鍬 
直柄多又鍬 
直柄小型鍬(未) 
直柄小型鍬(鉄刃) 
直柄小型鍬 
直柄平鍬(未) 
直柄平鍬 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 

 
 

 
 

0 3 6 9 12 15 

丸太 
分割材 
残材 
板 

有段板 
有抉板 
穿孔板 
角棒 
丸棒 
有抉棒 
有頭棒 
不明部材 
杭 

その他建築部材 
梯子 
柱根 
人形 
楯 
弓 

 
 

 
 

一木櫂 
浮子？ 

アカカキorモミスクイ 
木錘 
編台 
カゴ 
火鑚臼 
ヘラ 

鉄斧膝柄 
竪杵 
鋤柄 

一木掘り棒(未) 
平鋤身 

一木平鋤(未) 
曲柄二又鍬 
曲柄平鍬 
泥除け具 
直柄平鍬(未) 
直柄平鍬 

針葉樹 カラマツ属 イチイ カヤ ツガ属 

コウヤマキ モミ属 マツ属 イヌガヤ マキ属 ヒノキ科 

ネズコ アスナロ ヒノキ属 サワラ ヒノキ スギ 

広葉樹 散孔材 

環孔材 キハダ 

ハリギリ カバノキ属 カキ属 

トネリコ属 コクサギ グミ属 

タケ亜科 モクレン属 ヤシャブシ節 

イヌシデ節 マユミ カツラ 

ハコヤナギ属 カマツカ属 ブナ属 

ムラサキシキブ属 トチノキ ヤマハゼ 

ヤナギ属 カエデ属 

エゴノキ属 ヒサカキ ムクロジ 

ミズキ属 サクラ属 ムクノキ クワ属 ヤブツバキ 

クスノキ科 シイノキ属 ヌルデ クリ エノキ属 

ケヤキ サカキ コナラ節 クヌギ節 アカガシ亜属 

朝日6期 

朝日7期 

アカガシ亜属 
広葉樹・クヌギ節・アカガシ亜属 

広葉樹・コナラ節・クヌギ節・アカガシ亜属 
アカガシ亜属 
アカガシ亜属 
アカガシ亜属 

アカガシ亜属 

サカキ・クヌギ節・アカガシ亜属 

散孔材・ムクノキ・クヌギ節・アカガシ亜属 

アカガシ亜属 

カマツカ属 

カマツカ属 

広葉樹 

コナラ節・クヌギ節 

ヒサカキ・サカキ 

クヌギ節 

ヒサカキ・ムクノキ・クヌギ節 
広葉樹・クスノキ科 

クヌギ節 
クヌギ節 

サカキ 

サカキ 

クリ 

ミズキ属 
クワ属・シイノキ属・クヌギ節 

ムクノキ・エノキ属・ケヤキ・サカキ 

イヌガヤ 
イヌガヤ 

イヌガヤ 

イヌガヤ 

イヌガヤ 

スギ 

スギ 

スギ 

スギ 

スギ 

スギ・アスナロ 

スギ・マキ属 

スギ・針葉樹 

ヒノキ・マキ属・イヌガヤ 
モミ属 

マツ属 

マキ属 

ヒノキ・アスナロ 

ネズコ・マキ属・イヌガヤ・針葉樹 
スギ・ヒノキ・ヒノキ科・マキ属・コウヤマキ 

スギ・ヒノキ・サワラ・ヒノキ科・イヌガヤ 
ヒノキ 

スギ・ヒノキ・サワラ・マキ属・モミ属・ツガ属 
スギ 

広葉樹・アカガシ亜属 

アカガシ亜属 

広葉樹・アカガシ亜属 
アカガシ亜属 

広葉樹・アカガシ亜属 

アカガシ亜属 

広葉樹・コナラ節 

コナラ節 

コナラ節 

シイノキ属 

ケヤキ・アカガシ亜属 

クリ・アカガシ亜属 

クリ・コナラ節・クヌギ節 

エゴノキ属・サクラ属・エノキ属・アカガシ亜属 

エゴノキ属・ミズキ属・ヤブツバキ・エノキ属・コナラ節・アカガシ亜属 

ヒノキ科 
ヒノキ・マツ属 

スギ 

スギ 

スギ 
スギ・ヒノキ・マキ属 

スギ・コウヤマキ 

モミ属 

モミ属 

針葉樹 

マキ属 

スギ・ヒノキ 

ヒノキ 

スギ・ヒノキ 
ヒノキ 

ヒノキ 

スギ・ヒノキ・ヒノキ属・ネズコ・モミ属・ツガ属 

広葉樹 針葉樹 

広葉樹 針葉樹 

ヤシャブシ節 

マキ属 

ムクロジ 

図3-3-52　時期別器種組成グラフ（3）
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広葉樹 散孔材 

環孔材 キハダ 

ハリギリ カバノキ属 カキ属 

トネリコ属 コクサギ グミ属 

タケ亜科 モクレン属 ヤシャブシ節 

イヌシデ節 マユミ カツラ 

ハコヤナギ属 カマツカ属 ブナ属 

ムラサキシキブ属 トチノキ ヤマハゼ ヤナギ属 

カエデ属 エゴノキ属 ヒサカキ ムクロジ 

ミズキ属 サクラ属 ムクノキ クワ属 ヤブツバキ 

クスノキ科 シイノキ属 ヌルデ クリ エノキ属 

ケヤキ サカキ コナラ節 クヌギ節 アカガシ亜属 

６0 ５0 ４0 30 ２0 １0 0 

 
 

0 5 10 15 20 25 

丸太 
分割材 
残材 
板 
有抉板 
穿孔板 
角棒 
丸棒 
有抉棒 
有頭棒 
穿孔棒 
不明部材 
多枝状 
杭 

その他建築部材 
梯子 
弓  

 

ヘラ杓子？ 
編物 
カゴ 
高杯 
蓋 
ヘラ？ 
クサビ？ 
鉄斧膝柄 
鍬膝柄 
曲柄多又鍬 
曲柄二又鍬 
曲柄平鍬 
泥除け具 
鍬身？ 

0 2 4 6 8 10 
丸太 
残材 
板 
有抉板 
穿孔板 
角棒 
丸棒 
有抉棒 
矢板 
杭 

その他建築部材 
梯子 
柱根 
武器形？ 
槽 
クサビ 
鍬膝柄 
一木掘り棒 

0 2 1 

１0 ８ ６ ４ ２ 0 0 5 10 15 20 25 
丸太 
分割材 
残材 
板 
穿孔板 
角棒 
丸棒 
有抉棒 
有頭棒 
不明部材 
杭 

その他建築部材 
柱根？ 

鉄斧膝柄(未)？ 
横杵 

田下駄枠木 
田下駄足板 
鍬or掘り棒身？ 

針葉樹 カラマツ属 

イチイ カヤ ツガ属 コウヤマキ モミ属 

イヌガヤ マツ属 マキ属 ヒノキ科 ネズコ 

アスナロ ヒノキ属 サワラ ヒノキ スギ 

朝日8期 
（廻間 I） 

朝日8期 
（廻間II・III） 

朝日9期 
（松河戸II） 

コナラ節 

コナラ節 

クヌギ節・アカガシ亜属 
広葉樹・コナラ節・アカガシ亜属 

広葉樹・アカガシ亜属 

アカガシ亜属 

アカガシ亜属 

広葉樹・サカキ 

ケヤキ 

広葉樹・グミ属・ムラサキシキブ属・ヤナギ属・カエデ属・ミズキ属・シイノキ属 
・ヌルデ・エノキ属・ケヤキ・サカキ・コナラ節・クヌギ節・アカガシ亜属 

広葉樹 

クスノキ科・コナラ節・アカガシ亜属 

モクレン属・シイノキ属・クリ・ケヤキ・サカキ・アカガシ亜属 

カエデ属・ケヤキ・コナラ節・アカガシ亜属 
カエデ属・エノキ属・コナラ節・クヌギ節・アカガシ亜属 

ムクロジ・ムクノキ・ヤブツバキ・コナラ節 

マキ属 

モミ属 

イヌガヤ 

イヌガヤ ヒノキ・ネズコ・イヌガヤ・コウヤマキ 

スギ・ヒノキ 
スギ 

マツ属 

スギ・ヒノキ科・イヌガヤ・マツ属 

ヒノキ 

スギ・ヒノキ・モミ属 
スギ・マツ属 スギ・ヒノキ・サワラ・ヒノキ属・ヒノキ科・モミ属 

ヒノキ・サワラ・ヒノキ科・イヌガヤ 

サカキ 

エノキ属 

散孔材・環孔材 

クリ 

コナラ節 

ヒノキ 

ヒノキ 

ヒノキ 

スギ・ヒノキ 

ヒノキ 

スギ 

ヒノキ・イヌガヤ・マツ属 

ヒノキ・サワラ 

スギ スギ・ヒノキ・アスナロ 

アカガシ亜属 

ムクノキ 

クワ属 

ヒノキ・マキ属 

ヒノキ属 

モミ属 

スギ 

アカガシ亜属 

マツ属 

コウヤマキ 

広葉樹 針葉樹 

広葉樹 針葉樹 

広葉樹 針葉樹 

コウヤマキ 

ヒノキ 

ヒノキ 

カヤ 

スギ・ヒノキ 

スギ・ヒノキ 

ヒノキ・サワラ・ヒノキ科 ヒノキ・サワラ・ヒノキ科・モミ属・コウヤマキ・カヤ・針葉樹 

ヒノキ・サワラ・アスナロ・イヌガヤ・モミ属 

トチノキ 

アカガシ亜属 

サクラ属 

トチノキ・エゴノキ属・ヒサカキ 

アカガシ亜属 

アカガシ亜属 

エノキ属・コナラ節 

エノキ属 

ミズキ属・ヤブツバキ・クリ・エノキ属・コナラ節・アカガシ亜属 

タケ亜科 

クヌギ節・アカガシ亜属 

図3-3-53　時期別器種組成グラフ（4）
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ている（図3-3-46）。直柄平鍬はほとんどが穿孔
直前段階か穿孔途中のもので、連続成形の未成品
はおろか、平鍬1点分の大きさに相当するアカガ
シ亜属やコナラ節・クヌギ節のミカン割り材もな
い。アカガシ亜属の丸太材も皆無ではないが、柾
目で直柄平鍬が製作できるような大径材（直径
70cm程度）のものはない。このほか、未成品に
はアカガシ亜属の直柄小型鍬とサカキの横斧柄が
ある。原材ではサワラの板目材があり、鉄製工具
による加工痕が認められる。スギの残材や袋状鉄
斧の柄も旧北居住域の南辺から出土している。
　弥生後期（朝日7期）には、再び谷Aと北居住
域の環濠に集中し、複数の環濠の各所から加工具
（斧柄）とともにエノキ属・ミズキ属・ヤブツバ
キなどの丸太材やヒノキの板材が多く出土してい
る（図3-3-47）。その一方で、前段階まで多くみ
られた直柄平鍬未成品は著しく減少する。確実な
のは61A区の谷Aからの1点のみで、このほかに
も、南居住域北側のSDIで一木平鋤、東墓域近く
の谷Aでシイノキ属の一木掘り棒未成品が出土し
ている程度である。
　廻間 I 式期以降（朝日8・9期）は、東側の谷B
を中心に、アカガシ亜属・コナラ節・クヌギ節・
エノキ属・ミズキ属などの丸太材（樹皮つき）が

大量に出土する（図3-3-48・49）が、そのほと
んどが直径10cm程度の細い材である。杭も同様
にアカガシ亜属・コナラ節・クヌギ節・ミズキ属
などの芯持材（樹皮つき）を用いるが、やはりい
ずれも直径10cm以下である。このほか、ヒノキ
（科）の板材・残材も多数出土しているが、これ
らの樹種を用いた未成品は皆無である。
　以上の状況を簡単にまとめると、表3-3-2のよ
うになる。これをみてもあきらかなように、針葉
樹・広葉樹ともに大径材は皆無であり、全時期を
通じて連続成形の未成品も存在しない。未成品そ
のものは弥生中期中葉～後葉（4～6期）に多く、
後期（7期）には激減して廻間 I 式期（8期）以
降なくなる。針葉樹板材は弥生中期中葉（4・5
期）以降一定量出土し続け、廻間II・III式期（8
期後半）に減少するが、松河戸II式期（9期）に
はまた多量に出土するようになる。広葉樹板材は
4・5期をピークに減少し、廻間II式期になくな
るが松河戸II式期には再び少量だが出土するよう
になる。残材は、針葉樹・広葉樹ともに廻間 I 式
期（8期前半）に最も多くなる。ただし、広葉樹
の残材は廻間II式期以降、急激に減少するのに対
して、針葉樹の残材は廻間II式期以降一端なくな
るが、松河戸II式期には再び多量に出土するよう

朝日2・3期 朝日3～4期 朝日4・5期 朝日5～6期 朝日6期 朝日7期 朝日8期
（廻間 I）

朝日8期
（廻間II）

朝日8期
(廻間III)

朝日9期
(松河戸II） 合計

掘削具 7 3 12 11 32 12 12 1 1 91 
掘削具柄 1 2 2 3 1 9 
農具 1 2 6 5 9 1 4 28 
工具・雑具 1 5 9 7 22 7 3 1 1 56 
容器 5 4 10 3 3 1 5 1 32 
食事具 2 3 1 1 7 
紡織具 1 5 6 4 2 18 
運搬具・漁撈具 1 1 1 4 7 
狩猟具・武具 3 7 16 3 10 3 1 43 
服飾具 1 1 
威儀具 4 2 1 7 
祭祀具 1 3 2 1 1 8 
建築部材 2 7 9 2 5 4 2 3 2 36 
杭 2 1 16 5 3 2 70 8 1 3 111 
土木材 2 1 3 
不明部材 2 4 7 3 6 4 1 27 
棒状品 14 11 39 11 34 10 20 5 2 12 158 
板状品 17 17 55 20 47 26 38 15 1 26 262 
残材 2 1 5 2 10 1 19 40 
分割材 4 8 4 2 5 5 1 29 
丸太 7 1 15 1 1 7 8 1 9 50 
合計（杭以外） 70（68） 77（76） 218(202） 80（75） 185（182） 89（87） 182（112） 36（28） 7（6） 79（76） 1023（912）

表3-3-1　器種組成変遷表
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全時期 

朝日 9期（松河戸 II） 朝日 8期（廻間 II・III） 朝日 8期（廻間 I） 

朝日 7期 朝日 6期 朝日 5～6期 

朝日 4・5期 朝日 3～4期 朝日 2・3期

掘削具
10.0% 農具 1.4%

工具・雑具 1.4%

容器
7.1%

食事具 2.9%
紡織具 1.4%
運搬具・漁労具 1.4%

狩猟具・武具 4.3%

威儀具
5.7%

祭祀具 1.4%
建築部材 2.8%

杭 2.8%
不明部材 2.8%

棒状品
20.0%

板状品
24.3%

丸太
10.0%

掘削具
3.9%

農具 2.6%
工具・雑具
6.5%

容器
5.2%

食事具 3.9%

紡織具
6.5%

狩猟具・武具
9.1%

服飾具 1.3%
建築部材 9.1%

杭 1.3%不明部材 5.2%

棒状品
14.3%

板状品
22.1%

丸太
1.3%

残材 2.6%

分割材 5.2%

掘削具
5.5%

農具 2.8%
工具・雑具 4.1%

容器 4.6%
食事具 0.5%
紡織具 2.8%

狩猟具・武具
7.3%

威儀具 0.9%

建築部材 4.1%

杭 7.3%

不明部材 3.2%

棒状品
17.9%

板状品
25.2%

分割材 3.7%

掘削具柄 0.5%

運搬具・漁労具 0.5%

祭祀具 1.4%

土木材 0.9%

丸太
6.9%

掘削具
13.8%

農具 6.3%

工具・雑具
8.8%

容器 3.8%

紡織具 5.0%

狩猟具・武具 3.8%
建築部材 2.5%

杭 6.3%不明部材 3.8%

棒状品
13.8%

板状品
25.0%

分割材 5.0%

残材 1.3%

丸太
1.3%

掘削具
17.2%

農具 4.9%

工具・雑具
11.9%

容器 1.6%

狩猟具・武具 5.4%
威儀具 0.5%

建築部材 2.7%
杭 1.6%

不明部材 3.2%

棒状品
18.4%

板状品
25.4%

分割材 1.1%

掘削具柄 1.1%

運搬具・漁労具 0.5%

祭祀具 1.1%

丸太
0.5%

残材 2.7% 掘削具
13.5%

農具 1.1%

工具・雑具
7.9%
容器 1.1%
紡織具 2.2%

狩猟具・武具 3.4%

建築部材 4.5%
杭 2.2%

棒状品
11.2%

板状品
29.2%

分割材
5.6%

掘削具柄 2.2%

運搬具・漁労具 
4.5%

祭祀具 1.1%

丸太
7.9%

残材
2.2%

掘削具
6.6%

工具・雑具 1.6%
容器 2.7%
食事具 0.5%
狩猟具・武具 0.5%
建築部材 1.1%

杭
38.5%

不明部材 2.2%

棒状品
11.0%

板状品
20.9%

分割材 2.7%
掘削具柄 1.6%丸太

4.4%

残材 5.5%

掘削具
2.3%

工具・雑具 2.3%
容器 2.3%
祭祀具 2.3%

建築部材 7.0%

杭
20.9%

土木材 2.3%
棒状品
16.3%

板状品
37.2%

掘削具柄 2.3%
丸太
2.3%

残材 2.3%

掘削具
1.3%

工具・雑具 1.3%
農具
5.1%

建築部材 2.5%
杭 3.8%

不明部材 1.3%

棒状品
15.2%

板状品
32.9%

分割材 1.3%

丸太
11.4%

残材
24.1%

掘削具
8.9%

農具 2.7%
工具・雑具 5.5%

容器 3.1%
食事具 0.7%
紡織具 1.8%

狩猟具・武具 4.2%

威儀具 0.7%
建築部材
3.5%

杭
10.9%

不明部材 2.6%

棒状品
15.4%

板状品
25.6%

分割材 2.8% 掘削具柄 0.9%

運搬具・漁労具 0.7%

祭祀具
0.8%

土木材 0.3%

丸太
4.9%

服飾具 0.1%

残材 3.9%

図3-3-54　器種組成変遷グラフ
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全時期 

朝日 9期（松河戸 II） 朝日 8期（廻間 II・III） 朝日 8期（廻間 I） 

朝日 7期 朝日 6期 朝日 5～6期 

朝日 4・5期 朝日 3～4期 朝日 2・3期 

掘削具 
10.3% 

農具 1.5% 
工具・雑具 1.5% 

容器 
7.4% 

食事具 2.9% 
紡織具 1.5% 

狩猟具・武具 
4.4% 

運搬具・漁撈具 1.5% 

威儀具 
5.9% 

祭祀具 1.5% 
建築部材 2.9% 

不明部材 2.9% 棒状品 
20.6% 

板状品 
25.0% 

丸太 
10.3% 

掘削具 3.9% 
農具 2.6% 

工具・雑具 
6.6% 

容器 
5.3% 

食事具 
3.9% 

紡織具 
6.6% 

狩猟具・武具 
9.2% 

服飾具 1.3% 
建築部材 
9.2% 不明部材 

5.3% 

棒状品 
14.5% 

板状品 
22.4% 

残材 2.6% 

分割材 5.3% 
丸太 1.3% 掘削具 5.9% 

掘削具柄 0.5% 
農具 3.0% 

工具・雑具 4.5% 

容器 5.0% 

食事具 0.5% 
紡織具 3.0% 
運搬具・漁撈具 0.5%

狩猟具・武具 
7.9% 

威儀具 1.0% 
祭祀具 1.5% 

建築部材 4.5% 

土木材 1.0% 
不明部材 3.5% 棒状品 

19.3% 

板状品 
27.2% 

分割材 4.0% 

丸太 
7.4% 

掘削具 
14.7% 

農具 6.7% 

工具・雑具 
9.3% 

容器 4.0% 

紡織具 5.3% 

狩猟具・武具 4.0% 
建築部材 2.7% 不明部材 

4.0% 

棒状品 
14.7% 

板状品 
26.7% 

残材 1.3% 
分割材 5.3% 

丸太 1.3% 

掘削具 
17.6% 

掘削具柄 1.1% 

農具 4.9% 

工具・雑具 
12.1% 

容器 1.6% 
運搬具・漁撈具 0.5% 

狩猟具・武具 5.5% 
威儀具 0.5% 
祭祀具 1.1% 
建築部材 2.7% 不明部材 3.3% 

棒状品 
18.7% 

板状品 
25.8% 

残材 2.7% 
分割材 1.1% 

丸太 0.5% 

掘削具 
13.8% 

掘削具柄 2.3% 
農具 1.1% 

工具・雑具 
8.0% 

容器 1.1% 
紡織具 2.3% 

運搬具・漁撈具 4.6% 

狩猟具・武具 3.4% 
祭祀具 1.1% 

建築部材 4.6% 
棒状品 
11.5% 

板状品 
29.9% 

残材 2.3% 

分割材 
5.7% 

丸太 
8.0% 

掘削具 
10.7% 

掘削具柄 2.7% 
工具・雑具 2.7% 

容器 4.5% 
食事具 0.9% 
狩猟具・武具 0.5% 
建築部材 1.8% 
不明部材 3.6% 

棒状品 
17.9% 板状品 

33.9% 

残材 
8.9% 

分割材 
4.5% 

丸太 
7.1% 

掘削具 2.9% 
掘削具柄 2.9% 

工具・雑具 2.9% 
容器 2.9% 
祭祀具 2.9% 

建築部材 
8.8% 

土木材 2.9% 

棒状品 
20.6% 

板状品 
47.1% 

残材 2.9% 

丸太 2.9% 
掘削具 1.3% 

農具 5.2% 
工具・雑具 1.3% 

建築部材 2.6% 
不明部材 1.3% 

棒状品 
15.8% 

板状品 
32.9% 

残材 
25.0% 

分割材 1.3% 

丸太 
11.8% 

掘削具 
10.0% 掘削具柄 1.0% 

農具 3.1% 

工具・雑具 6.1% 

容器 3.5% 
食事具 0.8% 
紡織具 2.0% 
運搬具・漁撈具 0.8% 
狩猟具・武具 4.7% 
服飾具 0.1% 
威儀具 0.8% 

祭祀具 0.9% 
建築部材 3.9% 

土木材 0.3% 

不明部材 3.0% 棒状品 
17.3% 

板状品 
28.7% 

残材 
4.4% 

分割材 
3.2% 

丸太 
5.5% 

図3-3-55　器種組成変遷グラフ（杭を除く）
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丸太 
2.1% 

残材 
34.0% 

板 
27.7% 

穿孔板 
6.4% 

角棒 
6.4% 

丸棒 2.1% 
有抉角棒 2.1% 
有頭棒 2.1% 
組合せ部材 2.1%

杭 6.4% 
柱根 2.1% 

横杵 2.1% 
田下駄足板 2.1% 

田下駄枠木 2.1% 丸太 
3.3% 

残材 
3.3% 

板 
26.7% 

有抉板 
3.3% 

穿孔板 
6.7% 角棒 

13.3% 
有抉棒 3.3% 

杭 
26.7% 

矢板 3.3% 

柱根 3.3% 

槽 3.3% 

鍬膝柄 
3.3% 桜皮 

1.8% 
丸太 
7.0% 

分割材 
8.8% 

残材 
12.3% 

板 
21.1% 

穿孔板 3.5% 
角棒 3.5% 

丸棒 7.0% 

杭 
22.8% 

建築部材 1.8% 
弓 1.8% 
 

鍬膝柄 1.8% 
曲柄多又鍬 1.8% 

泥除け具 3.5% 
鍬身 ? 1.8% 

丸太 
42.9% 

分割材 
7.1% 

残材 
14.3% 

板 
21.4% 

有抉板 7.1% 

柱根 7.1% 

板 
31.3% 

有抉板 
1.6% 

穿孔板 
9.4% 

角棒 
17.2% 丸棒 3.1% 

有頭棒 1.6% 
把手 1.6% 
杭 1.6% 
武器形 ? 1.6% 
戈形 1.6% 

弓 
9.4% 
 

一木櫂（未） 1.6% 
ミニチュア容器 1.6% 
鉄斧膝柄 1.6% 
横斧柄（未） 1.6% 
ヨコヅチ 1.6% 竪杵 

直柄小型鍬 3.1% 
直柄平鍬（未） 1.6% 

直柄平鍬 1.6% 

弓 
100% 

 

板 
23.1% 

有抉板 
15.4% 

穿孔板 
15.4% 角棒 23.1% 

有頭棒 7.7% 

杭 15.4% 

直柄平鍬（未） 
7.7% 
 

分割材 
9.5% 

残材 
9.5% 

板 
28.6% 

有抉板 
4.8% 

穿孔板 9.5% 

角棒 4.8% 

刀形 or 屋根飾り ? 
4.8% 

杭 4.8% 

柱根 9.5% 

弓 4.8% 
 

カセ腕木 4.8% 

直柄平鍬 4.8% 

板 
21.4% 

有抉板 
7.1% 

穿孔板 
7.1% 

角棒 
7.1% 丸棒 

7.1% 
柱根 
7.1% 

装飾付鉢 7.1% 

木鏃 7.1% 

楯 7.1% 
 

緯越具 or 浮子 
14.3% 

横斧柄（未） 7.1% 

03Ca-NR01 
（松河戸 II 式期） 

01Ae-SD02 
（廻間 II 式期） 

03Ca-NR02 
（廻間 I 式期） 

02Ag-SD01 
（朝日 7期） 

01Ad-NR02 
（朝日 6期） 

99Ce-SD07 
（朝日 6期） 

99Bb-NR01 
（朝日 2・3期） 

 

01Aa-SD16 
（朝日 3～4期） 

01Ad-SD15 中・下層 
（朝日 4期） 

図3-3-56　遺構別器種組成グラフ
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になる。
　これらの状況を遺跡の消長などと関連づける
と、次のような解釈が可能となる。
　まず、2～5期にかけての製品・未成品・板材
などの増加は、集落域の拡大や北・南居住域に環
濠掘削が示すように、朝日遺跡への人口の集中と
それにともなう集落景観の整備などに大量の木製
品が使用された結果といえる。
　また、東墓域における超大型方形周溝墓（長軸
20m以上）の出現は、2～5期に朝日遺跡のなか
で首長層の存在が明確化したことを示している。
これら首長層が使用したとみられる木製品による
精製容器・食事具・威儀具（儀杖など）が、尾張
地域では朝日遺跡にのみ集中することは、朝日遺
跡が尾張地域における弥生集落の階層性で頂点に
あることを意味し、かつそれらの出土地点が北居

住域の周辺であることは、この時期の首長層が北
居住域内で生活していたことを示すものとおもわ
れる。さらに、4・5期には未成品や原材の出土
地点が北居住域の南側に集中することから、木製
品生産が首長層による一定の管理の元におこなわ
れるようになった可能性を示している。
　6期には環濠が埋没し、居住域・墓域が複数単
位併存するというように、これまでとは集落のプ
ランが大きく変化する。集落全域におよぶ大改変
にともなって、この時期は特に掘削具が多用され
る。この直柄平鍬の未成品は、集落の各所で出土
することから、4・5期とは異なり、小居住域単
位で木製品の生産をおこなっていたとおもわれ
る。また、4・5期には多くみられた広葉樹のミ
カン割り材が著しく減少する一方で、前述の直柄
平鍬未成品や広葉樹の残材がめだつようになる。

未成品 
（連続成形品） 

未成品 
（単独成形品） 

広葉樹丸太材 
（大径材） 

広葉樹丸太材 
（小径材） 

針葉樹丸太材 
（大径材） 

針葉樹丸太材 
（小径材） 

針葉樹板材 
（分割材ふくむ） 

針葉樹残材 

広葉樹残材 

広葉樹板材 
（分割材ふくむ） 

2・3期 
（弥生中期前葉） 

4・5期 
（弥生中期中葉） 

6 期 
（弥生中期後葉） 

7 期 
（弥生後期） 

9 期 
（松河戸 II 式期） 

8 期 
（廻間 I ～III 式期） 

↑ ↑ ↑ ↑ 
・北居住域の 
 多重環濠化 
・柵・逆茂木・ 
 乱杭の設置 
・超大型方形周溝墓 

・環濠の埋没 
・居住域・墓域が 
 複数単位併存 
・鉄製工具の使用 

・北・南居住域ともに 
 多重環濠化 
・石製工具の消滅 

↑ 
・集落の拡大 
・北・南居住域 
 ともに環濠 
・超大型方形周溝墓 

・環濠の埋没 
・人口の激減？ 

製品 

↑ 
・最後の 
 環濠掘削 
・水田域の拡大？ 

表3-3-2　朝日遺跡木製品変遷表
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これらの現象は、おそらく朝日遺跡での鉄製工具
の導入や、春日井市勝川遺跡のように大規模な木
製品生産工房を抱える集落が濃尾平野の丘陵縁
辺に出現することと密接に関わっており（樋上
2003）、この時期に木製品の生産・流通体制が濃
尾平野全域で大きく変革した可能性がある4）。す
なわちこの時期に、森林資源に近い丘陵縁辺の集
落では原材の獲得から製材、さらには未成品の製
作までをおこない、ここで製材された板や掘削
具・容器など生活用具の未成品が、周辺に木製品
を作り得る大径木がない沖積低地の集落へと供給
する体制が本格的に確立したと考えられる。その
ため、丘陵縁辺に立地する勝川遺跡と沖積低地の
朝日遺跡では、原材や未成品を保管するシステム
や意味が全く異なっており、朝日遺跡から連続成
形の直柄平鍬未成品や大型の丸太材・板材が出土
しないのはそのためだとおもわれる。
　7期には、再び北・南居住域に多重環濠が再掘
削されて集住化が始まる。それにともなって掘削
具が多用される傾向が認められる。掘削具のう
ち、直柄平鍬には泥除け具が装着されるようにな
り、田下駄の出土もこの時期から認められる。原
材では、広葉樹の丸太材が特にめだつが、そのほ
とんどが直径10cm以下の小径材である。また、
鉄製工具の普及により、未成品の出土はさらに減
少する。これら鉄製工具とその柄、さらに原材・
未成品の大半が北居住域の環濠内から出土してい
ることから、この時期の木製品は北居住域でほぼ
集中的に生産された可能性が高い。
　8期前半（廻間 I 式期）には、環濠が再度掘削
され、その後は放棄される。北居住域の東側で
は、弥生中期までの墓域が水田化されており、水
田域が急激に広がっている様子が窺える（名古
屋市教育委員会2002）。これら集落の改変にとも
なって、この時期も掘削具が多く出土するが、直
柄平鍬は少なく伊勢湾型曲柄平鍬が主体となる。
また、北居住域の環濠内より赤彩をほどこした高
杯が出土していることから、北居住域には首長層
が居住していた可能性が高い。ただし木製品の生

産拠点は北居住域周辺ではなく、南居住域東側の
谷Bへと移る。ここからは、広葉樹の丸太材・ミ
カン割り材とともに、針葉樹（ヒノキ主体）の板
材や残材も多く出土している。
　8期後半（廻間II・III式期）段階には、再び北
居住域南辺から針葉樹の板やクサビ（箭）などが
出土していることから、北居住域縁辺で木製品の
生産がおこなわれていたようだが、出土量は少な
い。この時期、すでに人口は減少して環濠は放棄
されており、環濠の痕跡が凹みとなって残ってい
る状況であった。その凹みを利用してのきわめて
小規模な木製品生産であったと考えられる。
　9期には再び谷Bから針葉樹（特にヒノキ）を
主体とする多量の板材・残材が出土するように
なる。丸太材はすべて広葉樹で、なかには直径
25cm程度の材も認められるが、依然として未成
品はない。製品も横杵を除けば生活関連品は少な
く、8期後半から9期にこの地で木製品の生産を
していた人々の実態はよくわからない。また、未
成品がないため、これらの原材で何を製作して
いたのかも不明である。ただ、7期（～8期前半）
以前とでは、木製品の生産体制が全く異なってい
ることだけは確実にいえるだろう。

（5） まとめ
　本章では、朝日遺跡でこれまでに出土した弥生
中期前葉から古墳前期におよぶ、1000点を超え
る木製品を、未成品・原材を主体として時期ごと
に分析することにより、沖積低地に立地する巨大
集落での木製品生産の変遷を描き出すことに主眼
をおいてきた。8期前半（廻間 I 式期）までは集
落の全体像がおおむね把握できているために、ほ
ぼその目的は達成できたとおもわれるが、8期後
半（廻間II・III式期）～9期については、まだそ
の実態があきらかにできたとはいえない。
　朝日遺跡では、2004～2006年度にも発掘調査
がおこなわれており、さらに数百点もの木製品が
新たに出土している。これら新規出土の木製品を
整理することによって、朝日遺跡における木製品
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の生産体制をより詳細に描き出すとともに、本報
告書では未解明とした8期後半以降の木製品生産
の実態に迫り得ることに期待したい。

註
１）東村純子氏のご教示による。
２）今回の調査では、杭もすべて取りあげている
が、かつての調査ではすべての杭をサンプリ
ングしていない可能性があるため、杭の多寡
が器種組成の比較に影響をおよぼすのを避け
ることを意図している。

３）図3-3-44～49は、木製品が出土している遺
構のみにトーンを掛けているため、トーンを
掛けた溝・環濠のみが、それぞれの時期に属
する溝・環濠のすべてではないことを、ここ
に明記しておく。

４）直柄平鍬を作り得るアカガシ亜属などの大
径材は、それらが豊富にある丘陵部の縁辺に
立地する集落（例えば勝川遺跡）で伐採さ
れ、板材ないしは柄孔をあける直前段階の未
成品にまで仕上げて沖積低地の集落に供給す
るような体制がこの時期に成立した可能性を
考えている。樋上2005では、このような体
制は古墳前期に出現したとし、それまでは製
材された板・丸太などが河川を通じて下流の
集落へと供給するシステムの存在を想定して
いた。朝日遺跡では、すでに弥生中期後葉段
階には未成品というかたちでの流通が存在し
ていた可能性が高い。ただし朝日遺跡以外で
は、未だにデータが不足しており、この段階
での未成品流通システムが濃尾平野低地部で
一般化できるのか否かは不明である。

（参考文献）
愛知県教育委員会1982『朝日遺跡II（本文篇2・
図版篇）』

愛知県埋蔵文化財センター1992『朝日遺跡III』
愛知県埋蔵文化財センター1992『勝川遺跡IV』
愛知県埋蔵文化財センター2001『八王子遺跡』

鈴木裕明2003「古墳時代前期の団扇形木製品の
展開とその背景」石野博信編『初期古墳と大和
の考古学』学生社
名古屋市教育委員会2002『朝日遺跡第12次発掘
調査報告書』
東村純子2004「古代日本の紡織体制」『史林』87
巻5号
樋上　昇2000a「東海系曲柄鍬再論」『考古学
フォーラム』12
樋上　昇2000b「3～5世紀の地域間交流」『日本
考古学』第10号　日本考古学協会
樋上　昇2003「春日井市勝川遺跡出土木製品の
再検討」『研究紀要』第4号　愛知県埋蔵文化
財センター
樋上　昇2005「木製品専業工人の出現と展開
（上・下）」『古代学研究』168・169号　古代学
研究会
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写真3-3-1　木製品（1）

001 004 015-1

015-2015-2023-2

026

086

106

103

108 054
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写真3-3-2　木製品（2）

089 094-1

090 091

094-2

136

092

093

137 147 138

646
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写真3-3-3　木製品（3）

120-1 149

120-2

153-2

200

153-1

152

199 201

155 204 209
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写真3-3-4　木製品（4）

166 171 168

167174215

185

231 228

229 232 233

068 181
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写真3-3-5　木製品（5）

164-1163-1

163-3 163-2

163-4 163-5
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写真3-3-6　木製品（6）

164-2 164-3

164-4 164-5

118-1 118-2

119

165

225224222
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写真3-3-7　木製品（7）

261-2 260-2

260-1

261-1

261-3

263-2

263-1

263-2 247-1

247-1

245

250 254-2

254-1
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写真3-3-8　木製品（8）

290-1 289

287

290-2

291 293

295-2
298-1

298-2

295-1 296
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写真3-3-9　木製品（9）

339 351 341

340-2

368-1

368-2

340-1
415 382

420386
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写真3-3-10　木製品（10）

463
556 590

513 541
591

468-1 520-1

589

571520-3476

468-2
520-2
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樹種同定
　樹種の同定は、（株）パレオ・ラボ、（株）パリ
ノサーヴェイ、吉田生物研究所、東都文化財研究
所が実施した。各試料の同定者は試料の一覧に示
し、同定根拠は表1-aからdに示す。
●分析方法
　木製品より直接、片刃剃刀を用いて、木材組織
切片を横断面・接線断面・放射断面の3方向より

採取した。これらの切片は、ガムクロラールにて
封入し、永久標本とした。樹種の同定は、これら
の標本を光学顕微鏡下で観察し、現生標本との比
較して行った。これらの内、各分類群を代表させ
る標本については写真図版にし、同定の証拠とす
る。なお,同定に用いられた標本は愛知県埋蔵文
化財センターに保管されている。

表1-a
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表1-b
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表1-c
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表1-d
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（1）はじめに
　今回の調査で得られた骨角器は、計192点であ
る。挿図の掲載は遺構の出土ごとに行っているも
のの、報告の記述の煩雑さを避けるために、報告
文は器種別に行っていく。

（2）器種の分類と概要
刺突具・鏃　「ヤス」「鏃」などの刺突具類である。
鹿角製と骨製がある。なお、鏃に関しては石鏃で
分類されるところの「有茎鏃」のみであり、「無
茎鏃」に対比されるものはみられない。それぞれ
以下のように細分される。
　鹿角製1類（B-042・070・116・140・162）
　基部の作り出しが明瞭にみられるものである。
段をつけるようなもの（162）とそれ以外のもの
と分かれる。半截材および棒状に裁断された材が
用いられている。断面形状は楕円形状を呈してお
り、鹿角表面側を表面とすると、この部分が断面
の長軸方向に平行する場合が多く、裏面には鹿角
髄部分が見られる。鹿角表面側は研磨により凹凸
が除去されているものもあれば、完全に除去され
ていないものもある。
　鹿角製2類（B-096・107・143）　基部の作り
出しが不明瞭なものである。基部の加工以外で
は、鹿角製1類との差は顕著ではない。
　骨製1類（B-068・116・150）　断面形状が扁
平なもので、基部の作り出しが明瞭なものであ
る。68は断面形状が扁平なレンズ状を呈してい
る。先端部から胴部上半の側扁には細かい刻み状
の加工が規則正しくつけられており、基部の作り
出しは長軸対して直角である。器面全体は最終的

には研磨が施されている。長さ5cm以上を有し
ており、平面形態上から五角形石鏃のなかでもい
わゆる「朝日型長身鏃」との関連性が考えられる
ものである。材質は不明。150は平面形態が長三
角形状で、断面形状は扁平な六角形状を呈するも
のである。最終調整として研磨が施されている。
　骨製2類（B-038・069・082・104・136）
　断面形状が楕円もしくは隅丸長方形状を呈する
もので、基部の作り出しがやや明瞭なものであ
る。特に136は基部の作り出しが明瞭である。材
は、管状骨の分割材が多く、器面には凹面が残さ
れているものもある。
　骨製3類（B-040・188）　一端のみが尖って
いるもので、基部は尖っていないものである。
40は基部に若干の凹みがある。188も基部側が若
干湾曲気味になっており、一部に弱い凹みがあ
る。材は管状骨を使用しており、内面の凹みが若
干残されている。これらにも最終調整としての研
磨痕が残されている。
　骨製4類（B-056）　エイの尾棘製の刺突具で
ある。基部の片面は面がつけられている。
　骨製5類（B-020・071・092・103・126・137・
141・160・186）　断面形状が楕円もしくは隅丸
長方形状を呈するもので、骨製2類に比べて基部
の作り出しが明瞭ではなく、棒状を呈するもので
ある。断面形状では、071のように太めで三角形
状を呈するものと、それ以外のもののように細身
で楕円形状を呈するものとがある。材は管状骨を
使用しており、内面の凹みがそのまま残されてい
るものもある。これらにも最終調整としての研磨
痕が器面に残されている。

骨角製品骨角製品Ⅲ 4
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　骨製0類（B-091・123・133・145）　一部の
みであり、上記以外のものである。材は上記のも
の同様管状骨を使用されているようである。

固定銛　鹿角製のみである。形態によって以下の
ように細分される。
　1類（B-003・043・044）　逆刺の平面形態が
長い三角形状を呈するものである。いずれも鹿角
の半截材を使用しており、断面形状楕円形の長
軸方向に鹿角表面とおよびその反対面には髄部
分がある。003は逆刺の深さが若干である一方、
043・044は逆刺の作り出しが明瞭である。043
は基部が先細り気味に加工されている一方、044
にはそのような加工は見られない。器面に関して
003は摩滅気味である一方、043・044は摩滅が
顕著ではない。
　2類（B-165）　逆刺の平面形態が角張ってお
り、いわゆる「翼状の逆刺」を有するものである。
逆刺は深く作り出されており、断面形状が扁平な
長方形状の材に対して、両側から二分の一ほどの
深さにまで掘り込まれている。器面の工具痕は明
瞭ではない。

釣針　イノシシ牙製が1点のみ出土している（B
-125）。無鈎の単式釣針である。材の形状によ
り、側面観は緩やかに湾曲する。チモト部分は二
方向から抉りいれが行われており、最終調整とし
ての研磨痕が残されている。

「浮袋の口」　鹿角製のみである。2類に細分される。
　1類（B-077）　筒状を呈するもので、端部に
沿って文様が見られるものである。研磨が施され
た器面に、文様が線刻によってつけられている。
文様には端面にかけての刻み列と横方向への二条
の沈線がある。朝日遺跡では管状の装身具が各種
出土しており、その類かもしれない。
　2類（B-094）　円錐状を呈するもので、中央
横方向に沈線が巡るものである。器面は最終調整
として研磨が施されたようである。

針（B-052・127・128）　細身の棒状刺突具で、
骨製のみと思われる。これも最終調整としては全
面研磨が施されている。これらの中でも128は太
さが均一に細く、一端には穿孔が施されている。

ヘアピン?（B-067）　棒状の製品で、一端が細
く加工されているものである。最終調整として研
磨が行われている。断面形状が楕円形状を呈す
る。管状骨を使用しており、髄部分の内面の凹み
が残されている。

ヘラ・刺突具（B-122・155・157）　一端のみ
が刺突状もしくは扁平気味になっているもので、
使用によると思われる摩滅痕が見られるものであ
る。122は敲打痕の残る骨片の一端のみに著しい
摩滅痕の見られるものである。脛骨を利用してい
る。155は敲打により遠位端側が斜方向にはがさ
れたイノシシ脛骨を、はがされた部分を中心に全
体を研磨して道具としている。先端部は、両面に
上下方向の使用痕がある。157はイノシシ尺骨製
で、遠位部を落として先端としている。先端部は
摩滅痕が顕著である。

円板状製品（B-001・022）　鹿角角座部を使用
したものである。扁平な円形の板材で、中央に径
1cmほどの穿孔が施されている。

加工された角片（B-005・007・010・014・031・
073・117・129）　005は細く棒状に調整された鹿
角材で、縦方向に剥がすように作出された材の両
端を、敲打などによって切断しているか。007は
角幹部を利用したもので、表面および一端は研磨
調整が施されており、径1cm・深さ1cmほどの
盲孔が穿かれている。もう一端は工具などによっ
て折り取られたような痕跡がある。
010は敲打などによって半截にされた材に、工具
による幅2～3cmほどの連続した抉りいれによっ
て細くなった時点で折り取っている。014は横長
状に作出された片の両側辺に連続した抉りを入れ
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ているものである。固定銛への加工途中かもしれ
ないが、薄手である。031は縦方向に剥がすよう
に作出された半截材である。端部には敲打などに
よる切断痕がある。073も031同様の半截材であ
るが、髄側には研磨痕が見られる。117は板状の
材の一端が削り出しによって細くなっている。
129は鹿角枝部分の一端に縦方向にV字状の切り
込みを入れている。最終調整として全体に研磨が
施されているか。
　その他、弭形鹿角製品の横棒部分と思われるも
のも出土している。

加工のある角片　5類に細分した。
　1類（B-072・078・087・088・089・158・
184）　角幹および角枝などが切断され、残った
角座部分である。落角および非落角の両者が存在
する。第一枝分岐点で切断されているものが多い
が、角座直上で切断されているもの（158）や、
角座直下で切断されているもの（184）がある。
切断は、工具により幅2cm程度で周囲を連続し
て抉り入れた後、折り取りによって行われてい
る。折り取りによっては、剥ぎ取られるような痕
跡を残すものもある（088・089・184）。
　2類（B-037・180）　角幹が切断され、角座お
よび第一枝が残されているものである。切断の手
順などは1類と同じである。180は折り取りによっ
て、剥ぎ取られるような痕跡が残されている。
　3類（B-105・114・168・169）　角枝が切断
された状態のものである。105は角枝に対して
垂直気味に切断されている。切断部付近には幅
2mmほどの細長い工具痕が残されている。114
も幅1.5～2cmほどの工具痕が連続しているが、
一部角枝の長軸方向に段状になるような抉り入れ
が見られる。168は幅2cmほどの工具痕が連続し
ており、これにより抉り入れが行われたと考えら
れる。169は片面に幅2～3cmほどの工具痕、も
う片面には折り取りの痕が見られる。
　4類（B-100・144・166・167・171・181）
　角幹・角枝の分岐点付近で、枝などが切断され

た状態のものである。切断痕のあり様は1類と大
きな違いはない。100は縦方向に剥がされたよう
な痕跡が確認できる。167は、角枝切断時の折り
取りによって長軸方向に剥ぎ取られたような痕跡
が残されたものである。
　5類（B-146）上記以外のもので、切断された
角幹および角枝部分である。切断の様相は1類と
大きな差はない。

加工された骨片　（B-004・019・083）　019は
作り出しが見られるものである。083は管状骨が
敲打などによって短冊形に作り出されたものであ
る。上下両端は敲打などによって切断されている。

加工のある骨片　3類に細分される。なお、ここで示
すものは、ほぼシカの中手骨・中足骨と考えられる。
　1類（B-081・106・109・110・135・138・
139・164・183）　切り離された近位部および遠
位部を一括する。ほぼ大多数が長軸方向に対して
垂直に連続した擦切りを入れており、最終的には
折り取りを行っている。この様相は朝日遺跡出土
例では最も多く見られる。081は敲打により近位
端を切り離しており、朝日遺跡では稀である。
　2類（B-075・079）　端部の切断されたもので
ある。075は遠位端を連続した擦切りののち折り取
りを行っている。079は両端とも敲打によるもので、
端部のみならず切断が行われているようである。
　3類（B-076・080・108・124）　剥片および
微細剥片状になっている骨片である。敲打調整に
よって作出されたものが主体である。

垂飾など
　鹿角製　（B-120・121）　角枝部から作られ
ており、120・121は同一の材を分割して作られ
ている。表面には幅1cmほどの稜の立つ加工痕
が長軸方向に見られる。その中には、横方向の不
連続な段差が見られる。中央部は長軸方向に穿孔
の上、両端は各方向へ研磨が施されている。
　鳥類骨製　（B-002・039・059・062・063）



川添　和暁 ・ 山崎　健

248

　管状骨の上下を切断して、管玉状に加工したも
のである。039・059・062では端部に細い短沈
線状のものが存在するが、文様もしくは切断痕の
可能性もある。
　軟骨魚類骨製　（B-030・050・115・151・
153）　いずれも脊椎骨の中央部に穿孔が施され
ているものである。法量はさまざまなものが存在
する。
　獣骨牙製　（B-045・060・061・149・161・
178）　045・060・061・149は牙製垂飾で、犬
歯を利用している。060は歯根側に平坦面を形
成してから穿孔が施されているかもしれない。
045は食肉目類、060はイヌ、061はイノシシ雄、
149はキツネ。161はイノシシ雄犬歯の両端に穿
孔が施されているものである。178はイノシシ雄
犬歯を半截し作られているものである。エナメル
質の見られない側を中心に最終調整は研磨であ
り、こちら側からの穿孔が施されている。穿孔部

付近は溝状に若干凹む。

棒状鹿角製品　鹿角角幹および角枝の形状をその
まま利用して作られた、長めの棒状製品をこの名
称で呼称する。この資料群は部位構成が明確なも
のが多く、上から上端部（「部位Ⅰ」とする、以
下同じ）・上端部と文様帯間の部分（「部位Ⅱ」と
する、以下同じ）・文様帯（「部位Ⅲ」とする、以
下同じ）・棒状部分（「部位Ⅳ」とする、以下同じ）
に分けられる。形態により2類に分けられる。
　1類　（B-041）　部位Ⅱおよび部位Ⅲの装飾が
著しいものである。部位Ⅰは下に抉りを入れるこ
とによって明瞭に部位Ⅱと区別をしており、部
位Ⅰと部位Ⅱの境に当たる抉りの部分に合わせ
て斜方向に穿孔が施されている。部位Ⅱには縦
1.7cm、横1.5cm、深さ0.3cmほどの楕円形も
しくは隅丸方形の盲孔が90 度違えて、抉られて
いる。盲孔の中には幅0.3cmほどの細長い工具痕

２・３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期 ９期 不明
1 1 1 1 1 4
2 2 2
1 2 1 3
2 2 1 1 1 1 6
3 3 3
4 1 6 1 4 12
0 1 2 3 9 15
1 2 1 3
2 1 1

釣針 イノシシ 牙 1 1 1
1 1 1
2 1 1
1 3 1 1 5
2 3 2 5

ヘアピン? 骨 1 1 2 2
ヘラ・刺突具 骨 1 2 3 3
円板状製品 シカ角 1 1 1 2 2

加工された角片 シカ角 6 3 2 1 12 12
1 1 10 1 4 1 5 22
2 1 1 1 3
3 1 1 1 1 1 5
4 1 1 6 8
5 1 1

加工された骨片 骨 1 3 2 1 2 9 9
加工のある骨片 骨 1 9 10 7 1 8 36 36

シカ角 2 2
鳥類 骨 4 1 1 6

軟骨魚類 骨 3 3 1 7
骨 1 1

イノシシ・獣骨 牙 4 2 1 7
1 1 1
2 1 1

卜骨 シカ肩甲骨 1 1 2 2
時期別計 32 34 45 28 8 1 1 43 192

10

39

2

23

6

39

4

2

加工のある角片 シカ角

棒状鹿角製品 シカ角

垂飾

「浮袋の口」 シカ角

針 骨

刺突具・鏃

シカ角

骨

固定銛 シカ角

小器種別計 器種別計点数器種名 材質 分類

表3-4-1　骨角製品器種・時期別出土一覧表
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B-165 B-068

写真 3-4-1　骨角製品（1）

が見られる。部位Ⅲが上下を削ることによって幅
3cmほどで作られており、ここの直上がかつて
鹿角の第一枝のあった場所である。部位Ⅲにはや
や崩れ気味の工字文がレリーフされている。最終
調整は研磨であり、鹿角表面の凹凸が消失してい
るばかりか、ところどころに著しい研磨痕が残さ
れている。部位Ⅲから部位Ⅳにかけて欠損がみら
れる。この欠損はいわば「ねじ折られた」ような
痕跡が残されている。
　2類　（B-175）　部位Ⅱおよび部位Ⅲには著し
い装飾がみられないものである。部位Ⅰは上半は
欠失している。部位Ⅲは角座部分である。部位Ⅳ
の先端は斜方向に面が形成されている。最終調整
は全面研磨である。
卜骨　（B-033・102）　 いずれもシカの肩甲骨
を使用している。033は肩甲棘がそのまま残され
たものを使用しており、102は肩甲棘が見られな
いものの、使用前に除去したものかどうかは不明

である。使用部分が若干凹んでおり、あらかじめ
抉り入れて凹めた部分に、灼を入れた可能性も考
えられる。

（3）各調査区から出土した骨角器の様相
　朝日遺跡では、骨角器は朝日式期から高蔵式期
までに属する資料群が中心であるようであり、今
回報告分もこの傾向を踏襲している（表3-4-1）。
特に、朝日式期から貝田町式期にかけての資料が
充実している状況である。
　これまで報告されている器種以外のものは今回
見られない。しかし、特に注目される資料として
骨鏃（068）と棒状鹿角製品（041）がある。ま
た、加工痕についての大きな変革は、今回の資料
群からでは明瞭に確認できなかった。そのなかで
も120・121の表面の加工痕はどのようにして形
成されるのかの検討は必要であろう。
　出土器種のあり方を概観すると、「製品」と加

B-125 B-136 B-140

B-044
B-043
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写真 3-4-2　骨角製品（2）

B-157 B-155

B-121 B-120 B-077

B-149 B-045
B-060

B-059 B-039 B-062

B-161 B-178

B-115 B-030

B-041
B-175

B-102
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99Aa  SB01

99Aa  SB02 99Aa  SB26

99Aa  SK136

99Ab  SB06

99Ac  検 II-2 01Ac  SD03

01Ac  SD02

99Aa  SK151 99Aa  SK154

99Ae  検 II

B-001

B-002
B-003

B-004
B-005

B-020

B-019

B-007

B-014 B-010

B-022

B-030

B-031

B-033

B-153

B-151 B-149

B-150

0 5cm(1/2)

図 3-4-1　出土骨角製品（１）
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01Aa  SD12

B-073

B-071

B-072

B-068

B-070

B-067

B-076

B-069

B-075

0 5cm(1/2)

図 3-4-2　出土骨角製品（２）
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01Aa  SD16

B-078

B-089

B-077

B-087

B-088

B-082 B-083

B-079

B-081

B-080

0 5cm(1/2)

図 3-4-3　出土骨角製品（３）
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01Ab  SB39 01Ab  SD02 01Ab  SD21

01Ab  SK1401Ab  SK72

01Ab  Sk55

01Ab  SK64 01Ab  SK75

01Ab  SK142

01Ab  SK109

01Ab  SK76

01Ab  SK145

01Ab  SK192

B-092 B-094 B-096

B-102
B-115

B-107
B-108

B-109

B-110

B-114

B-116

B-117

B-103

B-104
B-100

B-120

B-121

B-122

B-105

B-106
0 5cm(1/2)

図 3-4-4　出土骨角製品（４）
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01Ab  SX01 貝層 B

01Ab  検出など

B-129

B-126

B-123

B-124

B-127

B-128

B-125

B-144

B-140 B-136

B-146

B-132

B-141

B-143

B-133

B-139

B-135

B-138

B-137
B-145

0 5cm(1/2)

図 3-4-5　出土骨角製品（５）
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01Ad  NR02

01Ad  SB15

01Ad  SD13

01Ad  SX01

01Ad  SD1401Ad  検出など

B-155

B-157

B-158

B-160

B-162

B-164

B-167

B-166
B-165

B-161
0 5cm(1/2)

図 3-4-6　出土骨角製品（６）
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02Ad  SD08

01Ae  SD02 01Ae  SD04

01Ae  検 II -2

02Ad

02Ad  SD05

02Ad  SD04 02Ad  SD09 B-184

B-168 B-169

B-186

B-171
B-181

B-180

B-178

B-183

0 5cm(1/2)

図 3-4-7　出土骨角製品（７）
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99Bb  NR01  5B・5C貝層

B-043 B-044

B-041

B-042

B-037 0 5cm(1/2)

図 3-4-8　出土骨角製品（８）
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99Bb  NR01  4 層・5c貝層・5d貝層 

02Bg  NR03 01Da  SK257 

B-035 

B-040 

B-052 

B-038 

B-056 

B-059 

B-039 

B-062 

B-063 

B-050 

B-045 B-060 

B-061

B-188 

B-175 

0 5cm (1/2) 

図 3-4-9　出土骨角製品（９）
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工痕のある鹿角・骨片の両者が出土している地
点、「製品」が卓越している地点、加工痕のある
鹿角・骨片が卓越している地点に分けられる。朝
日遺跡では、「製品」と加工痕のある鹿角・骨片
との出土状況が異なることが提示されている（宮
腰2002）。今回報告文でも、99Bb NR01貝層で
は著しく「製品」の出土が卓越しており、この器
種の組合せのみならず、廃棄の場としてのこの貝
層の意義を検討する必要が大いにある。また、卜
骨（033・102）・棒状鹿角製品（175）は単独で
出土しており、その出土の様相は注目すべきであ
る。（川添和暁）

（4）加工痕の認められる資料
　遺跡から出土する動物遺存体には人為的な加工
痕が認められる資料が存在する。こうした人為的
加工痕は、解体痕やスパイラル剥離など食料獲
得作業によって残された痕跡と、骨角器の製作に
よって残された痕跡に大きく分けられる。ここで
は、骨角器の製作によって残された痕跡を有する
資料について報告する（食料獲得作業によって残
された痕跡を有する資料については第Ⅲ部5で報
告する）。これらの資料は、骨角器の未製品、製
作過程に伴って生じた破片などと考えられる。
　切断や分割に関わる加工痕の形態的分類は、原
田・宮腰（2005）の分類を参考として、以下の

ように定義した。
切断・分割A：溝状の痕跡が認められる資料。溝
の断面形はV字やU字形を呈し、溝の底部には
溝と平行する線状痕が認められる。横方向の分
割でも縦方向の分割でも用いられている。
切断・分割B・C：平坦な加工面が切り合って認
められる資料。横方向に分割する場合は、複数
の方向から加工が加えられる。縦方向に分割
する場合は、平坦な加工面が斜めに連続して
認められる。Aと区別するために、原田・宮腰
（2005）のBとCの分類を一括した。
切断・分割D：横方向の分割では折り取ったよう
な痕跡、縦方向の分割では剥ぎ取ったような痕
跡のみが認められる資料。単純に折って分割し
た資料だけでなく、上記の工具による加工をし
た後に折って分割したために、結果として折り
取る痕跡や剥ぎ取る痕跡のみが残された資料も
含むと考えられる。 
不明：保存状態が悪く、加工痕が分類できなかっ
た資料である。

（1） ニホンジカの角
　切断・分割に関する加工痕が45点の資料で 
81ヶ所認められた。その多くが、横方向の分割
であった。加工痕の残された部位をみると、多
くの資料が角幹や角枝であったが、頭蓋骨から

表3-4-2　加工痕(横方向の切断・分割)

表3-4-３　加工痕(縦方向の切断・分割)

切断・分割 角座骨 角幹 角枝 分岐部 不明 鹿角合計
A 4 4 1 9（11.5%） 30（96.8%）
B・C 3 22 14 1 2 42（53.8%） 0
A+B・C 1 1（1.3%） 0
D 6 3 1 10（12.8%） 1（3.2%）
不明 8 7 1 16（20.5%） 0

切断・分割 角座骨 角幹 角枝 分岐部 不明 鹿角合計
A 0 14（93.3%）
B・C 2 2（66.7%） 1（6.7%）
D 1 1（33.3%） 0

鹿角 中手骨・中足骨

鹿角 中手骨・中足骨



第Ⅲ部　出土遺物の分析 ̶ ❹骨角製品

261

角を切断して角座骨に加工痕が残された資料
（B-158・184・037）や鹿角の分岐部ごと分割し
た資料（B-144）なども認められた。鹿角の各部
位とも、「切断・分割B・C」の加工痕が残された
資料が約50％以上で多いことが特徴である。「切
断・分割A」の加工痕が残された資料は、横方向
の分割で11.5％とわずかであり、縦方向の分割
では全く認められなかった。
　また、ほとんどの資料は単一の加工痕しか認め
られなかったが、B-167は同一箇所に「切断・分
割A」と「切断・分割B・C」のどちらの加工痕
も認められた。同一箇所の切断・分割の方法に2

つの技術を用いている資料として興味深い。
（2）ニホンジカの中手骨・中足骨
　ニホンジカの中手骨、中足骨、中手骨と中足骨
の判別ができない資料を、ここでは一括して扱う
ことにする。切断・分割に関する加工痕が41点
の資料で 46ヶ所認められた。分割方向は、横方
向だけでなく縦方向も多く見られた。近位端と遠
位端において横方向の分割がなされ、その後に縦
方向の分割がなされている。
　加工痕の分類をみると、横方向・縦方向ともに
「切断・分割A」の加工痕が残された資料が90％
以上を占めていた。「切断・分割B・C」の加工

B-184 B-089

B-105

B-114
B-085

B-190

B-073

B-093
B-006

B-072 B-179

B-078 B-088

B-192
写真 3-4-3　加工痕が認められる資料（1）
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B-079

写真 3-4-4　加工痕が認められる資料（2）

B-075 B-173 B-170

B-183B-164B-135

B-109

B-106 B-111

B-080
B-081

B-110B-138

B-146

B-144
B-167

B-181
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痕は全く認められなかった。また、B-076は、中
手・中足骨を縦に分割した後に剥離で調整されて
いた。

（3）小結
　ニホンジカの角と中手・中足骨について、切
断・分割した加工痕が認められた。ともに、骨角
器作製のために素材を分割したと考えられる資料
であるが、その採用される技術は異なっていた。
鹿角では「切断・分割B・C」が多用されるのに
対し、中手・中足骨では「切断・分割A」が用い
られていた。（山崎　健）
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　朝日遺跡では、愛知県埋蔵文化財センターが
1999～2002年度に実施した発掘調査において、
弥生時代中期を中心として、貝類、魚類、鳥類、
哺乳類などの動物遺存体が出土した。本章では、
これらの動物遺存体の分析結果について報告す
る。
　なお、本章では分析結果について基礎的データ
の提示に努め、分析結果から得られた考察・解釈
については第Ⅳ部4章にて行うこととする。

（1）目的
　本章は、出土した動物遺存体の記載と基礎的
データの提示を目的とする。出土した動物遺存体
のうち、貝類を除いた魚類・鳥類・哺乳類などの
脊椎動物遺存体については個別の番号を登録し、
第三者によって分析結果を追認あるいは検証可能
となるように努めた。
　なお、観察によって得られた各属性及び計測値
のデータは、これまで多くの紙数を割く必要があ
り、省略する場合も多かった。そのため、本報告
では、分析資料の観察結果および計測値のデータ
を「動物遺存体観察表」、「上顎骨・下顎骨観察表」、
「動物遺存体計測値」として付属DVDに収録し
た。それぞれのデータはExcel形式で作成した。
本章の記述はこのデータに基づいている。

（2）分析資料
2. 1　分析対象
　遺跡から出土する動物遺存体（貝殻、脊椎動物
の骨、歯など）は、分析段階において人工遺物で

ある「骨角器」と、自然遺物である「動物遺存体」
に切り離されて扱われている。骨角器を除いた分
析資料では、動物遺存体の個体数や部位別組成の
算定に影響を及ぼすなどの問題点が指摘できる。
　そこで本章で扱う分析資料は、人為的な加工の
有無に関係なく、すべての動物遺存体とした。す
なわち、従来の動物遺存体資料に加えて、川添和
暁氏のご協力により、骨角器および骨角器素材と
される資料も分析対象とした。そのため、第Ⅲ部4
章で骨角器として報告された資料についても、動
物遺存体資料として番号を登録し、分析を行った。

2. 2　出土状況・所属時期
　動物遺存体は、環濠や自然流路に堆積した貝層
を中心として出土した。貝類は、遺構により保存
状態に差が認められ、全体的にみると良好ではな
い。一方で、哺乳類、鳥類、魚類などの動物骨の
保存状態は全体的に良好であった。
　これらの動物遺存体の所属時期は、朝日2・3
期～朝日7期まで含まれている。

　朝日2・3期：朝日式期（弥生時代中期前葉）
　朝日4期： 貝田町（古段階）式期（弥生時代中

期中葉前半）
　朝日5期： 貝田町（新段階）式期（弥生時代中

期中葉後半）
　朝日6期： 高蔵式期（弥生時代中期後葉）
　朝日7期： 山中式期（弥生時代後期）

2. 3　採集方法
　分析資料は、採集方法により「現場採集資料」

動物遺存体動物遺存体Ⅲ 5
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と「水洗選別資料」に分けられる。
　「現場採集資料」は、発掘時に採集された資料
である。取り上げ番号が付けられている遺物も含
まれる。「水洗選別資料」は、土壌をフルイで水
洗選別して、微細な資料も採集したものである。
これらの資料は、愛知県埋蔵文化財センターと
（株）パレオ・ラボによって、1～2mm目のメッ
シュを用いて、水洗選別されたものである。

（3）分析方法
3. 1　資料の登録
　分析資料について番号を登録し、出土状況（調
査年度、調査区、グリッド、遺構、層位、No.、
調査日、資料採集方法、所属時期）、同定結果（大
分類、種名、部位、左右、癒合状況、残存位置）、
観察結果（解体痕跡、受熱痕、イヌ咬み跡、ネズ
ミ類咬み痕）を記録した。同定結果と観察項目の
定義を以下に示す。登録にあたっては、松井
（1986、1990）、鵜沢（1998）、樋泉（2001）、
富岡（2003）を参考とした。

　3. 1. 1　同定結果
　「大分類」は、同定された分類群について貝類、
魚類、鳥類、哺乳類などの大きな分類を示す。「種
名」は同定された分類群を示す。原則として目・
科・属・種を示すが、目・科・属・種に分類でき
なかった分類群については「～類」を用いた資料
もある。「部位」は同定された資料の骨格部位を
示す。「左右」は同定された資料の左右を示す。
左側の骨格部位をL（Left）、右側の骨格部位をR
（Right）、正中線上の骨格部位をM（Medial）と
する。
　「残存位置」は同定された資料の残存状況を示
す。長骨に関しては、近位端をｐ（proximal）、
骨幹部をｓ（shaft）、遠位端をｄ（distal）とし
て登録した。骨幹部は、長骨の50％以上が残存
した資料と定義する。ただし、尺骨についてはそ
の他に滑車切痕をｔ（trochlear notch）として
加えた。また、肩甲骨は関節窩をｇ（glenoid 

cavity）、肩甲棘をｓ（spine of scapula）とした。
寛骨は、寛骨臼をa（acetabulum）とし、さら
に寛骨臼の残存部位として腸骨がil（ilium）、恥
骨がｐ（pubis）、坐骨がis（ischium）、3骨とも
完存した場合にはｃ（complete）として登録し
た。その他の骨格部位に関しては、解剖学用語を
用いて記載した。
　「癒合」は、同定された資料の骨端における癒
合状況を示す。「＋ ＋」は骨端の癒合が完了し、
骨端が残存した資料、「－－」は骨端の癒合が完
了しておらず、未癒合の骨端が脱落した資料、「＋
－」は脱落した未癒合の骨端のみの資料、「？」
は保存状況や破損のために骨端の癒合状況が不明
の資料として登録した（図3-5-1）。
　また、哺乳類の上顎骨、下顎骨の残存状況と歯
の萌出段階については、別に記録した。［ ］は顎
骨の残存位置を示す。またそれぞれの歯につい
て、＜ ＞は未萌出の段階、（ ）は萌出中の段階、
×は顎骨から脱落した歯を示している（図3-5-2）。

　3. 1. 2　観察項目
　「解体痕」、「受熱痕」、「イヌ咬み痕」、「ネズミ
類咬み痕」について、観察を行った。
　「解体痕」は、線状痕や切断痕など、解体作業
の際に残されたと考えられる加工痕である。線状
痕（溝の断面がV字状を呈し、溝の内部に溝と並
行する線状の痕跡）と切断痕（資料が完全に切断
された痕跡）が認められる資料について、記録し
た。骨角器の製作痕跡によって残されたと考えら
れる痕跡については第Ⅲ部4章で報告する。「受
熱痕」は、資料が熱を受けて変色した痕跡と定義
し、記録した。「イヌ咬み痕」は、円形の溝や孔
が集中的に認められる痕跡と定義して、記録し
た。これらは食肉類の咬み痕と考えられ、朝日遺
跡ではイヌが想定される。「ネズミ類咬み痕」は、
平行した2条の溝が集中的に認められる痕跡と定
義して、記録した。これらは齧歯類の咬み痕と考
えられ、ネズミ類が想定される。
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3. 2　貝類
　水洗選別資料を分析対象とした。ただし、水洗
選別資料に見られない貝種に関しては現場採集資
料も分析対象とした。同定は、現生標本との比較
によって行い、増田・内山（2004）の記載も参
考とした。
　同定対象は、腹足類（巻貝）では殻軸、斧足類
（二枚貝）では殻頂部（殻頂あるいは鉸歯）の残
存する資料とした。個体数の算定については、斧
足類では左右の殻のうち個数の多い方を、腹足類
では1/2以上残存する殻軸数をもって、個体数と

した。貝類の学名・配列に関しては奥谷（2000）、
増田・内山（2004）に従った。
　計測は主体貝種の1つであるハマグリについて
行った。計測方法と計測部位については後述する。

3. 3　爬虫類・両生類
　現場採集資料と水洗選別資料を分析対象とし
た。同定は現生骨格標本との比較によって行っ
た。爬虫類・両生類については、現生骨格標本と
の比較が十分に行えてはいないため、「～類」と
して同定を行った。

図3-5-1　「動物遺存体観察表」の画面（付属DVD収録）

図3-5-2　「上顎骨・下顎骨観察表」の画面（付属DVD収録）
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3. 4　魚類
　現場採集資料と水洗選別資料を分析対象とし
た。同定は現生骨格標本との比較によって行っ
た。
　同定対象は、主上顎骨・前上顎骨・歯骨・角骨・
方骨・舌顎骨・主鰓蓋骨・第1椎骨・腹椎・尾椎・
尾部棒状骨とした。これらの骨格部位は、未同定
の資料についても報告した。また分類群によって
は、その他の骨格部位も分析対象とした。魚類の
学名・配列に関しては中坊編（2000）に基本的
に従った。同定結果の記載において「種不明」と
したものは比較標本中に一致する種がなかった資
料で、「同定不可」とあるのは破損などが原因で
特定の分類群へ同定が行えなかった資料である。
同定不可は椎骨のみを対象とした。
　集計については、頭部骨では関節部が残存して
いるもの、椎骨は1/2以上残存しているものを原
則として算定した。ただし、コイ科魚類の咽頭
骨、タイ科魚類の主上顎骨、前上顎骨、歯骨につ
いては、重複を避けるために複数の計数部位を設
定して算定した。計数部位については、樋泉
（1990）に従った。

3. 5　鳥類
　現場採集資料と水洗選別資料を分析対象とし
た。同定は現生骨格標本との比較によって行っ
た。比較標本には、筆者所蔵標本の他に、江田真
毅氏（九州大学大学院比較社会文化研究院）所蔵
の標本を用いた。
　同定対象は、骨端部が残存する資料とした。た
だし、人為的な加工痕が観察された資料について
は骨幹部も同定対象とした。鳥類の学名と配列に
ついては日本鳥類目録編集委員会（2000）に基
本的に従い、カモ科の亜科についてはAmerican 
Ornithologists’ Union（1983）に従った。鳥類
の解剖学用語についてはBaumel et al.（1993）
と日本獣医解剖学会（1998）に従った。

3. 6　哺乳類
　現場採集資料と水洗選別資料を分析対象とし
た。同定は現生骨格標本との比較によって行っ
た。比較標本には、筆者所蔵標本の他に、名古屋
大学大学院附属設楽フィールド所蔵の標本を用い
た。
　同定対象は、骨端部が残存する資料とした。た
だし、人為的な加工痕が観察された資料について
は骨幹部も同定対象とした。哺乳類の学名と配列
についてはWilson and Reeder（2005）に従っ
た。哺乳類の解剖学用語については後藤・大泰司
編（1986）と加藤・山内（1995）に従った。
　哺乳類遺存体に関しては、可能な限り計測を
行った。計測方法と計測部位については後述す
る。

（4）分析結果
　分析の結果を、貝類、魚類、両生類・爬虫類、
鳥類、哺乳類の順に示す。表3-5-1は、出土した
動物遺存体の種名一覧である。

4. 1　貝類
　出土した貝類遺存体は、同定資料数で計2,535
点、同定された分類群は23分類群に及ぶ。以下
に、いくつかの分類群について若干の記載を加
え、貝類遺存体の組成について述べる。また、ハ
マグリの殻長・殻高についても報告する。

　4. 1. 1　分類群の記載
　ハマグリ　Meretrix lusoria

　1,157点が出土した。本遺跡の主体貝種の1つ
である。01Aa区SD12、01Aa区SD16、01Ac区
SD02などの貝層で、ハマグリが約70～80％を占
めていた。

　マガキ　Crassostrea gigas

　423点が出土した。本遺跡の主体貝種の1つで
ある。99Bb区NR01や02Bg区SK03などの貝層
で、マガキが約80～90％を占めていた。
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　ヤマトシジミ　Corbicula japonica

　01Ab区SX01において集中して出土する場所
が存在した。殻長部が高く、側歯が形成する角度
が小さいことから、ヤマトシジミと同定した。し
かし、遺跡出土資料でのシジミ科（ヤマトシジミ、
マシジミなど）の種同定の困難さが指摘されてい
る（池田2005）。よって、一部にマシジミが混
じっている可能性が完全には排除できないが、こ
れらの貝類の主体はヤマトシジミと考えられる。

オオタニシ　Cipangopaludina japonica

　体層の周縁が顕著で角張っているなどの形態的
特徴から、オオタニシと同定した。流れの緩やか
な川や池沼に生息する。朝日5期で少量認められ
た。

クロダカワニナ　Semisulcospira kurodai

　螺塔には縦肋があり、殻底肋数が5～6本ある
ことなどの形態的特徴から、クロダカワニナと同
定した。流れの緩やかな泥底の河川下流域などに
生息する。少量出土した。

表3‒5‒1　動物遺存体の種名一覧
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　4. 1. 2　貝類遺存体の組成
　貝殻の保存状態は全体的に良好ではなく、ハマ
グリでは殻が劣化し破損した資料も多く認められ
た。全体として、ハマグリやマガキが主体を占め
る単純な組成で、ヤマトシジミ、イボウミニナ、
アカニシなどもみられた。
　MNI（最小個体数）による貝類組成をみると、
朝日2・3期ではマガキが93.43％と優占するのに
対し、朝日4期～6期ではハマグリが約34～80％
と主体を占め、ヤマトシジミ約8～25％とこれに
次いで多く出土していることが特徴である（表3
-5-2）。01Ab区SX01（朝日5期）に関しては、
ハマグリとともにヤマトシジミやイボウミニナが
集中する場所が存在しており、全体の組成にも影
響を与えている。また、オオタニシが朝日5期に
認められたのも注目される。
　なお微小貝に関しては、破片資料のみで同定可
能な資料が認められなかったが、すべて円盤型の
形状をしている貝類であった。多くはヒラマキガ
イ科に属するものと考えられる。

　4. 1. 3　ハマグリの殻長・殻高
　本遺跡の主体貝種の1つであるハマグリについ
て、殻高と殻長を求めた。分析資料は、資料数が
一定量得られた朝日4～6期の出土ハマグリであ
る。しかし、貝類の保存状態は良好でなく、計測
可能な資料は殻長で出土ハマグリの16.7％、殻
高で出土ハマグリの14.4％あった。
　そこで分析資料の母数を増やすため、ハマグリ
の殻長・殻高について、出土ハマグリの破片資料
から殻長・殻高を推定した。まず、計測可能な殻
長、殻高、外靱帯溝長について、デジタルノギス
を用いて、0.01mmの単位まで計測を行った。計
測部位の定義は以下の通りである。「外靱帯溝長」
の定義については阿部・加藤（2003）を参考と
した。
　殻長：前縁から後縁までの最大長
　殻高：殻頂部から腹縁までの最大長
　外靱帯溝長
　　　：殻頂部から外靱帯溝後端までの直線距離

表3‒5‒2　貝類遺存体（MNI）
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　そして、外靭帯溝長と殻長・殻高の相関を求め、
外靱帯溝長から殻長と殻高の推定を行った（図3
-5-3・4）。以上の過程を経て、出土ハマグリの
殻長・殻高について、計測値と推定値を合わせて、
ヒストグラムを求めた（図3-5-5・6）。
　殻長の分布は単峰性を示し、左殻で70～
90mmの範囲、右殻で60～80mmの範囲が最頻
値で集中した。殻高の分布も単峰性を示し、左右
とも60～70mmの範囲が最頻値で集中してい
た。一方で、殻長50mm以下の資料（左殻：
3.31％、右殻：9.74％）や殻高40mm以下の資
料（左殻：2.77％、右殻3.94％）はわずかであっ
た。

　4. 1. 4　捕食痕の認められた資料
　アカニシの殻芯に他の生物によって捕食された
痕跡が認められる資料が存在した（図3-5-7）。
生貝では殻芯が捕食されることはないため、死殻
（打ち上げ貝類）を利用していたことが示唆され
る。したがって、食料資源ではなく、何らかの素
材として利用された可能性が指摘できる。

4. 2　魚類
　出土した魚類遺存体は、同定資料数で計586点
（現場採集資料：28点、水洗選別資料：558点）、

図3‒5‒3　出土ハマグリの殻長と外靱帯溝長の相関（N=53）

図3‒5‒4　出土ハマグリの殻高と外靱帯溝長の相関（N=115）

図3‒5‒5　出土ハマグリの殻長分布（N=176）

図3‒5‒6　出土ハマグリの殻高分布（N=798） 図3‒5‒7　捕食痕が確認されたアカニシ

0 2cm
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同定された分類群は25分類群に及ぶ。以下に、
いくつかの分類群について若干の記載を加える。
さらに、現場採集資料と水洗選別資料に分けて、
魚類類遺存体の組成を述べていく。

　4. 2. 1　分類群の記載
　コイ科　Cyprinidae spp.
　コ　イ　Cyprinus carpio

　フナ属　Carassius sp.

　コイ科（コイ、フナ属含む）と同定された資料
は、113点（現場採集資料10点、水洗選別資料
93点）が出土した。今回出土した魚類では最も
多く分析された分類群である。
　コイ科として同定した分類群には骨格部位によ
り同定水準に差が認められる。咽頭歯について
は、歯冠がふくらんだ臼歯状の形態をしたものを
コイ、歯冠が前後に側偏したものをフナ属と同定
し、他のコイ科魚類の咽頭歯については、コイ科
として一括した。ただし、この中にはいくつかの
形態的特徴を有するものがあるため、複数のコイ
科魚類が含まれていると考えられる。

　軟骨魚類　Chondrichthyes
　板鰓類では、サメ類の歯、エイ亜目の尾棘、ア
カエイ科の鱗板、トビエイ科の歯板が同定された
ほかに、多量の椎骨が出土した。現生標本との比
較が十分に行えていないために、樋泉（1999、
2003）の記載を参考にして、いくつかのタイプ
に分類した。板鰓類a～cはサメ類、板鰓類dは
エイ亜目が想定される。
　板鰓類a：椎体の骨化が進み、椎体側面は平滑
である。神経・血管棘の離脱痕は深く明瞭な孔（弓
溝）を成し、弓溝内に隔壁は未発達であるか、認
められない。椎体前後の凹面の輪紋は明瞭であ
る。現場採集資料で1点同定された。中央部が穿
孔されて垂飾であった。
　板鰓類b：板鰓類aと形態的特徴は類似するが、
椎体前後の凹面が平滑で、輪紋が不明瞭な点から
区別される。8点（現場採集資料4点、水洗選別

資料4点）が同定された。そのうち、2点が垂飾
であった。
　板鰓類c：弓溝内に薄く明瞭な骨質の隔壁が認
められる。15点（すべて水洗選別資料）が同定
された。そのうち、4点が垂飾であった。
　板鰓類d：板鰓類では最も多く出土した。椎体
は小さく、弓溝が不明瞭である。25点（現場採集
資料1点、水洗選別資料24点）が同定された。人
為的加工が観察された資料は認められなかった。

　4. 2. 2　魚類遺存体の組成
　現場採集資料では、コイ科、スズキ属、板鰓類
bなどが多く出土し、ウシサワラなども見られた
（表3-5-3）。水洗選別資料では、コイ科、ナマズ
属などが多く出土し、ウナギ属、アユ、板鰓類
ｄ、ニシン科、タイ科がこれに次いだ（表3-5-4）。
　弥生時代中期（朝日2・3～6期）の資料につい
て、同定資料数（NISP）による組成比でみると、
コイ科（コイ、フナ属など）が29.33％と最も多
く出土し、ナマズ属が16.00％、タイ科（クロダ
イ属など）、ウナギ属、アユが約10％程度でこれ
に次いで多く出土した。

　4. 2. 3　加工痕の認められた資料
　No.808標本：ボラ科の尾椎である（図3-5-8）。
所属時期は朝日5期である。椎体が完全に切断さ
れ、右側2/3のみ残存している。魚の身をおろす
際に、背側あるいは腹側より刃を入れて中骨に
沿って刃を引いたことによって、こうした切断痕
が形成されたと考えられる。用いられた加工具に
関しては、鉄器の可能性が推測されるが、実験に
よる検証が必要である。

4. 3　爬虫類・両生類
　爬虫類ではカメ類とヘビ類、両生類ではカエル
類が確認された。カメ類は下腹骨板が1点出土し
た。ヘビ類は椎骨が43点、カエル類は全身の骨
格が22点出土した。現生標本との比較が不十分
なため、より詳細な同定は今後の課題としたい。
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表3‒5‒3　魚類遺存体（現場採集資料：NISP）

表3‒5‒4　魚類遺存体（水洗選別資料：NISP）

*NISP算定に際して、タイ科の顎歯を除いた。
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5. 3　鳥類
　出土した鳥類遺存体は、同定資料数で計104点
（現場採集資料：25点、水洗選別資料79点）で
あった。同定された分類群は9分類群に及ぶ。以
下に、いくつかの分類群について若干の記載を加
える。さらに、鳥類遺存体の組成を述べていく。

　5. 3. 1　分類群の記載
　カモ亜科　Anatinae spp.
　マガモ属　Anas sp.
　55点（現場採集資料11点、水洗選別資料45点）
が出土した。今回出土した鳥類では最も多く同定
された分類群である。カモ亜科として同定した分
類群には、骨格部位により同定水準に差が認めら
れる。上腕骨に関しては、江田（2005）の作成
した同定基準に基づき、形態形質を観察した結
果、No.520標本がマガン属とより低次の分類群
に同定された。
　それ以外の資料に関しては、属以下の分類群間
の差が明瞭に認められないため、カモ亜科として
一括した。骨の大きさから推定すると複数種が含
まれていると考えられる。

　キジ科　Phasianidae spp.
　12点（現場採集資料4点、水洗選別資料8点）
が出土した。これらの資料には、①ニワトリの形
態的特徴を有するものはなく、②キジやヤマドリ
の現生標本と比較して各骨格の大きさが明確に異

なる資料がないため、ニワトリと同定される資料
は含まれていない。また、No.521標本とNo.522
標本については、足根中足骨に距突起が形成され
ているため、どちらもオスであると考えられる。

　ツル科　Gruidae sp.
　01Aa区SD16から右側の上腕骨が1点のみ出土
した。上腕骨の三頭筋気孔窩から遠位側に続く筋
線の形状から、ツル科と同定した。この資料は、
遠位側骨幹部に骨の長軸と直行する方向に線状痕
（5mm程度）が連続して認められた。

　5. 3. 2　鳥類遺存体の組成
　弥生時代中期（2・3～6期）の資料について、
同定資料数（NISP）による組成比をみると、カ
モ亜科（マガモ属など）が64.29％を占めて卓越
した。次いで、キジ科、スズメ目、ガン亜科が多
く出土した。多くの分類群で資料選別方法により
出土量も大きく異なった。現場採集資料ではガン
亜科が多く出土し、ツル科、タカ科、アビ科が出土
した（表3-5-5）。一方で、水洗選別資料では、現場
採集資料では得られなかったスズメ目とカラス科
が出土した（表3-5-6）。カモ亜科とキジ科は、資
料選別方法に関わらず、多くの資料が得られた。

　5. 3. 3　カモ亜科の部位別組成
　最も出土量の多かったカモ亜科（マガモ属など）
について、部位別組成を検討した。骨格部位ごと

図3‒5‒8　切断痕が確認されたボラ科の尾椎（No.808）

2/1
0 5mm

（a）前面 （b）側面 （c）後面
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に最小個体数（MNI：遺構・左右・残存部位を
考慮）を算定して、その最大値を基準とし、それ
ぞれの骨格部位の出現頻度を比較した。出土した
骨格部位は、肩甲骨、烏口骨、上腕骨、尺骨、手
根中手骨、大指基節骨、大腿骨、脛足根骨であっ
た。

　今回の分析資料では、手根中足骨のMNIが15
と最大値であったため、この値を100としたとき
の各骨格部位の出現頻度が％MNIである。
　分析の結果を図3-5-9に示した。手根中手骨と
大指基節骨の出現頻度が％MNIで50％以上と高
い値を示した。他の骨格部位は％MNIで20％以

表3-5-5　鳥類遺存体（現場採集資料：NISP）

表3‒5‒6　鳥類遺存体（水洗選別資料：NISP）

図3‒5‒9　カモ亜科の部位別出現頻度（朝日2・3～6期）

*NISP算定に際して、椎骨・鎖骨・部位不明の資料は除いた。

*NISP算定に際して、椎骨・鎖骨・部位不明の資料は除いた。
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下と低い値であった。このことから、①翼部（烏
口骨、上腕骨、尺骨、手根中手骨、大指基節骨）
に比べて、後肢部（大腿骨、脛足根骨、足根中足
骨）の出土量が少ない、②翼部でも、遠位に位置
する部位（手根中手骨、大指基節骨）に比べて、
近位に位置する部位（烏口骨、上腕骨、尺骨）の
出土量が少ない、ことが明らかとなった。

6. 4　哺乳類
　出土した哺乳類遺存体は、現場採集資料、水洗
選別資料を合わせて、同定資料数で961点であっ
た。同定された分類群は5分類群に及ぶ。以下
に、いくつかの分類群について若干の記載を加え
る。さらに、加工痕の記載なども行う。

　6. 4. 1　分類群の記載
A. イノシシ類　Sus scrofa

　今回分析した資料の中で最も多く出土した哺乳
類である。朝日遺跡出土資料に関しては、イノシ
シであるかブタであるかの議論が行われている。
本報告では、こうした議論を検討するための基礎
的データを提示することを目的としている。その
ため、イノシシ／ブタとの同定を行わずに「イノ
シシ類」として一括して扱い、出土量、年齢構成、
部位別組成、計測値、形態的特徴を記載した。

　⑴　出土量
　同定資料数（NISP）で513点が出土し、最小
個体数（MNI：遺構、左右、残存部位を考慮）
では34個体であった。時期が特定された資料を
みると、朝日2・3期では53点（MNI：3）、朝日
4期では83点（MNI：7）、朝日5期では129点
（MNI：9）、朝日6期では98点（MNI：11）、朝
日7期 で は30点（MNI：3）、 朝 日8期 で は8点
（MNI：1）であった。

　⑵　年齢構成
　年齢構成については、①上顎骨および下顎骨の
歯牙の萌出・交換・咬耗状況の観察による方法と、

②四肢骨骨端の癒合状況の観察による方法を用い
て、それぞれ検討した。
　①　歯の萌出・交換・咬耗状況
　上顎骨および下顎骨の歯牙の萌出・交換・咬耗
状況における基準（林ほか1977）に従って、0段
階（第1大臼歯が未萌出）、Ⅰ段階（第1大臼歯が
萌出開始～完了）、Ⅱ段階（第2大臼歯が萌出開
始～完了）、Ⅲ段階（第3大臼歯が萌出開始～完
了）、Ⅳ段階（第3大臼歯の第1・2咬頭のみが咬
耗）、Ⅴ段階（第3大臼歯の第3咬頭まで咬耗）の
6段階に分類した。
　分析結果を表3-5-7に示す。全体としてみる
と、0段階が0個体、Ⅰ段階が6個体、Ⅱ段階が6
個体、Ⅲ段階が8個体、Ⅳ段階が4個体、Ⅴ段階
が6個体であった。弥生時代中期（4～6期）の資
料で検討すると、幼獣（0・Ⅰ段階）が18.52％、
若獣（Ⅱ・Ⅲ段階）が48.15％、成獣（Ⅳ・Ⅴ段階）
が33.33％であった。若獣が多い一方で、Ⅴ段階
の資料が一定量出土していること（朝日2・3～6
期で22.22％）も注目される。
　②　四肢骨骨端の癒合状況
　四肢骨骨端の癒合状況における基準（Silver 
1969、Bökönyi 1972、Bull and Payne 1982、
Hongo and Meadow 2000）に従って、イノシ
シ類の年齢段階をⅠ段階（肩甲骨関節窩、寛骨臼、
上腕骨遠位端、橈骨近位端、中節骨近位端）、Ⅱ
段階（基節骨近位端、中手・中足骨遠位端、脛骨
遠位端、腓骨遠位端、踵骨近位端）、Ⅲ段階（上
腕骨近位端、橈骨遠位端、尺骨近位端・遠位端、
大腿骨近位端・遠位端、脛骨近位端）の3段階に
分類した。各段階において、分析資料に対して
「骨端が癒合した資料（＝その年齢段階を超えて
生存していた個体）」の割合を算出して、「生存率」
を求めた。
　弥生時代中期（朝日2・3～6期）の資料で検討
すると、生存率がⅠ段階では71.43％、Ⅱ段階で
は40.54％、Ⅲ段階では6.90％であった（図3-5-
10）。とくに、成獣（Ⅲ段階）での生存率は低い
値となった。すなわち、Ⅲ段階にいたるまでの期
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図3‒5‒10　四肢骨骨端の癒合状況によるイノシシ類の年齢構成（朝日2・3～6期：N=108）

図3‒5‒11　イノシシ類の部位別出現頻度（朝日2・3～6期）

表3‒5‒7　歯の萌出・交換・咬耗状況によるイノシシ類の年齢構成（MNI）

*林ほか（1977）の基準による。　　　　　　　
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間に、多くのイノシシ類が死亡したものと考えら
れる。

　⑶　部位別組成
　骨格部位ごとに最小個体数（MNI）を算定して、
その最大値を基準とし、それぞれの骨格部位の出
現頻度を比較した。
　比較的出土量の多かった弥生時代中期（2・3～
6期）の資料を用いた。その結果、％MNIが50％

を超える資料は、頭蓋骨、下顎骨、環椎、肩甲骨、
上腕骨、尺骨、脛骨、距骨であった（図3-5-11）。

　⑷　計測値
　イノシシ類の形態的特徴を把握し、また家畜化
に伴うサイズの小型化などの議論を行うための基
礎的情報として、計測を行った。先行研究を参考
とし、計測部位は、下顎歯（姉崎1999、2002、
2003）、環椎（西本1993）、四肢骨（Driesch 

図3-5-12　「動物遺存体計測値」の画面（付属DVD収録）

表3-5-8　イノシシ類下顎歯の計測値

*計測部位は、姉崎（1999、2002、2003）に従った。　　　　　　　　　　
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0 5cm

図3-5-13　イノシシ類の下顎骨（No.225）
　　　　　　　　　*第１大臼歯の歯軸が頬側に傾斜している。

図3-5-14　イノシシ類の下顎骨（No.169）
　　　　　　　　　*第４乳臼歯の歯軸が頬側に傾斜している。

0 5cm
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1976、山崎ほか2001）の各部位である。各計測
部位について、デジタルノギスを用いて0.01mm
の単位まで計測を行った。
　下顎歯の基本統計量を表3-5-8に示す。四肢骨
に関しては、骨端の癒合した資料が少なかったた
め、計測可能な資料は少なかった。各資料の計測
値については、付属のDVDにExcel形式で収録
してある（図3-5-12）。

　⑸　形態的特徴
　計測値による定量的な分析では表すことのでき
ない定性的な形態的特徴を記載する。

　No.225標本：02年度Ad区のSD05から出土し
たイノシシ類の下顎骨（右側）である（図3-5-
13）。保存状態は良好で、下顎体は第1小臼歯前
方から残存し、下顎枝は筋突起・関節突起が欠損
していた。下顎歯は第3小臼歯から第2大臼歯ま
で植立し、第1・第2小臼歯は脱落していた。脱
落した第1、2小臼歯の歯槽は開いていた。第2大
臼歯が崩出途中であることから、年齢はⅡ段階で
生後約1才半前後と推定される。人為的な加工と
しては、下顎枝外側に前後方向の複数の平行した
線状痕が認められた。
　第1大臼歯の歯軸が頬側に傾斜し、第1大臼歯
のメタコニッドが第4小臼歯の遠心咬頭と接して
いた。また、下顎骨を後方から観察すると、下顎
枝全体が舌側に傾斜していた。

　No.169標本：01年度Ae区のSD04上層から出
土したイノシシ類の下顎骨（左側）である（図3
-5-14）。保存状態は良好で、下顎体は第2切歯か
ら残存し、下顎枝は完存であった。下顎歯は第3
乳切歯と第1乳臼歯を除いた全歯が植立してい
た。脱落した第3乳切歯と第1乳臼歯の歯槽は開
いていた。植立する歯のうち、犬歯は近心側が破
損していた。第2大臼歯が萌出途中であることか
ら、年齢はⅡ段階で生後約1才半前後と推定され
る。

　第4乳臼歯の歯軸が頬側に傾斜し、第4乳臼歯
の近心咬頭の頬側が第3乳臼歯の遠心咬頭の中央
部と接していた。また、第4乳臼歯の咬耗をみる
と、頬側よりも舌側の方で咬耗が進んでおり、挺
出の状態になっていた。

　No.300標本：02年度Ad区のSD05から出土し
たイノシシ類の下顎骨（右側）である。保存状態
は良好で、下顎体は第2小臼歯の前部から残存
し、下顎枝は筋突起と関節突起が欠損していた。
下顎歯は第3小臼歯から第3大臼歯まで植立して
いた。脱落した第2小臼歯の歯槽は開いていた。
第3大臼歯の萌出が完了し、第3大臼歯の第3咬頭
まで咬耗していたことから、Ⅴ段階で生後約4才
半以上と推定される。人為的な加工としては、下
顎枝外側に前後方向の平行した複数の線状痕が認
められた。また、下顎体の下縁が欠損して犬歯の
歯槽が露出していることから、下顎体から犬歯を
取り出したものと考えられる。
　第4小臼歯が舌側に捻転し、第4パラコーンと
プロトコーンの中間に位置する小さな中間咬頭が
第3小臼歯の遠心側に接していた。第4小臼歯の
遠心咬頭が第1大臼歯のポロトコニッドと接して
いた。

B. ニホンジカ　Cervus nippon

　⑴　出土量
　同定資料数で304点が出土し、最小個体数
（MNI）は14個体であった。時期が特定された資
料をみると、朝日2・3期では34点（MNI：2）、
朝日4期では73点（MNI：6）、朝日5期では58点
（MNI：2）、朝日6期では44点（MNI：2）、朝日
7期では15点（MNI：1）、8期では朝日6点（MNI：
1）であった。

　⑵　年齢構成
　年齢構成については、①上顎骨および下顎骨の
歯の萌出・交換・咬耗状況の観察による方法と、
②四肢骨骨端の癒合状況の観察による方法を用い
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て、それぞれ検討した。
　①　歯の萌出・交換状況
　上顎骨では歯の萌出・交換状況が観察できる資
料はなく、下顎骨の歯の萌出・交換状況が観察で
きる資料は4点であった。その結果、4個体すべ
てにおいて、第3大臼歯の萌出が完了した段階で
あった。
　②　四肢骨骨端の癒合状況
　ニホンジカの基準がないため、同じシカ属のア
カシカ（Cervus elaphus）における四肢骨骨端の
癒合状況における基準を用いることとする。
İlgenzdi（2000）の基準に従って、年齢段階を
Ⅰ段階（肩甲骨関節窩、寛骨臼）Ⅱ段階（上腕骨
遠位端、橈骨近位端、基節骨近位端、中節骨近位
端）、Ⅲ段階（中手・中足骨遠位端、脛骨遠位端、
踵骨近位端、大腿骨近位端）、Ⅳ段階（上腕骨近
位端、橈骨遠位端、尺骨近位端・遠位端、大腿骨
遠位端、脛骨近位端）の4段階に分類した。各段
階において、分析資料に対して「骨端が癒合した
資料（＝その年齢段階を超えて生存していた個
体）」の割合を算出して、「生存率」を求めた。
　弥生時代中期（4～6期）の資料で検討すると、
生存率がⅠ段階では83.33％、Ⅱ段階では

93.33％、Ⅲ段階では76.67％、Ⅳ段階では
100.00％であった（図3-5-15）。ニホンジカと
アカシカにおける癒合年齢の差異が明らかでない
ため、各段階の詳細な年齢は不明である。しか
し、各段階での生存率が高い点から、ほとんどの
ニホンジカが成獣であったことが確認できる。

　⑶　計測値
　ニホンジカ四肢骨の計測部位については
Driesch（1976）に従った。各計測部位について、
デジタルノギスを用いて0.01mmの単位まで計測
を行った。各資料の計測値については、付属の
DVDにExcel形式で提示してある。

C. イヌ　Canislupus

　⑴　出土量
　同定資料数（NISP）で27点が出土し、最小個
体数（MNI）は6個体であった。6期からの出土
量が最も多かった。

　⑵　計測値
　イヌ頭蓋骨と歯の計測部位については茂原
（1986）、四肢骨の計測部位についてはDriesch

図3-5-15　四肢骨骨端の癒合状況によるニホンジカの年齢構成（朝日2・3～6期：N=54）
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（1976）に従った。各計測部位について、デジタ
ルノギスを用いて0.01mmの単位まで計測を行っ
た。
　頭蓋骨の完存資料であるNo.164標本の計測結
果を表3-5-9に示す。その他の資料の計測値につ
いては、付属のDVDにExcel形式で収録してあ
る。

　⑶　形態的特徴
　No.164標本：イヌの頭蓋骨である（図3-5-
16）。左の鼻骨の先端と左右の側頭骨頬骨突起が
若干破損しているのみで、全体の保存状態は良好
である。頭蓋最大長は154.56mmで、長谷部
（1952）の分類で小級に相当し、山内（1958）
のⅢ式から推定される体高は41.61cmである。
最小眼窩間幅が32.12mmと前頭骨が幅広い。大
（後頭）孔の形状は、小野寺・茂原（1984）の分
類でAの横長楕円形である。本個体の性別は、前
頭骨頬骨突起の後下部の隆起が小さい点、側頭線
の隆起が認められない点から、本個体はメスであ
る可能性が高いと考えられる。
　上顎歯は、左側が第1切歯、第2切歯、犬歯、
第1小臼歯、第2小臼歯を欠失し、右側が第2切

歯、犬歯、第1小臼歯を欠失している。このう
ち、左の第1切歯と右の第2切歯、第1小臼歯につ
いては歯槽が閉塞し多孔質となっており、左の第
2切歯と左右の犬歯は歯槽が開いた状態であっ
た。左側の第1小臼歯と第2小臼歯は欠失し、犬
歯遠心には2つの歯槽が認められた。近心側の歯
槽は近遠径4.61mmで歯槽が開いており、遠心側
の歯槽は近遠径2.18mmで歯根が残されている。
また、左側の第4小臼歯の咬頭は破損していた。
　右の第1切歯は、歯槽骨縁から歯冠先端部まで
の高さが1.60mmと著しく短く、咬合面は平滑な
面を形成し、歯髄腔が露出している。また、第3
小臼歯に位置の異常が認められた。近心咬頭が舌
側に捻転し、第3小臼歯の近心咬頭の頬側が第2
小臼歯の遠心咬頭と接していた。
　臼歯列は左右非対称であった。左側の第3小臼
歯～第2大臼歯までの臼歯が、右側に比べてわず
かに近心側に位置していた。さらに、咬耗段階も
左右で異なっていた。右側の第1、第2大臼歯で
はプロトコーンとハイポコーンが著しく咬耗して

表3-5-9　イヌ頭蓋骨（No.164）の計測値

図3-5-16　イヌの頭蓋骨（No.164）
* 左側の頬骨弓が破損していたため，右側の（Zy）から正中線
までの計測値から復元した。

0 5cm

（b）下面

（a）上面
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いるが、パラコーンとメタコーンはほとんど咬耗
していない。それに対し、左側ではプロトコーン
とハイポコーンではほとんど咬耗しておらず、パ
ラコーンとメタコーンが咬耗し、とくに第1大臼
歯のパラコーンは咬頭先端ではなく舌側が縦方向
に咬耗していた。

D. その他の哺乳類
　キツネが2点、イルカ類が1点出土した。その
他に、ネズミ類やモグラ類も少量出土している
が、分析については今後の課題としたい。

　6. 4. 2　哺乳類遺存体の組成
　弥生時代中期（朝日2・3～6期）の資料につい
て、最小個体数（MNI）による組成比をみると、
イノシシ類が56.60％と最も多く出土し、ニホン
ジカ22.64％、イヌ11.32％と次いで多く出土し
た（表3-5-11）。この3種で哺乳類全体の90％以

上を占め、その他のキツネなど中・小型哺乳類は
ほとんど出土しなかった。今回の分析資料は多く
の水洗選別資料も対象としているため、中・小型
哺乳類が出土しなかった要因として資料採集方法
による可能性は低いと考えられる。

　6. 4. 3　加工痕の認められた資料
　⑴　スパイラル剥離
　多くの資料でスパイラル剥離が認められたが、
打点まで確認できた資料が存在したため、以下に
記載する。
　No.196標本：イノシシ類の脛骨（右側）で、
近位端・遠位端ともに骨端が癒合していない（図
3-5-17）。骨幹のほぼ中央部に幅4.56mmのネガ
ティブバルブが認められ、脛骨の外側から脛骨の
中央部に点的な打撃を加えられたものと考えられ
る。脛骨は、前縁（前外側に突出した顕著な稜）
により、外側を上にして安定して設置することが

表3-5-10　哺乳類遺存体（現場採集資料＋水洗選別資料：NISP）

表3-5-11　哺乳類遺存体（現場採集資料＋水洗選別資料：MNI）

* 「その他（種不明）」には、肋骨など種まで同定できない部位の資料や、破片により種まで同定できない資料（例えば，イノシシ類あるいはニ
ホンジカの資料）が含まれる。

* 「その他（種不明）」には、肋骨など種まで同定できない部位の資料や、破片により種まで同定できない資料（例えば，イノシシ類あるいはニ
ホンジカの資料）が含まれる。
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できる。本資料も、この脛骨の形態的特徴を生か
して、打ち割られたものであろう。1回の打割に
より、骨幹部近位側から遠位端まで剥離してい
る。剥離面の長さは118.18mm、幅は14.86mm
である。朝日遺跡では、この剥離で得られる「ス
パイラル状剥片」（小野2001）について、それ以
降の加工段階に進んだ資料は存在しておらず、道
具素材として用いられたことは想定できない。し
たがって、朝日遺跡では、このようなスパイラル
剥離は基本的に骨髄摘出を目的とした加工である
と考えられる。

　⑵　解体痕
　動物の解体作業に伴って残された痕跡と考えら
れる。資料数が一定量得られたイノシシ類につい
て検討する。表3-5-12に分析結果を示す。分析
資料343点のうち解体痕が観察された資料は25点
で、7.3％であった。部位ごとにみると、上腕骨
が25％と最も多く解体痕が観察された。次いで、
下顎骨と大腿骨で約15～16％、寛骨、腰椎、橈
骨、尺骨で約8～9％に観察された。
　出現頻度の多い部位について、より詳細に検討
する。上腕骨では36点のうち9点（25.0％）で観
察された。観察された部分は遠位部に7点、骨幹
部に2点であった。下顎骨では38点のうち6点
（15.8％）で観察された。確認された部分は下顎
枝の外側に4点、下顎体臼歯部の外側が2点で
あった。大腿骨では、13点のうち2点（15.4％）
の資料で観察された。観察された部位は2点とも

遠位部であった。

　⑶　イヌ咬み痕
　資料数が一定量得られたイノシシ類について検
討する。表3-5-12に分析結果を示す。分析資料
343点のうち、イヌ咬み痕が確認された資料は67
点で、19.53％であった。部位ごとにみると、尺
骨、寛骨、上腕骨が約40～50％と最も多くイヌ
咬み痕が観察された。次いで、脛骨、踵骨、距
骨、肩甲骨、中手・中足骨が約20～30％に観察
された。
　分析資料の中には、骨端部がなく、筒状の骨幹
部のみ資料も認められた。こうした資料にもイヌ
咬み痕が認められることから、骨端部を破損した
残滓と考えられる。

　⑷　受熱痕
　資料数が一定量得られたイノシシ類について検
討する。表3-5-12に分析結果を示す。分析資料
343点のうち、受熱痕が確認された資料は19点
で、5.54％であった。部位ごとにみると、橈骨
が25％と最も多く、次いで、肩甲骨と中手・中
足骨が約13％に観察された。

　⑸　ネズミ類咬み痕
　資料数が一定量得られたイノシシ類について検
討する。表3-5-12に分析結果を示す。分析資料
343点のうち、受熱痕が確認された資料は2点で、
0.58％であった。2点とも大腿骨に観察された。

図3-5-17　スパイラル剥離が認められたイノシシ類の脛骨（No.196）
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0 2cm

図3-5-18　解体痕が認められたニホンジカの上腕骨
（No.200）

図3-5-19　イヌ咬み痕が確認されたイノシシ類の上腕骨
（No.204）

（a）後面 （b）側面

0 2cm

表3-5-12　イノシシ類における解体痕・受熱痕・イヌ咬み痕、ネズミ類咬み痕の観察結果

* 頭蓋骨は，「頭蓋骨（前頭骨、側頭骨、頭頂骨、後頭骨、後頭鱗、後頭骨頚静脈突起）」と「上顎骨」と同定された資料を含む。
** 中手・中足骨は、中手骨と中足骨に加えて、区別できなかった資料（「中手・中足骨」と同定された資料）を含む。
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貝類遺存体．1：ハマグリ，2：アカニシ，3：ヤマトシジミ，4：オオタニシ，5：マガキ，6：イボウミニナ，7：フトヘ
ナタリ，8：カワアイ，9：クロダカワニナ，10：ツメタガイ，11：オオノガイ，12：サザエ，13：ウネナシトマヤガ
イ，14：イボニシ，15：アラムシロ．
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魚類遺存体．1：エイ亜目尾棘（No．832），2：トビエイ科歯板（No．819），3：アカエイ科鱗板（No．848），4：サメ類
歯（No．827），5：板鰓類b椎骨（No．801），6：ウナギ属腹椎（No．825），7：ニシン科尾椎（No．809），8：アユ
尾椎（No．840），9：アジ科尾椎（No．830），10～13：コイ［10：咽頭骨L（No．814），11：歯骨（No．813），
12：第2椎骨（No．854）］，13・14：コイ科［13：尾椎（No．962），14：主鰓蓋骨R（No．816）］，15～18：ナマズ
属［15：擬鎖骨R（No．818），16：胸鰭棘R（No．822），17：腹椎（No．802），18：尾椎（No．622）］，19・20：
コチ属［19：腹椎（No．847），20：尾椎（No．829）］，21～24：スズキ属［21：主鰓蓋骨L（No．812），22：角骨
R（No．839），23：歯骨L（No．846），24：腹椎（No．838）］，25・26：クロダイ属［25：前上顎骨L（No．817），
26：歯骨R（No．811）］，27：タイ科腹椎（No．806），28：フグ科歯骨R（No．815）］，29：ウシサワラ尾椎（No．
800），30：カレイ科第一血管間棘（No．797）．
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鳥類遺存体．1：マガン属上腕骨L（No．520），2～7：カモ亜科［2：烏口骨R（No．519），3：尺骨L（No．516），4：
手根中手骨L（No．515），5：手根中手骨L（No．526），6：手根中手骨R（No．475），7：手根中手骨R（No．514）］，
8～10：ガン亜科［8：烏口骨L（No．530），9：手根中手骨R（No．512），10：手根中手骨R（No．518）］，11：キ
ジ科足根中足骨（No．521），12：ツル科上腕骨R（No．511）
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イノシシ類．1：下顎骨L（No．169），2：下顎骨L（No．300），3：下顎骨R（No．172），4：肩甲骨R（No．27），5：
上腕骨L（No．2），6：上腕骨L（No．261），7：尺骨R（No．21），8：橈骨R（No．66），9：寛骨R（No．230），
10：大腿骨R（No．43），11：脛骨R（No．57），12：脛骨R（No．53）
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ニホンジカ．1：頭蓋骨＋角R（No．95），2：頭蓋骨L（No．99），3：落角R（No．100），4：下顎骨R（No．1490），5：
下顎骨R（No．1488），6：肩甲骨R（No．236），7：上腕骨L（No．241），8：尺骨L（No．249），9：大腿骨R（No．
268），10：脛骨L（No．134），11：脛骨R（No．262），12：中足骨L（Nov88），13：中足骨R（No．83）
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（1）青銅製品
龍文鏡（雲気禽獣紋鏡）（図3-6-1-1）
　99Ab区のSK01から出土。共伴する土器は、
山中Ⅱ式末葉段階を中心とするものと思われる。
出土状況は、楕円形の土坑状落ち込みSK01のほ
ぼ中央部で、鏡面を上にして検出できた。またガ
ラス小玉1点が伴う。
　 龍文鏡は外区を中心とした破鏡・懸垂鏡であ
る。現状での大きさは長軸46mm、短軸20mm
を測る。二個所の穿孔は、櫛歯文帯に穿たれてお
り、右側の穿孔の上部には乳の残存が見られる。
中国鏡本来の厚みが認められないほど、研磨が進
んでいるが、図像表現の浮彫り表現は良く残って
いる。鏡面側の穿孔には懸垂痕跡としての紐ズレ
が見られる。破面は良く研磨されているが、特に
鏡背に向って右側面が著しく、時間の推移による
破鏡の分割が想定できるかもしれない。復原面径
は約7.4cm。
　岡村秀典分類の雲気禽獣紋鏡ⅡB式に所属する
（岡村秀典2005「雲気禽獣紋鏡の研究」『川越哲
志先生退官記念論文集』）。

巴形銅器（図3-6-1-2）  
　5脚左捩半球形座棒状鈕巴形銅器であり、巴径
は5.6cmで座径は3.0cm、高さ1.1cmを測る。
全体の形状が良く残り、保存状況も極めて良好で
ある。表面は全体に研磨痕跡が著しく光沢をおび
る。裏面の状況は、まず半球形座の底部には段が
見られ、二次的な研磨痕跡がほとんど認められ
ず、鋳出した状況をそのままとどめているもの
と思われる。座の中央部には棒状鈕があり、座内

面と脚との間には4mmほどの一段の窪んだ平坦
面が存在する。脚部は、端部の内外両面ともに
2mmほどの斜面が見られる。こうした微小な段
差や斜面からは巴形銅器の上下鋳型の形状を復原
することができ、上下鋳型の両面に巴形銅器の輪
郭線が鋭く描かれていたことを類推することがで
きる資料である。脚部は幅広で短く鋭く捩じる形
態を留める。各脚との間には脚幅ほどの間隙を置
き、脚はバランス良く配置され、崩れは見られな
い。なお一部の脚端部には局部的な研磨痕跡が確
認でき、これを湯口部の痕跡と考えれば、おおむ
ね棒状鈕の延長上に位置することになる。
　出土状況は、竪穴住居SB02の南に近接して出
土し、土層断面図からは第3層上位に位置してい
る。SB02は第1層から掘削されており、山中Ⅰ式
3段階の資料が出土している。第 3層下部から
掘削された土坑SK52は弥生中期末葉の高蔵式期
の土器を包含する。また同一遺構検出面でSB02
に重複する土坑SK33からは山中Ⅰ式 2段階の資
料が見られる。したがって層位的には山中Ⅰ式前
半期から高蔵式の間に位置づけることが可能であ
る。遺構の配置や堆積状況を考慮すると、現状で
は山中Ⅰ式前半期を中心とする時期に所属するも
のと考えておきたい。巴形銅器は表面を上にして
ほぼ水平に置かれたような形状で出土した。また
巴形銅器の内外面には赤色顔料が付着しており、
分析の結果からはベンガラであった。出土地点で
の観察では周囲に赤色顔料が見られないことか
ら、付着した顔料は使用時におけるものであるこ
とが想定できる。
　赤塚分類の広脚系桜馬場型で、Ⅰ期の新段階に

金属製品金属製品Ⅲ 6



第Ⅲ部　出土遺物の分析 ̶ ❻金属製品

293

所属する（赤塚次郎2004「弥生後期巴形銅器の
研究」『地域と古文化』）。

　銅鏃（図3-6-1-3～7）  
　99Ae区から出土した3は、小型の三稜形鏃で
あり、鏃長24mm、鏃身13mm、断面三角形の
鏃厚が4.7mmで断面ほぼ円形の茎厚が3.1mmを
測る。4は01Da区から発見された小型の銅鏃で、
鏃長21mm、鏃身16mm、断面扁平な菱形の鏃
厚が2.9mmで断面ほぼ円形の茎厚が1.5mmを測

る。軽量な小型銅鏃である。99Ac区SB03から
検出した5は、朝日遺跡ではやや大型の銅鏃で、
鏃長42mm、鏃身22mm、断面菱形の鏃厚が
2.9mmで断面ほぼ円形の茎厚が3.4mmを測る。
6は99Ac区から出土した銅鏃で、鏃長32mm（復
原長37mm）、鏃身21mm、断面扁平な菱形の鏃
厚が3.6mmで、茎厚が3.4mmを測る。7は01Ac
区SD01第6層から出土した銅鏃茎部で、長さ
16mmを測る。大きさや断面形状からⅣ類の東
海系銅鏃であると想定できよう。
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（2）鉄製品
有肩袋状鉄斧（図3-6-2） 
　02Bd区SD01最下層から出土。SD01は北区
画を巡る環濠帯の内側から3条目に設定された大
溝（環濠）である。共伴した遺物からは山中Ⅰ式
期に所属するものと考えられる。鉄斧は残存状
況は良好で、長さ83mm、刃幅が54mm、基部
幅が33mmで基部の厚さが22mmを測る。重量

159.5g。
　袋部は非常に薄く均一に作られており、袋部か
ら刃部にかけて複雑に折り込んで形を整えたもの
と想定できる。なお刃部の端部は使用によるもの
なのか、片側にやや深くゆるやかな弧状を呈して
いる。
　製作法については第IV部の2章と3Dデーター
の解析については添付DVDを参照されたい。

0 5cm

図3-6-2　鉄製品
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上面

下面

写真3-6-1　巴形銅器（2）
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1　鏡面
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写真3-6-2　 龍文鏡、銅鍬
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刃部

袋部
側面

写真3-6-3　有肩袋状鉄斧（8）
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（1）ガラス製小玉の出土状況と形態
A．出土状況 
　今回の調査では、実測できない小片まで含める
と41点のガラス製品が出土しており、その全て
が小玉である。出土地点は、大きく北集落居住域
とその縁辺にあたる99Ab区と99Ac区、01Aa区
において32点、南居住域の環濠南東外に位置す
る02Cf区の方形集溝墓に伴う内部主体SK01より
7点、その他南居住域内部において2点出土して
おり、限定された出土地点においてややまとまっ
て出土する状況が見られる。出土遺構の時期は弥
生時代後期（7期）のものとして99Ab区SB06・
SB12・SK01、99Ac区SB07、古墳時代前期初頭
（8期）のものとして99Ab区SB01・SB02、99Ac
区SB02・SB04・SZ01、01Da区SB11、弥生時
代後期～古墳時代前期初頭にかけてのものとし
て02Cf区SK01がある。また隣接した99Ab区と
99Ac区において出土したガラス製小玉は古墳時
代前期初頭から出土しているものも、弥生時代後
期の遺構を壊して形成されているため、混入の可
能性があり、全て弥生時代後期に属する可能性が
ある。
B．大きさ（図3-7-1・図3-7-2） 
　大きさは最小の製品（XA-9）が径2.1mm、長さ
（厚み）1.0mm、最長の製品（XA-6）が径4.5mm、
長さ（厚み）5.2mm、最大径の製品（SA-1）が径
5.1mm、長さ（厚さ）3.3mmで、製品の平均値
は径3.5mm前後、長さ3.0mm前後にある。墓坑
に伴う同一品の可能性が高い02Cf区SK01出土製
品（XA-31～XA-37）は、径3.0mm～4.1mm、長
さ（厚さ）1.8mm～3.1mmと今回の出土小玉全

体の大きさの平均値に近く、均一性が高いといえ
る。またガラス製小玉の径と長さ（厚さ）は正比
例の関係にあり、鋳造による可能性が高いことを
示唆する。
C．色調 
　2種類に分けられる。PCCS（日本色研配色体
系）色相環の青緑（BG）と紫みの青（pB）に分
類でき、青緑（BG）のものが主体を占める。
D．形態からみた成形技法
　製作技法が特定できるものはないが、形態的特
徴として縦断面の形状が断面楕円形～やや丸い
隅丸方形状になるもの（XA-1～XA-16・XA-18
～XA-22・XA-24・XA-25・XA-27・XA-29～
XA-31・XA-33～XA-38）とやや断面方形状の
角張るもの（XA-17・XA-23・XA-26・XA-28・
XA-32）に分けられる。縦断面が楕円形に近いも
のは小玉の長さ（厚み）が短いものに多く、縦断
面のやや方形状になるものでは玉の穿孔面が凹む
もの（XA-17・XA-32）もある。また縦断面の
形がやや斜めに傾くものがあり（XA-4・XA-5・
XA-26・XA-27）、中央付近に穿孔してある紐通
し穴は縦断面の斜めに傾いた方向とほぼ対応して
いるもの（XA-4・XA-5・XA-27）と対応してい
ないもの（XA-26）がある。XA-17は気泡が多く
入り、表面にも噴出している。よって縦断面楕円
形状小玉の製作は、平面円形状の鋳型において鋳
造されるものが多いと考えられ、その後表面に若
干の研磨が行われる。縦断面が方形状の形態にな
る製品は、鋳造後小玉として不整形な部分は研磨
（切断）されたためと思われる。ただし、紐通し
穴は鋳型法による鋳型の形状によるものか、小玉

ガラス製品ガラス製品Ⅲ 7
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図3-7-1　分析試料の形状
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鋳造後に紐通し穴を穿孔しているかは確定できな
い。
E．これまでの調査との関係
　財団報告IVによる成果と比較する。出土地点
では、61D区にあるSZ126マウンド付近から出
土した76点（そのうち内部主体と思われる部分
から出土したものが13点）、弥生時代後期の61H
区の竪穴住居から1点、60E区と60I区の包含層
から出土したものが21点あり、比較的限定され

た地点から出土しているという点では同様な傾向
を示す。形態や成形技法では同様な傾向を示す
が、今回報告するガラス製小玉より大型品を含
み、大きさも全体的に大きいものが多い傾向があ
る。その中でも、61D区SZ126マウンド付近か
ら出土したガラス小玉は、比較的大きさの均一性
があり、今回報告の02Cf区SK01出土ガラス製小
玉と同様な傾向がある。また成形技法では巻き技
法と思われるものが1点出土している。

99Ac区 SB04

99Ac区 SB07

99Ac区 SZ01

99Ab区 SB01

99Ac区 SB02

99Ab区 SK01

99Ab区 SB02

99Ab区 SB06 99Ab区 SB12

写真3-7-2　99Ab区・99Ac区出土ガラス製小玉

写真3-7-1　02Cf区SK01出土ガラス製小玉
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図3-7-2　ガラス製小玉
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（2）ガラス製小玉の蛍光X線分析
A．蛍光X線分析による化学組成値
　試料の一部分を＃3000のダイアモンドペース
トを用いて平滑な面を作成した後、超音波洗浄機
を用いた蒸留水による洗浄を実施。分析装置は
（株）堀場作所製のエネルギー分散型蛍光X線分
析装置XGT-5000XII。この装置は大気中で測定
を行うため、従来報告されている蛍光X線分析装
置の結果とは精度などに大きな差が認められる。
今回の分析において、定量分析はスダンダードレ
スによるファンダメンタルパラメータ法によって
行い、酸化物の合計が100％になるように規格化
した。測定条件は、励起電圧：30kV、計測時間：
300s、X線管球：Rh、測定雰囲気：大気中、X
線照射径：100μm、である。分析試料1点につ
き測定箇所を20カ所設定した。計測値は、測定
箇所ごとに算出された定量値を平均化したもので
ある。
B．分析結果（表3-7-1）
　検出された元素は、Si（ケイ素）、Na（ナトリ

ウム）、Mg（マグネシウム）、Al（アルミニウム）、
P（リン）、K（カリウム）、Ca（カルシウム）、Ti
（チタン）、Mn（マンガン）、Fe（鉄）、Co（コバ
ルト）、Cu（銅）、Pb（鉛）などである。分析値は、
Si、Na、Mg、Al、P、K、Ca、Ti、Mn、Fe、
Co、Cu、Pbの検出ピーク（主にKα1）をもと
にFP法により算出した。これらの元素は酸化物
（％単位）で示した。
　今回分析を行った試料の化学組成を見ると、い
ずれもK₂Oが10％前後含まれていることから、
K₂O-SiO₂系のカリガラスと推測される。また水
色のもので少量であった MnやFe、Coが、紺色
の試料において桁違いに多く含まれていた。色調
の差によってMnO、Fe₂O₃、CoOの含有量が異
なることが確認された。時期による違いは有意
な差としてとらえることができなかった。また
02Cf区SK01出土の試料については、それぞれの
化学組成値が非常に近いことから、同一の原材料
から作成された可能性が考えられる。

試料番号 調査区 グリッド 遺構番号 時期 地域 形状 色調 小口長径 厚さ Na2O Mg0 Al2O3 SiO2 K2O CaO Ti02 MnO Fe2O3 CoO CuO PbO 合計

12 99Ab SB06 ７：弥生後期 北集落 丸から隅丸 水色 3.95 2.20 4.72 0.05 4.27 76.10 11.81 0.63 0.19 0.00 0.56 0.00 1.24 0.43 99.99
13 99Ab SB06 ７：弥生後期 北集落 丸から隅丸 水色 3.10 3.45 4.53 0.11 3.07 76.55 12.29 0.72 0.12 0.01 0.51 0.00 1.58 0.52 100.00
11 99Ab SB06 ７：弥生後期 北集落 角 水色 2.60 1.75 7.43 0.03 3.90 73.32 11.51 0.92 0.22 0.00 0.77 0.00 1.32 0.58 99.99
14 99Ab SB06 ７：弥生後期 北集落 丸から隅丸 水色 2.80 1.90 6.88 0.05 3.93 73.91 11.29 0.68 0.21 0.01 0.66 0.00 1.68 0.70 100.00
15 99Ab SB06 ７：弥生後期 北集落 丸から隅丸 水色 3.30 2.25 8.44 0.08 3.77 72.74 11.33 0.92 0.20 0.01 0.59 0.00 1.33 0.59 100.00
16 99Ab SB06 ７：弥生後期 北集落 丸から隅丸 水色 4.05 2.05 6.81 0.11 3.69 73.85 12.42 0.78 0.21 0.00 0.60 0.00 1.19 0.35 99.99
18 99Ab SK01 ７：弥生後期 北集落 丸から隅丸 水色 3.40 2.35 7.58 0.02 4.47 74.31 10.29 0.64 0.21 0.01 0.58 0.00 1.45 0.45 100.00
27 99Ac SB07 ７：弥生後期 北集落 角 水色 2.80 2.20 2.92 0.05 4.06 78.13 11.72 0.53 0.18 0.00 0.54 0.00 1.44 0.42 99.99
31 02Cf VIIIJ15l SK01 ７～８ 南集落ー主体部 丸から隅丸 水色 3.40 2.10 4.95 0.02 4.38 76.37 11.33 0.47 0.20 0.00 0.52 0.00 1.24 0.51 99.99
32 02Cf VIIIJ15l SK01 ７～８ 南集落ー主体部 角 水色 3.00 1.55 4.42 0.04 4.30 77.27 11.27 0.47 0.20 0.00 0.51 0.00 1.19 0.34 100.00
33 02Cf VIIIJ15l SK01 ７～８ 南集落ー主体部 丸から隅丸 水色 3.00 2.00 2.61 0.06 4.20 78.04 11.86 0.56 0.18 0.00 0.53 0.00 1.44 0.52 100.00
34 02Cf VIIIJ15l SK01 ７～８ 南集落ー主体部 丸から隅丸 水色 4.20 3.00 2.80 0.05 4.25 77.89 12.32 0.48 0.18 0.00 0.51 0.00 1.18 0.33 99.99
35 02Cf VIIIJ15l SK01 ７～８ 南集落ー主体部 丸から隅丸 水色 3.35 2.40 3.51 0.03 4.34 77.80 11.50 0.45 0.19 0.00 0.51 0.00 1.19 0.47 99.99
36 02Cf VIIIJ15l SK01 ７～８ 南集落ー主体部 丸から隅丸 水色 3.25 1.85 3.51 0.08 3.92 77.05 12.39 0.68 0.17 0.00 0.49 0.00 1.21 0.49 100.00
37 02Cf VIIIJ15l SK01 ７～８ 南集落ー主体部 丸から隅丸 水色 3.50 1.75 3.37 0.03 4.23 78.13 11.49 0.48 0.19 0.00 0.52 0.00 1.21 0.33 99.99
1 99Ab SB01 ８：古墳前期 北集落 丸から隅丸 水色 4.15 3.00 4.33 0.07 3.79 75.58 12.21 0.81 0.19 0.07 0.58 0.00 1.46 0.91 100.00
2 99Ab SB01 ８：古墳前期 北集落 丸から隅丸 水色 3.60 2.65 3.32 0.15 3.77 77.63 10.58 1.23 0.21 0.02 0.59 0.00 1.79 0.72 100.00
6 99Ab SB02 ８：古墳前期 北集落 丸から隅丸 水色 4.80 5.00 4.45 0.04 3.86 76.03 12.51 0.73 0.17 0.00 0.55 0.00 1.27 0.40 99.99
7 99Ab SB02 ８：古墳前期 北集落 丸から隅丸 水色 2.75 1.80 4.57 0.04 4.18 76.29 11.45 0.64 0.19 0.01 0.56 0.00 1.50 0.57 100.00
5 99Ab SB02 ８：古墳前期 北集落 丸から隅丸 水色 3.70 2.90 3.61 0.04 4.10 78.51 10.80 0.60 0.18 0.00 0.50 0.00 1.26 0.40 99.99
9 99Ab SB02 ８：古墳前期 北集落 丸から隅丸 水色 2.40 1.10 4.06 0.06 3.96 74.64 13.95 0.84 0.20 0.00 0.65 0.00 1.19 0.45 100.00

10 99Ab SB02 ８：古墳前期 北集落 丸から隅丸 水色 3.95 2.45 6.45 0.07 3.86 73.85 11.64 0.71 0.21 0.01 0.69 0.00 1.76 0.75 100.00
 8 99Ab SB02 ８：古墳前期 北集落 丸から隅丸 水色 3.65 2.70 4.22 0.06 4.09 77.53 10.96 0.63 0.19 0.00 0.50 0.00 1.40 0.41 99.99
19 99Ac SB02 ８：古墳前期 北集落 丸から隅丸 水色 - 1.50 8.05 0.15 3.17 74.55 10.44 0.81 0.18 0.01 0.63 0.00 1.53 0.48 100.00
20 99Ac SB02 ８：古墳前期 北集落 丸から隅丸 水色 3.90 1.85 9.27 0.02 3.89 72.65 10.95 0.67 0.20 0.00 0.62 0.00 1.21 0.52 100.00
22 99Ac SB02 ８：古墳前期 北集落 角 水色 3.25 1.80 7.87 0.02 3.48 74.79 9.87 0.64 0.22 0.01 0.64 0.00 1.77 0.70 100.00
24 99Ac SB02 ８：古墳前期 北集落 丸から隅丸 水色 4.00 2.95 6.72 0.11 3.54 73.25 12.94 0.80 0.19 0.01 0.59 0.00 1.44 0.41 100.00
26 99Ac SB04 ８：古墳前期 北集落 丸から隅丸 水色 2.90 2.65 6.92 0.04 3.57 71.74 13.97 1.05 0.19 0.01 0.56 0.00 1.31 0.63 100.00
28 99Ac SZ01 ８：古墳前期 北集落 丸から隅丸 水色 4.00 2.15 9.78 0.03 3.40 72.38 10.96 0.70 0.23 0.01 0.59 0.00 1.33 0.61 100.00
30 01Da VIIIH3q SB11 ８：古墳前期 南集落 丸から隅丸 水色 2.35 2.55 5.04 0.09 4.26 76.23 10.51 0.70 0.22 0.01 0.66 0.00 1.73 0.56 100.00
4 99Ab SB01 ８：古墳前期 北集落 丸から隅丸 紺色 3.00 2.45 4.79 0.53 1.75 73.33 13.19 1.57 0.28 2.23 2.17 0.11 0.05 0.00 99.98

 3 99Ab SB01 ８：古墳前期 北集落 丸から隅丸 紺色 4.40 3.80 7.04 0.71 0.48 76.01 10.28 1.97 0.24 1.65 1.46 0.11 0.04 0.01 100.00
21 99Ac SB02 ８：古墳前期 北集落 丸から隅丸 紺色 4.30 3.40 6.94 0.35 2.24 72.41 11.70 1.52 0.35 2.11 2.19 0.13 0.04 0.01 100.00
23 99Ac SB02 ８：古墳前期 北集落 丸から隅丸 紺色 2.85 2.75 6.57 0.62 0.80 72.35 12.47 1.50 0.35 2.74 2.33 0.19 0.06 0.01 100.00
25 99Ac SB02 ８：古墳前期 北集落 角 紺色 4.75 3.05 8.49 0.55 0.87 75.76 9.61 1.53 0.21 1.44 1.43 0.09 0.03 0.00 100.00
29 01Aa VI18e SD03 北集落 丸から隅丸 水色 4.85 3.55 5.05 0.04 3.91 76.07 10.58 1.26 0.21 0.02 0.57 0.00 1.63 0.65 100.00
17 99Ab SB12 弥生中期？ 北集落 丸から隅丸 水色 4.45 3.05 5.36 0.08 3.97 75.92 10.44 0.79 0.23 0.01 0.65 0.00 1.86 0.69 100.00
38 02Dd VIIII14p 検I 南集落 丸から隅丸 水色 3.80 2.75 4.66 0.06 4.35 77.88 10.00 0.48 0.19 0.00 0.51 0.00 1.43 0.43 99.99

単位：mm

表3-7-1　朝日遺跡出土ガラス玉　計測値一覧
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